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本校の庭園は久原房之助氏（実業家、政友会総裁）によって築かれた

ものです。この庭園の湧水は、床下に流して冷房するために、彼が住吉

川上流（白鶴美術館北方）から隧道を作って引いたものです。今 日も清

冽な水が四季を通じて湧き出しており 、本校生の憩いの場とな っていま

す。また、 水質も良く、 飲料水としても秀れていることが、市立環境保

健研究所の検査の結果、証明されています。

※ なお、この湧水は阪神大震災後、水脈が変わったためか、現在は涸れています。
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巻頭 言

震災記録文集を発行するにあたって

学校長 J l l 崎 凱 史

あの『 1.17』から 1年が経過した。月 日の過ぎ行くのは早

｀ 
いものである。 しかし、 こうしてペンを執るとあの日の出来事

が鮮やかによみがえってくる。 『1.17』は我々教師集団にとっ

て、 また生徒達、いや全神戸市民にとって生涯忘れることので

きない大惨事であった。 そして、 この体験をささやかであれ一

つの記録として残し留めて置こうということも体験をした者

誰しもが思うところである。本校においてもこうした思いが深まり、記録文集作成に

取り掛かったのが 2学期に入ってからであった。

め多くの人々の手によりこの文集は完成した。

それから 4ヵ月、教職員、生徒を始

ところで、あの日の夜明け間近な朝 5時46分に突如として最大震度 7という直下型

地震が神戸を中心に、阪神、淡路を襲い、神戸市全域で4319人の死者を出したが、

りわけ東灘区では死者1414人、倒壊家屋30,000戸という大きな被害が発生した。

学校も例外ではなく、本館管理棟はまさに倒壊寸前の大被害を受けたのである。

と

ー

階部分の全ての窓枠が例外なく 「く」の字に曲げられ、 さらに内部に入ると壁は崩れ、

柱は傾き、梁は落下し、廊下に並んでいた教戦員のロッカーは全て転倒している有り

様であった。

本館以外の校舎や施設等も例外ではなく、南館の巨大な柱には至るところに不気味

なまでの亀裂が走り、 グランドにも地割れが生じ、 プロック塀やフェンスもあちこち

で倒壊していた。 このような惨状を呈した学校に、夜明けと共に付近住民の避難が始

まり、 その数は見る間に増加して行った。 17日の午後には凡そ500人となり、 さらに

翌日には東灘区沿岸部に在る LPGタンクのガス漏れで避難勧告が出されたこともあ

り2000人へと膨れ上がって行ったのである。

こうした事態の中で、体育館の掃除、 ス トー プやゴミ入れの用意など避難住民の受

入れ準備から始まる避難所としての諸々の業務に教職員は懸命に従事した。

しかも、 一方では生徒の安否確認と授業再開、卒業式や入試の準備といった学校本

来の業務も急を要する状況にあり、文字通り皆は不眠不休の状態で毎日の仕事に取り
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組んで行った。今、私は本校の教職員一人一人に対してただただ感謝の念を覚えるば

かりである。

あれから 7ヵ月過ぎた 8月20日、神戸市は学校の避難所解消を打ち出し、それに伴っ

て本校で避難生活を送っていた地域住民は全員移動され、体育館もまたグランド南側

のテン ト跡地も生徒達の下に帰って来た。しかし、グランドフェンスの修復など学校

が完全 に復旧するにはまだかなりの手立てと日時とが必要である。

また、こうして筆を執ると、家屋の倒壊により青春の夢を胸に秘めたまま若い命を

奪われてしまった二人の女子生徒のことを、私はどうしても思い出さずにはおられな

い。倒壊した自宅 の下で、父母を求め、親しかった友人の名を心に浮かぺながら、命

の消え行く瞬問を体験したであろう二人のことを思う時、何とも言 いようがなく、胸

ふたぐ思いがする。今はただ安らかに眠れと祈るばかりである。

さらにまた、震災直後から炊き出しや食料の配布、あるいは風呂の世話などと親身

に働いてくれたボランティアの方々や激励の便りや義援金、救援物資をお送り項いた

全国各地の人々に心からお礼を申し上げるものである。

最後になったが、この文集に納められた一つ一つの作品から、 「助け合う心の大切

さ」、 「生きることの素晴らしさ」、そして「大自然への畏敬の念の大切さ」を読みとっ

て頂くことをお願いして、 この『巻頭言」を閉じることにしたいと思う。
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． 

緩 災を振り返って

神戸市立 楠高等学校校長

和泉元 置

（前神戸市立神戸商業高等学校教頭）

いま、 1月 17日の大震災発生から 3月末までを振り返ってみると、様々なことが次か

ら次へと頭に浮かんでくる。

正 門前の山手幹線道路から見ると、 なんの変化もない、いつものように見える校舎が、

校門に入ると、警報器や電話が、むなしく鳴っていて、窓枠は 「く」の字に曲がり、今

にも倒壊しそうな本館（管理棟）を見て 唖 然 と な る 。 出 勤 し て い た 教 職 員 で 体育館をモッ

プで掃除しているところへ、避難者がどんどん集まり、見る見るいっばいになる。翌日

には約 2,000名にも な り 、 南 校舎 ・北校舎にまで入る状況となる。教職員でトイレの清掃

をした り、プールから トイレ用の水を運 ん だ り 、 本 館 が 立 入 禁 止 で あ り 余 震があるにも

か かわら ず 、 職 員室や校長室、事務室 などから必要な書類などを運び出したこと、講堂

のパイプ椅子や図書館の書物をリレー式で運び出したこと、 一 つ 運 び 出 し た らもう 一 つ、

あれも これもと、きりがない。口では危険だから立ち入らないようにと 言 いながらも、

心の中では、も っともっと運び出したいという矛盾した気持ちであった。

1月21日の職員会議で、 生 命の尊さ、 避 難 者 へ の 対 応 、 学 校 再 開 の三つ を柱にして全

教職員が力を合わせてや っていくことを決める。生徒の安否確認のために、担 任 が 中 心

にな っての避難所巡りや家庭訪問。残念であったことは、 2名の女子生徒が自宅全壊の

ために死亡したという悲しい知らせであった。

2月 9日の最初の登校日には 9割の生徒が登校してくれたことは何よりもうれしかっ

た。体育教官室を本部兼宿直室として、 電 話 の 応 対 、 情 報 機 器 を 持 ち 込 ん での避難者名

簿などの作成、その中で食ぺた温かい インスタントラーメンの何とおいしかったことか。

避難者代表、役所、 ボランティア代表 、教師との会議が夜に開かれ、時には激論とな

ることもあ った。避難者に対して、毎 日 、 朝 夕 の つ ど い を 行 い 、 諸 連 絡 や 「被災者の皆

様へ」のプリント配布、ラジオ体操、また少しでも明るさを取り戻そうとして「ちびっ

こ広場」をテントのある狭いグランドに作り、ドッヂボールや凧あげなどを や り 、 テ レ

ビにも放映された。そして、御影工業高校での卒業式、本館の解体工事など……。

以上思い出すままに書 き、まとまりのな い 文 に な っ て し ま っ た が 、 校 舎 は大きな被害

を受け 、自慢の庭園の水も涸れ、湧水も出なくなったが、避難者は勿論、全教職員が心

を一 つにして本当によくがんばった と思う。互いに励まし、助け合 ったお陰である。

時々、学校を訪れ、更地になった本 館跡を見て淋しくもなるが、元気な生 徒達の姿に

勇気づけられる。がんばれ 神商．／
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1月17日 （火）

5時46分 阪神淡路大震災発生

7時00分和泉元教頭、田中（義）教諭の車

で学校へ。

8時頃 教頭学校到着、管理棟の一階は窓枠

や防球・防犯ネットが曲がり、北側へ傾き、

ロッカ ーなども倒れて内部には入れない状

態。警報鳴りっぱなし。北川教諭ほか数名

第一職員室に入り止める。

学校の電話が使えないので、西門前の公

衆電話に並ぶ。 10円玉のみ使用可。それも

すぐに一杯になって使用不能。学校東側の

マンション（ラシーヌ岡本）の以前本校の

講師をしていた赤田先生宅の電話を借りる。

校長に被害状況を電話連絡。指導第一課ヘ

の連絡を依頼。

本校が緊急避難場所になる。体育館を開

放するためモップで掃除をし、ストープ 3

台とゴミ入れなどを用意する。避難者どん

どん増える。

水が出ないため、トイレ悪臭。使用方法

を説明し、協力をお願いする。プールより

水をくんで、ポリ容器やバケツをトイレ内

に用意する。丸尾さん管理員室より鍵ポッ

クス持ち出す。

14時頃 校長、学校到着。校長・教頭で校舎

点検。 一緒に御影工業に行き、指導第一課

高橋主幹と中山指弓主事に状況報告。

渡辺教諭、自転車で来校。保健室より毛

布 ・布団を体育教官室へ搬入。始終余震続

く。

（宿直者）教頭 ・渡辺 体育教官室にて。

1月18日 （水）

2時頃電気がつく。 一時、余裳のため消え

る。水道 ・ガス不能。

8時00分 東灘区役所よりパンと水の配給。

震災前に書かれていた連絡白板

各自治会役員にパンは全員にあたらないこ

と、水は子供侵先の指示 をして配る。

体育館500名以上 の避難者。 グランドに

100台余の車が駐車。

御影南のガス貯蔵タンクのガスもれのた

め第 2国道より北へ避難勧告が出たので、

避難者 どんどん増える。グランドにあふれ

て、南校舎が使用出来ないか教頭 ・渡辺教

諭で点検したが、柱に大きくヒピが入り無

理と判断。しかし、すでに南館一階教室の

窓から椅子 を持ち出して使用。体育館 2階

席もどんどん入って満席。辻本 ・渡辺両教

諭でプールのトイレを開放する。

11時30分 赤田先生宅の電話を借り て、校長

より施設課へ電話の設置を依頼。

避難者約2,000人。体育館以外に北館］

階～ 4階の教室を開放する。ショ ート して

停電。余篠続く。

12時00分 校長 ・教頭 ・長尾 ・上元 ・北川・

渡辺各教諭ほか管理棟へ入り、公印 ・学校

日誌など持ち出す。余裳続く。

14時30分 赤田先生宅より再度施設課へ電話

設置のお願い。 NTTへ直接電話してほし

いと言われたが、連絡がとれないので施設

課からお願いしてもらうことにし、体育教

官室の番号 を伝える。

事務長に電話。明日 、丸尾 （箸理員）さ
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んの車で学校へ行くとのこと。

15時00分 緊急に会議をもつ。校長 ・教頭・

宮崎 ・磯野 ・岡積各教諭（生徒の安否、避

難者の対応など）。職員室を社会科講義室

へ。来田 ・長 尾 ・西明 ・山品・田中（孝）

各教諭ほか中心に仕事。交通機関が復旧次

第、会議室に集合することを確認。

16時00分 神戸 市教育委員会より 1月21日

（土）まで市立学校休校の指示あり。（テレ

ビ）

18時00分 食料届く。全員に配給されたか心

配。

18時30分 御影南のガスタンクのガスもれ避

難解除。（テレビ）

19時00分 牛乳・パン届く。千里丘協立診療

所小川機生事務長来校。薬品などを福井先

生（医師、ご家族が体育館に避難）に渡し

たいとのこと。不在のため預かる。

20時00分 校長 ・教頭帰宅。余震続く。

（出勤者）校長・教頭 ・辻本 ・上元 ・斯波・

長尾 • 田中（義） ・ 寒川 ・ 内藤 ・ 木村（史） ・

北川 ・田中（孝） • 太田 • 宮崎 ・ 岡積

（宿直者）川井（家族）

1月19日 （木）

14時30分 田村指導主事来校。プール～校舎

を案内。

15時00分 営繕より 5名校舎点検。調査結果

は次の通り。管理棟（本館）は使用不能。

くの字に曲がった本館 1階窓枠

立入禁止。南館は立入禁止。償［側特に危険）。

宮崎教諭を中心に辻本 ・磯野 ・長尾 ・上

元各教諭ほか体育館トイレの掃除。保健室

より薬品、 トイレッ トペーパー等を運ぶ。

教頭 • 岡禎教諭、帳簿類を搬出。（出席簿、

出勤簿、研修簿、年休簿など）教職員の確

認。連絡のとれないのが島田・結城・此松 ・

馬場各教諭。あとは全員無事。

17時30分 学校振興室前田主査より電話あり。

営繕の調査結果を再度報告する。教戦員 4

名の確認ができていない。交通機関が復旧

してから集合することを再確認。 生徒は現

在10名ほど無事の連絡あり。授業再開 は未

定。

避難者約 1,000名。体育館 • 生徒会室

（食堂 2階）・南館（数名）。北館は停電。

東灘区役所戦員 2名、 20時30分まで勤務。

22時00分 岡山県より救援物資5,000食。お

にぎり、牛乳ほか。

大阪大正区民小川立義氏よりおにぎり。

ポランティアの人などで配給する。

※トイレは前日までに比べて気持ちよく使用

出来た。医師・看護婦も全日待機する。

※御影工業電気科の川畑教諭に本館より電話

機を引き出して修理してもらう。 一台使用

出来るようになる。感謝。

（宿直者）教頭 ・川井（川井さんの親戚浜

田 ・住田）余窟続く。

1月20日 （金）

14時30分 神戸市教育委員会より連絡あり。

明日 (21日） 10時に職員集合して協議する

ように。 11時に集合するよう連絡を取り合

う。

教職員全員無事の確認終わる。遺体安罹

所南館東 1階 60名まで収容。

（宿直者）川井 ・辻本（浜田・住田）

1月21日 （土）

10時00分 打ち合わせ。プリント用意。
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11時00分 職員会議 (34名出席）経過報告。

被害状況報告。生命 ・避難者・学校全体の

ことの順位で今後の取り組みを協議。終了

後、分担して仕事に 当 たる。（トイレ、教

室内の掃除など）

13時頃 県福祉部地域福祉課長永峰郁子氏他

1名来校。事情聴取。

14時00分 再度集合。学年団中心に生徒安否

確認のため避難所や家庭訪問へ 2名ずつ割

り当てて実施。報告は上元教諭まで。万一 、

不幸があった場合は学校へ連絡。

※医務室（体育館東側更衣室） 患者 1月

19日 57名、 1月20日 84名、 1月21日

26名

14時20分 神戸市教育委員会へ職員会議の報

牛
Eコ0

15時00分 小野教育長、金芳総務部長来校。

管理棟を中心に校内巡視。

17時00分～ 避難所などから先生もどる。生

徒の安否報告（名簿に記入） 883名の内495

名確認出来る。高野恵美子さん (2B) の

死亡確認。 (1月17日11時）父が遺体を 大

阪へ。田村指導主事に報告。南館 (2B教

室）へ遺体41名安置。

20時00分 中川前校長より電話あり。状況報

告する。

21時すぎ 黒田人事主事来校。

（宿直者）教頭 余震あり。

1月22日（日）

4時30分 体育館西側雨もり。ビニールシ ー

トの件で東灘区役所へ連絡。 5枚届けられ

る。大変な作業。

7時00分 問い合わせなど電話ひっきりなし。

一人で対応できないほど。

9時30分 校長より電話あり。体調不良。

NHK千葉よりテレピを 1台貸与。体育館

内へ設置。 計 2台になる。

15時00分 校長より修学旅行のキャンセルを

JTBと小玉教諭に連絡したこと及びサン

TVにファックスで学校休校を送ったこと

の連絡あり。

18時00分 兵庫商業山田校長より見舞の電話。

NTTにより避難者用公衆電話を体育館玄

関前に 4台設置。

21時00分 校長より電話で 1．電話 1本増

設 (441-5181) になった。 2.使用出来

る教室の数を調べてほしい。 3.授業再開

についての見通しはどうか。特に 3年生に

ついてはレポートなどの方法を考える必要

がある。 4. 体調悪く、明日の職員会議に

行けそうにない。以上の連絡あり。

田中淑子さん (1E) の死亡確認。 (1月

17日当日、家屋倒壊のため下敷き。他の家族

は無事。 1月25日火葬。）

（宿直者）宮崎 ・山品

本館 1階トイレ

1月23日 （月）

11時00分第 2回職員会議 (35名出席） 1日

の行動予定、生徒安否確認報告など。その

後、役割分担して仕事開始。

14時00分 再度集合して連絡会。不明生徒78

名。

入試要項、願書等を葺合高校へ持参。

※東灘区区役所職員 2交替 (9: 00,__, 20 : 00) 

(20 : oo--9 : 00) 

18時00分 たたみ約100枚、体育館へ搬入

19時00分タベのつどい

※出勤表（出退の時間記入）作成。生徒不明

者一 覧表作成。
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※ 1日の行動予定として、次の点を確認。

1. 8: 00 朝の連絡（宿直者が担当）、ラ

ジオ体操

2. 11 : 00 学 校 ・東灘区役所・被災者打

合せ

3. 19 : 00 タベの連絡（宿直者が担当）

4. 19 : 00---24 : 00 宿直勤務（日誌をつ

ける）

（宿直者）長尾 ・上元 ・此松

1月24日 （火）

10時00分 入試の中高連絡会。会場、 御影高

から神戸高に変更。校長体調不良のため田

中（孝）教諭出席。芦屋の各中学校へ願芦

等持参。

御影工業田中校長が校長会の報告で来校。

11時00分 連絡会。余震のため本館の ガ ラス

が所々落下している。絶対に中に入らない

ように。（今後、立ち入り禁止。）清掃。生

徒不明者のため避難所へ。

11時30分 避難者に対してラジオ体操、子供

達にドッヂポールをすることが伝わり、教

頭ィンタピュ ーを受ける。 (MBSテレピ）

中村指導主事来校。入試関係のプリント

持参。

13時30分 グランドの空いている所に 「チピッ

コ広場」を作り、ド ッヂポールをする。30

名参加。 4歳の中井大介ちゃんが人気者。

本校生徒会も参加。教頭 • 宮崎 ・ 横田・笹

部各教諭他参加。

本館 1階職員室前廊下

自衛隊より飲料水 lトンタンクをグラン

ドパックネット付近に設四。

生徒消息不明 7名 (1年 4名、 2年 1名、

3年 2名）

テレピ取材。テレビ車グランドに。

（宿直者）北川 ・渡辺 ・此松

1月25日 （水）

11時00分連絡会。現在、生徒 7名未確認。

2年高野お通夜。大阪にて本 日16時、そ

の後火葬。小玉 ・ 磯野 ・ 此松各教諭 • 生徒

数名参加。

食堂を避難者の子供達の自習室 に。

この後、南館 ・北館のト イレ、教室 の清

掃を教師全員で行う。昨日に続き 、毎日 テ

レビで「チ ビッ子広場」放映。 （渡辺教諭

指導のゲームなど。）

15時30分 管理課橋口氏、産振について調査。

第 2情報処理室写真撮影。第 2ヮープロ室

のドア開かない。

16時00分 管理課肥塚氏ほか 5名校舎点検。

学校長名で立ち入り禁止の張り紙とロープ。

19時00分 タペのつどい。教頭より諸連絡。

19時30分 校長へ報告。体調不良のため明日

も無理な様子。

（宿直者）此松 ・磯野

1月26日 （木）

11時00分連絡会。（昨日、管理課来校。明

日、校務委員会。など）

京都から日用品ワゴン車にて。体育館照

明は昼は半減する。昨夜、震度 4。

14時00分 兵庫県よりホームスティ受け入れ。

県外公営住宅情報など。

14時40分 簡易 シャワーについて。水が必要。

グラ ンド東側。レン タルのニッケンに聞く 。

16時00分 中村指導主事来校。状況聴取。南

館点検。生徒、教職員安否。 入試関係など。

中川前校長より電話あり。

東灘区役所の要請で東京屯気技術者 2名、
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体育教官室の放送設備修理したが直らず。

北館普通教室のみ電気がつくようになる。

1階のコンセントは使えない。キュ ービク

ルや管理員室外側のジョイントボックスが

壊れたら体育館を含めて学校の電気は全滅

する。市や区役所本部へ連絡すべきである。

19時30分校長へ電話。

（宿直者） 此松 ・渡辺

1月27日 （金）

10時00分 朝日新聞記者取材。「家族」をテー

マとして。

11時00分連 絡会。

11時30分校務 委員会。

• 宿日直のロ ー テーションにつ いて

(10 : 00----17 : 00日直 1 7 : oo----10 : 00宿

直）

13時00分 今まで有志でや ってき たが、明日

の連絡会で申し出てもらう。なるぺく多く

の人で。宿直者の弁当について考應。 1月

27日（金）より夜は 1名体制を原則。

・牛徒関係 裳災後の生徒状況調査を学年団

ヘ
3゚年 生徒の居場所が変わるので連絡を

とるのに困る。 3F浜田さんの母の

葬儀本日。

松本さん 1名未確認。

2年 修学旅行中止。高野さん (2B) 

葬儀昨日営ま れた。兄も死去。

1年 田中淑子さん (1E)死去。牧野

睦子 さん (1E)両親死去。本人と

弟のみ。

・入試関係

教務より日程について、理科準備室を入

試関係の室に。

• 各部より

庶務部→ 「入学のしおり」について。

進路指専部→企業に対して生徒自ら安否

を連絡する。進学について。

教務部→生徒登校について。 生 徒連絡す

体 育 館前

るには 1週問は必要。

（案） 3年 2月 2日（木） 11: 00 

2年 2月 3日（金）11: 00 

1年 2月 3日（金） 13: 00 

家族状況、連絡場所、制服・教科吉、家屋

被害状況などの調査。

牛徒の連絡方法→報道機関へ学校より依頼

する。張り紙など（内容を出来るだけのせる）

避難場所と人数など（本校の生徒を中心に

して）まとめる。

※校務委員会は当分（月） ・ （木）連絡会終

了後。

※学習室は食堂より理科講義室に変更。社会

科講義室のカギをつけてほしい。

※教職員のローテーション 1~ 3班に分けて

1月30日（月）より実施。

※明日 28日 （土） 10:00,....,12: 00ポランティ

ア看護婦 2名 健康相談と血圧測定。

14時30分 ちびっ 子広場のポーリングゲーム

を放映。毎日テレビ再度来校 取材。

食堂業者来校。食器類と在庫の材料がな

い。営業は平常にもどるまで無理。大事 な
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ものは整理して管理しておいてほしいとの

こと。

姫路商業松本校長より電話。 一時的に 1

名本校へ希望している生徒がいる。

15時10分 大和出版山本氏より電話。卒業証

魯の件。会社は無事。 一度、来校したい。

15時30分 関西電気保安協会、点検。現在の

使用状態で北館普通教室を使用してもよい。

サンケイ新聞（関西テレピ）より取材依頼。

2月14日～16日の 3日間 (11時より）。

16時50分 日本テレビより電話。教頭が対応。

避難者名簿671名。遺体、最後の 1（本を灘

高校体育館へ。

育友会久恒さんより電話。何か育友会で役

に立つことがあれば言 って ください。

（宿直者）此松 ・岡積 ・結城

1月28日（土）

9時00分 校長より連絡。肺炎の危険性あり。

28日（士） ～30日（月）休養する。 1月31

日（火）の全市校園長会には出席したい。

11時00分 連 絡会。

・昨日 20時より避難者代表 ・ポランティア・

学校と話し合い。自主的にトイレの掃除を

する。 当分先生方もよろしく。

・風呂の設置。明日か明後日。

・グランドの整備を本日やる。駐車の線引き、

机 ・いすの片付け。

・校務委員会の報告。（教頭より）

・自転車協会より自転車100台寄付。今日か

明日。（小玉教諭）

• 本館より必要書類の持ち出しは無理。絶対

立ち入り禁止。万ーの場合、保障はない。

12時30分 御影工業田中校長より電話あり。

生徒登校についての質問。次回の校務委員

会で決定すると返事。御影工業は 1月30日

(11時）、 2月 4日 (10時30分）と考えて

いる。葺合高校 1月27日61%、 1月28日52

％、自宅から登校75%、その他25%。

本館立 ち入り禁止の仮囲いの設置完了。

グランドフェンス（東南）の撤去は業者 ま

だ来ない。

17時30分 中村指導主事 より依頼。商業関係

の実習に必要な備品の調査について (2月

4日まで）。関係の担当者に依頼。森脇教

諭にまとめてもらう。

19時00分 タベのつどい。朝日新聞社・毎日

テレピ取材する。

（宿直者）此松 ・笠井 ・北川

1月29日（日）

本日、連絡会なし。

甲南小から避難者のためのテント 30張をグ

ランド南側に自衛隊が設置する。風呂設謹は

頑高校へ変更。

9時20分 施設 課肥 塚氏 より 電話 。本館 3月

末までに解体予定など。

11時00分 県対策本部より 2名来校。状況調

査風呂設置なし、管理棟使用不能の不自由

な中で教職員も頑張っていることなど強く

訴える。

13時20分 大阪ガスより、ガスの元を 3ヵ所

止めに来る。宮崎教諭、灘高校へ風呂の件

で行く。

13時50分 東灘区役所秀石氏、ポランティア

リーダー藤井氏、テント入居者の件で打ち

合わせ。

14時15分 単車 3台購入のため宮崎 ・長 尾 ・

上元教諭で店へ。

（宿直者）此松 ・笠井・磯野

自衛隊の教援基地（グランド）
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1月30日（月）

11時00分連絡会。

• 今日と明日の夕食の炊き出しについて。

1時30日夕食炊き出し 加古川農業改良晋

及センタ ー 山崎敏行氏豚汁。

1月31日夕食炊き出し 和田山農業改 良 普

及センタ ー 大原博幸氏豚汁。

サラダ。米飯は自衛隊。

・体育館を 4つ に分割して自治活動を充実し

ていきたい。（リーダー川村氏より。）

．灯油倉庫をバックネットの倉庫へ移動。

・理科室の薬品撤去。

11時30分 校務委員会（第 2回）校長不在。

• 1年より 転学希望者 3名。牧野両親死

去。

• 生徒登校について

2月 9日（木） 11: 00........, 15 : 00 

北館 1階 1年： 2階 2年 ：3階 3年

市教委等への連絡は教頭。掲示物作成は学

年 ・教務 ・指専で。

次の一 斉登校は 2月 2日の校務委員会で

決める。

・灯油をポリ容器に入れ体育倉庫へ。

・実習関係の備品破損状況調査依頼。

ワ ー プロ室→田抒 • 島田 情報処理室→山

品 ・森脇調理室→井上（裕） • 藤原（美）

美術室→此松

・卒業式関 係準 備等の依頼。事務長、田中

（義）、那須両教諭

14時00分 黒田人事主事より電話あり。校長

の健康状態について。

施設課より連絡。 1月30日～ 2月 3日の

間に文部省より技術職 員 2名来校。校長か

教頭待機 のこと。

15時30分奈良医療班交替。

16時40分読売新聞より取材。生徒安否につ

いて。 2名死去、 1名両親死去を伝える。

17時00分校長へ連絡。

※グランドテントリーダー 藤井 氏 ・安田氏

（宿直者）此松 ・鈴 木 ・結 城

1月31日 （火）

11時00分 連絡会。校長は全市校園長会出席

のため不在。

• 10 : 00,...., 15 : 00 東灘警察の車 5台駐車。

• 2月 1日（水）職員会議 11時～ 生徒登

校日について

・文部省技術職員視察について

・ 実習室 • 特別教室の備品破損調査について

14時00分卒業証書印刷大和出版へ注文す

る。

先生達で書道室の整理。

14時 10分 電気の配線工 事 （ 北 神電J::.:.）。本

館が倒壊してもよいように。

14時30分 御影工業（定）奥田教頭来校。

15時30分 長田工業宮崎校長より電話。 2月

2日（木）進路指弓の会。 13時 30分～摩耶

兵庫高校にて。校長と進路指導部長出席の

こと。

理 科 室 の 薬 品 処 理18時終了。 業者21箱に

入れて持ち帰る。

18時30分 医療班閉室。本日 43名診療する。

※御 影工業より連絡あり。「被災生 徒 の 教 科

書等必要数の調査」を学校振典室田村指専

主事まで提出のこと。田中（孝）教諭に頼

む。

（宿直者）此松・ 南 野 ・田抒

解体中の本館
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2月 1日（水） 2月 3日（金）

11時00分 連絡会。 入試面接中止を各中学校へ連絡。田中（孝）

・グランドのテントヘ 2月 6日までに約100 教諭。（願書受付の日にも伝える）

名が入る。 プールポンプ設置（南校舎より電源をとる）

• 水道11時から工事。 豆 まき ・タコ上げ。先生も協力、参加。

11時10分職員会議

• 生徒登校日について 2月 9日（木） 11時

~15時

・卒業式関係

12時10分～13時30分 文部省より 2名来校。

校舎点検。写真撮影。

16時00分 NHK福岡放送 2名取材。

2月 2日（木）

11時00分連絡会。

・自衛隊によりグランド東側にテント設置。

・プールヘのポンプ明日もう一度。（新明和

工業）

・ダスキンよりサービスとして下着の洗潅

（週 2回）

• 14時30分よりちびっ子広場にてタコ上げ。

11時30分第3回校務委員会。

• 第 2 回以降の生徒登校について

2月13日（月） 13時

1年 ：14日（火） 13時

2年： 16日（木） 13時

3年： 20日（月）から授業

3月 3日（金）

1年： 10時～12時 2年： 13時～15時

学年末考査は考えていない。

・卒業式 2月26日（日） 13時 御影工業高校

にて

14時00分 石井一衆議院議員来校。教頭より

状況説明。

15時00分稲森実業より畳220枚体育館へ搬

入。 NTTデーター通信保田主任（東京）

文字放送テ レピ設置。

16時19分余震。震度 3。

2月 4日（土）

卒業式について打ち合わせ。校長 ・教頭・

3年主任太田教諭 ・庶務部長田中（義）教諭

戦員室など各部屋を決める。

社会科教室→ボランティア、役所関係。会

議室→職員室。社会科講義室→学習室。理科

室→事務室、入試関係の教務部。体育教官室

→本部。

自宅にいる生徒。 1年97名。 2年60名。 3

年75名。合計232名。

2月 6日（月）

谷岡主席指導主事 ・施設課肥塚氏来校。今

後の事で校長・教頭と話し合う。プレハプ教

室の設置場所。特別教室の優先順位。新館を

管理棟として考える。新学期 (4月以降）の

ことなど。第 4回校務委員会（プレハプ教室

について、ほか）

2月 8日（水）

職員会議・学年会 ・商業科会議（授業につ

いて）。

校長 ・教頭 ・事務長で仮設校舎など 4月以

降の管理棟、教室などを相談。

2月 9日（木）

本日より教職員10時30分出勤。第 5回校務

委員会。

第 1回生徒登校。 (11時～15時）出席率 1

年90%、 2年84%、 3年90%

グランドヘ仮設教室を建てるため、テント

の移動について打ち合わせ。
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2月10日 （金）

御影」二業へ卒業式についての打ち合わせ。

校長 ・モド務長 ・人田 ・田中（義）両教諭

本館は解体決定 (3月末には完了）。南館

は検討中、 立ち人り禁lヒ。

2月11日（土）

校長出張（県教育研究所 高校入試に関す

る校長会）

2月12日 （日）

仮設トイレ 3基 (1基 4人分）設置。テン

ト移動。

施設課薮下係長ほか来校。仮設校舎 5棟 X

5教室 の25教室 をグランドヘ。本山第 2小も

使用。

2月13日 （月）

第 6回校務委員会。 1年登校日 (13時グラ

ンド集合、学年集会）。

本山中 3年授業 (10時 ～12時10分 北館に

て）

2月14日 （火）

校長出張（中高連絡会 総合教育センター）

2年登校日 (13時）。本山中 3年授業。電話

設堕。

2月15日（水）

卒業認定会議。 職員会議。本山中 3年授業。

講堂（本館 3F) よりパイプ椅子 搬出。

2月16日 （木）

第 7回校務委員会。全国自動車連合会より

避難者へ自転車50台。

2月17日 （金）

震災後 1ヵ月、黙祷。図書館より図書を搬

出し、書道室へ。

中央図出館より避難者用図富約400冊、体

育館玄関へ。

2月18日 （土）

京都 大学地裳 計 2ヵ所に設置。本山中 3年

授業。

2月19日 （日）

東京大学小谷教授、田才助手ほか 8名来校。

校舎検査。文部省へ報告。

2月20日 （月）

本日より授業（商業科目中心に45分授業 2

限）。 1年 10時 ・2年 13時登校。

第 8回校務委員会。

2月21日（火）

1年・ 2年授業。

2月22日 （水）

1年 ・2年授業。職員会議。解体工事 のた

め北館から新館、体育教官 室、グランドヘ行

くのが遠回りになり大変。格技室避難者に 3

月には体育館へ移動しても らう よう要請。

2月23日（木）

1年 ・2年授業。放送設備工事。

2月24日（金）

1年 ・2年授業。 3年学年会議。

2月25日 （土）

3年登校日。同窓会入会式。各種表彰。卒

業式予行。

2月26日（日）

卒業式。御影工業高校体育館にて、 13時よ

り実施。
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長い長い一日 1月20日

辻本正子

• 1月17日（火）

ジェットコ ー スターに乗っている夢をみて

いた。ジェットコースタ ーのいすから体が浮

き上がり、何度もバウンドする。落ちそうな

くらいだったので「すごいジェットコースター

だなぁ」と夢見心地で思っていたような気が

する。

「大丈夫？」という 声 で目が覚めたのが、

朝の 6時頃だった。気がつくとベッドの横に

母がろうそくを持って立っている。いったい

どういうことなのかわからなかった。「すご

い地震だったでしょう。台所なんかめちゃく

ちゃよ。 一緒に来てみて。」と言 われて、さっ

きのジェットコ ー スターの夢は夢ではなく、

本 当 に地面が揺れていたのだとわかった。

ろうそくの湖暗い明かりを頼りに母と階下

の台所へと行った。台所はすでに割れた食器

だらけで足の踏み場がない。水屋の中の食器

も全て割れていた。ラジオを聞いてみたかっ

たが、電源が切れ、電池もなかった為、聞け

ないまま黙々と後片付けをした。そうしてい

るうちに 7時になり、周りも明るくなって少

しずつ様子が分かってきた。家の中は、タン

スなどの引き出しの中身は飛び出しているが、

倒れている物はほとんどない。家の外も特に

変わった様子 はなかった。

とりあえず時間になったので学校に行く事

にした。かなり大きい地震だったので、たぶ

んパスは動いていないかもしれないから、歩

いて行った方がよいと 言 う母の忠告を聞き、

家を出た。

私の自宅は神戸商業高校の北西にあり、徒

歩でも30分くらいである。学校に行くには山

を下 っていくのだが、歩道横の山がかなり崩

れて歩道に土砂の山を作っていた。ただその

時も、今日の地震はすごかったね、と朝のショ ー

トホームルームで生徒に言 おう、とぐらいに

しか思っていなかった。

学校の門をくぐっても特に変わったところ

はなく、 「今日は休校になるかもしれないな」

と思いながら職員室のある校舎を見て、唖然

としてしまった。 一 階の壁に無数の亀裂が走

り、斜めに傾いて扉が半 分はずれ、飛び出し

ていたのである。どうしたらいいものかわか

らず、何となくその場をうろうろしていると

教頭先生 が近づいてこられ、運動場、体育館

など一 回りしてこられたらしく、ものすごい

地震だったこと、あちこちに亀裂があること

を教えてもらった。教頭先生と話している間、

職員室の警報機がずっと鳴りっばなしだった

が、入れないためそのまま放っておくしかな

かった。とにかく今日は休校になるので、 自

宅待機するように言 われた。その時校内に一

般の人はまだ誰も入っていなかったが、運動

場の端の方で、 一 人の人が廃材を使って火を

おこそうとしているのが見えた。これからど

うなるんだろう、と何となく不安になりなが

ら、もと来た道を歩いて帰った。

• 1月18日（水）

前日の夜、ラジオで裳度 7の地農があった

ことを知り、大惨事になっていることがやっ

と分かった。交通機関もたたれ、全 ての機能

が麻痺していると聞き、多くの先生が学校に

来るのが困難であると思った。とにかく私は

学校へ歩いていけるのだから、早く行かなけ

ればと思い、急いで家を出た。前日と同じ道

は、土砂崩れがひどくなって道がふさがれて

通れなかった為、遠回りをしながらやっと学

校へ着いた。学校はすでに避難勧告が東灘区

の浜の方ででていた為、避難場所となってお

り、 ものすごい人であふれかえっていた。

とりあえず体育館の教官室に行くと、管理
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員さんとその家族、友人の方が避難しておら

れた。ほとんどの教室、運動場、体育館が避

難場所となっていたのだが、職員室が潰れて

しまって使えない為、教官室が本部のように

なっていた。しかし、神戸 商業の先生方はや

はり数人しか来られておらず、とてもじゃな

いが避難者の人員整理など出来なかった。

厳しい寒さの中、暖をとるため沢山の物が

燃やされていた。最初は廃材だったが、それ

らがなくなると教室の扉がはずされ、生徒の

机、椅子 が 分 解 されて燃やされていた。 会 議

室 の窓が割られ、中にあったポット、コーヒー

メーカーなどがなくなっていた。非常事態と

いうことで、いろいろと考えるよりも先に、

「生 きる」ということが優先されていた よう

に思う。

夕方になり、 一段と寒さが厳しくなってい

く中、教官室 に「一体 食 ぺ る 物 は ど うなって

いるのか」「こんなに寒いのに毛布などはな

いのか」と尋ねてくる人が増えてきた。区役

所へ連絡を取ってみても様々な対応で手一 杯

なのだろうか、救援物資の話がなかなかでて

こない。どうも来たとしても明日になるだろ

うということである。管理員さんとその友人

の方が、避難している人達にそう説明するの

だが、これからの不安、 現実 の寒さなどでみ

んな少しヒステリー状態になっていたと思う。

管理員さんたちに暴言 を吐く人たちもいて、

パニック状態だった。そんな中での夕方頃、

体育館の電気が突然切れてしまった。プレー

カーがとんだのかもしれない、と管理員さん

たちが調べにいっている間、教官室に私一 人

になった。しばらくして、 一 人の中年の男性

が、教官室 にものすごい勢いでいきなり入っ

てきて、私に向かってこう叫んだ。「電気 が

切れたやないか．／飯も食べられへんし、暖も

とられへんやろ．／わしらを殺す気か．／」

管理員さん達が今調べにいっている事、も

う少ししたら回復するだろうという 事 を言 う

と、教官室から出ていったが、その人が出た

瞬間、私は心から恐ろしいと感じた。ただ単

に怒っている、というのではなかったからだ。

目がつり上がり、つばを飛ばしながら大声で

怒鳴り、本当 に 殴 ら れ る の か と 思うくらい拳

を握りしめていた。殺気だって髪の毛が立 っ

ているようにも見えた。生死をかけた人間の

本性をみたような気がした。

• 1月19日（木）

朝 の 7時くらいに学校に着 いた時には、す

でに救援物資が到着しており、配っている真

最中であった。避難者の中から自発的に手伝っ

ている者もおり、このころからポランティア

の顔ぶれが決まってきたように思う。学校内

にいる避難者、そして学校外からの人々も、

持ち切れないほどのパン、コーンフレーク、

水などを抱えて持って帰っていった。中には

何度も往復をしている人もいた。

救援物資が届いたこともあり、前日よりも

人々はまだ落ち着いた雰囲気になっているよ

うに思えた。しかし避難所としては依然とし

て混乱しており、危険だと思われる校舎 に沢

山の人が入っていたし、お手洗いもすでに使

えない状態になっていた。

玄関付近（本館 1階）

• 1月20日（金）

今 でも一番忘れることの出来ない、 長 い長

い一 日であったのが、地震から 4日経 ったこ

の日である。

朝、 いつも通り学校に着くと、前日よりも

多くの先生方が教官室にいておられた。まだ

-18-



「避難所」と呼ぶにはほど遠い学校を、自分

ではどうすることもできなかったので、こら

れた先生方の顔を見てとても頼もしかったし、

やっとどうにかなる、と安心した。

役割分担を決めてもらい、掃除をし、 電話

番、名簿作り等たくさん整理していくと、徐々

に学校が「避難所」として機能するようになっ

てきた。

お昼頃、人伝えに近くの東灘区役所と灘高

校の体育館が、遺体安置所になったというの

を聞いた。あまりの遺体の多さで安置する場

所がなく、まして棺桶なども追いつかずに毛

布にくるんだままだということだった。改め

てこの地震 の大きさと悲惨さを痛感したのだ

が、まさか自分が身近に関わることになると

は、その時は少しも思っていなかった。

夕方の 4時頃、何台ものトラックが学校に

到着し た。それまでも沢山のトラックが行き

来していたので、今度は何だろうと本部にお

られる先生に聞くと、「遺体」だということ

だった。安置する場所がないので、 300体ほ

ど、身元が分かるまで教室に安置するという

ことだった。全てを失 って、凍えそうな体育

館や教室で毎夜を過ごす人、その人達を思う

だけでもやりきれない気持ちで一杯だったの

に、今度は命まで失った人達がここに来ると

いう。ほんの何日か前では考えられないほど

の非日常の中に、現実 として自分がいるのだ

ということが信じられなかった。

遺体が運び込まれた後、とにかく指示 をも

らったことを精一杯こなすことだけに集中し

た。 気 がつくと夜の 9時頃になっていた。先

生方は、まだ落ち着いていないであろう自宅

へと、何時間もかけて婦られていった。そし

て本部の教官室には、地震初日からおられる

管理員さんとその友人方が残っていたのだが、

夜も関係なくかかってくる電話の応対で、地

震後一睡もして いないと聞き 、自分はこのま

ま婦ることは出来ないと思った。電話の応対

なら昼 もやっていたし、何とか出来る。 管理

員さ んの反対を押し切って、その夜を教官室

で過ごすことに決めた。

10時頃晩御飯を食べ終えると、 電話番が今

日はいる、ということで、管理員さん達は10

秒も経たない間にすぐに寝られた。やはり 電

話 のかかってくる量 は昼 と全く変わらない。

避難者の安否、尋ね人、神戸尚業の生徒等、

内容は様々だったが、受話器を置 いてすぐに

次の電話がかか ってくる状態だった。

電話のかかってくる鼠も徐々に減ってきた

な、と思って時計を見ると12時をすぎた頃だっ

た。その時、中庭から何かを動かす音が聞こ

えてくる。中庭には、様々な救援物資をテン

トの中においてあった。 気 になったので、申

し訳なかったが管理員 さんを起こし、テント

まで行ってみた。すると石焼き芋屋の軽トラッ

クがテントの横に止まってあり、 若 い男性が

必死で救援物資をトラックに積み込んでいる。

管理員さんが強い口調で何をしているのかを

聞くと、 学校以外で避難している人はなかな

か物資が届かないから、 自分が代わりに届け

てやるんだという。いいことをしているのに

何で文句を言 われないとだめなんだと怒鳴っ

てきた。管理員さんが丁寧に、それなら本部

を通してほしい、と言う ことを説明している

のを聞きながら、何気なくそのトラックを見

ていると、「震災の為、特価．／牛乳50円．／」

「紙おむつもあります」という張り紙が何枚

かトラックの横に張り付けてある。明らかに

物資からぬすんだ物を売りつけている。管理

員さんの説明が終わったら、強くどういうこ

とか問いただしてやろうと思ったが、説明が

終わるとそれまでの横柄な態度とはうって変

わ って、へらへらと笑いながらび っくりさせ

て悪かった、と言 い、逃げるように出ていっ

た。 管理員さんに張り紙のことを言 うと、 管

理員さんも気づいておられたが、ああいう人

たちに強く 言 うと、かえって仲間達と何か仕

返しに来るから、放っておいた方 がいいと 言

われた。そんなものかと思ったが、怒りは後
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から後からこみ 1こげてきた。沢山の物を失い、

食べるものも、寝るところもない人達に、ま

だ何かをむさぽり取ろうとする人がいること、

そんないやらしい人がいるんだということに

ものすごい嫌悪を感じた。

教官室に帰るとすぐに、今度は運動場がな

んだか騒がしくなっている。確認しに行こう

かと言 っているうちにノックがして、自衛隊

員が一人入って来た。炊き出しの援助に来た

が、どこに用意すればいいか、と聞いてきた。

テレビで見たことはあっても、本物の自衛隊

員を間近で見たのはこの時が初めてだった。

救援物資のおかげで、なんとか「食ぺる」と

いう事は達成されていたが、それもおにぎり

やパンだけである。小さい子供やお年寄りも

いる中、暖かいものを食べることが出来るな

ら、こんなにうれしいことはなかった。

管理員さんと場所を決めて、ぜひお願いし

ますと言 うと、「それじゃ、皆さんを起こし

てきて下さい」と言 う。夜中の 1時である。

私も管理員さんも、てっきり明日の朝御飯の

ことだと思いこんでいた。自衛隊員が、今す

ぐに、と言 う要請を受けて、そのつもりで用

意もしてあるので、明日の朝は無理だと 言 っ

た。それなら、ということで帰ってもらうこ

とにした。皆、精神的にも肉体的にもかなり

疲労しているのである。それをわざわざ起こ

して食べてもらうものでもない。役所も大変

なのだろうが、配慮のない要請をしたことに

多少がっかりした。

管理員さんは再び睡眠に入り、私は電話番

にかえった。電話の音もほとんどしなくなっ

た 3時頃、ドアの外から「すみません」とい

う声がした。出てみると、親子 であろう中年

の男性 1人、中学 生 くらいと小学校低学年の

男の子が一人ずつ、外に立っていた。「朝か

ら遺体を捜して東漑中を回っているのですが、

見つかりません。ここが最後なので探させて

もらえませんか。」ということだった。遺体

のある場所を説明しようと思ったが、暗くて

たぶん分からないだろうと思い、 一緒に行く

ことにした。

安塵所になっている教室には、それまであっ

た机や椅子は全て出され、 毛布にくるまれた

遺体が整然と並んでいた。私はどうしても教

室 の中まで入ることが出来ず、「ここです」

とだけ言 って廊下に立ち止まった。「ありが

とうございます。本当 に遅くにすみません。

帰って休んで下さい。」と父親と中学生の男

の子が深々と頭を下げたが、そのとおりに教

官室に帰って休める心境ではなかったので、

そのまま廊下に立って いた。 3人は端から順

番に毛布をめくっていって顔を確認していっ

た。廊下にいた私もそれはほとんど見えてい

た。中には血にまみれている人もいた。その

人達を、毛布をめくってはまた丁寧にくるみ

ながら、 3人は一体ずつ確認していく。たぶ

ん30体目ぐらいだったと思う。小学生の男の

子 が、父親が毛布をめくってすぐに「おかあ

さんだー．／」と叫び、そのまま泣きじゃくっ

た。中学生の男の子は声を出さずに泣いてい

た。父親は冷静な声で「お母さん見つかって

良かったな。迷惑になるから 、早く車まで運

ぼうな。」と言 ってその遺体を担ぎ上げた。

私が泣いてもどうしようもないし、家族が悲

しみをこらえているのに、失礼だと分かって

いたが、涙が止まらなかった。私のそばを通

るとき、父親が「本当にありがとうございま

した。」と言っ た。中学生の男の子 は小学生

の男の子 の手を引いて、私に深く頭を下げた。

私は頭を振るのが精一杯だった。 3人は門の

前に止めていた車に乗って、遺体とともに帰っ

ていった。

ものすごくつらい思い、悲しい思いをして

いる人が余りにも多いのに、天災だからとあ

きらめるしかないことが、どうしてもやりき

れなかった。まだ憎む相手がいる方が気を紛

らわすことが出来るのではないかと思った。

少し落ち着 いてから教官室に帰ると、管理

員さんがうなっておられ、腰のあたりがかな
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り痛いと言 って、寝ていられないと座ってい

る。私は急いでお医者さんを呼びに行った。

地震後すぐに、救急鞄一つを持って駆けつけ

て下さったお医者さんが、体育館の更衣室で

常時待機して下さっていた。管理員さんは診

てもらった結果、尿道結石であるということ

だった。やはりここ何日間のストレスと疲労

が原因だった。注射を打ってもらい、少し楽

になられると、管理員さんは眠ったようだっ

た。時計を見るともう朝の 5時頃だった。後

2時間もすれば顔身知りの先生方が来られる

と思うと少しほっとした。今まで生きてきた

中で一番長い一 日だった。

今思うと本当に貴重な体験をしたと思うが、

あのときは毎日が必死で、自分の家族、家が

無事だった分、避難者の人たちに何か自分の

出来ることをしたいという気持ちで過ごして

いた。それまで、ほとんど毎日テレピで悲惨

なニュースが流れ、口ではいろんな感想を言っ

ていても、あくまでもそれらは自分とは関係

のない、テレビの中の出来事でしかなかった。

この震災を体験して、今までよりも人の痛み

を少しは自分なりに分かることが出来るよう

になったのではないかと思う。

震災後一週間の職員の動き

長 尾洋治

信じられない光景

平成 7年 1月16日（月）の夜、すなわち 3

連休最後の夜、床に入ってもなかなか眠れな

かった。明日は朝から生徒の指導があり、そ

の指導方法などで頭がいっぱいだった。寝つ

いたのはたぶん午前 2時を回っていたと思う。

うとうとしたと思うと、はっと目がさめ、ま

たうとうとするという、すっきりしない寝方

で床の中でいらいらしたのを覚えている。

3回目、うとうと寝かけた時、身体を強く

持ち上げられ、そしてかなり激しくゆすぶら

れた。とっさには何が起こっているのかがわ

からず、棚の上の物が落ちたり、コップが割

れる音でそれが地震であることがはっきりし

た。もちろんこれ程の地震を体験するのは初

めてであり、床から一歩も離れることができ

なかった。ただただ、この揺れが早くおさま

ることを一心に願うだけだった。揺れがおさ

まると、家の中がどうなっているか心配になっ

た。暗い中、割れたお茶わんやコップをスリッ

パでふみしめる音のみが暗闇に響き渡った。

ふと学校が心配になった。早朝、指導のた

め保護者と生徒を呼んでいることも気がかり

であった。暗闇の中、急いで着替えて車を走

らせた。午前 6時30分頃だったと思う。（私

の住居は北区であり、物的、人的被害は極め

て軽微であった。）

山麓バイパスを東へ車を走らせ新神戸に出

た。山手幹線を東へ進むにつれて今まで目に

したことがない光景が飛び込んできた。阪急

王子公園を少し過ぎてからだと思う。道路ま

で倒れかけた家、まるでキャラメルの箱を押

しつぶしたようなマンション、赤々と燃えあ

がる商店……。それでも学校は大丈夫という

安心感が心の中にあった。信号の故障とひび

割れた路面、道路いっぱいに広がった瓦礫で

車は思うように進まなかった。

それでも午前 8時過ぎには学校に到着でき

た。何人かの先生方が校門前で出迎えてくれ

た。車を校内に入れると信じられない光景が

目に飛び込んできた。管理棟の一階部分、す

なわち職員室が押しつぶされていた。その前

に立っておられた和泉元教頭の背中が妙に印

象に残った。危険とは思いつつ、本部棟の中

に入ったが天井が落ち、ロッカーが倒れて散

乱している為、奥へは進めなかった。つぶれ

たうす暗い事務室の中で、 2台の電話が競う

ように鳴り狂っていた。

9時頃になると先生方の数も10名程に増え

ていた。とりあえず本部棟は危険であるとい

うことでピニールひもで校舎を囲うとともに

「立入禁止」の表示を各箇所に提示した。
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窟災直後ということもあり避難されてくる

近所の方はほとんどなく、わずかに数名を数

えるにすぎなかった。とりあえず体育館に入っ

ていただいたが暖をとるものもなく体育用の

マットをひくのが精一杯であった。

昼 まえ、 車 のラジオが事 態が只事 ではない

ことを伝 え始めた。死亡者の数の急増、数箇

所で燃え広がる火災、そして救出できない人々

の悲痛な叫びが次々に飛び込んできた。にわ

かに 自宅が心配になり、 一旦帰宅することに

した。部屋 の 後 か たずけと食料の確保を済ま

せると、 再 び学 校の状況が心配になり、午後

4時40分、 車 を東へ走 ら せた。

しかし、今朝よりはるかにひどい渋滞に合

い、 学校に到着 したのは午後 7時を少しまわ っ

ていたと思う。朝と違い避難された住民が校

内にあふれかえ っていた。特に「立入禁止」

の管理棟にまで避難住民が入り込んでしまい、

出ても らうのにひと 苦労 した。体育館は停電

の為、 真っ 暗であっ た が 、 そ の 中 に 約500人

の避難住民の方々がひしめき合っていた。体

育館だけで は人りきれず格技室 まであふれか

えっていた。

とりあえず出勤している教職員で話 し合い、

本校の災害 本部を体育教官室 に設置すること

にした。しかし、水無し、ガス無し、電話無

しでは本部の機能は皆無に等 しか った。 教頭

を含む数人の先生方が泊まり込むことで一 旦

自宅へもどることにした。

翌18日（水）早朝より学校へ向かった。渋

滞を予想 して通勤ルートを変更し、急 いで車

を走らせていると、ラジオが東灘 区の臨海部

に設僅 されている LPG （液化石 油ガス）の

タンクの破損による避難勧告 を報じていた。

どうも地裳の振動でタンクが破損し、ガスが

流れ出しているらしい。山手幹線で住吉川付

近までくると目をみはる光景が飛び込んでき

た。南から北へまるで民族が大移動するよう

に人々が上がってくる。手には持てる限りの

荷物を持ち、子供の手 を引き悲壮な顔で皆、

足早にどんどん北へ北へと上がってくる。ラ

ジオの避難勧告 などにより、深江、魚崎方面

の住民が移動を開始したかららしい。

あふれる避難者と排便処理

学校は避難勧告 により、避難してきた住民

で昨夜の 3倍の約1500人程の人々が集まって

いた。 当然、体育館のみならず格技室 、北館、

食堂 の 2階など、 学 校の全ての校舎 を開放し

てもまだ入りきれない状態であった。 幸 い、

電気は復旧したが暖をとるものは何も無く、

とりあえず風から身を守る程度のものでしか

なかった。食料の配給は無いが皆、 手持 ちの

食料で空腹をいやした。 一 部でグランドのす

みに火をおこす人々が目に入 ったがい たしか

たの無いことであった。また立ち入りを禁止

している南校舎 にも約30世帯、 100人程が入

り込んでしまった。南館は倒壊こそしていな

いものの主 要な柱のキレツもひどく壁は剥落

し、南へ傾斜して、非常に危険な状態であっ

た。とりあえず教職員が手 分けして南館から

の移動を勧めたが、なかなか理解してもらえ

ず、かなりの時間をとられる結果とな った。

一方、本部となった体育教官 室では校長、

教頭をはじめ、出勤可能な教職員で今後の対

応策を考えたが、その中で特に問題とな った

のが「水」の問題であった。食料用の水もさ

ることながら、問題はトイレの「水」が「出

ない」「流れない」ことであった。 17日の夜、

そして、避難勧告 が出された 18日の午前 7時
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頃より避難住民が殺到し、一時は約2000人に

溢れかえった。生理現象としての排便は止む

に止まれぬものであり、使用不可であるかど

うかにかかわらず、そこにトイレがある以上、

排便せざるをえない状況であった。避難住民

の健康管理、保健衛生上、真っ先に解決しな

ければいけな い問題であり、とりあえず若手

教職員中心にトイレの使用状態をチェックす

ることにした。結果はこれ以上使用すること

は不可能であり 、とりあえず体育館の男女の

トイレを中心に北館、南館の排便処理を行う

ことにした。異臭と便が硬化しているため作

業はなかなかはかどらなかったが、それでも

一時間余りで元のきれいな便器の状態にもど

すことができた。取り除いた便はポリ袋に入

れ、庭園に穴を掘って埋めた。南館、北館の

トイレについては職員の人手の問題もあり次

の日にもち越すこととした。

排便処理に使用する水の確保も問題であっ

た。とりあえず庭園の池の水をくみ上げ、体

育館入口に一日の必要量だけ準備することに

した。しかし、 2つある池の底にも亀裂が走

り、みるみる水量が減少し、いつまで排便処

理の水が確保できるかが問題であった。少し

離れた場所にプールもあるが、やはり亀裂に

より水量は著し＜減少し、くみ上げるのには

非常に苦労しなければならなかった。

夕方の 6時30分頃、ガスタンク漏れの避難

勧告が解除され、これに伴い校内に避難され

ていた住民のうち、 3分の 1にあたる約500

人は自宅にもどりはじめた。

その夜、 トラックによって大量の救援物資

が届き、一同をほっとさせた。

遺体安置要請 と生徒の安否確認

翌19日（木）、念願の電話回線が 2本復旧

した。御影工業高校の先生が崩壊した管理棟

内の事務室に入り込み、配線等を修理してく

れた。使用可能になった電話は鳴りっばなし

で、安否確認の対応で大わらわとなった。電

話回線の復旧にともない本部では体育館、格

技室をはじめ校門に避難されている住民の名

簿を作成することにした。それぞれ職員で手

分けして用紙を配布し、一冊の名簿を作成す

るすることができた。電話は相変わらず鳴りっ

ぱなしであったが名簿の完成により安否確認

は容易にできるようになった。

20日（金）、本校に遺体安置要請が入った。

灘高校で収容できない遺体が60体程ありその

収容要請があったが、実際には40数体が収容

された。収容する場所に困ったが、とりあえ

ず南館 1階の教室をかたづけ、そこに収容す

ることにした。棺桶が間に合わず、毛布や布

団にまかれただけの状態で、事の異常さを改

めて実感した。遺体の身元確認が続いたが、

確認できる状態にない遺体もあり心が痛んだ。

21日（土）、出勤できた教識員は半数にも

満たない23人余りであったが、緊急の職員会

議が開かれ、教職員の安否確認が行われた後、

「神戸商業災害復旧連絡会」が組織された。

被災者対策機能も重要であるが、学校である

以上、学校再開機能もまた重要な問題であっ

た。まずは、生徒の安否確認を実施した。 ニ

人一組となり 87箇所の避難所を廻り、学校で

作成した連絡用のポスターを貼付を依頼する

などして生徒の確認にあたった。その結果、

約半数の500名弱の生徒の無事が確認された。

22日（日）、仮設の公衆電話が 4台設置さ

れた。これにより避難所と外部との連絡が一

層便利になり、本部にかかる電話の本数も激

減した。前日、生徒の安否確認を実施したが、

時間的な制約と交通事情により廻りきれなかっ

た箇所の確認を急ぐ一方、残念なことに 2年

生女子 1名と 1年生女子 1名の死亡が確認さ

れた。全壊した自宅の下敷きになって死亡し

たものであった。

23日（月）、排便用の水を住吉川からポン

プでプールに配水した。これにより一時的だっ

たが、ある程度の水の確保はできた。また庭

園の池の水についても簡易ポンプにより配水
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できるようになり、以前より水の運搬が楽に

なった。体育館に避難されている方の中にも

手伝いをしてくれる方が出て自治活動の兆し

もみえてきた。

1月21日の職員会議以降、毎日 10時30分よ

り職員連絡会がもたれるようになった。震災

直後から一部の職員が本部に宿直されていた

が、負担を考えて当番で宿直にあたることに

なった。また、避難者のリーダーと学校、 ま

たそれ以外の関係者との間で毎夜、その日の

報告と明日以降の打合せがもたれるようになっ

た。救援物資も質はともかく、量は安定して

供給されるようになり、飲料水も自衛隊が給

水タンクを設置してくれる予定であった。ま

た、体育館にたたみが100枚搬入された。ラ

イフラインの復旧のめどはたっていないもの

の、避難所の生活は徐々に安定してきた。

心配であった学校再開についても学年別登

校日が設定され、ようやく「生徒の学校」が

動きはじめた。

阪神大震災とレクリエーション

渡 辺置一

1. 阪神大震災と私

午前 5時46分、「ドーン」という大音響の

後、縦に 3回、その後、横に激しく揺れを感

じた。「ガス爆発？」布団の中で、まどろみ

ながら、さえぬ頭で考えたが、激しく揺れて

いる最中、わけのわからぬまま大きな声で

「何じゃこりゃ ！？」と叫んでいた。と同時に

タンスの上から、段ボール製の衣裳ケースが

落ちてきて、思わず布団を頭まで、すっぽり

かぶった。妻が「地震や」と 言 ってから、

「ああ……そうか。」とやっと気づいた。起き

出して見ると、家の中はグチャグチャで、食

器棚から食器が飛び出 し、粉々に砕けている

し、電気・ガスはすぺて停まっているしといっ

た状態で唖然としてしまった。幸い、私の部

屋は、いつもの学校の机の上と同じ有様なの

で、大した被害 もなかった。というのも、部

屋に物がありすぎて、足の踏み場もなく、本

棚も倒れなかったのである。

しかし、 一番心配だったのは娘の真衣子 の

ことである。発熱とけいれん発作で、 1月14

日（土）から関西労災病院へ入院していたか

らである。夜明けと共に、自動車で病院まで

向かった。途中、 信号のない適路を走り、火

災現場で消火活動をしている横を、火の粉を

あびながら、ようやくたどりついた。病院も

パニックで、 1階の受付は、どこからか水が

漏れて水びたし、ガラスはほとんと．：割れてい

るか、ヒピが入った状態であった。急いで、

小児病棟への階段を駆け登り、部屋へ行くと、

娘の方はケロッとした顔で元気だったので、

安心した。

さて、私が学校を訪れたのは、 1月17日の

夕闇迫る、午後 4時30分であった。病院から

自宅へ戻 り、尼崎の自宅を自転車で午後 2時

30分頃に出発した。途中、西宮から芦屋へ向

うにつれて、その惨状はますますひどく、思

わず目を覆いたくなるような光景ばかりで神

戸の方は、空が赤黒く、 幾条にも黒 い煙が上

がっていた。地獄絵というか、世紀末とはこ

んなものかも知れないと感じた。と同時に、

自分が生きていることを感謝した。

学校は、すでに避難者であふれかえり、そ

の中で、忙しそうに動き回っておられる和泉

元教頭（当時）の姿を見つけた。学校の様子

などの話をして、「和泉元先生、今日はどう

されますか？」とたずねると「今 日は泊ま

る。」と言われたので、私も 一緒に泊まるこ

とにした。まだまだ、震度 4クラスの余震も

頻繁で、これから帰る途中に日が暮れてしま

うことを考えると泊まる方が安全だと判断し

たからだ。

しかし、それからが大変で、いつ倒れても

おかしくない管理棟に入って、保健室から毛

布を出したり、 職員室から晩ゴハンにするカッ

プラーメンを出したり、結構、命がけの仕事
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できるようになり、以前より水の運搬が楽に

なった。体育館に避難されている方の中にも

手伝いをしてくれる方が出て自治活動の兆し

もみえてきた。

1月21日の職員会議以降、毎日 10時30分よ

り職員連絡会がもたれるようになった。震災

直後から一部の職員が本部に宿直されていた

が、負担を考えて当番で宿直にあたることに

なった。また、避難者のリーダーと学校、 ま

たそれ以外の関係者との間で毎夜、その日の

報告と明日以降の打合せがもたれるようになっ

た。救援物資も質はともかく、量は安定して

供給されるようになり、飲料水も自衛隊が給

水タンクを設置してくれる予定であった。ま

た、体育館にたたみが100枚搬入された。ラ

イフラインの復旧のめどはたっていないもの

の、避難所の生活は徐々に安定してきた。

心配であった学校再開についても学年別登

校日が設定され、ようやく「生徒の学校」が

動きはじめた。

阪神大震災とレクリエーション

渡 辺置一

1. 阪神大震災と私

午前 5時46分、「ドーン」という大音響の

後、縦に 3回、その後、横に激しく揺れを感

じた。「ガス爆発？」布団の中で、まどろみ

ながら、さえぬ頭で考えたが、激しく揺れて

いる最中、わけのわからぬまま大きな声で

「何じゃこりゃ ！？」と叫んでいた。と同時に
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出して見ると、家の中はグチャグチャで、食

器棚から食器が飛び出 し、粉々に砕けている

し、電気・ガスはすぺて停まっているしといっ

た状態で唖然としてしまった。幸い、私の部

屋は、いつもの学校の机の上と同じ有様なの

で、大した被害 もなかった。というのも、部

屋に物がありすぎて、足の踏み場もなく、本

棚も倒れなかったのである。

しかし、 一番心配だったのは娘の真衣子 の

ことである。発熱とけいれん発作で、 1月14

日（土）から関西労災病院へ入院していたか

らである。夜明けと共に、自動車で病院まで

向かった。途中、 信号のない適路を走り、火

災現場で消火活動をしている横を、火の粉を

あびながら、ようやくたどりついた。病院も

パニックで、 1階の受付は、どこからか水が

漏れて水びたし、ガラスはほとんと．：割れてい

るか、ヒピが入った状態であった。急いで、

小児病棟への階段を駆け登り、部屋へ行くと、

娘の方はケロッとした顔で元気だったので、

安心した。

さて、私が学校を訪れたのは、 1月17日の

夕闇迫る、午後 4時30分であった。病院から

自宅へ戻 り、尼崎の自宅を自転車で午後 2時

30分頃に出発した。途中、西宮から芦屋へ向

うにつれて、その惨状はますますひどく、思

わず目を覆いたくなるような光景ばかりで神

戸の方は、空が赤黒く、 幾条にも黒 い煙が上

がっていた。地獄絵というか、世紀末とはこ

んなものかも知れないと感じた。と同時に、

自分が生きていることを感謝した。

学校は、すでに避難者であふれかえり、そ

の中で、忙しそうに動き回っておられる和泉

元教頭（当時）の姿を見つけた。学校の様子

などの話をして、「和泉元先生、今日はどう

されますか？」とたずねると「今 日は泊ま

る。」と言われたので、私も 一緒に泊まるこ

とにした。まだまだ、震度 4クラスの余震も

頻繁で、これから帰る途中に日が暮れてしま

うことを考えると泊まる方が安全だと判断し

たからだ。

しかし、それからが大変で、いつ倒れても

おかしくない管理棟に入って、保健室から毛

布を出したり、 職員室から晩ゴハンにするカッ

プラーメンを出したり、結構、命がけの仕事
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をした。

何度も強い揺れと、ゴーッという独特の音

を聞きながら、長い眠れぬ夜を体育教官室で

教頭先生、事務の染川さん一家と過ごしたの

は、生涯忘れ得ぬ思い出となった。

翌 1月18日（水）には、 学校の西南 部のガ

スタンクから LPガスが漏れ出し、避難勧告

が出た為に、 一時は2000人近い人々が避難し

てきた。しかし、その騒ぎも徐々に落ち着き

を見せ、夕方には避難者も少し減ったように

思う。この日は、北川先生と自転車を連ね自

宅へ帰った。帰る途中、甲子園口にい る西村

（昌） 先生の家をたずねた。全壊した実家の

上で、ガレキを片づけている彼の姿は印象的

であった。

それからずっとほぽ毎日、 学 校へ通った。

トイレの掃除、消毒、避難者への応対、救急

室の設置、 職員室の設置、宿直、食料の配給……

無我夢中、何が何だかわからないうちに毎日

が過ぎて行った。（資料 1)

2. 被災地におけるレク リエー ション

地震の日から 1週間がたち、余震も落ち着

きを見せ始めた。それと共に生きる為だけに

力を注いできた避難者は、安らぎと安心を求

め、触れあいを求めるようになった。

自分たちだけ良ければといった状態から、

少しずつ周りの人々にも気遣いが出てきた。

特に子供たちの表情にも、少しずつ明るさが

戻り、グランドで駆けまわったり、 2~ 3人

の仲間と遊ぶようにまでなった。

この期をとらえて、「ドッヂポール大会」

を企画し、試みることになった。近隣の小学

校（避難所）にも声をかけて、約30人ほどの

子供（下は幼稚園児から小学6年生くらいま

で）を集めた。グランドをフェンスで仕切っ

てチビッコ広場と称し、教職員と避難者、そ

して子供たちの触れ合いが始まった。久しぶ

りに学校に子供たちの歓喜の声がこだました。

終わってから体育館の倉庫に眠っていたメダ

ルを一 つ一 つ手渡し、楽しいひとときが過ぎ

ていった。

この様子は、テレビにも取り上 げ られ、明

るいニュースとして全国 に流れ、私もよく

「ドッヂポール見たよ。 」と言 われたが、 実

はこの日は、私は出勤していなかった。 発案

者は此松先生か宮崎先生だと伝え聞いた。

次の日 (1月25日(71<))から、レクリエーショ

ンの担当 として私が選ばれた。そして、毎日、

午後 2時からの活動が始まった。（資料 2)

毎日、計画的にとは言 いがたいが、様々なプ

ログラムを用意した。私自身、大学生のキャ

ンプリーダーの経験とその後のレクリエーショ

ン活動の知識の蓄梢で、ネタに事欠くことは

なかった。ただ、幅広い年齢層の子供のどこ

に照準を当てるか色々と苦労 した。

活動の中でも特に、 1月27日（金）のポ ー

リングは好評を得た。避難生活で大鼠に出た

ペットポトルを、ポーリングのビンに見立て

て行うというもので、テレピでも生中継され

た。

1月30日（月）に行った飯盆炊さん は、 子

供から大人までの、かなり幅広い年齢庖の参

加が見られ、カレーライスもあっと言 う間に

売り切れてし まった。終わ ってから、子供た

ちのお母さんが、まだ水も出ていない不自由

な中で「いつも子供がお世話になっていま

す。」と言 って、丁寧に鍋を洗ってくださっ

たのはとてもうれしかった。

その後、このレクリエーションは 2月の連

休前 (2月10日曲）まで続けられ、計16回を

数えた。しかし、小学校も再開され、私たち

が小学校に代わって果たしてきた機能を元に

戻す為、 2月17日（金）からは週 1回、金曜

日に行うことにした。

このレクリエーションと並行 して、避難者

への健康づくりの一環として、 1月25日（水）

からラジオ体操も朝の連絡会の中で始められ

ている。これは、 4月の新学期までは宿直者

が行い、新学期から生徒会ヘパトンタッチさ
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れ、避難所解散まで、日曜日以外、ほぼ毎日

実施された。

3.児童館との連携

2月17日（金）からのレクリエーションは、

児童館と共同で行うことにした。児童館も、

この震災で本来の活動ができず、新しい試み

として 「移動児童館」として活動場所を求め

ていた。今までのレクリエーション活動の実

績が有り子供たちも集まりやすいという利点

もある。さらに児童館の指導員の 1人が本校

の卒業生、本林（現姓藤本）由紀（平成 2

年卒）さんということもあって、話はスムー

・ズにまとまった。

「移動児童館」の活動は、資料 3に記載さ

れているとおりである。最終的には、 8月25

日（金）のサマー子供フェスティバルを以て、

終了となる。（資料 4)

天候や学校側の事情もあって、必ず毎週 l

回、開催できたとは言えないが、ほぼコンス

タントに、毎回、工夫を凝らした企画は、私

自身も大いに学ぶものが多かった。また、田

中児童館の左近先生やその他、多くの指導員

やこべっ子ランドのポランティアの人々が熱

心に取り組む姿を見て、私自身、自分のレク

リエ ーションに取り組む姿勢を問い直すよい

機会となった。

さらに、この活動を影で支えて下さった岡

田教頭先生をはじめ、教職員の皆さんにもこ

の場を借りて、御礼を申し上げたい。

本当にありがとうございました。

4. 阪神大震災の経験を踏まえて

今回の震災で、私自身、様々なレクリエー

ション活動を行ってきたが、その中で学んだ

ことを、最後に結論として述べたい。

① レクリエーション活動を行うにあたって

の雰囲気づくり

何をするにおいても雰囲気は大切である。

先に述べたように、地震の日から、わずか 1

週間でレクリエーション活動を始めている。

うまく行った秘訣は何か？

それは、レクリエーションを始めるまでの

雰囲気づくり、コミュニケーションにつきる

と考えられる。本校では、 1月17日当日から

早々と教職員が寝泊まりし、特に最初の 1週

問は被災者の為に骨身を惜しまず働いてきた。

その姿勢が避難している人々から賛同を得、

信頼関係ができたきっかけと言える。本校に

滞在していたテレビ局や新聞社の人が、しき

りに「ここは雰囲気がいいですね。」と 言 っ

ていたが、それは、まさしく我々、教戦員ひ

とりひとりの努力の賜物だと言える。

② 専門知識を持った指導者と協力者の必要

性

「レクリエーションとは何か？」「ゲーム

指導の組み立て、流れ」「幅広い年齢層への

対応」など今まで自分が学んできた知識が、

このような場面で役に立つとは思わなかった。

毎日のプログラムを振り返ると、反省点も多々

あるが、全体的には成功をおさめたと思われ

る。ただ、やはり、自分一人ではなかなか成

し得なかったように思う。様々な場面で、色々

な人が、自分の持っている専門知識、能力を

発揮してくれたことが良い結果を生んだ。

③ 地域重視の活動とネットワークの必要性

このレクリエーションの途中、いろんなポ

ランティアから、レクリエーションをやりた

いと言 う申し出があった。しかし、その大半

は断わった。その一番の理由は、ポランティ

アの質に疑問を持っていたということである。

まだまだ日本では、ポランティア教育が一般

化していない。乱暴な言い方かも知れないが、

得体の知れない人が 1日来て、私たちが積み

上げてきた信頼関係を壊して欲しくなかった

というのが正直なところである。

その点、児童館などは地域での活動実績を

持っているし、専門知識を持った指導員がい

るので安心してまかせられる。地域に根づい

た活動こそ、こういう場面では活かされる。
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ネットワークも今回は大いに必要性を感じ

た。様々な情報は、毎日のように入ってくる

が、必要な情報の取捨選択は難しい。日頃か

ら、レクリエーションの特定チャンネルを持っ

ていれば、こんなに苦労しなくて済んだかも

しれない。

5. 今後の私の目指す方向

楽しくなければレクリエーションではない。

私にとっては、レクリエーションは人間が生

きて行く上で必要不可欠なものだと思う。よ

くレクリエーション＝遊び、学校生活、特に

勉強に対して対義語ととらえる人がいるが、

それは大きな間違いだ。

文部省も生涯スポーツ課を新設し、今まで

資料 1

競技スポーツと明確に区別した形で、スポー

ツをとらえている。その中にレクリエーショ

ンも一つの分野として位置づけられている。

今回の農災を契機に、私は、いかに人々の

生活の中にレクリエーションが必要かを学ん

だ。そして、その中で、教師としての立場で

レクリエーションを広めて行こうと思ってい

る。 10月25日（水）本山第二小学校との送別

会の最後に花火が上がり、たれ幕がおりた。

子供たちは、笑顔で神商を去っ ていった。私

は、子供に笑顔と感動を与えるのが、レクリ

エーションの本質だと思っている。学校行事

が、簡略化されていく今日、子供たちに何を

与えればよいのか、これからもずっと自分に

問いかけていきたいと思う。

神戸市立神戸商業高等学校における避難所の状況 ・被災者の心境
月日 で き -̀9 と 被災者の心境・状況 避離者数'--

1 17 午前5時46分阪神大震災 不安•生への執念 1,000 
本館管理棟倒壌寸前 恐怖心

体育館•生徒会室 ・ 格技室に避難

18 午前6時22分東灘区のガスタンクガス漏れの 混乱 ・パニック
為、避難者増加 1,500 
緊急対策本部設置

教職員 • 生徒の連絡をとる 食事の配給には慣れていない 1,000 
食事の配給が始まる ので必要以上に取ろうとする ↓ 

20 全教職員無事を確認 ↓ 

21 職員連絡会開始 このあたりから少し落ち着き ↓ 

生徒安否確認の為避難所巡り を取り戻す ↓ 

(883名中495名確認） 徐々に
22 避難者用公衆電話4台設置 人数は

生徒2名死亡確認 減少
23 避難者用畳100枚搬入 長期戦の構え ↓ 

タペのつどい（連絡会）開始 とりあえず 1週間がすぎ安心 ↓ 

24 レクリエーション開始 と安らぎを求める ↓ 

自衛隊飲料水タンクをグランドに設置 ↓ 

↓ 

25 教員で南館 ・北館のトイレ清掃消毒 子供はレクリエ ーションを楽 ↓ 

26 電気修理点検（東京ポランティア） しみにする ↓ 

27 コンビュータ処理による避難者名簿 671 
28 本館管理棟立入禁止フェンス設置

29 甲南小より避難者用テン ト 3~長り
設置

30 理科室薬品撤去

31 奈良県医療班常駐開始 医者がそばにいるためずいぶ
ん安心感が違う
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資料 2

神戸市立神戸商業高等学校で行ったレクリエーションプログラム

月 日 曜 本校で行ったプログラム 場 所 感 想 ． 記 事

1 24 火 ドッジポール グランド レクリエーション 初日

久し振りに子供の笑顔

MBSの取材（テレピ放映）

25 水 ゲーム大会 グランド 鬼ごっこ中心

26 木 キックペースポール グランド 幼稚園児には難しい

27 金 ポーリング グランド 空いたペットボトルに少し砂を入れてピ

ンにして

MBSの取材（テレピ放映）

28 土 サッカ ー グランド 幼稚園児には難しい

30 月 飯盆炊さん グランド 調理室で下準備

（女の先生の協力） 大人から子供まで参加

31 火 ポートボール グランド

2 1 水 ホッケー グランド ホウキをステックにしてポールを打つ

2 木 凧作り（美術の先生協力） 特別教室 ピニールのごみ袋 ・竹ひご

セロテープを使って製作

3 金 豆 まき ・折り紙 グランド MBSの取材（テレピ放映）

折り紙で鬼を作る

4 土 綿菓子（失敗） 特別教室 テレビを見た人が子供のため機械を送っ

てくれたが、残念なことに故叩していた。

6 月 マット遊び グランド 体育のマットを使って

7 火 ポートポーJレ グランド 生徒の協力参加多数あり

8 水 パスケッ トボール グランド ゴールは美術の先生が自作， 木 綿菓子・パスケットボール 特別教室 綿菓子の機械は、おもちゃ屋で購入して

グランド 実施

10 金 パスケットボール グランド

＊グランドはちびっこ広場で行う。

＊いろんな面で 経 費 が か か っ た が 、 昨 年度の文化祭での売 上を使っても良いということだったので、

それで対応した。

＊参加者の子供 の数 は正 確に は把 握し ていないが、 5人～40人くらい参加していた。

--. ， 
9-
ヽ
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資料 3

移動児童館と協賛して行ったレク リエー ションプログラム

月 1 日 I曜 プ ロ グ ラ ム 場 所 感想・記事

2 I 11 I金 Iゲーム他（グランド）

24 I金 Iぬいぐるみ劇団（グランド）

3 I 3 I金 Iひなまつり（調理室）

おだんご作り・記念撮影

19 I日 Iチーム対抗ゲーム大会

（午後 1時～ 3時 ・グランド）

24 I金 1ゲーム ・ビ ンゴゲーム

31 I金 Iグループ対抗クイズ大会

（午後 2時～グランド）

4
 

7 I金 ミニ ・運動会

（午後 2時～・グランド）

21 I金 1 工作「皿まわし」

（仮設校舎）

5 I 2 I火 I子供の日工作

参加者

57 

30 

55 

72 

47 

32 

20 

20 

35 

（人）

紙芝居 ・パネルシアター

戸外で実施したのでもう少し活動量

のあるプログラムが良かった。

東京からポランティアが来てくれた。

時間が少し短かったが、子供らは楽

しんでいて良かった。

ベニヤ板にお内裏さま、お雛さまの

絵を書き、顔を出して記念撮影。

最大の参加者。生徒会役員の補助有

り。各班にリーダーが 1人ついたの

でスムーズにいった。

並ぴ競争など。

ポスターなどの PRの方法によって

参加者数が違う。春休みに入ってゆっ

たりと遊べた。

PR不足。人数の少ない割に手のか

かる子供が多くて困った。

仮設校舎を使ってのプログラム。

皿まわしの道具を作ってから、実際

に皿回し大会を行う。

かぶと作り。前日に学校からビラを

配布したので、本来の学童保育以外

の子がたくさん参加

・だいたい、平日は午後 4時からプログラムを始めた。毎週金曜日に実施する予定であったが、

学校の都合等で実施できない日も多かった。

・雨天のため中止した日は、 3月10日・ 4月14日・ 5月12日の 3回である。

・様々な経費については、移動児童館の方ですべて負担してもらった。
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資 料 4
 

神戸新聞 平成7年 8月26日発行

神
戸
市
東
灘
区
西
岡
本
の
市

立
神
戸
商
業
高
校
で
二
十
五

日
、
震
災
後
、
週
一
回
開
か
れ

て
き
た
「
移
動
児
宣
館
」
が
事

を
閉
じ
た
。
九
月
の
新
学
期
を

控
え
て
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
、
こ
の
日
は
、
区
内

の
児
童
館
指
導
員
ら
の
ほ
か
同

校
の
教
師
、
生
徒
ら
が
協
力
し

て
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
輸
皮
げ
な

ど
の
催
し
を
開
催
、
訪
れ
た
大

勢
の
親
子
づ
れ
と
11

お
別
れ
会
II

を
楽
し
ん
だ
。

同
区
に
は
常
設
の
児
宣
館
が

九
カ
所
あ
る
が
、
震
災
で
ほ
と

ん
ど
が
避
雛
所
と
な
っ
た
。
子

供
た
ち
の
遊
ぶ
場
所
が
不
足
し

た
状
況
を
見
て
、
同
高
卒
業
生

懇子づれでにざわう「移動児富館」 ＝ 神

戸市東灘区西岡本、市立神戸商業高 校

で
同
区
涸
森
台
児
童
館
の
摺
導
一
た
ち
が
外
に
出
向
い
て
子
供
た
一
移
動
児
宣
館
を
提
案
し
た
。
震

員
本
林
由
紀
さ
ん
(
-
云
）
が
「
私
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
」
と
災
後
、
同
様
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

被
災
地
に
遊
ぴ
場
を
提
供

思
い
出
胸
に
お
別
れ
会

芦東

ヱ
翌
場
を
提
供
し
て
き
た
同

袋
諭
の
哩
辺
真
一
さ
ん
(
-
―
―四）

ら
と
男
し
て
、
二
月
下
旬
か

ら
開
催
を
始
め
た
。
＿
―
-
月
の
ひ

な
ま
つ
リ
に
は
団
子
を
作
っ
た

り
、
五
月
の
こ
ど
も
の
日
に
は

紙
で
か
ぶ
と
を
作
る
な
ど
身
近

な
児
童
館
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。子

ど
も
二
人
と
来
た
中
島
ヒ

ト
ミ
さ
ん
0

穴
）
は
「
震
災
で
遊

べ
る
公
園
は
な
い
し
更
地
は
危

な
い
の
で
、
こ
ん
な
移
動
児
童

館
が
あ
る
と
い
い
」
と
話
し
て

い
た
。児

童
館
揮
導
員
ら
は
「
こ
れ

か
ら
も
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う

に
今
後
も
月
一
回
程
度
、
空
い

て
い
る
公
園
な
ど
で
も
開
き
た

い
」
と
移
動
児
童
館
を
継
続
し

た
い
と
し
て
い
る
。
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物資テン トでの 1カ月

田 中孝明

窟災後 1月19日までは家族や自分と妻の両

親の安否確認や田舎へ送り届けるために時間

を割かれ、 1日数時問しか勤務できませんで ・

した。 1月20日より実質的な勤務を始めるが、

授業があるわけでなく、周りには避難者の方

が寒さや情報不足に不便をされていたことか

ら、全壊した本校舎から職員室用の石油ストー

プを 3個取り出し体育館等に設置したり、す

べてのテレピが落下していましたが、そのう

ちまだ使えそうなものを引っ張り出し体育館

に設置しました。これが物資テントヘの道の

始まりでした。

本来の職務（生徒の安否確認）も思うよう

にはかどらない時に、自分の体を動かす目標

を見いだした気がしたのでした。

震災後 3日目に本校職員により、トイレに

溜まっていた排泄物を除去し、使用方法も定

めが設けられ、季節も幸いし衛生的には環境

が整備されました。但し、トイレの使用方法

が定められたことにより苦悩したものもいま

した。庭園に放されていた鯉たちでした。

当時、まだ液化ガス漏れの避難勧告による

避難者が依然相当数にのぼりトイレの使用回

数も相当な回数になっていました。池の水位

は泥の底に今にも届きそうな状態であり、鯉

は背鰭を水面上に出して泳ぐありさまでした。

震災後最初の雨が降りました。とゆを伝っ

て雨が地面に降り注いでいました。急いで各

ホームルーム教室を回ってごみ箱を集めまし

た。 15ほどの大型のごみ箱を集めることがで

きました。

とゆから雨水を採るにはそれを壊す以外に

方法がなかったので、申し訳ないが金槌で叩

き割ってしまいました。その後、消防車によ

る住吉川から池やプールヘの揚水によってな

んとかトイレ用の水の確保がなされ、鯉等に

対する影響もすくなくなりました。

救援物資も届くようになり、中庭に張られ

たテントの周りに散らかっているダンポール

箱等の片付けや避難者の自治会運営を円滑に

する書式を作ったり、沿体安罹場の設隧や遺

体運搬、救援物資を載せたトラック到着時の

手助けをしている間に自然と救援テントで丸

一 日を過ごしていることが多くなりました。

救援物資を載せてくるポランティアの人か

らは不足物資についての質問を受け必要物資

の要請をしていましたが、暫くすると 一部の

救援物資が余るようになり、保管場所の食堂

を満たすようになりました。物資の区分けが

必要となり 、物資入庫伝票と物資出庫伝票と

による在庫管理をするに至りました。

避難者の方の生活が安定するにつれて、本

校の周囲の避難場所の状況が把握できるよう

になりました。最初の避難者リーダー河村さ

んの内諾もあり近辺の救援物資の届いていな

い協会へ救援物資を届けたり、賞味期限のあ

るミルクを無駄にしないために近くの酒屋さ

んに持っていって、近所の人に配ってもらっ

たりして頂きました。小さな教会には多くの

信者が避難していたため、寒さと食料不足と

りわけ乳児のミルク等に困られており、ミル

クや毛布が少し役だったようでした。

そうするうちに畳が届き、当初各人に 1枚

の配布ができたりと避難所の環境も整備され

ていきました。

ポランティアも各地から来られ体育館等で

の避難者との交流も得られるようになった 1

月末、甲南小学校から移動されてきた避難者

用テントの設営が自衛隊により行われました。

天気予報では夕刻から雨天の予報でしたので、

ポランティア等とテントに水が入らないよう

に急いで横に溝を掘りました。若い学生も手

に豆を作りながらの作業でしたが、移動され

てきた避難者の方と話を交えながらのことで

したので時問の経つのが早かったことを覚え

ています。

避難者との関わりの手のすいた時を見つけ
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て、 全壊した本館に潜り込み教務関係の資料

や時間割板等を引っ張りだしたりする時間を

持 ちました。

そうする内に救援物資に炊き出しのできる

道具 もあり、婦人たちによる暖かい炊き出し

も共同で行われるようになり、生活もかなり

改善がなされました。 当該避難生活の改善 と

共 に避難生活者の人間関係は複雑になってい

きました。

最初、避難者の方は何も持たずに避難され

互 いの立場が同等であったため、避難者 とい

う心の共有ができていたことが、次第に家か

ら持ってこられたり購入された食料や物品に

よる差が出始めたことにより 、心の葛藤が始

まったのでした。避難者同志の些細なことに

よるいがみ合いや喧嘩、 一 方的な暴力といっ

たことまでもが発生 しました。

もはや共通の避難者意識ではなく、 各避 難

者のエゴが出始めたのでした。

避難物資の食料でも避難家族だけでは到底

食ぺきれない分量を持っていかれ、数日して

固くなったり、腐ったものが自衛隊の掘った

焼却炉に捨てられたりしていたものでした。

避難所としての規則的な基本的生活が確保

されるに至 って、避難者の方が将来について

考える時間が確保できるようになると、積極

的に外部に出て自活の道を探る避難者も現れ

るに至 りました。

しかし、被災した程度の差があり、家屋の

一部損壊で生活のライフライン復旧待 ちの方、

半壊 ・全壊の方、職場を失った方、家族を失っ

た方等で精神的な差があり 、仕事の確保や一

部損壊で家屋の確保ができている人からは理

解の困難な被災状況の方 が多数おられたこと

が避難所期間が長引いた原因でもありました。

時として、避難所で何もせずにぶらぶらし

ている避難者に対して、世間からは遊んでい

るという声 も届きましたが、もし仕事 を失い

家屋を失い、家族を失って生 きる張り合いを

なくしているのが自分だったら、避難所から

積極的に出て、自立できるような活動ができ

ただろうか？

時間が経つとともに、夢と思 っていた現実

をじわじわと事実 として認識せざるを得ない

状況のもとで生 きる気力を見いだすことは精

神的にも肉体的にも大 きな壁となって立 ちは

だかっていたに違いありません。

そのような状況でポランティアの在 り方が

問われていました。ポランティアの役割は最

初は避難所としての規則的な基本的生活の確

保でしたが、 基本的生活の確保ができたな ら

ば、次の役割というものは避難者の中に入り

人問関係を作りながら個々の人との対話の中

で精神的な負担 を少しでも和らげることでは

なかっただろうか。

対話の中で知り得た避難者の負担を取り除

＜術がポランティアで実施できるものである

ならば、避難場所での活動のみならず避難者

個人に対する援助活動によって、 自立の逍を

探りやすい状況に少しでも近づけられると考

えられます。私は避難者の方と積極的な関係

を持ったのは 2月下旬までの約 1ヵ月間でし

かありませんでしたが、多くの若いポランティ

アが活躍し、 重要な役割を果たしたことは素

晴らしいことでした。

しかし、ボランティアの中にはグラウンド

を猛スビー ドで走行したり、無免許 による運

転をする人が存在しました。又、何をしてよ

いのか指示がなければ分からない人まで存在

したことには現在の若者の気風の一部を垣間

みたような気がしました。

しかし、長期間に及ぶ人から 1日の人まで

ポランティアは様々ではありましたが、人の

ために自分が役だっているということが気概

となって多くの人が本校を訪れたことが菫要

でした。

この経験から彼 らの将来にき っと役立つこ

とを願ってやみません。
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震災後の三カ月を振り返って

此松信孝

（現 佐伯市立鶴谷中学校教諭）

(1) 罹災から出勤まで

1月］7日の未明、大きな地鳴りと激しい揺

れに布団から飛び起きた私は、次の瞬間、下

からの衝幣に突き上げられた。薄明かりの中、

タンスと本棚が飛ぶような形で覆い被さって

来るのが見えた瞬問停遥。数秒後には倒壊す

る天井と床に挟まれたまま 、階下のガレージ

まで転落してしまっていた。

幸 い、腕を家具 に挟まれたものの怪我もな

く、自力で脱出することが出来た。しかし、

問囲の状況はそれどころではなかった。

並んで建っていた数棟の住宅が同じように倒

壊。生き埋めになっている人も多数いた。

すぐに無事だった者による救出作業が始ま

り、私も数人の方を助け出した。しかし 、 4

歳の男の児が病院で死亡。お年寄り 2人は中

に居るのが分かりながら助け出すことが出来

なかった。

この後 5日間、私は兵庫区の家の周囲を離

れず過ごした。自分の荷物の取り出しのほか

近所の手助けをしたり消息未確認の人を捜す

ことに明け経れたのである。

(2) 転機となったドッジポー ル大 会

私が震災後に初めて出勤したのは、大きな

混乱の静まりかけて 1月22日の日曜日。

最初の仕事は「ドッジボール大会」の企画に

加わることだった。

このとき学校全体は牛徒 ・教職員の実態把握、

学校の被害状況の確認、避難所の管理を中心

に動いていた。

それまでも自分なりに忙しく走り回ってい

たつもりだったが、校内の様子からはもっと

エネルギッシュなものが伝わ ってき た。

私は知らないうちに被害者の心壊に陥って

いて、本来やるぺき仕事を見失っていたこと

、一陣麒龍
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を思い知った。私利私欲にとらわれていたよ

うで恥ずかしくもあった。

そんな中で始まったドッジポール大会の企

両は、横断硲を書いたりコートを作ったり、

L夫のしどころがいくらでもあった。俄然、

やる気も起こって、取り糾むうちに罹災の惨

めさはもう感じられなくなっていた。

ドッジポ ール大会はテレピ中継もされ、久々

の明るい話題として皆を元気づけてくれた。

そして、何より栢極的にはたらきかける姿勢

を私に教えてくれたのである。

また、潰れかけた本館も倒壊した家具も見

えないグランドで、子どもたちか走りまわっ

ている様子があまりに自然な感じでイ遠思議だっ

た。神戸 の街の崩壊が夢であるような気持ち

になったことを覚えている。

(3) 教職員の取り組み

避難所における教職員のかかわりは少しず

つ変化していて、終 始一 貰して続いたものは

少ない。その中で、 一定のリズムが出来上がっ
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ていた 2月半ばの宿直者の一日の仕事内容を

あげると次のようになる。

7: 00 灯油ヒーター点火・水銀灯一部点灯

8: 00 水銀灯点灯・ラジオ体操・連絡

10: 00 灯油ヒーター消火・給付・水銀灯減灯・

会議議案受付・避難所だより作成印刷

17: 00 水銀灯、外壁灯点灯・灯油ヒーター点

火・会議議案書作成印刷

19: 00 連絡・避難所だより配布

19: 30 避難所会議

22: 00 灯油ヒーター消火・水銀灯消灯

この他に電話連絡や面会の取次ぎ、郵便物

の配布などが入り、数は少なかったが子ども

たちの勉強会やレクリエーションの企画もお

こなっていた。

• こうやって並べてみると非常に仕事が多岐

にわたっているのがわかるが、これは、

①避難者全体をまとめるだけの経験のある人

が避難所内に少なかったこと、

②トラプルなど多発する中で中立の立場にあ

る教職員の協力が強く求められたこと、な

どが理由としてあげられる。

前記の日課の中で避難者に好評だったもの

を上げるとすれば、まずラジオ体操。

体育科の宮崎先生の発案。閉じこもりがちな

方々に少しでも体を動かして貰おうというの

がそのねらいである。強制参加ではないが快

＜協力してくれる人が多かった。

また、こういう取り組みをすると必ず拍手 が

起こり、いい雰囲気を作り出していた。

次に朝・タの連絡。そして、避難所だより。

宮崎先生、磯野先生、笠井先生などが交代で

執筆した避難所だよりは楽しみにしている人

がたくさんいた。

お年寄りの中には細かい文字が読みづらい

人もいて、そういう方には全体の連絡の後で

個別に読んであげていた。コミュニケーショ

ンを図る上でも本当にいい企画だった。

それらに対し、避難所会議の議案書作り等は

性格が少し違っている。

避難者全員、あるいは世帯代表の会議は多

い頃は毎晩開かれていた。ところが連絡や協

議のための会議が、お互いのやり切れない思

いのぶつけ合いの場になることもしばしばだっ

た。

会議の出席を敬遠する雰囲気も出て、その

解決の策として議案書作成の司会を教師が務

めたという次第である。

ヒーターや照明の管理を教師がおこなった

一番の理由もトラプル防止。避難者同士 で 扱

うと、ついお互いの主張がぶつかり合う。中

立 の立場の教師にやってもらえば文句がない

というわけである。

こんな具合だから、仲裁にもよく入った。

ある時、 「2階の人が暴言 を吐いて怖い。何

とかならないか。」と持ちかけられた。

すぐに上がっていったが、後で聞いたとこ

ろでは「此松は殴られるんじゃないか。」と

心配した人もいたらしい。

こういう時は注意などするより話を聞くに

限る。興奮して迫ってくることはあったが、

殴るような乱暴をはたらく人はもちろん一人

もいなかった。

(4) ポランティアのこと

全国各地から駆けつけてくれたポランティ

アの方々には本当にお世話になった。その活

動の詳細な記録は別のところにゆずり、ここ

ではポランティアのあり方について話し合っ

たことを書いておきたい。

毎日、大変な状況の中で活動を続ける彼ら

の中ではトラプルは何度も起こっていた。きっ

かけは些細なことである。

日く、（ポランティアが）「避難所の電話を

独占している」「避難所の食料や物品を取り

込んでいる」「辛い仕事を全然やろうとしな

い」「避難所の様子を興味本位で知り合いな

どに伝えている」等々。

こんなことで収拾がつかなくなったとき 、

よく私が呼ばれて話を聞くことになった。
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結論こそ出なかったが、いろいろと思いを

聞いたあとで次の点を確認しあった。

ポランティア文化の育っていない日本では

正 しいボランティア活動など行う側も受ける

側も理解していない。だから、細かい点でい

い悪いを言 い合ってもきりがない。でも、自

分の力を神戸 で役立てたいと思って全国から

集ま ってきた気持ちは共通だ。その点はお互

いに尊童し、これからも頑張ろう。

(5) 最後 に

大災害 の事実を伝える貴重な記録文集用と

してはあまりにも簡略で拙い文章ですがお許

しください。

一 日も早い神戸市と神戸商業高校の完全復

輿を願いつつ筆をおくことにします。

避難者名簿の作成

山品利男

ベランダに出ると、灰が、空から 1つ 2つ

と降ってきた。近くが火事だと思いまわりを

見渡したが、垂水の町は、 いつもと変わらな

い景色だった。

ふと、空を見上げると 黒 く大きな茸雲 のよ

うなものが、東から南西に向かって不気味な

ほどゆっくりと流れている。

長田の方で火事？

その灰がここまで？

まさか？頭が混乱し

ていた。湊川 の川崎

病院に入院している

母から電話がかかっ

てきた。

電話の向こうから

聞こえる病院の慌た

だしさ 、母の叫 び、

異常事態であること

は容易に理解できた。

すぐに家を飛び出

し、車で新開地の実 家に向か った。ところど

ころ崩れた道路で大渋滞に出くわした。どこ

からともなく 、ガス揺れの臭 い匂いがする。

まったく、車は動かず、ガソリンも残り少な

くなり、 1回目は断念した。

実家の者は、近くの小学校に避難している

ことがわか った。夜、 6時 頃、今度は、ガソ

リンが切れても車を捨てる覚悟で家を出た。

テレビの上空撮影でどのあたりが通行できそ

うかしっかり頭にたたきこんだ。

長田の南北の道路を境目に、まるで映画の

セットがそこから始まるような光景 に出くわ

し、愕然とした。その中に入 っていくと 、車

は100m進むのに 1時問ぐらいかかる大渋滞。

薄暗い閤の中であったが、空は赤 く染まって

いる。焼け焦げた匂い、徒歩や自転車で出来

るだけ家財道具を持って避難する人々、路地

を覗くと、ごうごうと音を立てて燃え上がる

火柱。倒れかけた電柱、横倒しになったビル……

避難先の小学校に着 いた。薄暗い校舎の中

には廊下にまで溢れる避難者の人々。トイレ

の異様な悪臭の中、 1時間ほど探し回ったが、

暗がりと予想を超えた避難者の多さで会うこ

とが出来なかった。夜が明けるのを待ち、よ

うやく 実家の者を救出。

震災から 3日後、家族の者を姫路へ避難さ

せた。
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次の日、 6時問かけて夕方、神戸商業 に着

いた。その日は、何をしていいのかもわから

ず、何も出来ず、学校の様子を見ただけであっ

た。

神戸商業の避難所では、体育教官室が本部

になっていた。尋ね人、電話の大半が、身内

の安否を尋ねるものであった。

グラウンド、食堂 2階、格技室、体育館の

2階、更衣室、 1階をABCDと4つのプロッ

クに分け、場所別に 7冊のノートに名簿が作

成されていた。体育館の前にテントが張られ、

そこで尋ね人の受け付けをする。大きなリュッ

クサックを抱えたまま、ノートを懸命にめく

る人々。ノートが教官室とテントの問をとび

かった。 2、 3日前に作られたノートは、す

ぐに痛んでいった。避難者の方も出たり入っ

たりで、移動も激しく、名簿上 に名前が存在

するだけのこともあった。

また、安否を尋ねられても、あいうえお順

でなかったので、すべてのノートを調べなけ

ればならなかった。待たすだけ待たして、神

戸商業にいないとわかったとき、意気消沈し

ているのがわかった。また、昼夜関係なく、

ひっきりなしにかかってくる電話にしても、

同じことがいえた。遠方からの電話も多く、

待たせるのが申し訳なかった。電話にしろ尋

ね人にしろ、それまでいくつかの避難所を尋

ねてきたはずである。 1分でも待たせるのは、

酷なような気がした。また、あまりにも多い

電話に、時々対応が事務的になり、申し訳な

い気持ちになった。

ただ、そうしたなかでも「そちらの学校の

先生ですか。ごくろうさまです。」「ありがと

うございました。」の声には救われた気がし

た。

コンピュータでの名簿作成の依頼があった。

自分の少しの技術が、間接的ではあるが、避

難者の方のお役に立つことができる。

さっそく、北館 4階のコンピュータ室へあ

がった。被害も大きく、そのうち稼働しそう

なもの 8台を理科準備室へ、 2台を体育教官

室まで運んだ。電源を入れた。動いた。あの

揺れに耐えたようだ。

岡田靖夫先生、的場先生の協力をえながら、

さっそくデータ入力に取りかかった。

予想以上に難航した。字が読みにくかった

り、あいうえお順に並び替えるため、氏名の

読み仮名も入力せねばならず、データ量が倍

になった。入力作業すると同時に、電話や訪

問者の応対もしなければならないときがあり、

なかなか先に進めなかった。

また、当初は、尋ね人の方が多く、テント

に名簿を常においておかなければ対応できな

いので、ノート型パソコンを外に持っていき、

入力していた。寒くて手が思うように動かな

かった。

避難者の一人の女性が手伝いましょうかと

声をかけていただいた。ただ、入力方法もい

ろいろ違い、それを説明する時間も惜しかっ

たのでお断わりした。こちらに余裕がなかっ

たせいもあるが、その人のためにも、むげに

断わらず、引き受けてもらうべきであったと

後で少し悔やんだ。

本部を訪れた人で最も印象に残っている人

達がいる。

東京からミニバンでかけつけた 2人の電気

工事の染之助・染太郎のようなおじさん。 2

人がペランメェ調で喧嘩しながら本部にある

体育館の放送設備を点検・修理している。

聞くところによると三宮が目的地なのだが、

神戸に入ってから行く先々で修理を頼まれ、

前に進めず、 一つ一 つそれに答えてきたそう

だ。神戸商業に来たのは偶然であると言 って

いた。結局、その日は、修理をできず、東京

に帰って行った。

2、 3日すると、またやってきた。どうや

ら、修理できなかったことが気になり、神戸

商業のために、東京から10時間かけて、わざ

わざミニパンでやって来てくれたようだ。も

う一人、あるテレビ局のディレクター。 27歳
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ぐらいで、口がうまく、あまり信用できない

顔をしていたし、避難所は、テレビ局の見世

物ではないという気もあった。

後でそのディレクターが話してくれたこと

だが、カメラを体育館に入れるとき、緊張し

たそうだ。時には、殴りかかられることもあっ

たようだ。入ってみると笑顔で答えてくれた

のでほっとしたそうだ。

しかし、神戸商業の先生および避難者の方

が、このテレビ局を快く招き入れたことで結

果的にはうまくいったような気がする。

また、このディレクターは避難者の中にい

る 5歳ぐらいの少年をかわいがり、仕事の合

間よく遊んであげていた。

いったん、名古屋に引き上げたが、非番の

時もこの少年と家族のために幾度となく、神

戸商業を訪れたのには驚いた。

最後に神戸商業からその家族が出られると

きまで訪れ、引っ越す手伝いをしていた。私

たち、教師にもいろいろと細かい心づかいを

してくれた。

本部にいれば、このようにいろいろな形の

ポランティアで積極的に避難者の方の手助け

をしていただく多くの人々に接することがで

きた。

他の地域の人々がテレビなどで「できれば

何かしてあげたいが義援金ぐらいしか、何も

できないので」といっているのをよく聞く。

自分は、仕事そのものがボランティアのよう

なものになることに感謝した。

ノートパ‘ノコンでは、効率がよくないので

本部に置いたコンビュータに切り替えた。

本部の窓から外を見ると寒い中、生徒の安

否を確認に行かれた先生方が一人、 二人と帰っ

てくる。自分は、ずっと暖かい本部にこもりっ

きりである。申し訳ない気分になる。早く仕

上げて、外の手伝いをしたい。気持ちは焦る

ばかりである。

コンピュータに入力すべき項目は、通し番

号、避難場所、氏名、ふりがな、性別、電話

番号、退館欄、移動先、 TEL、備考欄から

なる。

体育館から他へ移動された方は、退館欄に

0を入れる。数日間だけ、田舎に避難されて

またこの体育館に戻られる人も少なからずお

られた。

ご家族を遠くへ避難させ、父親だけが残ら

れることも名簿から容易に想像できた。

名簿を作成において、年齢を入れるときが

一番つらい気持ちになる。

寒い体育館の中で、風邪をひかれたかたも

多く、体力的に弱い年齢の人のことが気にな

る。名簿には、 91歳の高齢者の方から 0歳児

まで載っていた。

そんなことを考えながら、ただ黙々と入力

していた。何日かかったかは覚えていない。

とにかく、完成したので外に張り出し、本部

用と市役所、赤十字に渡した。

入力している間も移動が激しく、完璧では

なかった。 2、 3回更新したが、後になって

いろいろと不備が出てきた。

そんな、中途半端な名簿でも張り出された

名前を見て、喜んでくれている来訪者の顔を

見るとこちらも嬉しくなる。

ポランティアとは、自分のためにするもの

である事が少しわかったような気がした。

また、名簿一 つをとってみても、情報の大

切さ、ちょっとした工夫でよりよい生きた情

報に変わることを痛感した日々であったよう

に思う。

夜、誰もいない体育館に明かりがこうこう

とついているとき、少し寂しい気分になる。

鳩に餌をやるおばあちゃん、外で部活をして

いたとき、夏、グラウンドで部活をしている

と酔っぱらいながら“がんばれよ”と大きな

声で声援を送ってくれたおじさん、体育館入

ロ左側にお腹の大きいお母さんと何枚も童ね

着をした 2歳の幼児、避難者の方のことが、

いろいろ思い出される。
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避難者名簿からの統計グラフ
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避難者だよりの発行に携わって

磯野修亮

倒壊した家の前に茫然と座り込む人が多かっ

た地震当日。避難命令も発令され、荷物を抱

ぇ、毛布にくるまり坊復するように移動する

人々が道にあふれた二 日目。この二 日を経て、

神戸商業高校にもようやく職員が集まり、千

人を軽く超える避難の人々への対応が考えら

れるようになってきた。自治活動を促す説明

が体育館で行われ、野放しになっていた手洗

いの清掃なども行われた時、掲示、ハンドマ

ィクによる連絡だけでは分かりにくいため、

避難者あてに新聞を発行することにした。

しかし、本校の校舎も倒壊しており、紙も

印刷機もない状態では何をすればよいのかも

分からず、まず考えたのは、限られた救援物

資の説明と生活上の最低限の注意であった。

印刷はすべて近くの住吉中学校で行い、体育

館を中心に一家庭に 1部配って歩いた。その

後、半壊の校舎から旧式の印刷機、紙などが

運び出された本校での印刷が可能になると、

本校生徒の安否確認の仕事の合間に「被災者

の皆様へ」として毎日 200部ほど発行できる

ようなった。

そこで掲載するにあたって考えたのは、暗

く、不安な毎日を送る中で心の温まるような

記事であった。最初は「最低の生活の中でこ

そ最高のマナーを」という見出しであり、喫

煙場所のお願い、炊き出しのお知らせ等であっ

たが、その後は次第に近付くはずである春の

こと、全国からの励ましの手紙の紹介にかわっ

ていった。役所からの連絡等は掲示板にまか

せ「ちょっといい話を」として身近なほっと

するような話を多く載せた。 「清掃、運転、

喫煙で人の性格がわかる。」といわれる中、

喫煙のほうは残念ながらひどかったが、毎日

徒歩で通う中で車、単車のマナーには驚かさ

れることが多かった。その他、本質が現れる

極限の中、記事にする良い話題には欠くこと

がなかった。地震後 2日目には大分県から救

援物資として牛を何頭ものせたトラックが通っ

たこと、節分の日の元気な子供たちの姿、月

曜日になると大挙して理髪、美容関係の方が

来られたことなども印象に深い。また、職員

の協力もあり、小さい字の読みづらいお年寄

り相手には毎日横で読んで聞かせている者も

しヽた。

避難所から出られる方も増えてきて、その

方々からの手紙も掲載しているうちに、よう

やく 3月の声を聞くようになった。学校の再

開が近づくと、さすがに忙しくなり、避難所

での広報の役割は終わったと考えて発行は終

了させた。今、古い記事を読み返すと、当時

の車のマナーはどこへいったのだろうかと、

駐車の様子や山手幹線の交通状況を見て悲し

くなることもあるが、援助活動の多彩なとこ

ろなど大勢のすばらしい人達の人間的な温か

さも思い出され嬉しく感じられる。

布災→ 0 誓相フへ

平成 7年 1月 28B
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 天置予11によると＊選は事さが一●鑑しくなるとい うことです．

以下のことに気を付け是賽鳳事をひかないようにしてください．

〇うがいと手汲い．これが●稟の日防法です．

〇鳳軍はひきはじめがJF心．平日に風寡彙を雇mし、区霞窪を

零屑 してください．

〇ピタミ ンCをとるよ うに｀果物は畳宮にあるはずです．

〇拿いでしょうが纂えをしましょう．

ちょっといし>詣を

●しい生語の巾．精神的にもつらい閾綱です．

生鰐賣菓も手に入りにくく｀イ ライラすることも多いと息いますが奮

．胃．＊量．はひとまず霞いて｀心●まる誌を1111かせてください．

袴に本絞以外での心あたたまる菖を●●しています．

メモで結綱ですので．広帽竃あてにお●いします．

京墓からこられた ＊校●員

ポランティアの人一~「；；；て籠も·けずに拿から違
げ出した•JI.がいますが．ここ

霰這を石宮まで廷参で知る溢中 にもそういう方がおられたので

量人の人から、バイクの績ろに しょう．教宣に入ると「一

鸞るよう鵬められ．鯖鳥．自● さん．すみませんが籠を豊りて

事に拾ってもらった．次の日も いきます． Jと鳳飯1こ大きく書

鴫から頑量ってくる鬼になった いてあった．その心づかいがう

れしかった．

遭霞奮の方

大きな膏働を”って遍●しているとき襲ろから東るバイクや．

自転車のマナーのよさに驚いた．
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ご援助・ご激励下さ った 皆様 に、 心からお礼申 し上げます

平成 7年 3月27日

「お知らせ致します。回福寺 さんの炊き 出 しは、次回 の24日をもって終わりになり

ます。」

ラジオ体操後の朝礼で連絡があった時、ガクゼンとしたのは私だけではなかったと

思 う。 早 く自立し、平常の生活に落ちつこう……。この気持ちは全 ての被災者が一 刻

も忘れず、 五感を集中して、真剣に生きようとしているのである。

だが、あまりにも大きな悲 しみ、大きな苦痛、第 3者には「寝ては食べ、ぶらぶら

と毎日何をしているのか……？」と映っていたと思う。

一瞬にして肉親を失 い、住む家を失い、 土地を失い、唯、肉体だけが存在す る現実

では考える気力を失 うものである。

悲しい出来事 だけが頭に浮かんで、消えるものではない。

このような時 「元気を出して下さい。頑張って下さい」と温かい手を差 し伸べてく

れた皆さん。本当 に有り難かった。どれだけ勇気づけられたか。当事者のみが判る人

間愛 ・筆舌には表せない喜びを感じたのであ った。

被災後65日の間、 20数回に及ぶ愛の手 は、その都度、私達避難者に生きる望みとカ

をつけてくれたのであります。

子供達に笑顔をという気配りで、ポン菓子、雛人形、紙芝居、歌と音楽……。

又、はり、灸、理容、 毛布の乾燥、蟹味噌汁、おでん、豚汁、うどん、焼ちくわ等々

の食事関係は勿論、少しでも普通の生 活に近づいて下さいとのハ ー トのあるご援助を

項いたのであった。

春本番の今日この頃、立ち直 りには絶好の季節である。負けてなるものか、頑張り

ます。

皆様方から項いた温かい心の通った救援の手を心の糧にし、必ずや立 ち直って見せ

ます。どうか見守っていて下さい。

被災以前の神戸、いいえ、それ以上に活気があって、美しい街、神戸 にして見せま

しょう。このことが援助下さった皆様へのご恩返しであると考えています。

言葉では「ありがとう…・・・」 の一 言ですが、全ての避難者は心の中で感謝の合掌を

しているのです。

本当に有り難うございました。

神戸市立神戸商 業高等学校避難者一 同
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若いボランティアに感謝

河村博行

地震後、無我夢中で家族と共に、寒さの中

避難の為、外に出ましたが、明るくなるにつ

れて輿愈が、競きに、さらに落胆に変わりま

した。

私の家の周辺は、ほとんどの家が、全壊状

態でペチャンコに壊れていました。その建物

の下敷きになっている人たちを、助け 出して

いたのが、近隣の若者で した。普段、道で会っ

ても、挨拶もしない若者が、カベ土にまみれ

て、救助活動をしている姿が目に映った時は、

本当に頼もし く感じました。

10ヵ月も 過 ぎると、色々と思い出せない事

が多いのですが、今も私の胸の中に残ってい

る事 を少し嚇 きます。

本 校 へ は 避 難の為、夕方か らお世話になり

ました。体育館には入りきれない程の人が詰

め掛けていました。電気は早 めに着き ました

が、問題は食料でした。

当初、渡されたのは、パンはゴミ袋に 3袋、

水がペットボトルに10数本だけでした。体育

館と、運動場の避難者 に配って下さい、との

事でした。私にどうする事も出来ず、頭を抱

え込んでしまいました。その時、朝の救助活

動をしている若者たちを思い出し、私は体育

館で大声で呼び掛けました。「高 校生以 上 の

ポランティアを硲ります。」すぐに30数名の

人逹が集まってくれました。その中でも、若

者達が大半でした。私は食料と、水の星 、次

にいつ食料が来るかどうか分からない事 を説

明すると、「食べ物は、子 供 、老人侵先」「水

は、赤ちゃんを優先しましょう」と。そして

「私は体育館」「おれは運動場 」 と、あっと 言

うまに決まり 、配り始めました。 幸 いな事 に、

争い事も無 く、秩序通り運びま した。すばら

しい行動力です。そしてこの時から、なれな

いボランティア活動の始まりです。

緩 災後 3日目の昼 すぎ、老婦人が、助けを

求めてきました。「食ぺ物をド さ い。 地 裳 後

ほとんど食ぺていません。」食ぺ物を渡 し、

2、 3人の若者が、老婦人の話を聞いていま

した。後に聞いたのですが、家の屋根瓦は浴

ち、食料、 水を もらいに並ぶのですが、すぐ

になくなり、もらえないの繰り返しだ った と

か、瓦の落ちた家には、哀たきりのご」こ人も

いるとの事、 女の子 2人、男の[-1人が 早急

に、その家の様 チを見に行きました。家の中

は、足のふ み場も無い位に壊れた中で、 寝た

きりの御主 人がいたとの '2且。明朝再度訪問を

約束して来たようです。老婦人は、涙を流し

ながら、お礼を述ぺてくれたと、 テレながら

報 告 を聞 きました。

後 日、その老畑人の親族が来るまで、 医 者

の手 配、雨がふりそうなので、自衛隊にお願

いして、 屋根にプルーシートを掛けてもら っ

たそうです。感心しました。

又、ある日は、夜中「本II l南中学校は、食

料が不足している ら しいで」と 、その一言で

10数 名の男女が、軍い食料を持てるだけ持っ

て連んだ事 もありました。

ある日、神商の先牛方か ら、区 別の為、ポ

ランティアの名訓を書いた、ゼッケンを付け

てほしいとのお顧いがあり、皆んなにその 旨

を知らせると「イヤヤ」「カッコ悪い」 「ゼッ

ケン付ける位や ったら、やめるで」

私は、若者によくある、テレだと忠っていま

した。後に深夜、鳥取から両丁とリュック ー

杯の救援物資を持って、来てくれた若者に住

所と名前を聞いたのですが、「そんなんいい

です。したいか ら、しただけ」と 言 われまし

た。それ以来、私は、ボ ランテ ィアの名前は

聞きませんでした。ゼッケンも強制しません

でした。今も、行動を共 にしたボラ ンテ ィア

の名前は数名しか知りません。

そして、名前も知 らない、石いボ ラ ンティ

アとの活動中は、感動の連続でした。私は廿．． 

事 のため、 1ヵ月余りしか活動出来ず、心残

りでしたが、私よりはるかに思考力があり、
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行動力もある、若いポランティアの団結して

いる様子を見て、安心して任せられると、確

信し、 職場に復帰しました。

ここの避難所は、大きな争い事もなく、時

には笑い声もよくありました。それは先生方、

ポランティアの人達、そして、若いポランティ

アのおかげだと、今でも感謝しています。

1000年に 1度あるかの、あまりにも大きな

震災でした。もう再度来てほしくありません

が、でも、その中でお世話になった方々、そ

して特に若者達とは、何度でも逢いたい気持

ちです。

段々と普通の生活に戻りつつある今、あの

大変だった経験をパネにして、頑張ってほし

いと思います。

本当にご苦労さん ありがとう．／

神戸市立神戸直累裏●学校生菱会●中

災富嶋の峡•を見て七 •,-乍績の躙東大震災鑢け鰭をまざまざと豆

い出します．

また昭和十年代のはじめの大＊害で象這が土砂で唖まった神戸を

思い出します．また犀燿の櫨害を受けた広皇を凪い出します．

そんな回憑ばかり麟くときに只校の運動燭で調かれた小さな運・会

を鐸見し彙われて．藁しくもありました．そして僻嶋の分校の運●

会を凪い出しました．

荘い元気な裏校生のひるまざる重文を”符します．老いたる人を

助け．幼きものに手をさしのぺて●土の胃建に力を尽くしてくださ

ぃ．ただ百万ドルの夜量だけが復活したという愚は望んではなりま

せん．

ふるいものもありますが．年長の方々の気符ちを綱めるために．

小さな人たちが走り回れるように．筐さんが一緯に稟しめたと．曇

かですがお送りしました．葺肇されている方々とお便いを夏けたら

幸いです．

平威，7年 1月 27日 名倉英三郎

生掟会m Sに

なお先日の飯拿すいさんは上記の本校生縫会の主籠でカレーを

l O 0食用迂いたしましたが、好評のうちあっというまになくな

りました．また．次回のilt繭が決まり次纂漣鑓いたします．

霞 5塞和

〇お風呂．医嶽。注律、等出示飯は必ずご覧ください．

符 1こ璽髪なものはこのお知らせにも蠅●いたします．

〇甲隋小学校から lO 0人沢の人違が移動してきました．グランドの

テントで今生活をしていますが。賣任看の方は安田さんと●井さん

だそうです．お問い合わせマはこの二人の方までどうぞ．

市立神戸商業高校での想い出

山名ハナ子

平 成 7年 1月17日、午前 5時46分、私は一

瞬のうちに、 真暗闇のなか、ガレキとタンス

と、色々なものの下敷きになりました。

今思えば、おそろしくて思い出すのもゾッ

とすることばかりです。その朝から、避難所

めぐりが始まりました。最初は友生養護学校、

次にガス爆発の恐れがあると言 われ、本山小

学校へ行きました。運動場で野宿を覚悟で配

給の毛布を握りしめ、鳥籠を下げて、吹きさ

らしの中、 5時間程、たき火にあたる事が出

来ず、ただ立っているだけでした。ここでは

寝られないと思い、避難場所を求めて、甲南

幼稚園へ行きました。そこには、近所の人の

顔も見えました。 1ヵ月程して、甲南小学校

体育館に移りました。この頃から私は風邪を

こじらせ、ひどい咳と悪寒に悩まされ始めま

した。トイレに行くにしても道路を渡り、運

動場を横ぎらなければなりません。仮設トイ

レは暗く寒く、ひっくり返りそうになりなが

ら用を足しておりました。夜、私の咳は体育

館じゅうに響きわたるようで、他の人に迷惑

がかかると思い、咳を止めようとしても、思

うようにならず、毎日苦しく長い夜でした。

救護班の先生、看護婦さんは、毎日のように

私を医務室に連れに来てくれました。入院を

すすめられましたが、神戸を離れたくないと

いう私の気持ちをわかって下さり、毎日点滴

をして下さいました。冷たい弁当など全く食

ぺられなかった私に、おかゆを温めて下さい

ました。しかし、当時の私は本当に弱ってし

まっており、このおかゆも少ししか食ぺられ

ませんでした。看護婦さんの親切だったこと

は、今でも忘れられません。震災の時、ガレ

キの下からはい出してきたままの私の汚い足

を、お湯で洗い温めてくれたのです。どんな

に嬉しかった事でしょう。しかし、それでも

私の風邪は一向に良くならず、肺炎の一歩手
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行動力もある、若いポランティアの団結して

いる様子を見て、安心して任せられると、確

信し、 職場に復帰しました。

ここの避難所は、大きな争い事もなく、時

には笑い声もよくありました。それは先生方、

ポランティアの人達、そして、若いポランティ

アのおかげだと、今でも感謝しています。

1000年に 1度あるかの、あまりにも大きな

震災でした。もう再度来てほしくありません

が、でも、その中でお世話になった方々、そ

して特に若者達とは、何度でも逢いたい気持

ちです。

段々と普通の生活に戻りつつある今、あの

大変だった経験をパネにして、頑張ってほし

いと思います。

本当にご苦労さん ありがとう．／

神戸市立神戸直累裏●学校生菱会●中

災富嶋の峡•を見て七 •,-乍績の躙東大震災鑢け鰭をまざまざと豆

い出します．

また昭和十年代のはじめの大＊害で象這が土砂で唖まった神戸を

思い出します．また犀燿の櫨害を受けた広皇を凪い出します．

そんな回憑ばかり麟くときに只校の運動燭で調かれた小さな運・会

を鐸見し彙われて．藁しくもありました．そして僻嶋の分校の運●

会を凪い出しました．

荘い元気な裏校生のひるまざる重文を”符します．老いたる人を

助け．幼きものに手をさしのぺて●土の胃建に力を尽くしてくださ

ぃ．ただ百万ドルの夜量だけが復活したという愚は望んではなりま

せん．

ふるいものもありますが．年長の方々の気符ちを綱めるために．

小さな人たちが走り回れるように．筐さんが一緯に稟しめたと．曇

かですがお送りしました．葺肇されている方々とお便いを夏けたら

幸いです．

平威，7年 1月 27日 名倉英三郎

生掟会m Sに

なお先日の飯拿すいさんは上記の本校生縫会の主籠でカレーを

l O 0食用迂いたしましたが、好評のうちあっというまになくな

りました．また．次回のilt繭が決まり次纂漣鑓いたします．

霞 5塞和

〇お風呂．医嶽。注律、等出示飯は必ずご覧ください．

符 1こ璽髪なものはこのお知らせにも蠅●いたします．

〇甲隋小学校から lO 0人沢の人違が移動してきました．グランドの

テントで今生活をしていますが。賣任看の方は安田さんと●井さん

だそうです．お問い合わせマはこの二人の方までどうぞ．

市立神戸商業高校での想い出

山名ハナ子

平 成 7年 1月17日、午前 5時46分、私は一

瞬のうちに、 真暗闇のなか、ガレキとタンス

と、色々なものの下敷きになりました。

今思えば、おそろしくて思い出すのもゾッ

とすることばかりです。その朝から、避難所

めぐりが始まりました。最初は友生養護学校、

次にガス爆発の恐れがあると言 われ、本山小

学校へ行きました。運動場で野宿を覚悟で配

給の毛布を握りしめ、鳥籠を下げて、吹きさ
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前と言われていました。
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”'タヽーI・ム

仮設校舎付近を歩くイノシシ

ごませてもらいました。大きなねむの木に、

花がたくさん咲き、その美 しさに喜 びました。

ここが神戸かと思う程、小山があり、色々な

木々があり、花が咲き、 実が成りました。野

鳥も多くやってきました。ゴイサギという 美

しい鳥もやってきました。池には鯉がおりま

したが、トイレ用や生活用に水をくみあげる

なかで、池の水がどんどん減り、酸欠状態で

死んだものもあり、つらいものがありました。

6月頃、突然校庭にわき水が出始め、池に水

が戻 りました。この水のおかげで、鯉は生命

をふきかえし、私達はスイカを冷やしたりす

る事が出来ました。
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2月にこちらへ来た頃の私は、トイレに行
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く以外はほとんど布団に寝たままで、本当 に

弱っ ていました。薬もなかなかきかず、この

先どうなるのかと不安で一杯でした。神戸 商

業に来て、おかげ様で身体もずいぶん良くな

りました。先生方も気さくに声をかけて下さ

り、動物の話をきっかけに、私の色々な話を

聞いて下さいました。思う事は何でも言える

雰囲気で、精神的にも、地震の似か ら立ち直

る事が出来たのではないかと思います。長い

間本当に有難うございま した。これか らも頑

張り ます。神戸商業高校は私の一生 の想い出

の場所になると思います。

庭園に現れたタヌキ

神商グランドでのテント生活

安田 筆ー

早 くも震災か ら10ヵ月が過ぎ、未だ住居 も

定まらず仮住居しながら、当時テント村の生

活を思い出し、悲しく 苦 しい。又異なった視

点から、人間関係の善 し悪し、人間の生き様

も見たかに思います。その中で人の力の弱さ、

自然の力の偉大な事 を、痛切に感じたことで

す。その中でも、人の情は深く感じました。

それは、校長先生をはじめ各先生方の昼夜に

わたり私達避難者一人一人への温かい御世話。

また、 行政の方、 自衛隊の方 々、ポーイスカ

ウトの方々、 宗教団体や各地方からのポラン

ティアの若い方達の心こもる活動。私達家族

は、 末代まで云 い伝えていくことと思います。

本当に御恩を忘れては人としての価値がない

と思 います。又、知らない人とのふれあいの

有難さも、心にしみこむことでした。 これか

らの神戸、私達の東灘も、どのように復典す

るのか不安であり、楽しみであります。これ

から先、何年、何十年した ら明るい町が出来

るか、それまで私達夫婦が、 生きて見ら れる

のかと思いながら考えさせられます。そんな

ことを考えながら今学業にはげんでいます。

若 い学生諸君が頑張って、 良き日本、良き

神戸 にしてくれることを念 じ、 苦 あれば楽あ

りと昔の人達の云っ ていた言葉を信 じ、 一 日、

一 日を大切に生 きていく決心です。仏法の教

えでもあります、形ある物はいつか崩れるん

だ。大切なのは、 早 く仏心にめざめよと 云 う

教えが、私の頭の中に浮かびます。

最後に、神商が一 日も早く復興して、学生

諸君が、元の学 び舎にかえることが出来ます

ように心より祈ります。又、同じ避難生活を

過ごした方々が良き生活に戻れますように、

心より祈念してったない文を終わらせていた

だきます。 合掌

神商での186日、

ありがとうも言えないままに

中野 茂美

平成 7年 1月17日、午前 5時46分、突如、

地表を揺るがし、なにが…、どうして、おき

たのか…、このすばらしい神戸の市街が、 一

瞬に、無残なすがたとな ってしまった。思え

ば家族全員・・・、 11人、タンスの下じ き、孫娘
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は倒壊した家のハリの下に生き埋めにされた。

よく助か ったものだ。 17日の夜は住吉小学校、

そして、ガス爆発の情報で毛布 2枚をもって

あちらこちらへ移動した。

やっと 18日の夜は神戸商業高校に泊まるこ

とができた。多数の人々はただなんとなく、

これからどうしたらよいのかわからないといっ

たところだった。 19日に体育館へ移動した。

岡本の友達が先に避難していて、場所を 2ヵ

所とってくれて助かった。視力障害の次男を

連れての移動は大変だったが、嫁がしっかり

ガードして小 2の長女も父親の手足となって

くれた。

20日は体育館で雨漏りがあり、ポランティ

アの青年が 2~3人傘を利用してなんとか防

ごうとしたが、雨漏りはひどくなるばかりだっ

た。雨漏りの下にいた人々は移動で大変だっ

た。しかし、雨漏りを防ごうとはしない。

震災前は高血圧で家の内でじっとしていた

私だったが、地震から病気のことを忘れ、夢

中で動き回った。体育館の 2階に上がり、青

年らとシートはないかと探し、なんとか確保

できた。大勢の人が手伝ってくれてネットと

毛布を利用して、水を一 ヵ所に集めることが

でき、ほっとした。

いろいろなことがあった。とりわけ便所は

大変だった。学校の先生方の尽力により 、ま

た、全国よりのポランティアの人々や避難者

同士 の話し合いなど、時間がたつにつれて助

けあいがあった。

それにしても、世の中にはいろいろな人、

いろいろな考えをもっている人がいることを

知らされた。私は、 4日目まではパジャマの

うえに防寒具を着ていたが、救援物資でなん

とかまともな服装になった。その後も次々と

救援物資が届いたが、感謝を忘れて不満を言

う人も出てきた。何もしないでほんとうによ

く言 うよと思ったが、自分にもそんな所はな

いかと考えさせられてしまった。

避難して 4日目に娘夫婦は大阪の社宅が、

また、次男夫婦は第 1次仮設袋集で西区の市

営住宅があたった。彼は現在視カセンターに

通っています。長男は 2月20日の結婚式が中

止になり、後日、簡単な式をして、とにかく

落ち着いてくれた。私たちは、第 2次、第 3

次、第 4次、最終の第 5次の仮設募集にもは

ずれた。運がないのかと 言 っているとき、仮

設店舗ができ上がり、住居も元も家の近くで

借りることができた。

私は 7月 7日、高血圧、糖尿病、血小板減

少という自分でもわからない病気で甲南病院

に入院した。運動場で風呂用のマキ割りをを

お手伝いしてから、指先の、ンピレ、 肩 コリな

どで通院していたが、このままでは、とのこ

とで入院した。でも、おかげで 7月30日に退

院できた。（現在でも通院しています。）

体育館を退出し、家に入ることができたの

は 7月23日でした。私が長い問、釣りクラプ

の会長をしていた時の仲間が手伝ってくれま

した。学校の先生、また、生徒さんなど、そ

して避難所の人々と会うこともなく去ったこ

とが悔やまれます。また、全国よりのポラン

ティアの人々、校庭でのタヌキ、イノシシ、

ハト 、カメ、そして、池のコイ、また、サギ

たち、 186日間、心をなごませてくれてあり

がとう。

先日、孫娘が音楽会で歌った歌を聞かせて

くれました。山下清の歌とか……。

)> 
野にさく花のように風にふかれて

野にさく花のように人をさわやかにして

そんなふうにぼくたちも生きていけたら

すばらしい

ときにはくらい人生も トンネルぬけれ

ば夏の海

そんな時こそ 野の花のけなげな心をし

るのです

野にさく花のように 雨にうたれて

野にさく花のように 人をなごやかにし

て
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！ 冬 鴫りな、エ ： 
今這ウ｀ら C

.........................................................................................., 

ー設と窪さがmし．口いものさえちらほらと見えています．

体調 のがよいかがでしょうか．咋日そして本日と r炊き出しJ がさ

ていますが．これから後も、 疏 々と r炊き出し」のポ ランティアが

蠅方から＊校する予定です．まずは．あたたたかいものを口に入れ

て体力をつけてください．
また．褐；；；飯に予定が彊り山されると出いますので．ズを付けて見

てください．

ちょっと し~し>語そ
テレビの影●でしょうか．本校を名用しで教鑽吻 費を送ってくださ

る方が槙を絶ちません．そこで本日は．その教塁物資に組えられた手瓢

をいくつか紹介します．

（禎鵬 ）

その鑽値ほ明る＜お元気でおられますでしょうか．鱗A.テレビ

を見て豪しながらも逆にはげまされております．私も男の子がふた

りおりますが今回のこのおもちゃは 1オになる次男に危見つを1111い
てとりあえず蘊えさせていたださました． 「僕だったらこれで董ん

だら棗しいよ．」といわれてそろえた吻ですがも紐どうぞお使いく

ださいませ．
またn封の2鯛は次男が貯金の中から自分で選んで買ったもので

す．大人の人も結綱たのしめると豆いますので．．たまには気分をか

えて く だ さ い な な わ とび子でどうぞ身体 を整えてください．次”

がいつも主人に言われる召稟ですが極 ＂りは気合だ 1」と皆ほ に伝

えてくれとのことです．どうぞ負けないで頑量ってくださいね．

大翫も”々余●がありますが、奮繊方の亨を凪うとまだまだ気が

あまくて蒻いと思っております．

惰紐のお力でどうぞ元の神戸にしてください．私も何度か神戸を

訪れましたが、またぜひあの美しい杖景を見せていただきたいと息

っております．ぜひ｀ぜひ頑湿って、くれぐれもお＃体を人切にな

さってくださいませ．こんな物ばかりしかお送り出来なくてお許し

ください．
T-倶の少しの気nちですがどうぞ交It庫ってくださいませ．

神戸の行鐸、頑鶯って1-• さい．

神商避難所暮 らし一思いつ くまま ー

永岡幸生

1月17日の兵庫県南部地震では、西岡本 1

丁目も壊滅的な被害を受けた。さいわい、わ

が家は 倒 壊 を まぬがれたが、家の中は足の踏

み場もないほど散乱している。それに、停電

しているので夜になると明かりがないし、た

びたびある余震も怖い。で、とにかく避難す

ることにし、日が暮れる前に、向かいの人と

神商の体育館へむかう。

私たちが行ったときはまだまだスペースが

あったが、そのうちにだんだん人が多くなり、

広い体育館もいっぱいになる。

この避難所も停電していて、暗くなるとト

イレに行くのもたいへん。通路がないので、

「すみません、すみません」 といいながら、

懐中電灯をたよりに、人のふとんの端を踏ん

で行かないといけない。

行方のわからない親戚知人を探して、何人

もの人が避難所を訪ねてくる。すすり泣きな

がら名前を呼んでいる人、懐中電灯で寝てい

る人の顔を見てまわる人など……。

11時ころ電気が来る。「火災予防のため、

各自家へ帰ってプレ ー カーを切って下さい。」

とのアナウンスがあり、私も家へ帰ってみた

が、わが家はまだ停電したままだ。

あたりが静かになると余震がよくわかる。

ドー ンという地鳴りに続いてグラグラッと来

る。とたんに悲鳴をあげる人があり、そのあ

とザワザワして、なかなか寝つけない。

明くる朝、パンの支給があったが、数が少

ないので、子供と老人にだけ配られ、ほかの

人にはぜんぜん当たらない。係の人は、パニッ

クにならないように、たいへんな気の使いよ

う。さいわい、みな平静を保っている。

テレビがないので、配られた新聞の写真を

食い入るように見る。

昼間は、家でぼつぼつあと始末 をする。残

飯少しとバナナ 1本しか食べ物がなかったの

で、体に力がなく、すぐ息切れする。

2日目の夕方、やっと救援物資が届き、パ

ン • おにぎり ・ カップラーメン ・ ちくわ・バ

ナナなど、次から次へと配られる。ただ、お

湯がないので、カップラーメンなどはどうし

ようもない。（翌日からは、グランドでお湯

がもらえるようになったが……）

よその避難所では、避難者が管理者に詰め

よるなど、きびしい雰囲気のところもあるら
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しいが、ここ神商では、係りの人に対して感

謝の拍手があるくらいだ。

地震の翌日にはもうポラン―アイアが来てい

たが、 3日目くらいから、避離者の中の中学

生・高校生たちもポランティアに参加しはじ

める。これはいいことだ。

係の人の依頼で、妻が避難者の名簿作りを

手伝うことになる。体育館の 4分の 1を引き

受け、各自記入してもらうようノートを回し

ても、昼間は出かけている人が多 く、なかな

か思うようにいかないという。

神商は、震災で亡 くなった人の遺体安置所

にもなっていて、昼夜を問わず、救急車のサ

イレンが聞こえる。

昼間は、取材のヘリコプターが何機も頭上

を飛びまわり、うるさくてしようがない。

これまで、情報源はラジオと新聞だけだっ

たが、体育館のロビーにテレピが置かれ、い

つでも見れるようになる。体育館の前には、

何台かの仮設電話もつ く。

ここ数日風邪ぎみで、なかなか直らない。

避難所はほこりっぼく、喉によくない。

22日早朝、あたりがさわがしいので目を覚

ますと、 天井から雨漏りがしている；水滴が

落ちてきたところに寝ていた人は場所を移動

し、ポ ランティアの人たちが、ビニールシー

トを垂らして雨水をバケツに受けている。

22日、家に電気が来たので、避難所から引

き上げることにする。ありがたいことに、県

住の人たちが家までふとんを運んで くれる。

つらい避難所暮らしでしたが、今まで知ら

なか った近隣の人たちとイギよくなれたのは何

よりだった。

本当にありがとうございました。
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明日は立蕃、●のト．では凛いながらも響です．そして●かい轡も、

もうすぐそこまで東ているはずです．

そ して ．もう ．すぐそこ事で攣ているもうひとつのものがあり宣

す． それが『水』です．

＊山の饂うでは出ているらしい． 事の0を真にしていましたが．＂

l::.本艘の貪電宣で『水』が東ているようです．

「水』 が 東 れ ば 椿 菫 の ●Sも..されるはずです．鳳呂ももうす

ぐそこまで＊ています．また●“に●呂が●●され囀日から肩層が

11J鑑と●いています．

疇門日ほ鱈分

*Hは星遍ぎから鳳fl!りを行い、夕方 には子曇遭が・声をあげて

校崖を乏り霞つていました．頸拿ながら●がなかったため（竃さを

考えるとない饂うがよいのですが）あ拿りあがらず．本纏的な鳳あ

げは●Bになりました．そして囀Hは●分． ll.拿きを予寛 していま

す．鋼とか子鑽たちの力で鸞をはらって饂しいものです．

..Jllfか5111られた方から0お・'）

お貴謳になりました

受●生をかかえているため．五人竃●が3ケ青にとバラバラになっ

てし宣い拿したが、がんばります．

集＂で●●の正しい生謳を送れたことは 、みなさんの嶋力があった

からこそだとおもいます．

いろいろと．＊冑にありがとう：：：ざい拿した．

みなさんもお●停に量を付けて遍璽ってください．

2,  2日 U生

最鰤炊き出し予定

●麟の彙e出しの予重です．

2月 l0日 （●）

l 6 : 0 0～牛鑓鴫 1 9 貪冑●員●會“曇

2月 l1日（土）

この日から攣皇畢のポーイスカウトが1ヶ月霜慶する予宣です．

●立は東宣で●の11俸と重なる●會はその日のみお律みです．

2月 121:t(tf)

・珈曇、・ ・賣rt-1 9 富山●から

2月 15日（＊）

塁 ピーフジテュ ー 1 9 

1 1日の拿ーイスカウト．．以冑は●かい貪事が遍a躙彎で書そうで

す．お●しみに．

宣た、 先の 2 月 6 日に●は霧•“の方亀 星から尖●●の方がたく さ
ん拿られて．さっばりされたかたも●かったと●い拿すが．鳥＜考え

てみればて6日は月●日、修み書＂層して● くの方が拿られたのが囀

りました．＊の月●日の 13nにもドライシャンブーで轟●をしても

らえる予定“もうはいってい拿すl,宣た●●羹●の方が東られること

と鳳います．

お知ら↑

たいへん頸之なことですが、●合によりこの『櫨員書の●●力ヘ』

は．＊胃をもって修.d:さ曾ていただくことになり宣した．

• これから量こそ、 ●纏纏“J1えていくと●い宣すが、 ●と夕方の
遍纏。そして各●の●示●に今宣で以..I:に衰●して下さい． 宣た、

不囀なことは●電夕の遍纏のと書に●に置●に●ねてください．

それでは●さんの●●と一B~●い",.の•IIを心からお翫りし
拿す．



神戸市立神戸商業高校での

ポランティア体験記

名古屋市立名東高等学校

岡 田晴彦

2月24日（金） ～27日（月）の間、神戸商

高でポランティア活動に参加しました。阪神

大震災後の神戸の惨状に心を痛め、避難所で

生活されている人達に何かしてあげられない

ものかという思いから、名高教本部にボラン

ティア参加の申し出をしました。学校や組合

でのお付き合いのある神戸市立高校を希望し

たところ、神戸市立高教組が全教に加盟して

いる関係で、尼崎市の全教の対策本部から神

戸商高を紹介してもらいました。

避難所で生活されている方が減少している

こと、大学生が春休み中で相当数がポランティ

アに参加しているということもあって、現在

のところポランティアは充足されているよう

で、突然行ったりした場合には、断わられた

り、たらい回しにされたりするケースも少な

くないようです。私の場合は、幸いなことに

組合ルートで学校へ行ったので、何とか参加

できたのが現状です。

2月24日（金）の10時過ぎに神戸商高へ到

着しました。神戸市立高教組の書記次長でも

ある谷川先生に迎えていただき、現状をいろ

いろ教えていただきながら、ポランティア本

部へ案内してもらいました。

神戸商高の建物の多くが傾いたり、 1階部

分がくずれたりしているために、建て直さな

ければならなくなっています。校舎をこわす

工事はすでに始まっていました。また、体育

館には約200名、グランドのテント村には約

100名の方が避難生活を送っておられます。

はじめの頃は1500名近い人が避難されていて、

校舎や体育館はあふれかえるような状態だっ

たそうです。今でも先生方は 3名ずつ交代で

体育館教官室で宿日直を続けられています。

神戸市立高校では、神戸商高の他数校が大

きな被害を受けていること、多くの生徒が家

を失ったり、家族を失ったりしているとのこ

とでした。全国から神戸市立高教組に寄せら

れた義援金は約1000万円あるそうですが、こ

れらの生徒に少しまとまった金額を配布しよ

うと試算したところ、 全然足りないことが実

状だそうです。正直な気持ちは「何よりお金

がほしい」ということのようです。

神戸商高のポランティアは20名くらいいま

す。大学生がかなりを占めていますが、ポラ

ンティア休暇を取ってきた社会人や中学生・

高校生までいました。

名古屋市立高校出身で建築会社に勤務して

いる人がいたり、愛知県立高校出身で地元の

会社に就職している人は私の家の近所の独身

寮に住んでいることが分かったりしてびっく

りしていました。ポランティアには食料や身

の回りのものを配ったりする「物資係」とお

風呂を沸かす「風呂係」とがあって、私は風

呂係でした。神戸商高には 1週間ぐらい前に

仮設の風呂が体育館と格技場の問のところに

取り付けられました。私のポランティアとし

ての生活は、朝は 6時半頃起きて、昨日残っ

た物や自分でもってきた物などの有り合わせ

の朝食をとることから始まります。その後は

ポランティアが宿泊している社会科講義室の

清掃などをしました。風呂を沸かすこと以外

に、布団乾燥機を積んだ車へ毛布を運んだり、

京都の農業高校から届いた花を運んで並ぺた

り、様々なことをしました。風呂係は朝10時

頃から、風呂と掃除と水をくみ始め、 11時 頃

から沸かし始めます。自衛隊などが廃材を運

んできてくれるので、これを割って薪にして

います。日によっては少し異なりますが、女

性は 2時から 4時頃まで、男性は 4時頃から

7時までが入浴時間です。その案内の紙を掲
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示板に貼ったり、テント村や体育館の中を伝

え歩くことも仕事 です。終了後にも希望者が

ありますし、ボランティアも入りますから、

終了 は 7時半過ぎです。その間、昼食 ・タ食

の弁当や炊き出しの野菜 スープを食べながら
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ければなりません。毎日50名くらいの方が入

浴されます。私は 2日間入浴せず、 3日目に

入浴したときは、サッパリして本当 にイイ気

持ちでした。入浴された方はどの方も「あり

がとうございました」とお礼を言 われながら、

帰って行かれるので、少しはポランティアに

行っ た意味があったかなと思います。

つらいこともあります。 1歳くらいから小

学生くらいまでのお子さんを連れていられる

方たちは正視できませんでした。あいさつを

しても私は下 を向いたままで、それ以上何も

できませんでした。 自分だったらと思って、

胸が苦しくなってしまいました。無表情の方

も少しおられ、あいさつをしても反応がない

ので、私も下 を向いてしまいました。風呂を

待っている二 人の方とたき火にあたりながら

話をしていました。（話を聞くことも大切な

仕事 なのですが）。家が半壊している方は比

較的明るいのですが、もう 一 人の方 が「家が

焼けてしもうたけん。類焼やったけどね」と

言 われたときは、先の方と私は言葉に詰まっ

て話すことができなくなってしまいました。

3月下旬くらいから 2度目の仮設住宅への

入居が始まるそうです。家族連れの方の多く

はこの時に移って行かれるだろうという予測

がされています。 4月以降も各地の避難所に

残られるのは老人世帯が多くなり、その後は

避難所をどう運営していくかが深刻な問題の

ようです。大学生のポランティアも期待でき

にくくなります。

今後の教員組合のポランティアにつ いてで

すが、日帰りや一 泊二 日程度では、その学校

の組合の代表 の方、区役所から派遣されてい

る職員の方、ポランティアの責任者の方、そ

れぞれ多忙であるのに、（中には 自分の家が

半壊 しているというような方も少なくありま

せん）、余分な仕事 を作るだけで、善意で行

くことは確かなのですが、はっきり 言 って迷

惑なだけだと思います。それだけの意欲があ

れば、その交通費を計算 してその分だけ、義

援金として送った方が余程役立つと思います。

私がこれを書 いているのも（行くまでは書 く

予定がなかったのですが）、ポランティアと

して役に立ってなかったのではないかと思 っ

ているからです。そうであれば他にできるこ

とといえば、組合員の皆さんに義援金をもう

一 度呼びかけて集 めることしかありません。

神戸商高のポランティアの予定についてで

すが、 3月中旬以降の予定はたっていません。

大学生は中旬以降かなり減少するという予測

です。

最後に、この 4日間に感動的なことも経験

しました。ポランティアと言 ってもいろんな

人がいます。岐阜県からは、 AETの方 がき

ていました。アングスさんといってイギリス

人ですが、上宝 村の小学校と中学校で英語を

教えているそうです。岐阜県教組のニュース

を見て年休を取って 3月 4日まで 1週間滞在

することになっています。神戸商高のAET

の人ともさっそく 話 し合 っていました。勉強

熱心な人で（大学は情報工学を専攻していた

そうです）、日本語も流暢でしたが、風呂を
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たきながらノートを読んで日本語の勉強を し

ていたので、 二宮金次郎の話をしてあげま し

た。大学生や社会人の人も良く働いていまし

た。朝 6時半くらいからは夜 8時過ぎまでほ

とんど休むことなく黙々と働いていました。

社会人の人は 1週間程度ですが、大学生は20

日間とか 1ヵ月とか 2ヵ月近くの予定の人も

いました。風呂に入れるのは 1週間に 1~ 2 

地図の向こう側

名古屋CBCビジョン

友松裕喜

やぷれかけた地 図

1枚の地図が私の手元に残っている。

雨に濡れ、風に吹かれ、しわくちゃになり

端々は破れかけた 18000分 の 1の 「神戸」の

地図。

大阪の放送局の応援で、名古屋を出る際、

先輩記者からアドバイスをいただいた。

「見知らぬ土地で、しかも、状況が状況だか

ら地図を持ってゆくといいよ。必ず役に立つ

から」

まっさらな地図は、阪神大震災 • 取材期間

中、常に私のポケッ トにあり 、幾度となく開

いては閉じていた。

今、目の前にその地図を広げ、東灘区に目

を移す。「神戸商業高校」に大きく赤のポー

ルペンで丸が描かれている。

その赤くマークされた部分を見ていると、

震災後の神戸商業高校、そして職員の方々の

様子 が鮮やかに蘇ってくるのだ。

1月24日午前 3時

名古屋に暮らす私にとって、神戸商業高校

の存在は、震災前まで知るよしもなかった。

私が、神戸商業高校に向かったのは、震災

からちょうど 1週間目にあたる 1月24日の午

回です。夜遅くまで打合せをしていたのに、

朝 6時半にはもう働いているのには驚きまし

た。東京と関西の人が多いのですが、札幌と

熊本の人もいました。 3月下旬にまた会うこ

とができる人もいましたが、帰るときに一 人

ひとりに挨拶をしてきました。どの人も笑顔

がとても素敵でした。

（「名高教情報」より）

前 3時過ぎ。車で初めて神戸商業高校に足を

踏み入れた。

深夜にも関わらず、体育館からは、オレン

ジ色のライトがこぼれ、教室からは、蛍光灯

の白い明かりが輝いていた。

車が立ち去り 、ひとりきりになった私は、

吸い寄せられるかのように、蛍光灯の明かり

が漏れる教室へと向かった。

前日の取材先で、学校の教室が避難所の本

部になっており 、深夜にも関わらず、どなた

か、起きていらっしゃるのではないかと思っ

たからだ。

グランドからひょいと窓越しに教室 のなか

を覗いた。その瞬間、見てはいけないものを

見てしまった気にかられた。

教室には、机が取り払われ、花の添えられ

た柩が、いくつも並べられていた。

これが、緊急時の学校の姿だった。

私は、先に乗り込んでいた中継クルーのマ

イクロバスをグランドに見つけ、静かに座席

に座り込んだ。

パスの窓からは、先程覗いた、教室の白っ

ぼい蛍光灯が妙に光っていた。

ドッヂポール大会

私が、神戸商業高校に来た目的は、震災か

らちょうど 1週間目にあたるこの日、学校の

先生方が中心となり、ドッヂポール大会が開

かれると聞いたからだ。
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取材を進めるため、避難所の本部となった

体育教官室に向かう。

教頭先生を始め数人の先生方が詰めていらっ

しゃる。

霰災から 1週間目に してドッヂボール。

果たして大丈夫だろうか、と心配をしてし

まう。仮設のお風呂があるわけでもなく、見

えない不安が漂うなか、しかも、教室には、

柩が並ぺられている状況。

そんなことを考えているうちにも、先生方

は、黙々とドッヂポールに向けての準備を進

めていらっしゃる。

それは、見事といってよかった。

美術教師は、「頑張ろう神戸」 の横断幕を

作るため、ポスターカラーの筆を走らせ、体

育教師は、ドッヂポールの大会の説明および

コー トのライン書きに走り、社会科教師は子

供達に呼び掛けを始める。

自己の普段のオをいかんなく発揮されてい

るのだった。

ある先生が、散乱する体育倉庫へと向かわ

れた。そこで、 その先生が拾い集めていらっ

しゃるものがあった。

それは、以前、体育大会か何かの学校行事

で、あまったメダルの数々だった。

「せっかく、大会開 くんですか ら、なにか子

供たちに賞品を考えていたら、この倉庫に残っ

ていたメダルが思い浮かんだんです。子供達

が喜ぶと思って。」

私が当初抱いていた不安が少しずつ期待ヘ

と変わっていく。

教師を職業にされた方々が、職業としての

教師たる以前の姿で、そこに黙々と動き始め

て 1,ヽ たからだ。

だれかを勇気づけようとする姿。

自分自身を勇気づけようとす る姿。

午後 1時。ドッチ｀ポール大会開始の笛が鳴

る。

グランドには 4歳になる子供から高校生

も ち ろ ん ボランティアで駆けつけた神

戸商業高校の生徒も含まれている 一―— およ

そ50人の元気な声が密き渡った。

それは、本来どこでもある学校の姿だった。

時折、聞こえるヘリコプターの爆音や、けた

たましく鳴る救急車やパトロールカーのサイ

レンさえなければ 。

試合が終わると、勝ったチームにも負けた

チームにも、倉庫に残された例のメダルが小

さな胸にプレゼントされた。

子供達には笑顔が戻り 、我が子を見守る母

親には、安心が生まれた。

このドッヂポ ール大会の模様は、その日の

午後のワイドショーを始め、夕方のニュース

などにトップニュースとして、全国に放送さ

れた。

その日の夜、私は、 今日の取材のお礼に伺

うため、避難所の本部とな って いる体育教官

室 を訪 ねた。

午後 9時近くにも関わらず、数人の職員の

方が残っていらっしゃる。

教頭先生が、私の顔を見るとニッコリと笑

い 1本の栄養ドリンク剤を手 渡してくださ っ

た。

車中泊の続く我が身に活力が戻ってくる気

がした。

栄養ドリンク剤の後は、カセットコンロで

沸かしたインスタントコーヒーだった。

栄養ドリンク剤やインスタントコーヒーを

口にしながら、震災直後の学校の様子を聞か

せていただく。

「サランラップに包まれた追体が、次から次

へと学校に運ばれたこと」

「震災直後の体育館は、 1000人以上もの人で

溢れ、だれもがいらだちを隈せなかったこと」

そして、この震災で自宅マンションが崩壊

してしまった先生もいらっしゃることも、こ

の時初めて耳にしたのだった。

卒業式前日 2月25日

神戸 での私の取材は、10日ほど続いた。
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名古屋に帰ったあとも、神戸 は私の頭から

離れることはなかった。

2度ほど 自家用車 で神戸 へと向かった。

取材を通して、避難所で暮らす方 や神戸 商

業高校の先生 方と親しくさせていただいてい

た。

そんな方達 のお手 伝いにと、 自分にできる

範囲で、仮設 住宅への引っ越しのお手 伝いな

どをさせていただいた。

卒業式前 日、再 び私は神戸 商業高 校を訪 れ

た。ドッチポール大会以来、ひときわ親しく

させていただいた宮 崎仁 史先生 が「卒業式は

絶対来てくださ いよ」と声 をかけてくださっ

ていた。

その言葉に素直 に甘えることにした。

JR住 吉 駅 か ら 、 な だ ら か な 坂 を登 り、神

戸 商業高校の正門から臨時の職員室へと向 か

う。その途中、卒業アルバムを手 にした 何 人

もの生徒の姿が見 える。どうやら先生を取り

囲んで、雑談で盛り上がっているらしい。

この時、 不思議な気持ちに私はかられた。

神戸 商業高校 へは何度も足を運んでいなが ら

こんなにも、多くの生徒を見たのはこの時が

初 めてだ ったからだ。

卒業式前日とはいえ、こんなにも、活気 が

あり、笑いがあり、すすり泣きのある神戸 商

業高校の光景 は、 見 ていて微笑ましさを感じ

させられた。

卒業式 2月26日

礫 災で校舎 などが傷つき、自分達 が学 ん で

きた校舎 で卒業できない悔しさを抱えた神戸

商業高校の卒業生。

その卒業式 は、近くの御影工 業高 校の体育

館で開かれた。

卒業式は、感動に包まれた。

その感動は、お金をかけたものではなく 、

ちょ っとした工 夫とさりげないやさしさによ

るものだ。

松任谷由実 ・「春 よ来い」の教師の歌声 の

プレゼント。

突 然の教師のプレゼントに、すすり泣きが

母 校 の 体育 館ではない、問借りの体育 館に密

き渡 った。

ドッヂボール大会 と同じで、なにもないと

ころから、少しずつ生み出してゆく 神戸 臨業

高校の先生方 の 姿 が、 ここにもあ った。

その姿は、教師以前の人間としての優しさ

ではなかろうか。

神戸の未来地図

神戸 の地図は、日に日に変 わ っているに違

いない。その地図 の上を、神戸 商業高校の卒

業 生 を始め、在校生 、そして職員 の方が、 歩

き始めていらっしゃる。

きっと、その地図を変 え始めるのは「春 よ

来い」の歌に励まされ、 卒 業 していった若 い

世代であろう。

また、あの震 災直後ドッヂポールをした子

供たちはどうしているだろうか。 元気に 神戸

の街を走 り廻 っているだろうか。

神戸 の地図は変わ ってゆく。

私の脳裏 の 地図 には、教師の姿と教師以前

の人としての姿が深く刻まれている。

教師以前の人としての行動と思考 ― o

生 徒に接する教師、被災者 に接する教師。

私は手元 に残された神戸の地図を見 ながら

ぼんやりと、そんなことを考えている。

ゆっくりと神戸 の街を歩く日を夢みて一 。

ず．
；周辺住民I

l好患,.ぶ）成ぷ
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生徒の安否確認と授業再開

田中孝明

1 はじめに

平成 7年 1月14日（士）第 2土曜日、 15日

（成人の日）、 16日 （振替休日）の 3日問各ク

ラプ活動が活発に行われていました。 1週 間

後の全商簿記検定に向けての補習も行われて

いました。火曜日からの 5日間で最終確認が

できる予定でした。 17日いつもと同じ朝を迎

えて、同じ学校生活が始まるはずでした。

突然の大震災発生に家族の安全確認ができ、

交通手段の確保ができた十数名の職員が 8時

頃全壊した本館前に集合していました。

全壊した職員室の電話が何本も鳴り響いて

おり、そのコールは休むことをしりませんで

した。生徒や保護者からの連絡や職員からの

連絡であったのでしょう。いつもなら「お早

うございます、神戸商業です。」と受話器を

取っていたであろうに。すぐそこに鳴ってい

る受話器さえ取ることができませんでした。

近くの生徒が登校してきて、安否の報告や

避難場所、今後の連絡場所等を報告する者も

いました。

また、約500名の避難者が体育館・格技室・

北館に人り、入りきれない避難者が教室の椅

子等を持ち出して、グラウン ドで焚火をつく

り暖を取っているというありさまでした。

18日には LPGガス漏れによる避難勧告に

より避難者は約2000名にものぼり、夕刻に解

除がなされてもなお約1000名が立ち入り禁止

の南館、食堂にも避難されている状況下で、

食料等の要請等避難者に対処することで精一

杯の状況でした。

19日（木）に電話 1台が仮設復旧し、 生徒

の安否が電 話を通じてもたらされるようにな

るまでほとんど生徒の安否確認がとれない状

況にありました。

職員も被災しており、家族の安全確認、家

屋の損壊状況、交通手段の有無等によって出

勤できた職員の数に制限がありました。

そのような状況下で生徒の安否確認作業に

入ったのは 1月の下旬に入ってからになりま

した。

11 生徒安否確認

NHK・サンTVに放送依頼及び電話が一

部通じる状況下で各HR担任が生徒宅への連

絡をとる努力をするが、多くの生徒宅へのコー

ルは通じず、ごくわずかな生徒の確認のみで

した。

1月21日職員が手分けして 2日間で避難先

と思われる小学校・中学校・高校・大学へ赴

き、生徒に対して「学校へ安否の連絡を入れ

るよう」呼ぴかける掲示物を貼ったり、各教

室を回って避難者に本校生徒の確認作業を行

いました。学校によっては放送機器を使用し

て呼びかけてくれる場合もあり、断られて各

教室を回った場合もありましたが、この確認

作業で495人の生徒の安否が確認でき る こ と

となりました。震災より 1週間生徒も自転車

で遠くから登校し、本人や友達の安否報告を

してくれる者もありました。

本来ならば電話連絡のとれない生徒宅には

複数教員が地区ごとに出向いて、生徒指導表

によって住所を確認し、安否を確かめるのが

本筋だったのでしょうが、余震の激しい段階

で全壊した本館に立ち入ることに身の危険が

あったため、上記のような避難場所となる可

能性の高い学校等を中心に掲示物を貼る等の

作業に終始せざるをえなかったのでした。

安否確認はおおよそのことが判明しました

が、次に授業再開に向けての準備作業に入る

ことになりました。教科書・制服・学用品の

有無が不明であったことと、生徒の被災状況

について十分な把握ができていなかったため、
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大震災による精神的なダメージの大きさを測

り知ることができなかったこと、 当時の正確

な生活住所 ・避難場所、 今後の居住場所につ

いて不明瞭な点があったこと等が問題となり

ました。

そこでまず生徒を登校させアンケートをと

ることとなりました。教科書・制服等の有無

及び当時の正確な避難場所等の調査を実施す

るため 2月 9日午前11時～午後 3時までの時

間内に登校してもらうべく、再度各生徒宅へ

HR担任よりの電話連絡及び避難場所等へ 2

月 9日に登校を促す掲示物を貼る等の作業を

手分けして実施しました。

2月 9日（木）使用できる校舎は北館のみ

であったため、 1F 1年、 2F 2年、 3F 3 

年と定め各階 2教室を使いアンケートの回答

を得ました。披災の大きさに反して生徒の笑

顔が多いことに、安心させられましたが、生

徒の服装はまちまちで授業再開に向けての困

難が予想されました。

2月 9日で約 8割以上の生徒が登校できる

ことが判明し、登校日と知らずにいる生徒に

もマスコミ等に呼びかけることによってかな

りの生徒について登校可能な状況下にあると

考えられました。

但し、本館は全壊、 1年生 ・2年生の入っ

ていた南館は立ち入り禁止状態、新館はボラ

ンティアの就疫場所、避難物資の仮置き場、

職員 ・避 難者 ・ボランティアの会議場所等と

して使用されており学校機能を置くには適切

な場所ではありませんでした。食堂は避難物

資で満載された状態であり 当分の間使用不能

の状態でした。残されたのは北館普通教室 8、

情報処理室 2、ワープロ室 2、美術室 ・書 道

室 • 音楽室各 1 、会議室 1 でした。

当時会議室は職員室として使用さ れており、

特別教室の機器はパソコン 1台、ワードプロ

セッサ 3台、プリンター 2台使用不可であり、

ワードプロセッサは各接続部分が不良となっ

ており十分使用できる状況ではなかったため、

普通教室を使っての授業再開を目指しました。

m 授業再開

2月 9日の登校によって次回以降の学絆冴ll

登校の記載された用紙を配布済みであ ったた

め以後の登校連絡について特別の配感をする

必要はありませんでした。

2月13日（月） 13: 00,_., 15 : 00 

1 年生学年集会 • HR

2月14日（火） 13: 00-15 : 00 

2 年生学年集会 • HR

2月16日（木） 13: 00-15 : 00 

3 年生学年集会 •HR

各学年HRにおいて、大震災時における作

文を書いてもらい、被災状況の確認及び震災

による精神的なダメージの憶測資料として活

用しました。

2月20日（火）からの教科授業再開に向け

ての検討に入りましたが、 3年生の卒業まで

の日数、使用可能教室数等を考え合わせると

3年生の教科授業については断念せざるを得

ませんでした。

1年生及び 2年生に対しては教科授業とし

ましたが、使用可能教室の関係で午前 2時問・

午後 2時間の 2部制としました。

全壊により 立ち入り禁止となっていた本館

に入って関係資料を取り出した職員もいまし

たが、ガラスが散乱した職員室は水冷循環式

の冷却水で濡れていたり、 書類が散乱してい

たりと、どこに何があるのかよくわからなかっ

たこともあり、教科授業に必要な教科書 ・参

考資料 ・問題集が手に入らなかった教員 もい

ました。

そこで各教科主任を通じて、教科授業開講

可能性の有無を調査したと ころ F記のような

返事が返ってきましたc

国語科…•…•国語表現のみ開講可能

数学科………開講可能（教科書等の不安有）

保健体育科…開講不能（場所の関係）

家庭科………開講不能（特別教室の関係）
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芸術科………開講不能（教材の関係）

その他の教科…地歴科・公民科、外国語科、

理科、商業からは返事がなく開講可能と

判断しました。

この時点で平成 7年 1月の全商簿記検定 ・

情報処理検定が大農災によって実施できなかっ

たことを考慮し、別日において実施するとの

回答が入っていたので、 1年生は簿記と計算

事務の授業時間割を学年団として要望があり

これに決定しました。

2年生からの要望はなかったため、職員朝

礼において①教務一 任でお願いする。②学年

及び教 科担任を越えて編成する。この 2点の

承認を得て教務で時間割編成を行いました。

2年生については商業科中心の授業という

要望があり、職員朝礼でも承認を受けていた

の で、時間的に限 り が あ っ た が 、 来 年 度も開

講される 継 続 性 のある科目で時間割編成を行

いました。

時間割を職員朝礼に提示すると下記のよう

な意見及び追加要望がなされました。

①同じ商業科目であっても教科担任以外の商

業科教員が担当するのは困難と思われる。

②カリ キュラムにある単位数により開講科 目

時間を考えるべきである。

③教務に一任ということは原案を提示すること

であって、各教科の意見を聞くべきである。

④第 1学年は前回同様簿記と計算事務の授業

で望む。教科担任以外も了承済みである。

上記意見等により時間割の承認がなされな

かったので、再度教務により時間割編成を行

い翌日改訂時間割を提示しました。基本的な

編成方法は下記の通りでした。

①商業科科目だけでは編成できないため、カ

リキュラムと同様の時間割編成となり、 2

年生は商業科中心の時問割編成は不可能。

②講師に対する要望は困難と考え除外する。

③その他、被災状況等を考慮する。

④宿直及び日直を考慮することは困難。

朝礼にて時間割 （ 案 ） を 提 示 し 多 数 の意見

を項戴したところで、商業科主任一 任という

ことで時間割を再度編成しなおすことに落ち

つき、当該時間割によって授業再開にこぎ着

けた次第であった。

商業の専門科目においては最も重要な一 つ

である全商検定が目前に迫っていたこともあっ

て、当該学年の教科書範囲がおおよそ終了し

ていたこともあり 、生徒の被災状況を考慮し

学校として授業再開を急ぐことはしないとの

基本方針が得られていました。

また、保護者から授業再開の要望がなされ

なかった点からも保護者から学校に対して、

おおよその承認を得られたと考えていました。

職員からは生徒は避難場所でポランティア

等を通して生きた勉強をしている。何も交通

手段が少なく、道路状態が著しく悪い状況下

で無理に登校させて、生徒の身を危険にさら

し、わずか45分授業を 2時間する価値がある

のかといった疑問が投げかけられ、震災後の

混 乱 期 の 中 で の 授 業 再 開 に つ い て 疑問視する

意見もあり、大災害時における学校教 育 の 在

り方について考えさせられるものでした。

授業 2月20日・ 21日・ 22日 ・23日

24日・ 27日・ 28日

3月 1日・ 2日・ 3日

第 1部 10 : 00,_, 10 : 05 SHR 

10 : 05-10 : 50 第 1限

11 : 00---11 : 45 第 2限

11 : 45-11 : 50 SHR 

第 2部 13 : 00......,13 : 05 SHR 

13: 05,....,13: 50 第 1限

14 : 00,.._, 14 : 45 第 2限

14 : 45,..._ 14 : 50 SHR 

w 阪神大震 災以後の出席簿の取扱い

① 1月13日（金）までは平常通り

② 1月17日（火） ～ 2月18日（ 士）まで臨
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時休校

③授業開始の 2月20日（月）以降は平常通

り（但し、どうしても登校できない生徒は

「出席停止・忌引き等」の取扱い

図書室（本館2階）

v 平成 6年度第 3学期卒業試験・学年末試

験について

本校は 3年生全員が卒業試験を受験できる

状況でなかったこと及び 1年生・ 2年生が全

員学年末試験を受験できる状況でなかったこ

とを以て、全生徒に対して公平をきすために

卒業試験・学年末試験を実施せず、平成 7年

1月13日 （金）までの成績等によって評価す

ることとしました。卒業試験・学年末試験の

受験機会を学校が生徒から奪ったことにより、

今まで欠点であった科目についても、当該試

験によって挽回した可能性を認め全て修得し

たと認定しました。但し、平成 7年 1月13日

までに内規に照らして出席すべき日数を満た

さず、科目の履修が多数不可能である生徒に

対しては卒業を認定しませんでした。

3年生で卒業が危ぶまれた生徒もいました

が、登校してきた顔には逗しい表情が表れて

おり上記の決定は問違ってはいなかっただろ

うと思われました。震災時に日頃あれほど勉

強について親を悩ませていた子供が非常に退

しく思えたと発言している保護者が多い。戦

業高校の生徒らしく生きる術を自然と身につ

けていのでしょうか？ともかく心配した生徒

が 2月25日（土）の登校を最後に本校を去っ

ていきました。卒業式は近くの御影工業 高 校

を拝借して実施されました。本校は避難者が

体育館を埋めつくし、 一時移動して頂く場所

すらなかったためでした。

1年生 ・2年生については全員の進級が認

定されました。この時点で 1年生の来年度か

らの勉学に対して心配する声も聞かれました。

高校の進級について安易に考える生徒の出現

の可能性があるためでした。

VI 平成 7年度入学者選抜の特別措置

①出願期間の変更

②選抜料の猶予

③他会場での受検

④被災に関する副申書の添付

⑤特別の受検の機会

その他、平成 7年度兵庫県公立高校入学者

選抜要綱第206項に係わる面接が校舎半壊の

ため面接会場の確保ができないという状況か

ら実施できない結果となってしまいました。

vn 平成 6年度末の在籍異動について

震災により犠牲となった生徒が 1年生・ 2

年生に女子 1名づつ、転出した生徒 1年 生 3

名、 2年生 6名でした。その他、正式な転出

手続きをしないで一時的に避難先近くの高校

へ通学していた生徒若干名がいました。

正式に転出した生徒の中には平成 7年度に

なって、神戸に仮設住居が当たり帰神した生

徒も含まれており、 一端転出し暫く住んだ住

居で人間関係も親しみができたであろう時期

に苦労をしてまで神戸に、本校に愛着を持っ

て帰ってきてくれることに、神戸 という土地

に対する愛着がよく表れていました。

また、非常にかわいそうな転出生徒もいた。

三重県より平成 6年末に転入が許可され、平

成 7年 1月わずか 5日間の登校で震災に遺遇

し、家屋は全壊し足の踏み場もないほどの状

況で、小学校で暫く避難生活をした後、元の

三重県母校へ転出した生徒である。
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生徒の転出先は様々であり 、関東から九州

に午：るまでの広範囲にひろがっていました。

VIB 平成 7年度授業開始について

新館の 1F理科実験室 ・理科講義室、 2F 

社会科教室 ・社会科講義室、 3F視聴覚講義

室 をそれぞれ転用し、職員室等 とした。新館

についてはポランティアの宿泊所として使用

されていたのを人試を機会に明け渡して頂け

たことが幸 い していました。

南館 1年生・ 2年生のHR教室の確保とし

て仮設教室が建設され、 HR教室での授業の

確保ができ、平成 7年度授業の開始を見るこ

とが出来ることとなりました。但し、 立 ち入

り禁止の南館にある調理室の関係でカリキュ

ラム上 の食物が開講できずに選択者 の編成を

急速しなおして項くこととなりました。

調理室以外にも多数の特別教室 が全壊した

り、立ち入り禁止となり授業形態 ・内容につ

いて著 しい影響がありました。

平 成 7年度においてなくなった叉使用でき

なかった特別教室は下記の通りでした。

・全壊した特別教室等

本館に設置されていた講堂、被服室、圏

書室

• 立ち入り禁止により使用できなくなった特

別教室

調理室、総合実践室、簿記 室

• 新館の転用によりな く なった特別教室

理科実験室、理科講義室、社会科教室、

社会科講義室、視聴覚講義室

◇始業時間の検討

平成 7年度の始業時間 ・授業時間について

全教員にアンケ ート を取り 、回答された時間

が平常時間と異なる時間の場合はその理由を

記載して項いた結果、次のような回 答を得ま

した。

始業時間

8 : 30•••平常授業の確保 ーーロ

9 : 00…遅刻指専を完全なものとする。

9 : 30 ポー トアイランド ・農中 ・泉佐

野 ・加古川へ避難している生徒

の存在

授業時間

50分…正常授業の確保

45分…本山第二小学校との同居

第 3.第 4時限間の休憩時問

10分…食堂の使用不可による。

本校の校区は芦屋市から中央区と東西に幅

が広がっています。校区内ポートアイランド

に港島中学校があります。ポ ー トアイラン ド

と三 ノ宮 との間をつなぐポ ー トライナーの復

旧予定が平成 7年 4月を大幅に越えることが

判っており、ポ ー トライナー暫定代替公共輸

送バスの運行のみが頼りでしたが、 当該バス

の運行状況も判らない状況で、始業時間等を

職員会議において審議することは無理がある

と判断したため実際 に教務部が平常時間帯に

合わせて登校することが必要と思われ、調査

を行った結果平常時間での登校に差し支 えが

ないことが判明しました。

次に遠方へ避難している生徒の登校を検討

しました。本校の校区は第 1学 区であり、遠

方に避難している生徒は本来避難場所におけ

る学校への転出を検討すべきであるが、 震 災

とい う不可避的な 自然災害であり 、転出の意

志があって遠方に避難して いることではない

こと、本校に対して愛着を持っており、登校

及び通学費を要しても転出を考えず、本校へ

の登校を希望 している者であるから、例外的

に遠方に避難している生徒に対しても通学 が

認可されて いるものでした。

但し、本校の学区内の生徒同様の基準によ

る始業時間・授業時間での登校等が可能でな

ければ、 生徒の本校に対する愛着 が生徒 本 人

に対する未履修 ・未修得といった状況を生む
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可能性があったため、公共交通機関へ電話を

して運行時間について調査した結果、平常始

業 時間による登校 か 可 能 で あ る こ と が判明し

ました。

◇始業時間について次の検討がなされました。

① 平 常 時間 8時30分とした場合。

平常な授業時間の確保が出来ることであ

るが、遠方に避難している生徒が平常通り

の時間に出発することによって、避難先で

のバスの公共交通機関を利用した場合の交

通渋滞を回避す る効 果が 有り 、短 時間によ

る登校が可能である。…港島中学校の生 徒

が 9時30分登校の場合、 1時間30分～ 2時

間を要するとの証言 からも当該件について

理解がなされました。

② 8時30分以 外とした場合

遠方 に 避 難 している生徒が少しゆっ く り

と家を出発する事が可能となるが、避難先

のバスの交通渋滞に巻き込まれることによっ

て、渋滞による登校時間が増加し、肉体的 ・

精神的な負担を増加させる可能性がありま

した。

＊上記の検討の結果、 平 常 通 り の 始 業 時間に

決定されました。

◇授業時間について の 検 討

①平 常時間50分とする場合

正常な授業時間の確保及び平 成 6年度臨

時休業等による 大幅 な授 業時 間不 足に更に

追い打ちをかけない状況が得られる。

②50分未 満と する場合

本館全 壊 ・南館立ち入り禁止によるトイ

レ使用不可 の数 が仮設トイレ数を大幅に上

回ってお り、トイレのタンク容屈にも本校

生徒数から判断 す る と 、 満 杯 に よ っ て使用

不可とな ることも考え合わせると、 平常授

業時間を実施することは困難でした。

＊上記検 討の結果50分での授業時間が決定さ

れました。

◇休憩時 間 の 検 討

始業時間及び授業時間が決定された後、

実 際に時間割を作成してみると、教室 移動

が困難であることが判明しました。 4月の

別紙本校図の通り 1年生はグラウンドの仮

設教室であるが、芸術の特別教宰 は北館に

存在しま した。 当時、本館の解体が遅延し

ており、 一 旦束通用門から外へ出たのち 1F.

門から北館へ入る道しかなか ったが、トイ

レのことを考慮に入れると 10分の時間では

困難と判断しました。 2年生も情報処理類

型の「プ ログラ ミング」 「経営情報」ビジ

ネス実務類型の「文湛処理」が仮設教室 か

ら北館への移動を要しました。逆に 3年生

は「体育」が北館よりグラウンド等への移

動があり同様に困難と判断しました。

教務部において休憩時間を10分から 15分

へ変更する提案を行い、授業時間について

再度 検討 して頃いた結果、 50分のままでは

本校の学 校案内に特色の一 つとして掲げて

いる「部活動がさかんです」という入学生

と本校との約束が守られないこととなるこ

とは契約違反であるとの認識から、授業時

間は45分とされました。但し、 45分という

時間は本館解体7こ事に伴う中庭横断イ＜能に

よるものであることから、解体終了 によっ

て中庭の横断可能となった時点で正常時間

50分へ戻すとの確認がなされました。その

他の 時限表 は別紙の通りです。

IX 本 山第 二小学 校と の同居

当初 小学 校との同居に際して問題点として

上 げられたのは以下の点でした。

①校内防災体制の組織化

②登下校の指導法（児革が徒歩で登校するが、

児童の行動は本校生徒に理解されていない

場合が多い。自転車で登校する生徒の注意

不足に よる児菫との接触を原因とする怪我

等への注意 ・指導）

③体育・音楽について共同で使用できる施設

があれば、両校の教務が協力して時間割を

編成する必要がある。
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④校内における学校行事

⑤休憩時間 ・昼休み時間での校内パトロール

の実施（タバコ等）

⑥本校との時限の異なりによるチャイム

◇また、本山第二小 学校 の児童 に使用して頂

く本校施設は下記の通りとされました。

①保健室

② 本山第二小学校仮設教室北側のグラウンド

を小学校専用とする。

③音楽室 （火曜日午前中・水曜日 1 • 2限 以

外）

④本校体育使用時以外の体育施設 ・設備

x 避難者・ポラ ンティアとの問題

避 難者 ・ポランティアとの関係について正

常授業再開における問題点を検討した結果下

記のようなことが考えられました。

① 3月末において体育館、テント 、格技室、

食堂に避難者がおられたが、 4月からは協

力して頂いて体育館、テント、食堂となり

ました。

②当時、お風呂の薪割り用に斧 2丁、鋸、チェー

ンソ ウ 2 台が使用されており、児童 • 生徒

の身体に童大な影密を及ぼす可能性がある

物品についての安全管理を要望すると共に、

保管場所についても児童 • 生徒の手が届か

ない場所における保管を要望する必要があ

りました。

③避難者のバイク及び自転車が仮設校舎付近

に罹かれており、仮設教室を飛び出る児童 ・

生徒に対して安全を確保する面から置き場

についての要望を行いました。

④ボランティアによる自動車 ・パ イ クの無免

許による運転が度々見受けられており、厳

に注意を促すことを確認しました。

⑤薪が仮設教室の西側に一部置かれていたた

め、児童 • 生徒による悪ふざけを原因とす

る怪我防止のため、薪の保管場所を体育館

南側へ要望をしました。

⑥避難者と学校側との交流（避難者対応教員

の確保）

⑦避難者の洗濯物等私物への配慮として、当

時の菜園場を提供しました。

⑧避難者 による焚火の場所が体育館東側 2ケ

所で味噌汁等を作っておられるのを体育館

南側への移動を要望しました。

⑨救援物資テントが仮設教室側へ向 いていた

ことによって生徒がご迷惑をかける懸念が

ありました。

⑩喫煙場所についての要望。

⑪自衛隊の掘った焼却炉における焼却中止の

要望をすると共に管理課に対して埋め戻し

を要望しました。（灰に足を捕られて捻挫

の懸念があったため。）

上記の要望を避難者との話し合 いで協力が

得られ、特に自衛隊の掘った焼却炉の回りの

清掃など避難者の積極的な協力が得られまし

た。

保健室前廊下 （本館 1階）

Xl 平成 6年 度第 3学期の臨時休業による授

業回復 について

本校は震災の被害が最も甚大であったこと

から、市立高校及び第 1学区県立高校の中で、

平 成 6年度授業再開時が最も遅く、且つ臨時

休業による欠課時数が172時問と最大でした。

平 成 6年度の当該臨時休業の授業回復及び

平成 7年度当初の短縮授業による短縮分の授

業回復について検討がなされたが、 下記のよ

うな点によって対応することとしました。

①オリエンテーション合宿 ・兵商 対校戦 ・創
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立記念行事の中止、球技大会を従来 1 • 2 

学期午前 2日ずつ実施していたものを 1学

期は 1日全日とし、 2学期は中止、体育大

会は学年別事前練習を午後各 1日ずつ実施

していたものが陸上競技大会としたことに

より 不要となりました。

②定期考査を遅らせ授業日数を確保する

③三季 休業中における教科指導の強化

xn チャイムについて

全壊した本館職員室にチャイムを鳴らす時

計が設置されていた関係で、 平成 6年度授業

再開時のチャイムについては、 赤塚山高校か

ら拝借した鐘を鳴らし時を告げることとしま

した。これは北館のみの授業であったため、

階段で鳴らすことによって 4階までよく響い

たものでした。しかし、 平成 7年度授業開始

によるチャイムについては北館のみに留まら

ず仮設教室と広範囲に及ぶため、放送室にあっ

たチャイムの音をテープレコーダーで放送施

設から流すこととしました。教務部及び学年

教務によって担当することとしましたが、

1ヶ月以上に及ぶ長期間に渡ったため、時折

チャイムの鳴らないことがありました。何故

鳴らなかったかはご想像にお任せ致します。

5月上旬チャイムが取付られたことによる

喜びはチャイム担当者でなければあじわえな

かったことでしょう。

◇非常変災等による臨時休業

5月12日（金）兵庫県南部大雨洪水警報

5月15日（月）兵庫県南東部大雨洪水警報

7月 3日（月） 3時限以降

兵庫県南部大雨洪水警報

7月 4日（火）兵庫県南部大雨洪水警報

本年度に限って災害 による臨時休業による

欠課時数の授業回復を実施することとなりま

した。震災による欠課時数172時間の回復措

置の一貫としてでした。

4月19日に実際の通学状況等を調査するた

め、 生徒被災状況調査を実施しました。

4月19日段階の住所

1年生 2年生

①自 宅 210 207 

②避難所 19 26 

③親類・知人 17 29 

④その他 13 16 

同居家族の身体的・社会的被災状況 (1年生）

死亡童傷解雇収入激減店全壊

①父

②母

兄弟
③姉妹 1 

④祖父母 1

2

1

3

 

ー

1

2

 

1

8

5

6

 

4

2

 

14 

10 

6 

同居家族の身体的・社会的被災状況 (2年生）

死亡重傷解雇収入激減店全壊

①父 1 10 45 17 

② 母 1 2 ， 19 7 

嘔塁 1 4 6 

④祖父母 1 4 1 3 

家屋の被害状況

1年生

①全壊

②半壊

③一部損壊

81 

80 

74 

2年生

100 

74 

55 

授業料免除について

1年生

①申請済み 156 

②申請予定 16 

2年生

175 

18 

神戸市奨学金について

1年生

①申請済み 57 

②申請予定 29 

2年生

119 

27 
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通学方法

1年生

①徒歩 65 

②自転車 18 

③公共交通機関 180 

2年生

67 

86 

173 

4月19日段階における住所が公園であった

り、避難所であったりというありさまである

のに、平常通りの授業開始を行っていること

に対して疑問を持ったこともありました。

また、遠方に避難している生徒が当初の調

査数を大幅に上回っていることも判明しまし

た。

更に、被災家族の状況について詳しいこと

が判るにつれて、生徒の精神的なダメージの

大きさを考えると、生徒個々に対する調査 ・

観察による心のケア等が重要でした。

震災による家族の入院・行方不明等による

憂慮すべき家族環境や登下校中の粉塵による

健康悪化等々正常な学校教育を受講できる生

徒の状況ではないことが十分認識できる調査

結果でした。

◇最後に資料を添付して報告と致します。

①通学の安全確保のため教職員を要所に配置

し、朝会 •HRで指導し生徒の自主性を尊

重した。

②授業再開に当たって次のことが大きな制約

となりました。

・教室数の不足

・教科書の不足

・教材教具の不足

・学校施設設備の安全確保が困難であった

・登下校路の安全確保が困難であった

・教職員の疲労

・教載員の通勤が困難であった

・遠隔地に避難している生徒の存在

• 水や食料の確保が困難であった

・電 気 ・ガスの停止

・避難所の運営やその業務の負担

・会議や校務を処理するための部屋の不足

③天井が落下、床の陥没した教室数

・普通教室 15 

• 特別教室 22 

④プールの被害

水槽亀裂、給排水管破裂、全体傾斜

⑤グラウンドの地割れ、部分陥没

⑥鉄筋プロック積み塀の倒壊

⑦震災後防火扉は全て閉まっていなかった。

⑧震災による施設の使用不能箇所

・校舎渡り廊下 2ケ所

・校舎出入口の扉 3ケ所

⑨校舎出入口付近の地盤陥没及び隆起

⑩震災による窓ガラス破損100枚以上

・校舎渡り廊下 2ケ所

・校舎出入口の扉 3ケ所

⑪管理用備品等の廃棄数

・職員用机 76 

・書 棚 130 

・コピー機 2 

• 印刷機 3 

•学校図書館書架 24 

・理科準備室薬品棚 6 

・教職員用書棚 115 

・冷蔵庫 8 

・掃除用ロ ッカ ー 3 

⑫教具の修理不能数

・テレビ 16 

・ピア ノ 1 

• OHP 2 

・ミシ ン 20 

・コンピュータ 1 

・ワー ドプロセ ッサ 3 

・プリンター 2 

⑬理科準備室の劇薬の一部が破損し、流れ出

ていたこと
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閉携翠詈呼、調黍採孟紀函し危 P、よ員屑痣存界宍。に tる

神戸市立神戸商業高校

1 年 2 年 3 年 合 計

震1 月災前9 の日現生徒在 数 282 306 295 883 

①通学可能者数 279 304 295 878 

り嘉且喜繁含む） 2 
2 

1 

゜
3 

月
1 

市 内

゜ ゜ ゜ ゜日 市外（内県外） 2 (2) 1 C 1) 0 (0) 3 (3) 

悶 ③死亡者数 1 1 

゜
2 

④不明者数

゜ ゜ ゜ ゜小計①ー④ 282 306 295 883 

⑤転を入含者む）（ 仮転入

゜ ゜ ゜ ゜市 内

゜ ゜ ゜ ゜市 外

゜ ゜ ゜ ゜2 月 1 日現① 在＋の生⑤徒数 279 304 295 878 

負傷者数 2 5 1 8 

り
男 子

゜
4 

゜
4 

女 子 2 1 l 4 
の
状 f層開倫言歳よる況 83 1 2 7 1 2 2 332 

男 子 1 7 34 3 1 82 

女 子 52 93 9 I 236 

避難所入所者数 62 67 6 1 190 

男 子 1 5 1 4 1 6 45 

女 子 47 53 45 145 

校区外 一 時避難者 54 55 48 157 

男 子 1 3 1 6 1 2 4 1 

女 子 4 1 39 36 I l 6 
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呻島中学の生~t;二つ V ヽてご

阪急春日 阪急王子 阪急六甲駅 阪急御影駅

| 4月 1日開通予 I
↓ ↓ 

JR・阪急三宮 JR灘駅 JR六甲駅 JR住吉駅

市民病院前 →←／口
固分
一一一

徒
歩
15分

9
ー

1
1
1
1
1
1
1
1
~

歩
0

一

ご促
1

四痒 去

(1)① 本館解体工事遅延に伴い、中庭横断不可による生徒移動時間確保を理由とする
②仮設水洗ト イレ未完成に伴い、仮設トイレの回収未確認による仮設トイレ使用

不可となる恐れを理由とする臨時時程表。

s T 1校 時 2校時 3校時 4校時 5校時 6校時 s T 

開始時刻 8:30 8:45 9:45 10:45 11 :45 13:15 14:15 15:00 

終了時刻 8:45 9:30 10:30 11:30 12:30 14:00 15:00 15: 10 

(2)本館解体工事終了後、上記①の原因解決によって休憩 15分を 10分へ戻し、
授業時間を45分から 50分へ戻す。

s T 1校 時 2校時 3校時 4校時 5校時 6校時 s T 

開始時刻 8:30 8:40 9:40 10:40 11 :40 13: 15 14: 15 15:05 

終了時刻 8:40 9:30 10:30 11:30 12:30 14:05 15:05 15:15 

(3)仮設水洗トイレ完成に伴い、上記②の原因解決による昼休み45分を 40分
へ戻す。

s T 1校 時 2校時 3校時 4校時 5校時 6校時 s T 

開始時刻 8:30 8:40 9:40 10:40 11:40 13: 10 14: 10 15:00 

終了時刻 8:40 9:30 10:30 11:30 12:30 14:00 15:00 15:10 

(4)食堂再開による第 3校時と第4校時の休憩時間を 15分とし、昼休みを 5分
短くする。 （食堂が再開されるも上記 (3) の臨時時限表のままである。）

s T 1校時 2校時 3校時 4校時 5校時 6校時 s T 

開始時刻 8:30 8:40 9:40 10:40 11:45 13:10 14: 10 15:00 

終了時刻 8:40 9:30 10:30 11:30 12:35 14:00 15:00 15:10 
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おもな避難所と生徒の安否確認
おられた所があった反面、懐中電灯で乱雑に

書かれたノートをチェックしなければならな

い所もあった。とりあえず、掲示板には「学

校に連絡せよ」という旨の紙をはったが、そ

れは有効な手段となったのか、それから 1週

間程で、ほぼ全員の安否が確認できた。

笠井大三郎

地震により大きな被害 を受けていた本校で

あったが、電話線もその例外でなく、不通の

状態が数日続いた。御影工業高校の川端先生

の御尽力で、ようやく 1回線を確保したもの

の、 実 際、生徒からの電話はそれほど多くは

なかった。地震直後の混乱の中、学校に連絡

をする余裕がなかったためと、また電話番号

が、普段使い慣れている学年直通のものと違っ

ていたためにつながらなかったことも、大き

な要因と思われる。

ただ本校では（神戸全体においても）未だ

生徒を受け入れる体制がほとんど整っていな

かったため、我々が生徒達の顔を見るまでに

は、 2月 9日の登校日まで待たなければなら

なかった。

各家庭においては、電気が復旧していなかっ

たので、昼問は自宅にいたが、夜は避難所で

過ごしていたという生徒が

多く、全半壊を含めるとそ

の数はかなりあり、学校や

職員宅から生徒に連絡を取

る作業は非常に困難であっ

た。

テレピやラジオの情報を

もとに、教師が分担して、

各避難所を回り始めたのが

4日後の21日、それまでに

安否が確認できていたのは

半数にも満たなかったと記

憶；している。

校区が広く、生徒数も多

い本校では、避難所を訪ね

ることも大変で、その数は

灘 ・中央 ・東灘区だけで80

ヵ所もあった。道路が寸断

されていたため、パイク等

を利用し、 3~7の避難所

を各グループが捜索に当たっ

た。

各避難所の対応も様々で

放送を使って呼びかけても

らえた所、名簿を作成して

資料 1

生徒の安否確認について

掲載分の主な避難所へいく 2人 1組

掲載されていない避難所も確認する

生徒の安否に確認

本部へいって放送で呼び出してもらう

神戸商業の職員であることを告げ

「市立神戸商業高校の生徒または、保護者の方がおられましたら

—ーまでお集りください」等

呼び出しが困難な場合は避難所の名簿、掲示物で確認し、張り紙を

する。

呼び出した生徒への対応

生徒及び家族の安否の確認

学校の状況説明「半壌であること等」

家庭待機の指示

生徒の連絡先の確認「家に帰れるか、また今後の予定」

連絡先が未定のものには落ち着き次第、連絡場所を学校に報告する

よう指示

4 3 1 -0 0 5 5 
友人で安否が確認できているものの名前を聞き、同様の連絡を指示

する。

放送できた避難場所にも張り紙をする。
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資 料 2

阪神間のおもな避難場所と担当者

〈東灘区〉 〈灘 区〉 く中央区〉 ＜芦屋市〉

東灘小 北JII 鶴甲小 伊藤 上筒井小 来田 山手中

本庄小 ::ltJ 11 成徳小 笠井 宮本小 来田 潮見中

魚崎小 横田 高羽小 上元 春日野小 西明
精道中

本山一小 田中 西郷小 馬場 雲中小 小玉
精道小

岩園小
二小 田中 六甲小 上元 吾妻小 笠井

朝日小
三小 田中 福住小 鈴木 小野柄小 笠井

山手小
住吉小 辻本 西灘小 馬場 若菜小 来田 三条小

御影小 北）II 稗田小 鈴木 二宮小 西明 浜風小

御影北小 北JII 美野丘小 伊藤 筒井台中 来田 潮見小

渦が森小 才原 麻耶小 上元 葺合中 来田 打出浜小

本庄中 岡租 灘小 馬場 布引中 上元 宮川小

本山中 田中 鷹匠小 笠井 葺合小 ？ 市民センター

本山南中 田中 烏帽子中 笠井 同総合会館 小玉
体育館

大原集会所
住吉中 笠井 原田中 馬場 北野小 西明（長尾？）

翠ケ丘集会所
御影中 :l t.J 11 長峰中 伊藤 諏訪山小 長尾

朝日ケ丘集会所
神戸商船大 岡積 上野中 伊藤 山の手小 長尾（西明？） 前田集会所

同 白鴎寮 岡積 神戸高 鈴木 湊小 結城 打出集会所

御影工業 北JII 神戸大農学部伊藤 湊川多聞小 結城 竹園集会所

御影公会堂 北川 工学部伊藤 神戸生田中 西明 茶屋集会所

神大付属 才原 王 子スポーツ西明 楠中 結城 春日集会所

御影高 北JII センタ ー 海員会館 結城
西蔵集会所

灘高 横田 成徳学園 上元
市役所

西山幼
甲南小 田中

精道
甲南女子 岡積 く兵庫区〉 ＜芦屋市〉

県芦屋高
甲南大 田中 海技大

神戸女子寮 岡租
平野小 明親小 打出保育所

上宮川
湊山小 浜山小 図書館

赤塚山高 才原
荒田小 夢野小 セントマ リア病院

文化センター

東灘文化 横田 菊水小 湊中 伊藤病院 警察学校

福池小 北）II 東山小 夢野中 前田町 コープ寮
ルーア芦屋

本山南小 北J11 兵庫大開小兵庫中 津知川芦屋川教会 〔平田北 3-1〕

魚崎中 岡積 会下山小須佐野中 川鉄体育館 アセット

東灘高 岡積
水木小 吉田中 西法寺 〔平田北 4-3〕

和田岬小 湊川中 阪国事務所 こばと保育園
頌栄短大 辻本

兵庫工業神港高 日吉会館 業平 日興証券寮
岡本公会堂 田中 三菱重工和田クラプ ハイツ 翠ケ丘 津知公園

水産会館 宮塚改良住宅六号 はこぶね保育園
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資料 3

生徒 登 校 の 連 絡 方 法

2月 9日（木）の生徒登校の指示の内容と連絡方法の計画

—ー指示内容

02月 9日（木）の11: 00--.,15 : 00の間に可能な限り登校する。

〇持ち物は筆記用具のみ、登校して今後の指示と家庭の調査をする。

〇制服着用のこと。 （ない場合は私服で可）

女避難所にいる友人に同様に連絡を依頼する。

日 程

2月 1日（水）、 2日（木） 担任、学年による電話連絡

自宅および親戚等の避難先のみで

~2月 3日（金）

避難所にはポスター掲示（一部を除く）

全体による避難所訪問、ポスタ ー掲示

訪問予定避難所（現在把掘分）

◎兵庫区 荒田小 兵庫区役所

◎中央区 北野小 上筒井小 小野柄小 春日野小山手小

湊 小 湊川多聞小 雲中小 下山手小

葺合中 筒井台中 県庁 葺合公民館

葺合文化センター (242-0414) 青陽東養護

◎灘 区 六甲小 摩耶小 稗田小 西灘小 鶴甲小

諏訪山小

生田中

中華同文

福住小

高羽小 漑小 成徳小 上野中 烏帽子中 神戸高

篠原会館 灘文化会館 (861-8651)

王子文化セ ンター

◎東灘区 魚崎小 本山南小 渦が森小

本山第二小 本山第三小 東灘小

本庄中 本山南中 赤塚山高

住吉川住宅避難所 友生養護学校

住吉台幼稚園
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御影小

福池小

御影高

御影公会堂

本山第一小
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甲南大



◎芦屋市 精道小 芦屋山手中 県芦屋高

以上の避難所に本校生徒が避難しているようですが、ほかの避難所に所在していることが

わかりましたら本部まで連絡してください。

避難所訪問

前回と同様、可能な限り放送で市立神戸商業の生徒または保護者を呼び出してください。

その後、ポスターを貼って下さい。

本日 2月 1日でも家の近所等で帰り道に訪問できる避難所があれば本部に連絡して寄って

下さい。

その他の避難所について

下記の避難所については、 一度本人の自宅へ電話連絡、友人または避難所に直接連絡を試

みて下さい。連絡不可能の場合は訪問しますので、本部に連絡してください。その場合、住

所がわかりましたら知らせてくださ い。

灘前の養護学校 3-A 小石原 西灘保育園 3-D 夏目

赤十字病院 3 -C  大磯 灘児童館 (881-5030) 3 -D  金沢

神戸生活学習センター 3-C 池田 弁護士会館 3-D 千葉

神戸大学国際文化学部 3-C 平野 若草小 (0795-76-0912) 3-E 白川

創価学会会館 3-D 池田
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イラストで綴る生徒の安否確認

木村廣太郎
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震災前後の進路指導

岡田 靖夫

1994年は、バプル経済崩壊による長期的な

経済不況で「氷河期」といわれるほど求人不

足で就職試験は難しいものとなっていた。神

戸市立高校全体でも 12月末の段階で100名程

度の生徒が、就職未決定となっていた。年が

明け、求人が徐々にではじめていた。本校生

徒も20名程度の未決定者がいましたので、卒

業式までには何とか、就職先が決定するもの

と思っていた。そして、あの日がやって来た。

早朝 5時46分「ドン」という音で大地は大き

く揺れ、この世の地獄のように一瞬にしてなっ

てしまった。何も情報がない。何が起きたの

か？ 私は伊丹に住んでいるので、まさか神

戸 でこれほどひどい状態になっているとは考

えもしなかった。なぜなら伊丹は、 10年程前

にも山崎断層 ・箕面断層によって、震度 3~ 
4ぐらいの地震を体験していたので、きっと

またそうだと思っていた。しかし、真実を知

り私は青ざめた。

1月17日に就職試験を受ける生徒がいた。

私は心配で、学校に電話を入れたが誰がでる

わけでもなく、呼び出しが無情にも鳴るだけ

であった。 生徒の家に電話しても繋がること

なくただ、 「ただいま混雑しています。後ほ

どおかけ下 さい」とコールするだけであった。

私は何とか連絡をとるため大阪へ移動し、と

りあえず、受験するはずであった会社と連絡

をとり、状況の説明をし、就職試験を延ばし

て欲しいと交渉した。先方の企業は、心良く

納得していただき、試験を延期してもらうこ

ととなった。私は、地農の前日より腰痛がは

げしく、学校に行くこともできなかったので、

進路指導部の職員に連絡をとり、行動しても

らうこととなった。

大学進学の調査書作成発表の時期となって

いたが、校舎はぺしゃんこ、書類などとうて

い発行することのできるような状態ではなかっ

た。しかし、入試はまってくれるわけでもな

いので、事情説明の文面をつくり、何とか受

験ができるようにかけ合うこととなったが、

県の進指研の働きかけにより、どの学校も快

く引き受けてくれた。

校舎の崩壊にともない、進路指導室 も 1階

にあり、ぺしゃんこの状態で、必要関係書類 ・

資料を出すことができず、わずかな隙間から

ひっばり出そうとしても余震がこわく、取り

出すこともままならなかった。しかし日が達

つにつれ、生徒の進路先の状況など確認する

すべがなく、必死の思いで、潰れた進路指導

室に入り、必要な書類を取り出した。その資

料を元に、企業への確認の電話を入れたのが、

1月30日であった。また、この日は、就職内

定取消しの一報が入った日でもあった。 3年

生の生徒の安否は確認され、生徒の状況もあ

る程度つかめていた。余震はまだまだつづい

ていた。避難者の方々のお世話をしながら、

進路指導部の職員は企業との対応におわれて

いた。 1月30日以来就職内定取消しの話しが、

震災の街神戸 を襲って来た。市内の各高校の

進路指導担当者より就職内定取消しの話しが、

連絡されて来た。例年であれば、そろそろ入

社日の具体的な話がでてくるころであるが、

連絡は、企業の方々の取消しの話である。こ

の調子では多くの就職内定取消しがでるおそ

れがあったので急速 2月 2日に神戸市立摩耶

兵庫高校にて、市立高校の進路指導研究会を

開き対応について協議した。その結果まず、

各校の状況を掌握するために 2月 4日に第 1

回の集計をすることになった。そのころより

マスコミの報道も就職内定取消しに対する取

材がはじまりました。各校の集計を 2月 7日

に灘公共戦業安定所、神戸公共職業安定所に

それぞれ出向いて何とか、就職内定者の取消

しを回避する主旨の要請をし、企業への指導

をお願いした。そして、 2月13日に第 2回、

2月17日に第 3回、 2月28日に第 4回、 3月

15日最終の集計をした。その数は、就職内定
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取消し52名、待機・延期が37名・辞退者が 5

名 となった。この集計は職業安定所はもとよ

り、県の進路指導研究会、その神戸支部 ・市

の教育委員会等に FAXで送り情報交換をし

た。企業の対応はなかなかはっきりせず、 2

月21日の内閣会議にて、震災地の救援立法が、

決定することを見て判断する企業が多かった。

本校で も多数の就職先未決定の者がおり 、ま

た、内定取消しの者がでてくる状態であった。

生徒の大半は被災し、体育館あるいは、 公園

などに避難しており、連絡のとりにくい状態

であった。

学校の取り 組みとしては、 震災によって就

職内定取消しをされた者を最優先に斡旋する

ことにした。しかし、 当初はなんとか、取消

しを解消してもらいたい、あるいは、採用延

期でもよいと交渉を重ねる毎日であったが、

なかなか、色よい返事をもらえるところはな

かった。そうしている問に、大阪や京都など

から震災特例の求人票をいただき、数人の生

徒を斡旋することができ、就職先が決定する

生徒がでてきた。しかし、中にはどうしても

神戸を放れることができない生徒もおり、神

戸で就職を探すのが大変であった。昔なじみ

Page 2 (B) Monday, February 27, 1995 

の企業の方々から求人をいただきなんとか、

就戦することができた。その中の一つが新聞

にも取りあげ られたが、それは大変なもので

あった。避難所生活をしている生徒は体育館

の片隅で、あるいは教室で、探し出すのに時

間もかかり、又、出合うことができなかった

りした時もあった。しかし、企業の方は、早

く採用試験をしたく 、なかなかむずかしい状

態がつづいた。毎日のように避難所通いであっ

た。当然本校の避難者の方々のお世話をしな

がらのことであった。その甲斐あって、内定

通知をいただくたびに緊張が和らぎ安堵して

いった。なんとか、 4月末には、学校から斡

旋希望の生徒の就職は決定した。

70周年を迎えた本校の先輩方の活躍により

多大な信用を得、こういう時期に助けていた

だいたことに深く感謝するとともに、今後も

ご支援をお願いしたい。しかし、これほどの

惨事、も うこりごりである。
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One happy ending in Kobe 
Yomiuri Shimbun 

KOBE—While Kobe sin揖glesto 
return 10 normal, • growing number 
of high school and college students 
scheduled 10 gr叫匹にinMan:h have 
bad job offers withdrawn by local 
businesses. 

On Feb. 16, Rieko M血 o.an 18-
year-oId student●I Kobe Municipal 
Commercial High School reported to 
school with other students so that 
に袖erscould confum their safety. 
＾転herhomeroom period, she was 
summoned to加1eachem•mom. 
Maruo's homeroom teacher 

handed her an envelope containing a 
lener that read: wy our employment 
切sbeen canceled because of dam-
age 10 our facilities." 

区 Ispring, she had been unsure 

亀boutwhat to do after graduating 
from high school. One day, she 
recalled a tour bus guide who had 
accompanied her and other sixth-
grade primary school s皿 lcnlSon a 
uipto如 lscregion. 

Maruo sent a resume through a 
job placement office to the Kobe 
branch of a tour bus company. 
Ourin& a job. interview in 
September, she sang a song for com-
pany officials in an aucmpt 10 
impress如 mwi山 hercheerfulness. 

A week later. she received an 
unofficial offer of employment from 
如 company.In December, she vis-
itcd lhe branch office wi山 sixo山er
would-be employees to try on their 
uniform5-dan: blue blazers, skins 
and red ribbonふ

On Jan. 17. Ihc day o(thc earth• 
quake. Maruo was awakened by a 
violent jolt. No one in her family 
was hun, bur their a四nmentbuild-
ing collapsed. She wa1ched a 1elevi-
sion news program showing d皿,age
to the area where the b心 company
was located, but never expected that 
it would be left in ruins or that her 
job offer woold be withdrawn. 

The company offffld MaNo a job ai 
a branch in Tokyo. She decided 10 
decline如 offer,as she did 1101 w皿 m
be父par3ICdfrom her mochcr and出．

L:iter,.Maruo applied for a clcric31 
job at a warehousing company. At 
her interview, she w心 warned1he 
jol> would be not bc very demand-
ing. "I'll take any job," she said. 
On Friday, her school received a 
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notice of employment恥 mthe rmn 
Yasuo Okada. a 36-ye工--0ldguid• 
ance counselor at M叩 o'sschool. 
went 10 the evacuation center where 
she was staying. He handed her the 
ooticc. paned her on the shoulder 
and said. "You've done all you can." 

Five buildings●1 the bus com• 
pany's br星ncbcollapsed in the 
quake, and a to叫 of3 I buses and 
taxis were destroyed. Five of the 
seven high school students who had 
been promised employment there 
h.ive agreed to work for the com-
pany in Tokyo. 

"We really wanted to hire all these 
superior students," a bus company 
official said. "but we had no choice 
and had to cancel their employ-
ment. ＂ 
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震災の中の卒業式

太田嗣 夫

2学期の半ばから、卒業式の準備は始まっ

ていた。儀式検討委員会がもたれ、式は「卒

業証書授与式」の名に相応しいようにとの学

年の意向が生かされ、表彰関係はすべて離別

式の場で行う、式次第は必要不可欠のものを

重点にする等のことが決まった。日の丸 ・君

が代については、職員 の足並みが揃わないと

の理由で見送った。

2学期末の成績会議で、卒業認定規定に抵

触する恐れがあるとしてまな板にのせられた

生徒にとっては、 3学期が勝負所になった。

パプルがはじけた後遺症が尾を引く就職戦

線は苦戦を強いられていた。就職希望者には

皆職場を得させて卒業式を迎えたい、との切

なる願いを込めて、平成 6年を越した。

そして…… 1月17日 5時46分……

マグニチュード 7.2の激震が兵庫県南 部 地

方を襲った。瞬時にして全てが壊滅状態になっ

た。全てが、何もかもが……

1階部分がへしゃげ、北館との渡り廊下を

引きちぎるようにして傾いた管理棟の姿は、

あたかも大自然の力に屈してひざまずいてい

るように見えた。

使用禁止の紙が張られた校舎。避難者に開

放した体育館とグランド。生徒の、その家族

の安否が気づかわれる。全教師が手分けして

連絡を取り 、避難所をまわって確認を急いだ。

卒業式はもう無理か。いや青空卒業式でもよ

し‘

1月21日（土）。災害復l日職員会として第

1回目の職員会議が開かれ、校務委員会も毎

週月 ・木に開くこととなった。学校機能復旧

に向けて、早々に態勢作りが始まった。

北館が使えるので、学年別の登校日を設定

した。 3年生 の第 1回目の登校日は 2月 9日

（木） 11時。

2月 1日現在の生徒の実態調査 で、通学可

能の生徒数は、在籍数と同じ 295名。しかし

その 3分の 1は家屋損壊、避難所にいる者が

5分の 1、校区外に避難している者が 6分の

1。震災による生徒の死亡は、 3年生にはい

なかったが、家族の一 員を失った生徒の数 は

6人。

一方、卒業式は何らかの形ででも執り行う

との職員 の熱い思いから、 実施に向けて模索

が続いていた。日程については、 2月19日案、

21日から25日の間の案などが出てきたが、肝

心の場所が決定できないでいた。

2月 1日（水）の第 2回職員会議の場で校

長より 、卒業式の場所については、赤塚山高

校と御影工業高校に当たっているとの報告が

あった。翌 2日の校務委員会で、御影工業高

校を拝借することを決定した。 26日（日）同

校全定の卒業式が行われる式場（体育館）を、

同日午後使わせていただくというものであっ

た。卒業式が行える。瓦礫と粉塵の中に光明

を見る思いであった。それからは御影工業高

校へ、挨拶やら会場作りのための打合せ等に

頻繁に行き来したが、この間の状況について

は、庶務部長の記録に委ねる。

2月 9日（木） 1回目の登校日。出席生徒

数267人、出席率91.13%。私服姿も混じる。

これも震災の傷痕。再度の生徒被災調査をと

るが、日一 日と変わる生徒の動向を把握する

のに追いつかない。この日、卒業式の案内文

書 を配布。

1 • 2年については、 20日から北館を使っ

て、半日交替での授業再開が決まった。しか

し3年生については、もはや時期的にも授業

も卒業考査も不可能と判断し、学年の成績は

1 • 2学期の成績を参考にして算出すること

とした。

2月15日（水）卒業認定会議。欠席日数が
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出席すべき日数の 5分の 1を越えていた 2人

を除く 293名の卒業が認定された。

2月16日（木） 第 2回目登校日。午後 1時

登校。黙祷 ・校長の話 ・学 年か らの 話・卒業

式の件連絡 •HR。保護者宛に、成績処理の

件 ・卒業 式 及 び 制 服着用の件 ・制服類寄付依

頼 の 件 ・事務処理混乱への理解を求める件を

載 せ た プリントを配布した。またHRでは同

窓会幹事 の選出も行った。

卒業式に関する学年事務作業を次のように

組み、進めていった。

①卒業証書浄書前仲

※証書は横長 ・縦書きの新しい様式を作っ

ていたが、印 刷を出す前に震災に会って

瓦礫の中に埋没。前年と同じ様式の証書

にした。

②卒業生 台 帳 作 成 17日までに

※積年 の 歴 史 を刻む卒業生台帳が同じく瓦

礫の中に埋没。続き番号 が分からず、 68

回生の68を頭に 「68001」か ら始めるこ

とにした。また 従 来 卒 業 全 生 徒 名 を「あ

いうえお」順に並ぺ変えていたものを

「AB C……」のクラス順に書いていく

ことに変更した。

③卒業証 明書 作成 24日までに

④ 卒業ア ルパム 24日までに入荷予定

⑤卒業記念品 2月中旬に入荷

⑥呼名簿の作成 24日までに各担任で

⑦式次第 と進行の検討

入退場の流れ

卒業証書の受け取り方

⑧答辞指屯 笠井

卒業証書は、従来のようにクラス代表が受

け取るか、最後に代表が受け取るか議論が 分

かれたが、時間の制 約 を 考 慮 し て 、 田 中陽二

郎 君 が代表で受け取ることに決定した。答辞

は加藤ゆかりさんに決まった。

卒業式の進行表は、15日庶務部から提示 さ

れた。学年の意向 を 十二 分に踏まえてくれた

ものであった。

2月25日（土）第 3回目登校日 (10時）

ST後グランドヘ椅子 を持って集合。

同窓会入会式 田中（義） ・同 窓 会長

各種表彰伝達

産業教育振輿中央会賞をはじめ、 湧 水 賞 ま

での 7種 目 。 被 表 彰 者 は 延 べ55名。

湧水賞のメダルは、渡辺先生が危険を省み

ず 、 何 度 か 校 長 室 に も ぐ り 込 ん で 、取り出し

てくれたものであった。

式典と表彰とを切離し、表彰関係はすべて

この日この場で行った。

卒業式予行 田中（義） （司会）

福島（歌唱指導）

使えるグランドは西半 分。放送設備は当 然

なく、伝達 ・司会進行はハンドマイクで。歌

唱指導にはキーポードを使った。生徒の協力

的な姿勢に、プログラムは順調に進んだ。見

守 る避難者たちの姿も数多く見られた。

HRでは、卒業アルバム、卒業生名簿、卒

業記念品、 通 知 簿等、明日は卒業証書だけを

持って帰れるように、手渡すものは全て配布

した。

午後は学年打合せを行い、御影工業高校に

運んでおくものとそれらを運ぶ手順、翌日の

卒業式進行に関する留意点、雨天のときの対

応処置等について最終的な確認をし、行動に

移った。

2月26日（日）卒業証書授与 式挙 行。職員

は昼 ごろ集合して、御影工業高校の卒業式が

終わると、本校の卒業式のための会場設営に

取り掛かった。

1時30分開会。 静粛 な雰 囲気 の中を式は進

行していった。外では静かに雨が降っていた。

図り知れぬ力で大地を揺るがし 、一 瞬 の う

ちに一 切を奈落の底へ突き落としたあの大地

震からはや 1年がたとうとしている。しかし、

まだまだ片づいていない。町も、産業も、住

まいも、学校も、身も心も。心の疲弊は大き

な 社 会 問 題 を 生 み 出 し て い る 。 しかし浮かん

で く る の は あ の 時 の 卒 業 生 た ち の屈託のない
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明るい表情。いつまでも失わないでほしいと

心から願い、併せて彼らの前途に夢あれと祈っ

て、震災卒業式の報告を終わりたい。

3年生保護者様

平成7年 2月9日

神戸市立神戸商業高守学校

校 長 川 崎凱史

3学年主任太田嗣夫

第 6 8 回卒業証書授与式のご案内

拝啓 太平の雰から一瞬にして阿鼻叫喚の地獄と化した 1月 l7日の甲暁。恐怖に包まれ

たあの時の苦悶は忘れられぬものとなりましょう。失命された在校生・ご家族 ・卒業生の

方々には、心より哀悼の意を表しご冥褐をお祈り申し上げます。 被災された方々におかれ

ましては、 一H-nのご苦籍はいかばかりかと拝察申し上げます。

学校では、本館が押しつぶされ、南館が傾き、体育館と運動場を被災者の生活の場に提

供しているという状況の中を、学校再開に向けて職員ー同日々努力を重ねております。

さて見出しの件につきまして、 御影工業高校のご好森で、下記のように執り行われる連

びとなりました。大変な状況の最中ではありますが、なにとぞ万閣お繰り合わせのうえご

出席賜り、巣立ち行くお-r様の前途を祝福し励ましていただきますよう、ご案内申し上げ

ます。なお会場の都合上、ご出席の可否をお伺い致した<、)6日（木）の登校日までに

ご返事をお届け下さいますようお願い申し上げます。

記

I. 日時 平成 7年 2月26日（日）午後1時 30分開式

2. 会 場 神戸市立御影工業凶等学校体育館

（お願い）当1::1は、 御影工業高等学校 （全 ・定）の卒業証曹授与式が行われ

そのあとをおfかりしますので、多少不自由があるかもしれません

が、 1時 I5分までに式場保護者席にご着席下さい。

出欠冥

第68回卒業証書授与式に

（ ）出席します （ ）出席できません

保護者氏名

一組ー一番 生徒氏名

平 成7年 2月は、次のような行事予定が組ま 21日（火） 追認考査

れていた。

3日（金） 卒業考査最終日

10日（金） 成績伝票提出（正午）

14日（火） 学年会議、成績会議

15日（水） 卒業認定会議 ＊ 3年登校日
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22日（水） 追認認定会議 ＊ 3年登校日

24日（金） 離別式、卒業式予行、

同窓会入会式

25日（月） 卒 業 式



平成6年 度 卒 業 式

田中義人

平成 6年度（第68回生）卒業式は、 1月17

日に起こった阪神淡路大震災で、講堂のある

管理棟が全壊で使用できなくなり、場所が変

わって、神戸市立御影工業高等学校体育館を

使用させていただき、無事に式を終了するこ

とができました。

まず、その時点に到る経過を報告 したいと

思います。大震災で管理棟（職員室、校長室、

事務室、進路指導室、管理員室、研修室、図

書室、家庭科室、作法室、講堂がはいってい

る）が全壊し、しかも南館も被害 を受け、 全

面立入禁止となり、食堂は救援物資の倉庫と

なり、 2階は避難者用の住居となった。体育

館も避難者用に供され、グランドも自衛隊に

よって避難者用のテントが設置されている状

況で校内には、何とか使用できる建物は、北

館と新館だけであった。

職員室 として、当初は新館の社会科教室 が

使用され、その後 5月頃まで継続して北館の

会議室が使用され、不自由な生活が始まった。

新館の社会科教室は、ポランティアの控室に、

理科準備室は、教務の入試準備室と事務室と

して使用され、理科講義室は保健室 として、

理科実験室は印刷室及び、ワープロ等の作業

や備品倉庫として、社会科講義室 は小会議用

として、視聴覚教室は、各学年、各部の書類

や物品の保管室として使用した。

以上の混乱した状況下で、 2月26日（日）

裟
念
丸
22
羞

翌
＇証も一

午後 1時30分開式予定の卒業式を実施するに

あたって、校務委員会を中心に、卒業式を行

う場所等について検討をおこなった。

議論の中で、やはり卒業式は本校で実施す

べきであるという意見も提案された。しかし、

体育館には、まだ多くの市民が避難されてい

て無理である。現実にはむずかしいだろうと

思われた。では、テニスコ ート 等の野天では

どうだろうか、ということも検討した。放送

設備の不備、パイプいす等の不足、大型テン

トを借りる場合100万円以上の費用がかかる

ということ、なによりも天気に左右されるの

で大変であるので断念、という結論になった。

川崎校長は、多方面に、会場について問い

合わせをしていただいたが、大人数の収容で

きる施設はすべて救援者の宿舎として使用さ

れたりして不可能であった。

川崎校長は、さらに同じ市立高校である御

影工業高の田中勇校長との話合いで、御影工

業の卒業式は 2月26日（日）の午前中なので、

午後は使用できるとの感触を得た。

御影工高としても体育館にいる避難者を教

室に移動していただいての実施であった。ま

た移動後ただちに体育館の修理をし、 26日に

間にあわせようとの困難さを持っていた。避

難者の教室への移動に関して御影工高の教識

員の労力が大であったことを聞いています。

このように、御影工高としても大変な状況

の中で本校の卒業式を依頼するわけですが、

御影工高の職員会で審議していただき 、同じ

市立高校の神戸商業高校に協力しようという
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ことで無事本校の卒業式が御影工高の体育館

で行うことが正式に決定しました。

年間行事予定では、卒業式 は 2月27日（月）

に予定していましたが、 26日に変更を決定し

ました。

正式決定を受けて、川崎校長、 3年学年主

任の太田先生 と私と 3人で御影工高を訪ね、

御影工高の教職員に感謝の意とご協力を願い

しました。御影工高の 3学 年主任は大畑先生

で、すべてにわたって協力してくれることを

約束してもらいました。又、放送関係では電

子科の川端先生に協力してもらい、庶務部長

には式の流れ等について、実際の会場準備に

ついては体育科の井上先生はじめ大変協力し

ていただきました。又、式

当日 は、本校教職員の控室

として体育館の前の電気実

習室も提供していただきま

した。又、卒業式のあとか

たづけ等で、本来なら本校

でしなければならないとこ

は校長のみだけで、約 1時間で終わる簡素な

卒業式でした。なんとか卒業式ができたこと

は、神戸商業高校の教職員も生徒も保護者も

一つにまとまってがんばった結果であると思

います。

憲
ろ御影工高の方でやってい 神戸市立神戸商業高等学校

ただきました。御影工高の

教職員は、自分の学校だけ

なら午前中で終了し帰宅で

きるのに私達神戸商業高の

ためにがんばってもらいま

した。本校の卒業式が無事

終えることができたのは、

ひとえに御影工高教職員の

温かいご支援・ご協力があっ

たからです。本当に感謝い

たします。

さて卒業式ですが、時々

大雨が式の最中に降ったり

して、心配な空模様でした

が、 3学年の宮崎先生等の

指導があり、本当にすばら

しい思い出に残る卒業式で

した。例年とちがい、式辞

平成 6年度（第68回生）卒業証書授与式

於神戸市立御影工業高等学校体育館

（平成7年 2月26日（日）午後 1時30分）

■式次第

開式のことば

校歌斉唱

卒業証菖授与

学校長式辞

送辞

答辞

「仰げば尊し」・ 「蛍の光」斉唱

閉式のことば
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送 辞

在校生代表 北尾陽子

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。

見渡せば、 六甲の山々は春の装いを見せ始め

ました。しかし、振り返ってこの神戸の町並み

を見ますと、あまりの変わり果てた姿に目頭を

押さえずにはならないほどです。

1月におこった阪神大裟災の爪跡を町中に残

し、本校の神戸 尚業高校の講堂で卒業式をおこ

なえないことは残念でありますが、ここにこう

して先輩方の卒業式を迎えることができたこと

を大変喜 ばしく思います。

1月17日におきた大地霰 は沢山の家を壊し、

大勢の昨い人々の命を奪いました。住みよい神

戸 と言 われるこの士 地に、まさかこんなことが

おこるとは誰もが予想しなかったことです。自

分の町が地震に遭い、被害を受けたことにより、

はじめて今 まで、よその土 地が災害 にあった時

に自分たちが余りにも無関心であったことに気

が付きました。そして多くの救援物資にわたし

たちはどれだけ助けられたでしょう。道を歩い

ているだけで本当 に多くのポランティアの人、

救援物資を見かけました。そして目に付くのは

救援物資を連ぶ車 のナンバープレートでした。

そこには近畿地方だけではなく名古屋、岡山か

ら九州、北陸まで日本のあらゆる地域からの車

を 目にしました。また 自転車で救援物資を家々

に配りにきて下さ った人もいました。ボランティ

アで会社や学校を休んで来てくださった人もた

くさんいました。もしこのような災害 が 神戸 や

芦屋以外で起こっていたら、私達は同 じように

手助けができたでしょうか。

今回の大震災では、かけがえのないものを、

あまりにも多くのものを失うことになってしま

しました。けれども、私は得たものもあると思

います。私は今 回の大震災で、 一 番、人の混か

さを知りました。これは私だけでなく災害 を受

けた多くの人が感じたことではないでしょうか。

ここにおられる先輩方 も人の温かさを大いに

感じたことだと思います。そしてこの 3年間、

先背方は友達、先生、そしてご両親の人の温か

さを何度も感じた 3年間だったと思います。

学校生 活だけでなく部活動、 そして私生活で

と、落ち込んでいたときに励ましてくれた友達、

一緒に泣いてくれ、 一緒に喜 んでくれた多くの

友達、今どれだけ沢山の友達の顔が先沼方の頭

に浮かんでいることでしょうか。

また、就職、入試の時、友達以上 に心配して、

考えてくださったのは先生方だと思います。

そうです、先輩方はこの 3年問で言葉に表 せ

ないほど、人の温かさに支 えられ、多くのこと

を学んできたことだと思います。そして私達も

先輩方の温かさに支えられ、多くのことを学び

ました。

それは 2年前から始まりました。入学早 、々

何も分からない私達に、先輩方は一 つひとつ俊

しく、丁寧に教えてくださいました。ほんのひ

とつしか歳の変わらない先輩方 がすごく 大人 に

見えました。落ち込んだり、悩んだり、泣いた

りしていた時も先輩はあるときは叱り、あると

きは相談に乗って、励ましてくれたりと、いつ

も私達の支えになってくれました。また先妍方

はずっと私達のあこがれの存在 で した。そんな

先輩方にめぐりあえてほんとうによかったと思っ

ています。

そして今、先輩方はこの未だかつて例を見 た

ことがないような状況のもと、社会 に羽ばたい

ていきます。進学される先輩、そして就職され

る先輩、 一 人ひとりそれぞれ進む道は違うとは

思いますが、多くの先輩はこの神戸 の復興のた

めにこれから力を尽くされることだと思 います。

私達もまずは学校の復興、再建に力を入れてい

きたいと思います。校舎は元どおりにならなく

ても、先布方 にと って誇 りに思える学校にして

いきたいと思います。

形が変わっても母校であることは変わりません。

これから、壁にあたり、試練の時を迎えたら母

校のことを考えてください。神戸商業高校の 3

年間、すばらしい友人、先生方のことを考えて

頑張ってください。どんなことがあっても一 人

ひとりの夢に向かって飛び続けてください。先

輩方の社会での活躍と、神戸 の復興を心から楽

しみにしています。

そして母校の再建の様子 もぜひ見にきてくだ

さい。私達も先輩方に負けないよう頑張ります。

それではぜひ頑張ってください。

短いですがこれで送辞とさせていただきます。

本日は本当にご卒業おめでとうございます。
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入学式の思い出

教頭 岡田孝久

私は前任校も自宅も北区にあり、今回の大

鹿災による被害 はあまり大きくありませんで

した。 3月末に本校に来て校内を案内しても

らい、 被害の大きさ に競きました。本館は解

体中で校内をダンプが走り回っているし、電

気 ・水道などのいわゆるライフラインもまだ

十分には復旧していませんでした。会議室が

仮の職員室となり、事務室へはグランドを回っ

て行かねばならず、とても同じ学校とは思え

ませんでした。そんな中で私が本校に赴任し

て最初に手掛けた仕事は入学式の場所決定で

した。本館が解体されたために、講堂はなく

なり、体育館とグランドは避難所となってい

たため、 2月の卒業式は御影ー［業高校の体育

館を借りて行われました。そこで、希望を持っ

て本校に入ってくる新人生を迎える入学式だ

けはぜひ本校で実施したい、と い うのが先生

)jの強い願いでした。この意見をふまえて場

所探しに着手しました。最初は唯一 使用でき

る場所であるテニスコートを使用する案が出

されましたが、雨天の場合を考えると、大き

なテントを用意しなければならず、かなりの

費用 (100万円程度）がかかることが分かり

ました。神戸市教育委員会 とも相談しました

が、とても仝額は負担出来ない、半額ぐらい

ならという返事であった。人気さえよければ

テントは不要なわけで、厳しい学校財政から

多額の支出は無理だということになりました。

このような状態でぜひ本校で入学式を、とい

うことになれば残る場所は体育館しかありま

せん。当時、体育館には約100名 の避難者の

方がおられましたが、とにかく避難者の方に

学校の事情を説明して、協力をお願いするこ

とになりました。 3月30日夜の体育館での避

難者の方との話し合いには川崎校長 ・和泉元

前教頭と私の 3人が出席しました。話し合い

は良い雰囲気で行われ、本当に快く協力して

もらえることになり、このときは正直にいっ

てほっとすると同時に本当に嬉しく思いまし

入学式会場図（案）
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た。これも、大震災当初から多くの先生方が

誠心誠意避難者の方に接して下さったおかげ

だと感謝しています。 （その後も、 8月20日

に最後の避難者の方が出られるまで学校との

トラプルは全くなかったことを付記しておき

ます。）

さて、体育館で入学式をやることになって

も、演台や放送設備はもちろん紅白の幕やビ

ニールシートもない状態から準備を始めなけ

ればなりませんでした。演台は小さなものを

一 つ購入、体育館の回りには紅白の幕を張り、

放送はハンドマイクですませました。ビニー

ルシ ー トは小玉先生のお世話で甲南大学から

借用しました。 4月 7日の職員会議後には全

職員で体育館の避難者の方のたたみを格技室

に移動し、その後、避難者の方の荷物を体育

館東側によせてもらい、図のような入学式会

場が出来上がりました。

4月10日は避難者の 方 と 一 緒 の 入 学式（写

真参照）になりましたが、実に感動的な 式 で

した。 参加した保護者からも感謝の言葉をた

くさん聞くことが出来ました。新入生もきっ

と心に残る入学式になったことだろうと思い

ます。

この原稿を書いている今も復l日工事が続い

ており、 1 • 2年生はまだ仮設教室にいます。

グランドは現在でも半分しか使用できず、生

徒達には本当に申し訳ないと思っています。

しかし、生徒達は元気に頑張っています。

先生方 も頑張っています。これからも大好き

な神戸商業を 1日も早く復旧させるために協

力して頑張って いく所存です。

避難者とともに行った入学式

1年濱口直子

何もかもがはじめてで、希望と不安をいっ

ぱいに抱えていた 4月。それは新入生である

私たちだけでなく 2 • 3年生も同じ気持ちだっ

たでしょう。

仮設の校舎、避難者との共同生活、水の出

ない水道、ヒビ割れた地面……。入学式の日、

訪れた学校には地震の偽痕がまだ至る所に残っ

ていました。しかし、それらは私たちに幾つ

かの素晴らしい事を教えてくれたと思います。

“当たり前のように開催されている学校行事

のひとつひとつには、多くの人々の協力が必

要だ”というのが、その日、特に強く感じた

事でした。

当日、入学式の会場となる予定だった体育

館やグランドには、まだ多くの避難者の方が

生活されていました。その為、本当なら体育

館は使用できないはずでしたが、そこにいた

人々の心づかいで会場として使うことができ、

たくさんの人が見守る中で式は無事に行われ

ました。そして、全校生 が、なんとなくまと

まっている……というのも入学当時感じたこ

とのひとつでした。それは、これからの学校

生活が、私たち新入生だけでなく 、 2 • 3年

生にとっても、色々な意味で“何もかもがは

じめてのこと”という同じような立場だった

から感じられたのでしょう。

今では校内•生徒の様子ともに入学したば

かりの頃とは大きく変わりました。 工事が終

われば、校内は確実に震災前よりも良いもの

になるでしょう。それと同時に、私たちも様々

な面で向上 していけたら、と思います。
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岩手遠征を終えて

2年 松田幸太郎

8月 8日、新 神戸駅から岩 手の新花巻駅に

向かった。合宿の目的は、寝食を共にするこ

とによりチームワ ークの強化をはかり、 県外

チームと交流することにより、技術面、精神

面を強化向上させる、と いう事で始まった。

岩手についたら遠野情報の部長と監督が待 っ

ていて下さ った。それからバスに乗り遠野情

報高校へ行 った。相手 の選手はキビキビして

いて周りから見ていい感じだったし、きちん

としていた。

9日、朝の練習にほとんど神商の生徒が遅

れた。終わった後、朝食をとり遠野情報のグ

ランドで練習をさせてもら った。黒土でいい

グランドだった。練習後、 宮古高校と試合で、

2 • 3年前に甲子園に出ているという 事 で気

合いが入った。結果は勝ってうれしかった。

10日、朝の練習は前の日のことがあり、きっ

ちりできた。朝食後、パスに乗り釜石市営球

場へ行った。長い道のりだった。釜石南の選

手 はでかかったけど、そんな事は関係なかっ

た。試合の結果、負けた。自分達 の力が出せ

ないまま終わ った。

11日、いつも通りの朝をむかえた。今日の

相手は、遠野高校と遠野緑峰だ った。そして

両方のチームに勝つぞという 事 で試合にのぞ

んだ。 1試合 目は、エラー、ヒットがらみで

点を取られ負けた。 2試合目は、自分がビ ッ

チャーで楽しくできた。試合の結果、勝 った。

この日は 1勝 1敗と 自分では納得できなか っ

た。

12日、今日の試 合 は 1番のメインだった。

1試合目は一関商 工、 このチームは神港学 園

と試合する 気持ちでのぞんだ。いいゲームで

試合の結果、勝った。

終わった後、よく考えてみると、すごいなぁ

と思 った。 2試合目は遠野情報高校で感謝の

気持ちで試 合にのぞんだ。いいゲームができ

て楽しかった。

13日、いよいよお別れの時だ った。遠野情

報高校のいい所を数多く学ぶ事 ができた。神

戸 に帰っても岩手で学んだ事 をしっかり 生か

していくように、がんばっていきた い。いい

体験ができた。

岩手合同合宿

2年 由井秀弥

今回の合宿で僕たち野球部は、こち らでは

できない貴重 な体験をしてきました。

この合宿 は、 岩 手の遠野情報高校ビジネス

校ならびに宮守村の人々など他にもたくさん

の人々の支援によりすることができました。

僕たちは、初日、 長時間新幹線に乗り 岩手

の新花巻駅へいきました。新花巻の駅では遠

野の部長、マネージャーたちが僕たちをむか

えてくれま した。この時岩手についたという
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r

・
人
と
引
率
教
師

一
人
の
計
＋
が
網
に
入
り
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恐
る
恐
る
触

<

っ
て
5
戸
を
上
げ
た
。

地
引
き
網
な
ど
満
喫

細
閥
課
呼
児
口
＂
＂
ぃ

表
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震
災
で
亡
く
な
っ
た
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悶
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戻
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二
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訪

れ

た

．

級
生
が
い
た
こ
と
や
高
速
道

今
回
の
招
待
は
、

夏
休
み

一ー
百

に
空
路
花
巻
入
り
路
な
と
の
復
旧
が
追
み
な
が

中
に
誼
災
地
の
子
供
を
全
国
し
、
四
日
乞
A
陸
前
高
田
市
ら
依
然
と
し
て
学
校
周
辺
に

各
地
に

mく
日
本
冑
年
会
埠
へ
．i
ハ曰
は
同
市
伝
統
の
「
動
ぱ
四
即
住
民
の
テ
ン
ト
が
あ

所
の
「

mの
咀
含
ふ
る
さ
く
七
夕
」

に
参
加
し
、
地
元
り
、
紐
体
作
菜
が
終
わ
ら
な

と
交
流
会
j

一
面
に
呼
応
．
の
子
供

iや
か
な
七
い
家
も
多
い
こ
と
を
説
明

大
坂
理
事
長
は
「
子
供

た

ち

夕

山

車

歪

引

い

た

。
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震
災
の
つ
め
跡
の
探
さ

は
思
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る
＜
安
心

一
行
は
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日
の
五
巳
、
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を
う
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せ
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。
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て
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る
。
市
内
観
光
で
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m松
原
で
石
田
小
児
諏
約
ニ

｀
 

、9
d

控
は
高
と
の
合
拿
を
四
え
、

憲
砿
を
燃
や

す
滉
E
高

nピ
ジ
ネ
ス
校
の
野
球
部
員

ヽ一ぢ・・・
【‘
,＂

．：・・ 白＇釦璽田駐・

より

児
茄
腐
情
は
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る
＜
、

初
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て
の
三
陸
路
を
存
分
に

潤
喫
。
大
森
紐
中
吾
は
「
神

戸
と
迫
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て
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然
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
休
鯰

が
楽
し
め
る
」
と
白
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曲
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の
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。
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す。 岩手県にきた価値があったと思います。

その試合はみんな集中していて、いい試合 だっ
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岩手県立遠野高等学校 情報ピジネス校 1995年 8月13日
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1995年 8月10日 「岩T•• El 報」 より

宮
守
で
合
宿
、

阪
神
大
震
災
の
被
災
地
・
神
一
守
村
で
合
宿
、
県
内
の
高
校
と

戸
市
の
神
戸
商
高
野
球
部
が
宮
交
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を
深
め
て
い
る
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同
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練習試合で勝利し、

還
野
高
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
校

（還

山
吾
一
郎
校
長
）
の
招
き
で
訪

れ
、
九
日
か
ら
の
練
翠
試
合
で

は
、
震
災
の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ

さ
せ
な
い
は
つ
ら
っ
と
し
た
プ

レ
ー
を
披
露
。
甲
子
園
と
は
＿

味
違
っ
た

「夏
」
を
体
験
し
て

い
る
。遠

野
・
情
整
な
は
、
平
成
三
、

四
年
と
二
年
続
け
て
神
戸
商
高

で
強
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合
宿
し
た
際
の
恩
返
し

に
と
、
今
回
、
宮
守
村
で
の
合

宿
に
招
い
た
。

神
戸
商
高
一
巧
二
十
二
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は
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八
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宮
守
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。

還
野

・
情
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と
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の
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ふ
る
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交
流
体
験
学
翌
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」
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交
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し
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。

九
日
か
ら
練
翠
試
合
が
行
わ

れ
、
村
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「
銀
河
の
森
総
合

運
動
公
園
」
に
宮
古
市
の
宮
一
u

高
を
迎
え
て
対
戟
し
た
。
序
盤

は
ミ
ス
も
あ
っ
た
が
次
第
に
試

合
勘
を
取
り
戻
し
、
見
事
逆
転

勝
ち
を
収
め
た
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神
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南
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監
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や
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が
立
ち
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イ
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分
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広
さ
し
か
取
れ
な
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立
派
な
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ラ
ウ
ン
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で
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ー
で
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て
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招
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を
受
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感
謝
し
て
い
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」
と
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数
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広
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ラ
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利
を
味
わ

二
〈
高
足
。
合
宿
で
は
岩
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の
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苔
―
と
仲
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く
な
っ
て
帰
り
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と
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張
り
切
っ
て
い
た
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被
災
を
乗
り
越
え
た
く
ま
し

神
戸
商
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野

球

部

交
流

届

一

一

喜

唇

習

・

情

襲

の
生
徒
に
と
っ
て
も
得
罪
い
体

験
。
主
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の
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檎
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能
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（ニ

年
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屋
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緒
に
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ま
り
、
徐
々
に
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け
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き

た
。
霰
災
の
話
や
、
神
戸
の
野

球
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
た

い
」
と
、
期
待
し
て
い
る
。

神
戸
商
高
は
遠
野
・
情
報
校

と
と
も
に
釜
右
、
遠
野
市
で
も

遠
征
試
合
を
こ
な
し
、
士
百

．

に
は
宮
守
の
寺
沢
高
原
で
キ
ャ

ン
プ
、
十
三
日
に
神
戸
に
帰
る
。
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うれしかったよ、対面式

5年生池内愛佳

「5年生だけだし、小学校から遠いからい

やだな。」

最初は、そんな気持ちゃ不安ばかりでした。

私だって、本二 の仲間なのに本二 を離れた＜

ない。やっぱり私たちの本二で勉強をしたい…

でも、いつの間にか 1学期も始まり対面式の

日がやってきました。対面式は、普通ではな

くすごく盛大でした。特に、たれまくが印象

に残っています。私たちは、これからお世話

になり、そして仮設校舎まで借りるのに、神

商のみなさんからお花をもらったことが、す

ごくうれしかったです。そのほかにも、うれ

しかったことはたくさんありました。

私たちの学校も神商と同じような被害を受

けて、仮設校舎がたくさん建ち並んでいます。

その中で 4学年が共同で運動場を使い、あと

1学年は、となりの本山中で運動場を使って

います。ですから私たち 5年生は、 一番得を

しているのじゃないのかな、と思います。と

ても広い運動場。やさしいお兄さん、お姉さ

んにつつまれて、がんばりたいと思います。

対面式 (1995年 4月13日）

ありがとう神商のみなさん

5年生斎藤宏樹

「ドッカーン。」

ぼくは花火が打ち上がった時とてもうれし

かった。震災で、仮設校舎を使っていっしょ

に同じ場所で勉強したという事が「いっしょ

にがんばってきたんだなぁ」と思いました。

神商のお兄さんやお姉さんや先生方は、とて

も親切にしてくれました。ある時は、いっしょ

にバスケットボールをして遊んでもらったり、

ある時は、こけたときに保健室に連れていっ

てもらったりたくさんお世話になりました。

それに、ぼくたちが、あの広い運動場の場所

をいつも使わせてもらってはっきり言えない

ですが、心の中ではすっごく感謝しています。

たぶん心の中ではうずうずしていたでしょう

が、本当にめいわくかけてすみませんでした。

それに、音楽室も使わせてもらって、その上

その音楽室へ行く時に高校生のみなさんが勉

強なさっているのに、足音をたてて歩いたり

して、非常にめいわくをかけたと思います。

まだまだ、たくさんあやまりたいことはあり

ます。本当に、 6ヵ月間めいわくをかけてす

みませんでした。本当に、よくしてくださっ

て、お別れ会の時には、笛などの楽器でえん
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そうもしてくれて、それに、すっごい

長い紙で上から下ろしてたれまくを作っ

てくれたり、授業の時間をつぶしてま

でもしてくれて、本当に本当に心から

感謝しています。これからもまたいつ

か機会があったらみなさんとあいたい

です。

それから数日た って、大がかりなひっ

こしがありました。 6年生が応えんに

かけつけてくれました。ぼくは、高校

生のお兄さんお姉さんも優しいし、運 — -が

動場は広いし、 5年生だけだから、ずっと神

裔ですごしたかったです。でも、とうとうそ

の日がやってきたのです。すこし泣きそうで

した。 「最後の神商生活なんだから、きれい

に片付けていこう。」と最後には気持ちよく

おわろうと思っていました。もう、気合い満々

でした。秋田君、春山君とやっていました。

「リヤカーをおして。」と福谷先生に言 われ

たので、きちんと合れいをかけて「ウ ースユ。

」とばかり 言っ ていました。 2回も往復して

大変でした。自分でもよくがんばれたと思い

ます。でもなんといっても、最後に、校舎の

方を向いて、あいさつするのは、感動しまし

本
山
第
二
小
フ
ァ
ノ
卜

た。

本山第二小学校のみなさんへ

1年 中野聡 美

あの阪神大震災からもう 1年がたと

うとしています。大震災の影響で、私

達神商生 は本山第二小学校 5年生の人

達と一緒に神戸商業で生活することに

なりました。初めて高校で生活するこ

とになった本山第二小学校の人達、対

面式のときには少しぎこちなさが感じ

られました。

不便な生活、そして慣れない環境の中で、

神商のグランドを元気いっぱい走り 回って遊

ぶ本山第二小学校の人達の姿を見て、私達神

商生もすごく励まされたことと思います。

教室の窓から見えた小学校の体育、なにげ

なく、きこえてくる音楽室からの元気な声、

昼休みに見えた給食服の小学生に、私達は自

分が小学生だった頃のことを思い出し、すご

くなつかしい気分になりました。

本山第二小学校 5年生の人達と生活をして

はや半年、年が大きく離れてはいましたが、

会話をしたり 一緒に遊んだ りでき、弟や妹が

できたような気がしてうれしかったです。短

い間でしたが、良い思い出ができました。

れから復興に はまだまだ時間がかかりますが、

一 日も早くこの神戸が復興するようにがんばっ

ていきたいです。

こ

お 別 れ 会 (1995年10月25日）
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ネバーギプアップー負けないぞー

5年藪越慶子

神戸商業高 校のみなさん、私たち、本二 の

5年 生 を文化祭に招いて下さってありがとう

ございます。私は、震災直 後、しばらくはお

ばあちゃんの家で生活していました。あの時、

平成 7年 1月17日、 午前 5児46分、あのしゅ

ん間から、私は、本当 の勉強が始まったんだ

と思います。とても寒い季節だったので、火

ばちを持ちだしたり、ホッカイロをたくさん

使 って温まりました。私は、火をいじるのが

好きだったので、たいてい、るす番をしなが

ら火ばちをつついている役でした。今、考え

ると、原始人みたいな生活だったと思います。

それからしばらくして、私は、お母さんの奈

良に住んでいる知人の家へ、 5週間、そかい

しました。弟もいっしょでしたが、弟は 1週

間で帰りました。 つまり、私は 1カ月家族と

はなれてくらしていました。私は、人に泣き

顔を見られるのがきらいなので、夜、どうし

ようもない時は、まくらに顔をおしつけてい

ました。

次の詩 は、奈良の学校で作ったものです。

地震なんかに負けないよ

ふとんをかぶって

ぬいぐるみをだきしめながら

泣きたくなった

そしたら

だきしめているぬいぐるみから

負けるなよ、負けるなよ

と言 っているようだったから

地震なんかに負けないよ

と言 ったら

心がすうっと

軽くなった

この詩が、あの時の私を、 表 しているよう

な気 がします。では、今日の文化祭を、 1日

だけだけれど、みなさんといっしょに、楽し

みたいと思います。

神戸商業から帰って

5年 清 水 径

神戸商業 から本二 へ帰って 1週間がたちま

した。昨日、 2時間目に国語 の勉強をしまし

た。そのとき、 「ががが～」っと、いきなり

ゆれました。 1回目は、みんなびっくり。私

は、まど側だったので、も～うるさい、と思

いました。つくえはゆれるはで、すっごく勉

強しにくかったです。 工事 の音 だったのです。

とってもうるさいので、友だちの大事 な発表

も、聞きのがしそうになりました。だんだん

いらいらしてきました。工事 のおじさんに文

句を言 いたいくらいでした。だけど、これで

いいのかなぁっと、ふと考えました。おじさ

んは、だれのために工 事をしてくれているの

でしょう。本二 のためなのです。本二 の た め

にがんばってくれているのです。そう思うと、

今の私が、がんばらなければならないことは、

そう音に、まけず気持ちを集中して、勉強に

はげむことだと思いました。

うるさいから勉強できない、ではなくて、

どんなかんきょうの中でも、やれることをせ

いいっぱいがんばる。それが大切だと思いま

した。そうです。ネバーギプアップです。

自分のできる身近な事から、このせいしん

をつらぬき、いつも前進していきたいと思い

ます。これから、もっと大変なことがあると

思いますが、それにまけず、がんばっていき

たいです。
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1995年10月26日（木曜日） 「神戸新聞」より
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平野 聡

あの阪神大震 災からもう 4週間あま りがたちました。

今も尚、家が全壊、また半壊したため、避 難 所 で 生 活 を 送 っ て い る 人 も 沢 山 い ます。また、

けがをされた方も多くいて、その中には数時間もがれきや家具 の下に埋まっていてその後に助

け出された人もいます。 幸 い、自分の家は崩れずに済みましたが、やはり壁が崩れたりして、

令く無事というわけには行きませんでした。

地 裳 がおこ ったときはさすがにテレビや家具 が倒れましたが、まさか駅や高速道路が落ちて、

5000人以上の死亡者 が 出 る ほ ど の 災 害 になるとは思いませんでした。

また、その死亡者 の 中に 同じ学年の、し か も ク ラ ス メ イ ト が 加 わ る こ と に な る とは思いもよ

りませんでした。

碇 災後 、 日 に 日に増えていく死亡者の中にクラスメイトの高 野恵美 子 さんの名前があ ったと

きはさすがに信 じることができず、見間違いではないか、または別人ではないかと思いました

が、友逹から本当 に 自分のクラスの高野さんだったことを聞き 、本 当 にショックを受けました。

高野さんと僕とは中学校も同じ 学 校で したが、あまり話をしたことはありませんでした。し

かし彼女の周りの人に聞くと、とてもしっかりしている人で、この神戸 商 業 高 校 を受験すると

きも一 生懸命勉強して いて、「入る部活はもう決まっている。」と目を輝かせていて、入る前

か ら高校の生 活を楽しみにしていたようです。また、よく笑う姿、日頃の本当 に真 面目な態度

は忘れることができません。

その高野さんが、楽しみにしていた修学 旅行を前にしてこのようなことになってしまうとは

本 当 に残念でなりません。

彼女のお通夜が 1月25日にいとなまれ、クラスメイトと 高 野さんが楽しんで活動していた漫

画研究部の人達が最後のお別れをしました。高野さんに言 い たいこと、そして思い出、い っぱ

いありましたが誰も言 葉に表すことができ ま せ ん で し た 。 皆 が 悲 し み だ け を 味 わ い ました。

しかし、日が経つと 、 こ の窟 災で人と 人とのつながり、出会いが身にしみて感じてきました。
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震災を乗 り越えて

1年堀家名穂子

今回の大震災では、多くの人々の命がなく

なり、私たち家族も被害を受けました。 17日

の朝、ベランダから見た光景は、赤く燃え上

がる炎と灰色の煙がいくつも立っているのを

見て．きました。煙で覆われた空の薄暗さと、

ガスと電気と水をすぺてなくし、何もできず、

ただラジオの音 が響いていた時の空し さが今

でも頭の中に残っています。

あの時は、揺れのショックと、生活の変化

に、勉強 も 手 につかず、毎日受験の事や、周

りの事で不安になり、夜も眠れなかった。ちょっ

とした物音にも、とても敏感になり、その た

ぴに、心臓が鳴った。そんな時に、親戚の人

が遠い 所から物資を持ってきてくれたり 、 近

所の人が声 をかけにきてくれた時は、不思議

ています。

合格発表の日、自分の番号を見た時は、心

からホッとしました。あまり自信 がなかった

分、合格した喜 びは言 い表すこ とができませ

んでした。制服を着た時、 「神商生になれる

ん だ 。 」 と 心 が 弾 み ま し た 。 しかし、これか

らの高校生活は勉強の事、友逹の事など、色々

不 安 に 感 じ る 事 も あ り ま す が 、 常に前向きに、

目標に向かって努力したいと思います。

と心がおちつき、支えにもなったと思います。 べう
残念なことに 、 中 学 校 は 半 壊 し 、 避難され

て いる方も多いので、自分たちの教室 で授業

する事ができず、また授業時間も短いので、

たっぷりと 試 験勉強をすることができません

でした。しかし、短い時間でも友達と会って

話ができたことはとても嬉しい事でした。

今 年の私立高校の受験は、書類選考だ った

ので、私の受験校は、試験がありませんでし

た。私の友逹は、私立専願者が多かったので、

みんな合格が決定し、緊張感から開放されて

いる中、私はますます不安になって いきまし

た。そんな時は、よく母が励ましてくれ ま し

た。今回、私が受験できたのも、家族や先生

方のおかげだと、心から思いました。

いつの日か、震災の報道もなくなり 、神戸

が新し ＜生まれ変わったとしても、私 は 、 地

震の事を忘れません 。 そ し て 現 在 、 自分と い

う一 人の人間が生きている事で、生命の尊さ

と、地震の恐さを、あらためて思い知らされ

大地震 に遭って

1年 細畠智琴

1月17日のことです。その日はなぜか私は

午前 5時30分ぐらいに目が覚めました。そし

てもう一 回眠ろうとふとんに入った時に床が

少しゅれるような感じがしました。私はただ

の震度 1か 2のゆるい地裳だと思っていまし

たが突然電気が切れ、強いゆれの地 震 が き た

のです。私は何がなんだかわかり ま せ ん で し

た 。 ま わ り は ま っ く ら で ど う し たらいいのか

わかりませんでした。ただ必死にその場から

にげるだけでした。こんなことに なるとは誰

もが想像していなか ったでしょう。人試勉強

が大詰めになって、最後の力を入 れ よ う と し

たときのことでした。家は全壊し、部屋や机、

本棚とめちゃくちゃになり、勉強 す る 道 具 さ

えどこに行ったかわからなくなりました。こ
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れからどうなるのかと、不安な 日々が続きま

した。

家がなくなってしまってわたしたちは、ど

うしたらいいのかわかりませんでした。家の

車 がワゴン車 だったので車 で生活することに

しましたが、車 の中では家族 6人も生活 でき

ません。だから父は会社で、あと私と母は車

で、他の子は親戚の家へと家族バラバラで生

活するこ とになりました。

もうすぐ入試だなんて考えることを忘れる

ほど毎日が生きることでせいいっぱいでした。

水、 電 気、ガスとなんにもない生活がこんな

に苦 しくてつらいということを本当 に実感し

ました。なにもかもが私にとって初めての経

験でした。

毎日の不自由な生活にもしだいになれてき

て、なんとか勉強をしなくてはいけないと少

しあせる日々が続きました。遅れていた三者

面談が 2月のはじめにあり、 志望高校がはっ

きりときまったので、少しほっとしたような

気になりました。それから何日も車 での生 活

が続きましたが、 いつまでも車での生活が続

くはずがないので半壊した祖父の家の 2階を

借りて寝起きをするようになりました。入試

勉強は学校が午 前の授業を始めて少ししてか

ら近くの大学生のお姉さんが勉強できる部屋

を提供して下さり、とてもうれしかった。私

はそのとき、人と人は助け合って生きていけ

るのだと強く感じました。

私はこの大震災にあって人々の助け合い等、

色々なことを経験できたと思います。

テレビが伝えた神戸商業

1年 永澤久美子

私は 2週間程、祖父と祖母の住んでいる広

島へと避難していました。私はその時、普通

高校へ行くか商業へ行くかとても迷っていま

した。 普通高校を卒業して大学に行 きたかっ

たし、尚業に行 ってがんば ってたくさんの資

格も取りたいと思 っていました。ゆっくり 考

えて結果を出そうと思っていました。だけど

私の気持ちはだんだん、 普通高校を進学する

方に傾いていました。そんな時テレピで神戸

各地の避難場所がうつ つているのを見ていた

ら、神戸商業 で「ドッチボール大会」や 「朝

のラジオ体操」をしているのを見 ました。そ

して、神戸商業 の生徒たちがみんなを楽しま

せる企画 を考えたり、避難したりしている人

達のポランティアをしていると、テレピをと

おして私の耳 に入りました。私は、そのテレ

ビを見てとても強く心をうたれ感動しました。

困っている人に手 をさしのべるのは、とて

もいい事だと思う。神戸 の人ほとんどが被害

が受けていて、自分も苦 しい中、困っている

人に手 をさしのべる事 はそう簡単にできるこ

とではないと思いました。神戸商業の先生方

がそういうすばらしい考え方で生徒に接して

いるからすばらし い生徒が育っていくんだろ

うなと思いました。あの神戸商業の テレピを

見た人達は、 とても感動し、被災者の人達は

ものすごい励みになったと思います。

私もあのテレビを見て励まされたうちの一・

人です。神戸商業の生徒たちもきっと地震の

被害 を受けたのにポランティアをしたり、み

んなに、 息 ぬきさせてあげようとしたその優

しい心が、被害 にあった人だけでなく日本中

の人々に伝わったと思います。

誰もが地震の被害にあった人達に何かして

あげようと思ったはずだと思 うけど、なかな

か行動に出すことができなく心の中で思うだ

けで終わってしまうけど、実際にする人はと

てもすごいと思います。私もそのうちの一 人

でいつも心の中で思うだけでその次の一 歩が

踏み出せません。だから私はその時、神戸 商

業はすばら しい学校だなと思いました。

私もこの学 校で 3年間学 んだ らそんな心の

やさしい人間に少しでも近づけるのかなと思

いました。それから いろいろ考 えた結果、私

は神戸商業を受験することに決めました。
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神 戸 商 業 は私の想像していた以上 のすばら

しい学 校です。だか ら私は、 今 、神戸 商業の

生 徒 になれてとてもうれしいし、 誇 りに思っ

ています。

そして、私も阪神大襄 災 で 神戸 商業の先輩

方がしたようなすば ら し い事 ができればいい

なと思っています。

神商グランド

人間の助け合い

1年 宮本文美

1月 17日に地裳 が 起 こ り ま し た 。 初 めは何

が起きたのか分からなくて、揺れがおさ まっ

てから外 に出た時に、すごい地震 が起きたん

だとい う 事 がわかりました。今まで見なれて

いた建物などはすべて壊れていて、私の家の

近くでも火事 が起こっていました。この地震

が起きてから約 1ヵ月近くは学校にも 行 けま

せんでした。私の行っていた本庄 中学 では、

この地裳 で10人の友達が亡くなりました。私

と同じ学年だ った 人は 4人です。今でもぜん

ぜん信 じられません。私と 同 じクラスだった

子 も一 人います。まだこんなに若 いのに、こ

れからもいろいろな事 が ある のに、 なんで死

んでしま った んだろうかと考 えました。もし

かして 、自分が死んでいたのかもしれな いと

思うと、 今一 番やりたい事 や、や ってい かな

いとだめな事 を、いつも考えていかないと、

いけないんだなと思いました。

この震 災で は、たくさんの事 を勉強しまし

た。これは、これから私が生 きていく中でと

ても大 切 な事 だと 思 います。地震 が起 きてか

ら一 番うれしかった事 は、私が水くみに行っ

た時、ぜんぜん知らない人が水をはこぶのを

手 伝 って く れ た事 です。それも 1回だけじゃ

なく何回 もちがう人が手 伝ってくれました。

なんでこんなに親切なんだろうと 思 いました。

家の近くの人でぜんぜん知り合いでもないお

ばさんとかでも助けてくれて、こんなにこの

人は、いい人だったかなと思ったりしました。

助け合いってこんなに大切な事 なんて、はじ

めて気付いたと思います。それと、ボランティ

アの人がいろいろな事 を手 伝ってくれたり、

子 供 た ち と 遊 ん で く れ た り 、 す ごい人たちだ

なと思いました。なぜなら、いつまた地震 が

起きるかもしれない神戸 に来て、ガスも水も

出なくてテントで蘊らして、お金ももらわず

みんなのために働いてくれたからです。私だっ

たらそんな行動はできないだろうなと思いま

す。本当 に人問の助け合いってすごい力があ

るんだなと思いました。地震が起きて、 だい

ぶ時間がたった今 は、地窟 のこわさがなくな っ

てきました。でもこの地震 で 感 じた事 や、 学

んた事 は、ぜ ったい忘れたくないと思います。

これからは、なくなった人たちのぶんまで、

禾ムたちが一 生 懸命に生 きていきたいです。

加古川での受験

1年塩谷理紗

私は地震 後、神戸 にいてもなかなか中学 校

が始まらないので、 2ヵ月ほど加古 川のいと

この家に行っていました。私はその 2ヵ月の

間、加古 川 中学 校という 学 校で勉強しました。

そ こ で は 神戸 の 中学 校と違って勉強の内容が

とても進んでいたので、追いつくのが大変で

した。先生 方がとてもやさしくて休みの日で

も勉強を教えてくれました。 友 達もたくさん

で き て 毎 日 畑 や 加古 川へ寄り道をしていまし

た。は っ きりい って私は受験勉強をあまりし
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ませんでした。いとこの家に帰るといつも神

戸の友達と電話のやりとりです。私の希望し

ていた私立の高校は、書類選考になったので

余計に勉強しなくなってしまいました。でも

公立の入試が近づくにつれてだんだん心配に

なってきて少しずつ勉強を始めました。その

おかげで中学校の期末テストでは数学と英語

が80点以上とれました。

私の受験会場は加古川東高校という加古川

で一番レベルの高い高校でとても不安でした。

でも幼なじみでとても仲の良かった子と一緒

の教室だったので、落ち着いて試験を受ける

ことができました。

合格発表の前夜、私は緊張してなかなか眠

れませんでした。そして合格発表の日は、も

う不合格でも仕方がないという気持ちと、やっ

ぱり合格していたいという気持ちで頭がいっ

ぱいでした。その日私は初めて神商の中に入

りました。入るとすぐに合格者の番号が掲示

されていました。私は自分の番号の方を目を

そらして全然関係のない所から見ていきまし

た。そして自分の番号を見つけたとき、とて

もうれしくて隣にいた友達と思わず抱き合っ

てしまいました。今までで二番目に嬉しかっ

たことでした。

今年は震災の中での受験でとても大変だっ

たけど、すごく貴重な体験をすることができ

ました。この貴重な体験を忘れないようにし

たいと思います。

不安だった受験

1年大西 美里

1月17日、わすれもしない大地震が起きた。

あの「ドーン」という音とともに家がたてに

大きくふられ、そして「ガタガタ」とずっと

ゆれていた。タンスや本、額、ステレオ、家

の中にあったものすべてが落ちていた。私の

寝ていたうえには本などたくさんのっていた。

はじめ、もう何がなんだかさっばりわからず

とにかく家がものすごい音とともにゆれてい

るのがとてもこわかった。そして、その日か

ら私達家族は小学校へと避難した。家の瓦は

ほとんど落ち、壁も崩れて、前の家じゃない

くらいひどくなっていた。私達、家族はみん

な無事でほんとによかった。

それからは、小さな揺れにも、敏感になり

避難所での生活は忘れられないものであった。

それから学校もずっと休みで、受験のこと

など私の頭から完璧にうすれていっていた。

2月のはじめやっと学校がはじまりだした。

学校の先生やお母さんに今まで忘れてしまっ

ていた「受験」のことをいわれ、すごく受験

するのがこわかった。教科書などは、あの家

からとることができたのが救いだった。それ

から少しずつ、私は避難所や、私の友達の大

丈夫だった家をかりて勉強するようになった。

しかし、勉強してても、揺れを感じると不安

を感じなかなか落ち着くことができなかった。

だが、 2月の中ごろ、近くに大丈夫だったマ

ンションがあり、そこをかりて生活すること

ができた。前の家から、必要なものをもって

運んできて、やっと家ができ火も電気も使え

もとどおりの生活にもどることができた。私

達家族は本当によかったです。そして、少し

ずつ不安も消え、「受験」にむかって勉強す

ることができた。しかし、日はたつばかりで

だんだんと近づいてくるにつれて、 「受かる

かナ」と心配が大きくなる一方だった。私学

は、書類選考で、うかることができたのでよ

かった。私学をうかったので少しは安心でき

た。でもやっばり公立この神戸商業にうかる

ことが目的なので、もう時間はないが少しで

も何か勉強をしておこうと思い、震災に負け

ず頑張りました。そして、受験当日、不安や

緊張の中テストを受けた。そして合格できて

本当にうれしかった。

震災の中、受験のことにも頭を悩ませられ

たが、それにも負けず、ちゃんとできてよかっ

たです。でも、本当にこの震災のことは忘れ
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ることなんてできないだろうナ。

亡くなった友達

1年 渡海博司

1月17日、その日は、部活も引退して、 受

験ま で の問の大事な時期だった。ぼくの自宅

は震災に よ っ て 全壊してしまった。震災のあ

と一 ヵ月ほど大阪のいとこの家で生活させて

もらった。震災で学校の図書室、職員室、体

育館など が燃えてしまった。同じ学年だっ た

友達を窟災で亡くし、お葬式も行って、とて

も悲しかった。その友達の分まで生きようと

思った。そ し て 卒業式の日が来た。まさかま

さかこ んな形で卒業式を迎えるなんて思わな

かった。卒業式も学校は使えないので学校の

近くの場所を借りて式を行った。 TVや新聞

記者の 人たちも来ていた。小学校からの友達

を亡くして卒業式をむかえたことがとても 残

念だっ た。卒業式が終わっても、まだ高校受

験が残 っていた。もうみんなは、それぞれ違

う道へと進んでいく。受験当日は、あまり緊

張とか はしなかったけど、受験が終わって家

に帰った時は、とてもしんどかった。

合格 発表の日、自分の番号があってうれし

かった。

学校は震災によってつぶれていた。だから

自分達は仮設教室で授業をすることになった。

商業科目は最初は、よく分からなかったけど、

今は少しずつ分かってきている。情報処理や、

簿 記など 今 ま で 学んだ事のない教科は、しっ

かり覚えることが出来るか心配だった。仮 設

校舎があるから運動場が、広く使えなか った

り、体育 館 は 避 難者がたくさんいたりと、何

ヵ月の間は、そういう状態だったけど、今 は

避難者 が体育館にいなくなって、体育館で部

活もできるようになった。

中学とはちがって 、 電 車 を 使 っ て 学 校へ来

ている。朝早く起きることが最初は、さす が

にきつかったけど、そろそろ習慣づいてきた。

震災がなかったら、も っといい高校生活が

おくれたかもしれないけど、震災で 亡 く し た

友 達 の た め に も 、 が ん ば っ て い か なければな

らな い と 思 っ て い る 。 部 活 も 、 あ まり満足い

く成績は残せていないが、 これから は、努力

をして満足いく成績が残せるように してゆき

たい。いつまで仮設校舎で高校生活 をするか

は 、 分 か ら な い け ど 、 こ こ で が ん ばってゆき

たいと思う。

みんなのぬくもり

1年 片 山 志乃

この高校に入学してもう半年が過ぎました。

神戸 の町にもようやく落ちつきが見られ、私

の避難所での生活もあの震災から 9ヵ月たっ

た今終わろうとしています。

9ヵ月前の私は、まだ続く余裳におびえな

がら、受験との戦いの毎日でした。 精神的に

ダウ ン し て し ま う こ と も あ り ま し た。そんな

中でいつも支えてくれたのは避難所での生活

を共にした人たちゃ友達でした。いつも優し

く笑 い か け て く れ る お ば あ さ ん や 、少し気を

使って明る＜してくれる友達がいたから私は

今こうしていられるんだと思います。

受験の当日、避難所の人達にあたたかく見

守られながら学校を出た私は抑えきれない緊

張感とみんなのぬくもりに涙が出そう に な っ

た事が今も忘れられません。そして合 格 し た

時のうれしさも。その時のうれしさに涙を流

してくれた人もいました。

この 9ヵ月間は私にとって一 生忘れられる
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ることなんてできないだろうナ。

亡くなった友達

1年 渡海博司

1月17日、その日は、部活も引退して、 受

験ま で の問の大事な時期だった。ぼくの自宅

は震災に よ っ て 全壊してしまった。震災のあ

と一 ヵ月ほど大阪のいとこの家で生活させて

もらった。震災で学校の図書室、職員室、体

育館など が燃えてしまった。同じ学年だっ た

友達を窟災で亡くし、お葬式も行って、とて

も悲しかった。その友達の分まで生きようと

思った。そ し て 卒業式の日が来た。まさかま

さかこ んな形で卒業式を迎えるなんて思わな

かった。卒業式も学校は使えないので学校の

近くの場所を借りて式を行った。 TVや新聞

記者の 人たちも来ていた。小学校からの友達

を亡くして卒業式をむかえたことがとても 残

念だっ た。卒業式が終わっても、まだ高校受

験が残 っていた。もうみんなは、それぞれ違

う道へと進んでいく。受験当日は、あまり緊

張とか はしなかったけど、受験が終わって家

に帰った時は、とてもしんどかった。

合格 発表の日、自分の番号があってうれし

かった。

学校は震災によってつぶれていた。だから

自分達は仮設教室で授業をすることになった。
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事のない日々になったと思います。たしかに

失うものの方が多かったかもしれません。で

もこれをきっかけに教えられた事もたくさん

あると思います。私は今までに感じた事のな

い人のぬくもりを感じました。そして、人の

命の大切さを改めて実感させられました。ま

た他にも数えきれないほどの体験をしました。

きっとこれらの体験はこれからの私の大きな

支えになってくれると思います。

私たちと共に復興していく神戸の町を私は

ずっと愛していたいです。そして何年後かに

復興した神戸が、いろんな事を学んだ分すば

らしい町になっていると思います。その時こ

そ、この震災をさけていくのではなく、みん

なでぶつかっていけたらいいと思います。そ

して、犠牲になってしまった人達の分もみん

な一人ひとりが精一杯生きてほしいです。そ

のためにも、この事はずっと胸に刻み込まな

ければいけません。 自分たちが幸せに生きて

いくためにも、犠牲になってしまった人たち

にいつもあたたかく見守ってもらうためにも。

私は永遠に神戸の町を愛し続けます。

地震で失ったもの、得たもの

1年 山 本 佳奈

1月17日私の家は全壊した。私達家族は家

の下敷きになった祖母を助け出し、家の前の

大通りへ出た。阪神の高架は落ちその先で電

車が止まったままの状態、そして異様なほど

のガスのにおいと少し離れたところでは煙が

あがっていた。私は立っていることができな

かった。真暗な中で火災が発生しているとこ

ろだけが、明る＜光っていた。だんだん日が

上り明るくなったころ、 一人の友達が私のと

ころに来てくれた。私はその子と抱き合い

「大丈夫やった？」

と、何回もくり返し聞いた。すごく涙が出た。

それから何時問後かに私達家族は近くの避難

所になっている小学校へと向かった。でも、

そこには人があふれるくらいいて、とても入

れる状態ではなかった。ところが、小学校の

隣にある幼稚園は避難所ではなかったのに、

開けてくれていてそこに避難することになっ

た。電気が回復するまでの問一 日がとても長

く夜は 6時をすぎると真暗になり何もできな

かった。私達の中学校は本館が燃えた上 に、

避難者がいっぱいで授業などと言 っている場

合ではなかった。そして、ある日私にとって

童くのしかかってきた真実があった。毎日毎

日死者が多くなっていたとき、友達は大丈夫

だろうと思っていたのに、友達から

「ケイコとリュウタが亡くなった。それとヨー

チャンが意識不明の重体やねんて．／」

と聞いた。私は予想もしていなかったことを

言われて、戸惑った。そして泣きくずれた。

みんな泣いていた。さらに亡くなる子なんて

いないと信じたのに、もう 一人もつれていか

れてしまった。私達はヨウチャンが回復して

くれることだけを願った。授業も近くのホー

ルを借りてできるようになった。卒業式もさ

せていただいた。だけどヨーチャンはこなかっ

た。

私達は高校に合格し春休みを迎えた。私は

友達と三宮に出かけたとき、本屋で雑誌をみ

ていた。そしたら ‘‘15オの少女（ビアノの下

敷きになっていた）奇跡的に助かる．／“とい

う題名をみて本を手にとり、ページをめくっ

た。そこにはヨーチャンの笑った写真が載っ

ていた。それを読むとまだ少ししか話せない

が、もう大丈夫だと書いてあった。私と友達

はとてもうれしくて涙が出そうだった。この

震災で家や友達を失ってしまったけど、避難

所で生活してボランティアさんの手伝いもで

きたし、団体生活というものができたからよ

かったと思います。失ったものも多かったけ

ど、それ以上に得たものが大きくてよかった

です。あの経験をいつかまた何かの形で、役

に立たせたらいいなと思います。
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呼びかけに応える神戸

1年井上 幸

静かに目を閉じてみた。あれは忘れもしな

い 1月17日、午前 5時46分、淡路島を中心と

した震度 7の地震が神戸を襲った。

その頃、強い地震が起きている事すら知ら

ずに寝ていた私は、必死に名前を呼ぶ声で目

が覚めた。気がつくと、倒れかけているタン

スを背にしたお母さんが私の体におおいかぶ

さっていた。強い揺れは、数秒ではあったが

すごく時間が過ぎたかのように感じた。

揺れが収まり、私とお母さんは、外に出よ

うとふすまを開けるが、開かない。ふと窓を

見ると幸いなことに窓が窓ごとはずれていた

ので、そこから出て、みんなが集まっている

所に行った。辺りを見回すと何本もの火が燃

え広がっていた。又、あの阪神高速道路が無

残に横倒しになっていた。サイレンが鳴り響

いている中、私は、茫然としてしまい、ひた

すら「夢であれば…。」と思うばかりだった。

少し時間がたってから、おじさんが迎えに

来てくれて、私とお母さんは、おじさんの家

へと行った。夜は、地震の恐怖を覚えたせい

か余震がすごく怖かった。

テレビで被災地の状況を見た時は、本当に

驚いた。神戸 が一瞬のうちにガレキの街に変

わっていく……。崩れていく神戸がすごく切

なく思えた。

阪神大震災が起こる前に北海道の方であっ

た地震の時、今から思うと「自分には関係な

い」と人事のように思っていた自分がとても

情けなく思えた。

私達が経験した阪神大震災は、失ったもの

が、あまりにも大きかったせいか得たものも

少なくはない。人の温かさ、水の大切さ、周

りからの援助など。

滅びかけた街、神戸は生き返れという呼び

かけに、新しい神戸として懸命に応えようと

している。

あの地震で人々の心にも大きなダメージと

なり、計り知れない傷を残した。

この心の傷は私自身一生消えないだろう…。

震災の後で

1年 中西祥子

今日は、もしかして学校休みかな？と心の

中で思いながら、パジャマ姿にコートをはおっ

て外に出た。見た感じでは、あんなにゆれて

た割に、そんなに被害はないなと初めは思っ

た。家の中はまだあぶないから、 車 の中で寝

ようとしたら、ラジオから「震度 6以上の……、

震源地は、淡路島の……、」。

お昼前になって、家の中に入ってみると、

部屋の中は、教科書や、鍋やラジカセや、と

りあえずいろんな物が散らばっていて、前に

進むためには、必ず何かを踏んで歩いていた。

この時までは、そう怖いとは思っていなかっ

た。本当に怖かったのは、その日の夜の事。

電気は、お昼過ぎくらいから通っていて、

テレビはずっとつけっばなしだった。

夜、食事は適当 にすませて、我が家の一 番

せまい部屋に 2組ふとんを敷き、 4人で苦し

いくらいにひっつき合って寝ようとしてたそ

の時に、火災がどんどん広がっていって、兵

庫区にまでやってきた。中央区にまで広がる

んだろうか、いろんな事を考えた。火が家に

まできたら何を持って逃げたらいいんだろう。

死んでしまうのだろうか、家の中に消防車の
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サイレンが聞こえてくる。ペランダからのぞ

いてみると右手には、煙しか見えなかった。

余震も続いて、この日の夜は全然眠れなかっ

た。

人間、何もしていなくても、お腹だけはす

くもんで、地震のあとは、電子レンジがよく

働いた。でも水が出ないのは、本当に苦しかっ

た。食器も洗えずに同じ物を使うし、何とい っ

てもお風呂に入れなか った。洗潅物 も少なか

らず、だんだん増えていき、みんなの気もい

らだっていった。家の近くで水が出ると聞い

て、 両手いっばいに入れ物をも って走って行っ

てみると、たくさんの人人…。夜は特別寒く

てちぢみ上がりそうな程の中、 何時間も何時

間もまってや っと水をくめる。でもそんな程

度のものじゃ満足に使えなくて、気がいら立

つだけだった。そんな日が約 1カ月続いた。

2月14日、 やっと、本当にやっと水が出て、

その日は本当にうれしかった。

普段なにげなく使っている物（水 ・電気 ・

ガス）が少しの間、使えなくなるだけで、気

が立ったり、物事をしたくなくなったりした。

そんな時心配して電話をかけてき てくれ、優

しい言葉をかけてくれた人達がいた。そんな

人達に感謝しています。

受験と阪神大震災

1年 有 野 真矢

私は受験生だった。受験生一つまり 一年後

にひかえる入学試験の為に勉学に励まねばな

らない学生ーだ った最初の頃の私は、勉強に

うちこめる環境が与えられているのにもかか

わらず、 「こんな所入試にでないからちょっ

と休憩。」と 言 ってマンガを読んだり 、 「こ

んなん覚えて何の役に立つの？」といった

「勉強から離れる為の口実」を作って集中し

て勉強していなかったと思う。そしてダ ラダ

ラと勉強している為、時間だけがかかって、

寝るのはいつも遅く、その日もいつものよう

に家族がとっくに寝静まった頃にふとんに入っ

た。

（何、何だろう？夢かな、揺れている、地震

だ．／これはいつもの地震なんかじゃない．／）

浅い眠りの中で異変を感じた私は、飛び起

きた。家具が倒れて家中ぐちゃぐちゃだった。

ほこ りっぽく何だか口の中が酸 っばい。母の

呼ぶ声がする。妹も弟もみんな無事だ。そし

て、あわてて外へ出ようとしたがドアが開か

ない。私の家のドアは外の人が押して入る引

きドアの為、建物が少しゅがんでしまったの

だろうか、引いても引いても開かない．／「こ

んな所に閉じ込められたらどうなるのだろう。

もしかして建物は崩れるかもしれない．／」私

の心にそんな恐怖が走った。

「助けて．／ド アを開けて下さい．／助けて．／」

私は叫んだ。皆も叫んだ。すると、同じマ

ンションに住む男性がドアを蹴破 ってくれた。

ありがとう、ありがとうと礼を言って私達は

建物から出た。マンションの前にあった 1戸

建の家が、傾いていた。外へ出た私達のまわ

りには、夢の続きであることを祈りたくなる

ような光景が続いていた。

避難所生活が始まった。こんなに多くの人

と同じ空間で日々を過ごすなんて初めてでは

ないだろうか。満足に も食ぺられないし、少

し寒い。 「片田さん大丈夫かなぁ。」と 、友

達の事も心配になる。そして私は受験生。も

しもこ の生活が、受験 日まで続いたらどうし

よう。あせっ て くる。 「勉強したい．／」と私

は感じた。勉強嫌いの私がこんな事を考える

なんて初めてのことだ。しかし、私はその時

本当に、今までの落ち着いて勉強にうち込め

るという、こ れまでは当たり前だと感じてい

た、そして今は素晴らしく恵まれていると感

じるその環境にいながら、勉強をダラダラと

しかしなかった私を悔やんだ。 「あの時も っ

とちゃんと勉強しておけば良かった．／」とく

やしく思った。

避難所での生活は時間がただ過ぎゆくだけ
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のダラダラとした生活だった。 1分 1秒をも

ムダにできないはずの受験生の私がこんな生

活をしてていいのだろうか、はやく元の生活

に戻りたい。しかし、テレビでこの地震の規

模の大きさを知ったり、自分の家が焼けるの

を泣きながら見ている人の姿を見るにつれて、

命が助かって、みんな無事だという事は幸せ

なんだ、と思った。

大阪にいる親戚の家へ行った私達はまず食

事をとって、そして私は久しぶりに、ぐっす

りと眠った。そして翌日。私は勉強した。命

が助かって、お腹いっぱい食べられて、そし

てこうして落ち着いて勉強できるという事に

感動した。勉強は集中できた。今まで集中し

て勉強できなかった分を取り戻そうという気

持ちと、できるときにちゃんと勉強しておき

たいという気持ちでいっばいだったからだ。

受験勉強というもので得るものは、知識は

もちろんの事、時間を上手く使う力や、忍 耐

力や自分をコントロールする力も培われるこ

とだと思う。そして私は「勉強に落ち着いて

励むことのできる環境が与えられている事へ

の感謝」と「当たり前だと思っていた私達は

本 当 にとても恵まれているということ」と

「命の大切さ、人問の温かさ」もまた、この

大地震、阪神大震災で学んだ。

この受験生の間に学びとった多くの事を、

また阪神大震災で学んだ尊い事をふまえてい

きたいと思う。そして、みんなで協力し合っ

て素晴らしい学校づくりをしていきたいと思

う。

人間って意外に強い

2年 松下 亮子

1月17日、 5時46分頃阪神大震災が起こっ

た。

目が覚めたら、床がゆれていて、私の隣の

本棚が倒れていた。頭の中がパニックになっ

てゆれのおさまる時を待った。

外が明るくなると、母親と姉が祖母を心配

して長田区まで行った。長田区の方は火が立

ち上 り、人が「助けて．／」と叫んでいて悲惨

だったと話していた。その問私と父と弟は少

しでも座る場所を作ろうと倒れてきた物を整

理していた。祖母が無事私の家にやって来た。

父と共に食べ物を捜しに六甲まで行った。

その時初めて目の前で火事を見た。ほとんど

の店が倒れたり、火事だったりと閉まってい

た。開いている店も品物が売 れてしまったの

かほとんどなくて、食べ物はまったく買えな

かった。

家の台所は食器が壊れてたり、冷蔵庫やレ

ンジが倒れていた。冷蔵庫の中の物が飛び出

して台所中悪臭が漂っていた。だから入れる

状態ではなかった。その日の 8時ごろ避難命

令が出て暗い中稗田小学校に避難した。学校

も暗かった。その日配給されたのは二人に一

つのおむすび。でも次の日には学校に電気が

ついた。でも家にも商店街にも電気はつかな

かった。

それから配給が学校に届くようになって、

2、 3日中には配給の食べ物があふれ、お腹

いっぱい食べられるようになった。学校にい

て 7日目、伯父に頼んで芦屋の銭湯につれて

行ってもらい久しぶりにお風呂にありつけた。

まだ電気も水もガスもない真っ暗な家にその

日は帰った。風邪をひいて熱もでたが翌日に

はなおった。 8日ぶりにようやく電気がつい

てホッとした。たしか家の辺りが一番電気が

通るのが遅かった。 「灘区の一部」と 言 わ れ

ていた。私の家は壁が少しけずれているだけ

で、ちゃんと建っているし住んでもいた。し

かし家具はこわされたりつぶれたりしていた。

でも部屋も 9日目ぐらいにはきれいに掃除が

されていた。

マンションの方は門がポロボロで壁がやぶ

れて中の鉄みたいなものが出てるし地面もが

たがただった。 一部損壊だった。それでもう

一度見てもらったら今度は半壊になった。
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少しゅとりが出て来ると、 今度は学校や友

人のことが気になりだした。そんな時に学校

から電話があった。学校に行くことになった

2月 9日まで電車は動いておらずバスで 1時

問もかかって学校へ行った。次に学校へ行っ

た 2月13日には王子公園から御影の間だけ阪

急電車が走っていた。

私の家に水が復旧したのは 2月27日、それ

までは一度だけ17日マンションのタンクに水

を入れて水が出た。水が出ない問ずっと近く

の水が出ている所まで水汲みに行っていた。

多い日では 1日に 7回もパケツを両手に持っ

て水汲みをしていた。はじめのうち、ほとん

どの人が水汲みを していたが、 日がたつにつ

れほとんどの家で水が復旧し、水汲みをする

人が減り出すと、何ともいえない寂しさがあっ

た。ずっと早く出てほしいと思っていたので、

水が出たときはとてもうれしかった。しかし

水が出たからといって家のお風呂に入ること

はまだ出来なかった。ガスが復旧しなくて小

学校に建てられた仮設か公衆の風呂へ行って

いた。銭湯と言 えば、震災後少したって行っ

たところ 3時問半待たされて湯につかれたの

は20分程度の時もあった。ガスがない間はガ

スポンベが必要だった。電気が復旧するまで

は水もガスポンベで熱していた。結局 ガスが

復旧したのは、 2ヵ月以上たった 3月22日だっ

た。これで生活に必要なものが揃い喜 んでい

た。たしか水が復旧した時、配給をもらいに

行くのをやめた。配給には大変助けられてとっ

ても感謝している。

私はまさか自分の身にこんなことが起こる

なんて予想もしてなくて、ほかの所で起こっ

ても 自分には何の関係もないと思い興味も示

さなかった。でもいざ困った時には配給をも

らったり助けてもらったりして、なんか自分

は情けないなあと思った。

この震災で沢山の人が亡くなり、多くの家

や鉄道、道路が壊れた。 「自然の力」がどれ

ほど強いか思い知らされたとみんなは言っ て

いる。でも私はどちらかと言 うと「人間って

意外に強いなあ。 」と思 っていた。震度 7の

災害 をあたえられてもすぐに活動をしはじめ

た。鉄道もすぐに修復していった。人間って

すごいなあと思った。私が今 ここにいられる

のはとても不思議なことかもしれません。そ

う考えると自分が生きていることが一番うれ

しいことです。

鴫鱈~II 1~111111111 

じ

ィ乙乞宣； ¥ 

避難所は一つの家族

2年 高 木恭子

地震発生 の日の夕方、私は約14時間後のも

のです。家の近くの公園にいました。この日

は夜何時になっても消防車のサイレンが鳴り

やまず、異様な光景が広がっていました。地

面が小刻みに揺れ、普段通りに眠れませんで

した。 17• 18日は公園で過ごしましたが、食

ペ物、飲物共にまったくありませんでした。

地震以来何日かは建物の中に入るのが恐く、

知人の家に行くのもイヤでした。それでも 5

日後ぐらいに北区の従兄弟の家に行くことに

なりました。そこは同じ神戸 市とは思えない

程、今までどおりでした。水もガスも電気も

ありました。従兄弟の家では家具等まった＜

倒れず、ガラスのコップが 3つ程落ちただけ

だと言う ことでした。そこのテレビから見る

東灘区の様子は現実の東灘区と比ぺると、本

当の被害 を伝えていないように思えました。

従兄弟はテ レピを見て「すごいなあ。」とか
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言 うだけで本当に家が崩れてきたりした私達

とはまったく別の角度で地震をとらえていた

ようです。

それから 3日間ぐらいお世話になりました

が、いつまでもというわけにはいかないので、

東灘区に戻り家の近くの小学校に行きましたc

そこには私達より前に来た人が500人ほどい

ました。ポランティアの人も地震から 1週間

から 2週間後には来てくれました。初めのう

ちは水も出ていなかったのでトイレで使う水

などを校舎の 3階や 4階までバケツで運びま

した。食事の方はポランティアの人達が大き

な鍋や包丁などを持って来てくれたのでそれ

を使って物資で届いた野菜などを調理しまし

た。朝食は物資で来るパン、昼食はポランティ

アの人達が作ってくれたものやお弁当、夜は

初めのうちは自分達で作った物で、 3ヵ月後

くらいからはお弁当だけになりました。日曜

日のお昼などは遠くからポランティアの人が

来てくれて、みたらしだんごやぜんざい、手

打ちうどんなどを作ってくれました。小学生

の子供達も自分達から色々なことを手伝って

いました。

地震 1カ月後ぐらいには、千葉から風呂パ

スが来てくれたので、それまで続いていた三

田の方への入浴はなく なりました。このバ ス

は大型パスを改造した物ですが、ものすごく

よかったです。お風呂のポランティアで来て

いた人達はそれだけでなく食事の手伝いなど

もしてくれました。年齢的に20オ前後の人が

多かったということもあり、ポランティアの

人達が私の話し相手になってくれました。

避難所では毎晩食後に話し合いがありまし

た。私は体育館にいましたが、その中で班を

つくり代表を決めて話し合いにでました。内

容的には「これからの避難所の運営の仕方」

がほとんどでしたが、色々な情報のお知らせ

もありました。私がいた御影小学校は、学校

が避難所を運営するのではなく、すべて避難

者とポランティアの人で運営してきました。

最初の頃はいろんなもめ事もありましたが、

なんとか自分達で解決しました。そんな事も

あって、 一度新聞で「全体がひとつの家族」

という記事になったりもしました。

そんな中、仮設住宅の申し込みが何回かあ

りました。もちろんすぐに申し込みました。

でも、初めの方はお年寄りや体の不自由な方

を優先していたのでまった＜駄目でした。仮

設住宅の募集と共に避難所の方も人が減って

いきました。親が人と話をしているのを聞い

ても家の話が多くなってきました。そして 4

回目の発表でようやく入居できる事になりま

した。しかし私自身は 6ヵ月近く生活してき

た避難所を離れるのがイヤでした。でも結局

7月 2日に避難所を出て六甲アイランドの仮

設住宅に入りました。初めの間は交通手段の

六甲ライナ ーが通っていなかったため代替バ

スで学校まで通いました。六甲ライナーが完

全に住吉まで通ったのは 8月23日でした。こ

の日から朝のラッシュも少しましになりまし

た。

避難所での生活は長かったですがいい体験

ばかりできたので良かったです。でも、もう

二度とこういうことはあってほしくないです。

ありがとう

2年藤村昌司

悪夢の 1月17日 （火）、あれは 3連休明け

だった。まさか、あんなことが起こるなんて

誰も予想もしていなかったと思う。たいした

ことないと思っていたのが、まさかあんな大

惨事になってびっくりした。

まず最初の日から 2、 3日はガスが止まっ

ても、水が止まってもそんなにびっくりしな

かった。昔、もし電気、水道、ガスがなくなっ

たらと考えたこともあったが、本当に体験し

てみてものすごく大変だと思いしらされまし

た。

震災から 1ヵ月ぐらい祖母の家に逃げてい

-106-



言 うだけで本当に家が崩れてきたりした私達

とはまったく別の角度で地震をとらえていた

ようです。

それから 3日間ぐらいお世話になりました

が、いつまでもというわけにはいかないので、

東灘区に戻り家の近くの小学校に行きましたc

そこには私達より前に来た人が500人ほどい

ました。ポランティアの人も地震から 1週間

から 2週間後には来てくれました。初めのう

ちは水も出ていなかったのでトイレで使う水

などを校舎の 3階や 4階までバケツで運びま

した。食事の方はポランティアの人達が大き

な鍋や包丁などを持って来てくれたのでそれ

を使って物資で届いた野菜などを調理しまし

た。朝食は物資で来るパン、昼食はポランティ

アの人達が作ってくれたものやお弁当、夜は

初めのうちは自分達で作った物で、 3ヵ月後

くらいからはお弁当だけになりました。日曜

日のお昼などは遠くからポランティアの人が

来てくれて、みたらしだんごやぜんざい、手

打ちうどんなどを作ってくれました。小学生

の子供達も自分達から色々なことを手伝って

いました。

地震 1カ月後ぐらいには、千葉から風呂パ

スが来てくれたので、それまで続いていた三

田の方への入浴はなく なりました。このバ ス

は大型パスを改造した物ですが、ものすごく

よかったです。お風呂のポランティアで来て

いた人達はそれだけでなく食事の手伝いなど

もしてくれました。年齢的に20オ前後の人が

多かったということもあり、ポランティアの

人達が私の話し相手になってくれました。

避難所では毎晩食後に話し合いがありまし

た。私は体育館にいましたが、その中で班を

つくり代表を決めて話し合いにでました。内

容的には「これからの避難所の運営の仕方」

がほとんどでしたが、色々な情報のお知らせ

もありました。私がいた御影小学校は、学校

が避難所を運営するのではなく、すべて避難

者とポランティアの人で運営してきました。

最初の頃はいろんなもめ事もありましたが、

なんとか自分達で解決しました。そんな事も

あって、 一度新聞で「全体がひとつの家族」

という記事になったりもしました。

そんな中、仮設住宅の申し込みが何回かあ

りました。もちろんすぐに申し込みました。

でも、初めの方はお年寄りや体の不自由な方

を優先していたのでまった＜駄目でした。仮

設住宅の募集と共に避難所の方も人が減って

いきました。親が人と話をしているのを聞い

ても家の話が多くなってきました。そして 4

回目の発表でようやく入居できる事になりま

した。しかし私自身は 6ヵ月近く生活してき

た避難所を離れるのがイヤでした。でも結局

7月 2日に避難所を出て六甲アイランドの仮

設住宅に入りました。初めの間は交通手段の

六甲ライナ ーが通っていなかったため代替バ

スで学校まで通いました。六甲ライナーが完

全に住吉まで通ったのは 8月23日でした。こ

の日から朝のラッシュも少しましになりまし

た。

避難所での生活は長かったですがいい体験

ばかりできたので良かったです。でも、もう

二度とこういうことはあってほしくないです。

ありがとう

2年藤村昌司

悪夢の 1月17日 （火）、あれは 3連休明け

だった。まさか、あんなことが起こるなんて

誰も予想もしていなかったと思う。たいした

ことないと思っていたのが、まさかあんな大

惨事になってびっくりした。

まず最初の日から 2、 3日はガスが止まっ

ても、水が止まってもそんなにびっくりしな

かった。昔、もし電気、水道、ガスがなくなっ

たらと考えたこともあったが、本当に体験し

てみてものすごく大変だと思いしらされまし

た。

震災から 1ヵ月ぐらい祖母の家に逃げてい

-106-



た。神戸ではお風呂に入れない状態が続いて

いる中で自分だけお風呂に入ったりして卑怯

だなと思った。

2月中頃、神戸に帰ってきた。再び、ガス、

水道のない生活が待っていた。給水車も来て

くれ、みんなもこうして生活していると考え

るとそんなにも不便とは思わなかった。水を

運ぶのが僕に与えられた仕事だった。ガス、

水道が止まってはいても、くらしは以前とあ

まり変わったとは思わなかった。それは、 1

月17日に電気がついていたからだ。電気がな

かったら生活なんて出来ないだろう。電気な

しでは今の人間は生きられないと思う。それ

は、人間があまりに電気に頼りすぎているか

らだと思う。そして「パチ」があたったんだ

と思います。あまりにも、水道や電気、ガス

をむやみに使いすぎたと思います。こういう

ライフラインを絶たれてはじめて、水道、電

気、ガスのありがたみがわかったんじゃない
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忘れられない大震災

2年福井義人

阪神大震災の事は一生記憔から消すことは

できない。もちろん体験した人はみんなそう

だろうけど。僕は今でも思い出すと胸がしめ

つけられる思いがする。 17日、僕は 5時30分

に目が覚めた。何故か気持ち悪い気配がして、

まくらの下に木刀を置いていた。しかしまだ

起きるには早いからもう一度ふとんに入り、

あと 1時間くらい寝ようとしていた。うとう

としかけたなと思っていたら、ぐらぐらっと

軽い地震が来た。立って歩いたら絶対気づか

ないと思われるものだった。ベッドの中で横

になっていたので結構揺れが伝わってきた。

なぜか眠気はなくなっていた。それでペッド

から出た瞬間ゴゴゴゴと聞こえたかと思うと

ドッンドドドドトすごい揺れが来た。僕はびっ

くりしてペッドに飛び込んだ。そしてふとん

をかぶり「うわー」と声を出した。まるでジェッ

トコースターに乗っている気分だった。僕は

原爆を体験したことはないけれど、この時、

原爆が落とされたのかと思った。この地震の

時、心の中では「いつ止まるねん．／」とふと

んを力いっばいにぎりしめていた。

さいわいペッドのまわりにはペッドの方へ

飛んでくるような物はなく無事だった。まず

この時点で電気なんてつくはずがないと思っ

ていた。本当につかなかったらしいけど、マ

ンションの廊下の電気はついていたので、部

屋の中はとりあえず見えていた。そして、母

親の寝ている部屋からドアが開かないという

声が聞こえてきたので、力いっぱいドアを押

すと、人一人分くらいのすき問が開いたので、

そこから母親は出てきた。あとでその部屋を

見たら、どうやったらけがもしないで出て来

れるねん、というくらいに足の踏み場がまっ

たくなかった。タンスにしきつめられた部屋

になっていた。母親は最初の余震の時にドア

の所まで来ていたという。もし来ていなかっ

たら大けがをしていただろう。父親と弟は大

丈夫で、ただ押し入れのふすまが倒れてきた

だけだった。そして、懐中電灯を探したが、

とにかく僕の部屋だけがうっすらと明るいだ

けで、家の中はまっくらだった。手の感覚で

だいたいわかるから、懐中電灯のあるところ

へ行って見ると、棚がおちていて懐中電灯な

んてみつかるわけがなかった。

とりあえず、余震も来ているので外へ避難

した。そして、同じ町内の祖父の所とおじさ

んの所へ行った。 2軒ともいろいろくずれた

りしていたけれど、とりあえずおじいちゃん

とおじさんはけがをしていたけれど大丈夫だっ

た。それから僕はファミリーマートにカップ

ラーメンを買いに行った。店内はぐちゃぐちゃ

だった。棚がたおれていて、その上を踏んで

歩いている状態だった。人もたくさんいたが

10分ぐらいで買えた。僕はここで、もし日本

全体がこんな風になっていたらもっと取り合

いになってけんかになっているだろうと思っ

た。

情報はラジオだけで、テレピはアンテナの

向きが悪くうつらなかったからだ。それによ

ると震度 6だったらしいということを聞いて

なるほどと思った。

けっこう震度何とかいっているけどどうい

うものかわかっていない人が多かった。本当

に地震後、トイレの水は風呂の残っていた水

を使っていたけど、飲み水や頭を洗うのとか

が出来なくて、水のいらないシャンプーとか

を使っていた。

なくなってわかるもの

2年牧野美沙子

私は地震が起こった時、起きていました。

それはどうしてかというと、私と一緒に寝て

いたネコがあばれだしたからです。地震の起

こるほんの数秒前、ネコが私の部屋から逃げ

出そうとして、ペッドからとびおりました。
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ネコが出る少し前に、地震が起こりました。

本棚とかタンスとかがおちてきましたが、ネ

コは無事でした。下敷きになっているのでは

とも思いましたが大丈夫だったので良かった

です。

私の家は、電気が一番早かったです。地震

の次の日にきました。だからすぐにテレビを

つけて、どんな状況か見ました。この世のも

のとは思えなかったです。電気がついている

おかげで、ホットカーペットとかこたつなど

がつくので、寒さにふるえるということはな

かったです。

次に私の家にやってきたのは、水道です。

地震の 2週間ちょっとくらいにきました。けっ

こう早 いほうだと思います。それまでは、近

くの小学校に給水車がきていたので 2リット

ルのペットボトルをもってくみにいきました。

何回も何回も行きました。しんどかったけれ

ど水は必要なので、その時はしんどいなんて

感じませんでした。ただ水、水としか思わな

かったのです。

トイレの水は、風呂の水をぬいていなかっ

たので風呂の水をくみあげてながしていまし

た。地震のあった日は、歯もみがかず、顔も

洗えませんでした。それどころではなく、恐

怖でいっぱいでした。この日、はじめて歯を

みがかず食ぺ物を食べたような気がしました。

気持ち悪かったけどしょうがないと思いまし

た。飲み水はペットポトルにありました。私

の父が、毎週日曜日になると、六甲の水かな

んかをくみにいくのでその水があったので、

飲み水には飢えませんでした。父にとても感

謝しています。でも 2日ぐらいでなくなって

しまうので、給水車にくみにいったり、小学

校などにいって水のペ ットポトルをもらった

りしていました。これほど水が大切だと思っ

たのは、この日かもしれません。

でも、水もガスもなかったら当然風呂には

入れません。だから私の母が電話帳で風呂屋

を調ぺて灘区の方へ行きました。歩いていっ

たので 1~ 2時間くらいかかりました。行っ

たのはいいんだけど、そこには人がたくさん

いて 4~5時間も待ちました。昼前から行っ

て 7時前に帰ってきました。

けれど、 1週間も風呂に入ってなかったか

らそのぐらい待っても平気でした。いつも入っ

ている風呂なのに地震ひとつで入れなくなる

なんて思ってもいませんでした。 1週間ぶり

のことだけあって、とてもきれいにみがきま

した。何回洗ってもやっばり気持ち悪くて、

でもたくさん人が待っているので 2回ぐらい

でやめときました。けれどとてもさつばりし

ました。風呂がこんなに重要だなんて思いも

しませんでした。入ったときのうれしさは忘

れることはできません。

最後にガスがやってきたのは 3月初めでし

た。けっこう早い方だと思います。 2か月以

上もガスなしで暮らしてきているとなんとな

くガスなしでも慣れてきていたところでした。

けれどやっと自分の家の風呂に入れるんだと

思うととてもうれしかったです。大阪ガスの

人が家に来たときはとてもうれしかったです。

こんなにもガスが必要とされたのは、こうい

う時だからだと思います。ガスがついててあ

たりまえの生活に慣れていたからです。

ガスがなかったら料理ができないので、い

とこの兄がハーバーランドのダイエーまで自

転車をこいでいってきてくれました。カセッ

トコンロとかガスポンペを買ってきてくれま

した。買ってきてくれる前はホットプレート

で焼いて食ぺるだけでした。カセットコンロ

だと煮物などが食べれるのでうれしかったで

す。

食料は小学校や公園にもらいに行きました。

ほかには父と 2人で市場に野菜を買いにいっ

たりしました。食べ物はわりあいとありまし

た。小学校にいつももらいにいっていると、

いろんなものがもらえました。カンヅメのか

わったものとか、インドの人が来ていて作っ

てくれたカレーなどです。色々もらえたけれ
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ど、おにぎりとかになってくると毎日もらい

にいくので、だんだんおにぎりがたまってく

るのです。最後にはカビが生えてきて食べら

れなくなるのでもったいないと思いました。

他には同じものばかりくれると、あきてきた

りもしました。だけどポランティアの人には

とても感謝しています。時には温かいスープ

を作ってくれて配ってくれたり、いろんな物

をくれました。

他の衣服やフトンももらいに行きました。

児童館などに、他の都道府県の方々からた＜

さん送ってきてくれていました。私は母とも

らいに行きました。衣服はとりませんでした。

送ってきてくれるのはありがたいけど、とこ

ろどころ汚れているのとかあったので、とて

ももらう気にはなりませんでした。フトンの

新しそうな物を必死で見つけました。石鹸、

タオル、くつ下、いろいろありました。おくっ

てきてくれた人にはとても感謝の気持ちでいっ

ばいです。

私は、地震が来るなんて予想もしませんで

した。テレピでよく「私は地震が来るのを予

想していた。」なんて言う人がいるけど、だっ

たらなぜ、地震がこないうちに発表しなかっ

たんだと思います。来てからではおそいので

す。私はそういう人たちを信じません。知っ

ていて言わないのと、知らないで言 わないの

とでは天と地の差です。予想していたのだっ

たら、ウソでもいいから言 ってほしかったで

す。

私は地震が起こっていろんなことに気づき

ました。電気、水道、ガス、いつもあってあ

たりまえのものがなくなったらどうなるのか。

いつもいててあたりまえの家族がいなくなっ

たらどうなるのか。いててあたりまえは、何

気ない内に忘れてしまうけど、なくなって初

めてわかるものもあると思います。どれだけ

電気、水道、ガスが必要か。どれだけ家族が

必要か。なくなってからでは遅いと思います。

だからある時に大事にしていかなくてはなら

ないんだと思います。

私はこの地震を一生忘れることはないでしょ

う。何があっても、この地震をのりこえたの

だから、立ち直ったのだから、何がこれから

起こっても立ち向かっていくと思います。怖

がっていたら何もできません。この地震で私

はひとつ強くなったような気がしました。

勇気づけられたポランティア

2年越川佳代

1月17日、午前 5時46分ごろ、神 戸 市 な ど

ですごく激しい揺れを感じた。震度 6～ 震 度

7。この日から数日前の生活とは180度変わっ

てしまった。

10時前ごろ ラジオでは死者の数は20人ほど

と発表した。次々に死者の数は増え続け、 20

人から50人、今では5,000人をこえている。

私の家では地震で電話線が切れていて、外

から電話をキャッチすることができなかった。

近所では 9時ごろから次々電話の鳴る音が聞

こえた。近所の公衆電話はどこもすごい列が

できていた。

6時頃電池を買いにローソンヘ行った。中

は散乱状態で電池を売ってくれなかった。で

も無理に頼んで買った。

当時はすごく寒くて長そでTシャツにスパッ

ツ姿の私に近所の人は「毛布かふとんを持っ

てきてあげよか？」などと声をかけてくれた

人がいた。私の住んでいる中央区はそんなに

ひどい被害ではなかった。火事はそんなに大

きい火災にはならなかった。長田は地震後に
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当時はすごく寒くて長そでTシャツにスパッ
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行ったが、真っ暗で町の感じががらっと変わっ

てしまっていた。建物のくずれかたもすごく

ひどく、あちらこちらの焼け跡に花が供えて
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まずは仮設住宅。半年以上たつ今も私たちの
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初は「4月までにはみんな仮設住宅に入れる」

っていうのがTVなどでも話されていた。そ

の言葉はいったい何だったのだろう？ 一番

初めの仮設住宅の申込みで申し込もうと思っ

た場所はやはり自分の家の近くを選んだ。そ

れはどこの家庭も同じだと思う。六甲アライ

ンドやポートアイランドの仮設も考えたけど、

ライナーが通っていなかった。でも今考える

と電車やライナーは復旧するんだから選んで

おくべきだったかもしれない。でもやっぱり

住み慣れた地を離れる。家族 4人で住むには

2Kは小さすぎる。しかも 6畳と 4畳半に小

さな台所、風呂とトイレがくつついていて入

りにくい。そんなとこに住むのはつらいと思

う。私の家族は 5回の抽選にすべて落ちまし

た。住み慣れた地を離れるのは嫌だけど、そ

れでも落ち着ける場所がほしいのだと思う。

私は学校の友達が前と変わらず同じ場所に住

んでいる子をすごくうらやましく思った。きっ

と私はこれから今まで育ってきたところを離

れて生活するんだろう。幼なじみや仲良しの

友達と離れるのが嫌です。みんなが早く仮の

家ではなく、ちゃんとした家に住めるように

するぺきだと思う。

もう一つの問題は、私は震災が起きてすぐ

困ったことです。それは避難所がどこかわか

らなかったのです。本来小学校や公民館だと

思うのですが、私たちの場合、小学校の体育

館の屋根がつぶれて、どうすればいいのか近

所の人たちも困っていた。結局、近所の人た

ちは遠くの小学校に避難したりしている人も

いたり、しかたなく壊れかかった家にいたり

していた。車の中で 2か月ほどいた人もいた。

こういうようなことから日頃このような事が

起こったらどこに避難するかをみんなちゃん

と知っておかないといけないと思いました。

この地震でつらいことばっかりあったわけ

じゃない。楽しいこともあったし、勉強になっ

た事もたくさんあった。中でもポランティア

の人たちには色々考えたりすることがあった。

特に私たちと同じ世代の子がいっばいきてく

れたこと。京都、東京、横浜など遠方から来

てくれる中・高生がいた。その人たちに私は

すごく感動した。中学生の男の子たちがいた

のにはびっくりした。すごくえらいな一って

思った。もしも、どこかでこんな事が起きた

ら自分は進んでポランティアに参加できるか

なって思った。全然知らない場所で、知って

いる人のいないところに私はとけこんでいけ

るかなって思った。ポランティアの人たちの

おかげで結構勇気づけられたり、支えられた

り、友連になったり、いっぱいの思い出を作っ

てくれたりした。ポランティアの人たちの名

前は知っていても住所がわからないからお礼

も言うことができなくて残念です。とてもポ

ランティアの方にたくさんのことをしてもら

いました。きっとすごく感謝している人たち

はたくさんいると思います。
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ポランティアに甘えすぎるのはいけないと

思うけど、ボランティアって大切なものだと

思いました。

これからの神戸がすてきな町になってくれ

ることをみんな願っていると思います。

We Love Kobeを合い言葉に．I．I

神商救援テン ト前

家族一緒に暮らしたい

2年 中 井敦子

1月17日の朝方、ちょうど 4時3紡引まどだっ

たと思います。ふだん寝付きがよくて朝まで

ぐっすりの小学 1年生の弟が急に大声で泣き

わめき、母親に「恐い恐い」としがみついて

しばらく離れなかったことを覚えてます。そ

してその後、私が急に目を覚まし、その直後

に家全体がまるでジェットコースターになっ

たかのように下から激しく揺れ始めたのです。

私はとにかく恐ろしくて 3段ペッドの私の上

の段に寝ていた弟にふとんをかぶるよう急い

で叫びました。こんなにひどい地震がくると

は思わなかったので 3段ペッドがこわれて落

ちてこないかととても心配しました。それま

では聞き流していた北海道あたりでの地震の

恐ろしさを身をもって思い知らされたような

気がしました。そうです。その時まで私は北

海道の方がひどい地震だったと思っていまし

た。たぶんそれは分厚いふとんに全身をくる

んで振動を吸収したせいもあると思います。

そしてようやく空が明かるみを帯びてきた

ころあらためて自分の部屋を見てがくぜんと

しました。本棚、洋服ダンス、 CDプレーヤー、

机、いすなどがごちゃごちゃに散乱している。

上から、 3段ペッドの一番上においてあった

母のガラスケースに入った人形がちらばり、

ガラスケースがこなごなになっていました。

タンスがベッドに倒れ込んでいて、私と弟は

閉じこめられていましたが、父が人一人通れ

るくらいのすき問を開けてくれてようやく出

ることができました。

その間、母は 1階の台所までおりて（寝室

はすべて 2階）悪戦苦闘していました。私も

下におりて手伝いたかったのですが、階段が

壊れる寸前だったので、無駄に力を加えない

方がいいと言われ、止められました。 「どう

なってる？ 」 と母に聞くと「 1階の方が 2階

よりめちゃくちゃになっている」 と泣きそう

な声でいわれ、 いっそうゆううつになりまし

た。

そうこうしているうちに、玄関の扉があか

ないことがわかり、私たち家族は窓から出ま

した。外に出た瞬間、私は目が点になってし

まいました。私の頭の中で、目から飛び込ん

でくる景色と、 「廃墟」という 言葉がぴった

り重なるほど、 1日前とはちがっていたので

す。道一つ向こうの43号線がすぐそこに見え

て、私は完全にバニック状態におちいってし

まいました。しかし、そんな恐怖にひたって

いるひまもなく、困ったことは次々とふりか

かってきます。第一 に心配したのは 3日ほど

前から40度以上の熱の下がっていなかった弟

のこと。近所づきあいはあまりなかった私た

ち家族ですが、みなさんとても優しくしてく

ださり、弟のために無事だった部屋を貸して

下さった方もいてとても助かりました。

1日目の食事は、 とっさの母の機転で、台
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所に下りたとき、ありったけのご飯をおにぎ

りにしていてくれたので、ものすごく困ると

いうことはありませんでした。

それからは西宮の方から親戚が自転車で迎

えにきてくれ、そのまま私と病気の弟で自転

車をこいで西宮の親戚の家まで避難しに行き

ました。

その後はずっと親戚の家でお世話になって

いたので、電気はすぐに使えました。その次

にガスが出ましたが、水道だけは14階に家が

あるせいもあり、なかなか出ませんでした。

団地なので人が多く、給水車から水をもらう

のに毎回 6時間ほど待たされました。

今でも私は親戚の家に居候中、あとの家族

は仮設に入っています。早く家族一緒に暮ら

せることができるといいなと切に願っていま

す。

同じ神戸なのに

2年龍田香織

私の家は兵庫区にありますが、私の家の近

所は全壊して、ぐちゃぐちゃになっていると

いう家や店はほとんどありませんでした。私

の家よりもう少し北の方に行くと、かなり家

が倒壊していたようです。私の家の近くには

ダイエーがありますが、地震の時は 2 • 3日

ぐらい開かず、その後、 1日だけ営業して当

分の問休みでした。あと、近くのコンピニも

人がたかって、商品がぜんぜんない状態でし

た。

私の家では、たまたま、お風呂に水をはっ

ていたので、それをトイレの水に使ったりし

て、飲み水は近所の 1人暮らしのおばさんが、

ミネラルウォーターを 2 • 3本くださったの

で、何日か、そのお水だけで暮らしました。

そのうち、給水車が私の家の下の方に来てく

れるようになって、それから毎日水をタンク

にいっぱい入れて、何往復もしました。はじ

めは交通の便が悪く、 1日 2回ほどしかこな

かったんですが、最後の方には、 1日 5 • 6 

回ぐらい来てくれました。

お風呂は、はじめ 1週間ほど入らないでい

ました。それから父が知人の家（鈴蘭台）ま

で家族を連れて行ってくれました。鈴蘭台で

は、地震からすぐに水も復旧し、ガスも電気

もついていて、地震があったと思えないほど

平和でした。その後、 2回ほどまたお世話に

なって、家の近くのお風呂屋さんが開いたの

で、そこへかよいました。

私の家の辺りは、 2月の下旬ごろに水が復

旧しました。これで私の家は、水道・ガス・

電気全部そろいました。地震で私の家は、家

の中のほとんどの壁が浮いてしまって、玄関

の前の壁は崩れてしまいました。

地震がおきてすぐは、真っ暗でとにかく家

の中は物が倒れ、壁の粉みたいな物が落ちて、

ぐちゃぐちゃでした。明るくなって外から家

を見ると、外の壁が割れてひびが入ってて、

でも、そんなにひどい状態ではありませんで

した。

地震がおきてから、あまり外へ出歩かなかっ

たので、学校へ行く時の代替パスの中から灘

や東灘区の状態を見て、びっくりしました。

三宮へ行った時も大きいビルがつぶれてて、

結構ショックでしたが、学校への通学路が、

すごい段差になってて同じ神戸なのに兵庫区

と東灘区とでは、こんなにもちがうのかと、

すごくショックでした。

家の修理は、父がほとんどしてくれました。

今でも玄関の壁はなおっていませんけど。

私の家のまわりの人は、みんな親切で、私の

家は 5人家族で人数が多いからって、水とか

食べ物とかよくいただいたりもしました。近

くに井戸水もあって、すごく助かりました。

できればもう震災のことは忘れたいです。で

も、震災の時、いろいろ助けてくれた人やポ

ランティアに来てくれた人たちのことは、大

げさかもしれないけど、死ぬまで忘れてはい

けないと思います。
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そこにいる筈のひと

3年梨木 翠

地震から数日後、新聞の死亡者欄の名前が

ようやく静まりかけていた私の心を再び 落ち

着きのないものに変えた。こんな活字だけで

は信じられない。これは絶対に何かの間 違 い

だ。私は泣きながらそう思った。親友の死を

現実と認めるには、その知らせはあまりにも

突然で、残酷だった。

慌ただしい毎日の中、家には一本の電話が

入った。彼女のお通夜が大阪で行われる、 と

云 うのだ。もちろん、私は行くつもりだった。

だが、行けなかった。色々と事情があり、両

親 に 「頼むから諦めて」と言われたのだ。ま

た涙が止まらなかった。これが数か月前の出

来事であれば許されただろうと分かっていた

だけに口惜しくて情けなかった。私は、大切

な親 友に別れを告げることすら出来なかった

のだ 。その為だろうか。学校に行けば、いつ

もの声で私を呼んでくれる気がしたのは。

3月中旬の学年集会で久しぶりに友人たち

と顔を合わせた。その嬉しさを味わいながら、

私はずっと彼女の声を待っていた。だが、待っ

ていても私を呼ぶ声は聞こえない。そんな時、

ぼやけた視界に一 枚の写真がとび込んできた。

息 が つまりそうだった。私が探していたもの

は、彼女の遺影ではなく、今現在そこに い て

くれる筈の彼女の姿だったのに。私は、心の

底で否定し続けていた親友の死を実感した。

そして、告別式という名の通り、彼女に別れ

を告げた。認めたくなくても、それが現実 で

あり仕方がなかった。

私の手元に数枚の写真がある。 一年半彼女

と共に過ごした部活の人たちと撮ったものだ。

彼女は必ず私の隣にいた。だが、これから私

が何かの機会に写真をとることがあっても、

その時隣に彼女はいない。

11人と 1匹の共同生活

3年大谷 昌 世

震災前、私は 3人家族だった。それが今は

祖 母 の 家 で11人と 1匹で生活している。幸い

私の家は被害 が少 なく 、す ぐ近 くが祖母の家

なので、家を友人の一 家に提供して、祖母の

家に居候することになった。祖母の家は、伯

母夫婦といとこ 2人、祖母の 5人家族。そし

て 家 の つ ぶ れ た 伯 父 の 母 、 伯 母 、友人のおじ

さん、私の 家族 3人が増えいつの問にか、 11

人の 大家 族に なっ てい た。 その 上、犬も 1匹。

11人での生活は大変なものだった。 1人の

事を説明するだけでこの紙 5枚ほど 書 け そ う

な程強烈な人達ばかりだった。そんな11人が

集まっているのだから文句も多い。なまけも

のの私がイヤミを言 われるのもしかたがない。

そんな事で腹を立てるだけ無駄なことだと気

付いたのは胄が痛くなるくらい腹を立てた後

だった。

しかし、早朝からうるさい祖母に起こされ

たり、わがままな伯母に振り回さ れたりと嫌

なことばかりではないと思う。もともと 3人

の家族の私だから、いつも家に帰ると 1人と

いう事が多かった。今なら、帰って 1人だと

不安でしかたがない。しかし、 11人家族の今

は、家に帰ると必ず誰かが「おかえり」と言 っ

てくれる。大勢での食事も競争が激しいが、

さみ しく なく 楽し いも のだ 。こ んな風に11人

の共同生活にもいい所を見つけてきた。

そして、余震も少なくなり生活も震災前と

変わらなくなってきた。私の家に 住んでいた

友人も先日引っ越した。もう私は 自分の家に

帰ることができる。しかしまだ私は帰ってい

ない。母が 1週間に 3日も夜勤が あることも

理由の一 つだが、それだけではな い。この共

同生活の利点を発見している最中でもあるか

らだ。それなのに、またパラパラに な る の は

さ み し い 気 が す る 。 し か し 、 こ れ で11人の共

同生活の幕は閉じていくのかもしれない。
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平成の戟場の中で

3年川崎 恵 子

神 戸 の町はすっかり姿を変えてしまった。

だからこそ今、自分たちの街を生き返らそう

と人々は懸命に動き出す。本当に信じられな

いような被害 だ。家がつぶれたり、ピルが倒

壊したり、どれだけの人が苦しんだのだろう。

本 当 に天災は恐ろしい。

けれども、人 々 は と て も 温 か か った。同じ

被害を受けたもの同士 、みんなで助け合おう

という気持ちがひしひしと伝わってくる。人々

の優しさにどれだけ助けられたこと か 。 こ ん

なに人って温かいなんて思ったことがなかっ

た。普段なんて他人のことなんかしらんふり

ということが多いのに、いざとなると人問っ

てこんなに変わるものなのかと思い、まだま

だ世の中捨てたもんじゃないと思っ た 。 本 当

に人々の誠意が心から有 り難いと思った。

テレビでも震災で被害にあった人達のドキュ

メントを放送す る よ う に な っ た 。 店をもって

いて被害 は あったのだけど、ガスポン ペ な ど

を利用して神戸の人達の元気づけになるよう

にと働く人。そ ん な 店 の 子 供 た ち は学校にい

きながらも一生 懸命親を手伝う。家族や親戚

を亡くしても、亡くなった人の分まで生き抜

こうと奮起する人。本当にいろんな人達がそ

れぞれの被害の中で立 ち上がっていこうとす

る姿を見て元気づけられたし、人間って強い

なあと思った。そして強く生きてい か な け れ

ばいけないんだと思い、それが犠牲になった

人達に対する唯一の供養になると思った。

今回の震災で失うものも多かったけれども、

いろんなことを学んだと思う。 生 きていく人

間の強さや力、思いやりや優しさの大きさが

身にしみてよく分かった。でも二度とこんな

ことは経験したくはない。恐怖だけが今も残っ

ている。

本当の優しさ

3年 吉岡沙緒里

17日の夕方に避難所へ入った。家を失い、

恐怖で怯えた私みたいな人でいっぱいになっ

た避難所を目前にしてたちすくんでしまった。

戦場で傷ついた人の集まりのようだった。外

傷を負った人、精神的に傷付いた人の多さに、

今までの平和な神戸を思い出すことができな

いほどショックを受けた。

体験したこともない2600人余りの人達との

共同生活が始まった。私はわがままで自分さ

えよければいいという気持ちが正直言 ってあっ

た。水が出ない。 一 番不便に思った。今まで

の生活が羨ましいとも思った。腹立たしくも

思った。 1日 1日が長く、 苦 しく感じたのは

うまれてはじめてだった。

何日かの地獄のような生活に光がさしてき

たのはポランティアの援助や救援物資が来て

からだった。水をトラックで連んできてくれ

たときは実感は湧かなかったけれども、長い

行列に並んで水を貰ったときは涙が出た。で

も並んでいるときは正直言 って情けなかった。

運動場での炊き出しやシャワールーム、お風

呂、洗潅機、私は今まで生きてきてこれほど

感謝したことはないように思う。水が初めて

出たときも言葉にならないような感動を覚え

た。でもこの慣れない生活にはいつまでたっ

てもなじめなかった。

この震災で私は少し早く大人の社会を知っ

たように思う。それがプラスになったのかマ
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イ ナスになったのか ま だ 分 か ら な い 。 この頃

は真剣に、あのボランティアのように困って

いる 地域や人を見たら私は助けてあげられる

のかと考えるようになった。またやはりこの

震災で知らされたことは、今までの生活 がど

れ だけ幸せだったか と い う こ と で は な く、人

間の本当の優しさだと思う。

おばちゃんなんで泣いたん

3年藤岡愛子

震 災後は逃げること、食べること、ぐらい

しか 考えることのできる行動はなく、何分か

に一 度 ある揺れに寒くて暗い体育館で怯える

ばかりでした。 10日も過ぎると、全壊した家

の 片 付けや種々の手続きも終えて、考えるこ

とは冷 え切った体と、震災前に洗ったきり の

髪 の ことでした。その髪は汗と脂で「つばき

脂」の様でした。それを知 って北 区 に住む叔

母 か ら電話がありました。

3時頃に出発した私達でしたが、渋滞で叔

母の家に着いたの は 6時頃でした。それも震

災 でガラスのニヵ所割れた、助手席の開かな

いポロ ボロの車でし た 。 叔 母 の 家 は 北区の鈴

面台で「山麓バイ パス」のトンネルでは毛布

をかぶりほこりと 寒 さ を 防 ぎ ま し た 。 そして

トンネルを ぬ け るとまるで違う世界にきたよ

うでした。今まで見る景色は倒壊した建物、

そしてがれきばかりだったのに、ここでは電

気があかあかとつき、店も家もなんともなく、

普通 に生活をして いるのを見ると、何か不思

議な感じがしました。

叔母の家に着くと やは り体 育館 と違って温

かく、お風呂にはいると身体も心も安らぎま

した。念願の洗髪ではさすがになかなかすっ

きりとしなかったように覚えています。お風

呂から出ると従姉妹の作った料理を食べまし

た。避難所ではバンや堅くなったおにぎりな

ど冷 たいものばかりだったので、お茶ととも

にたべる温かい御飯が、普段では感じない有

り難さを感じることができました。

食後、従姉妹の 2人の子供たちと遊んでい

ると、 5オの女の子が「おばちゃん、何で泣

いたん、家がつぶれたから悲しかったん？」

と私の母に尋ねました。叔母の家に着いたと

きに母と叔母が抱き合って泣いたのを見て、

小 さ い な が ら ま だ意味も分からず大変な出来

事が起こったということだけが分かったよう

でした。お風呂にはいれたことや、おいしい

御飯が食べられただけでなく、叔母の家族と

の団らんを持つことができました。それに従

姉妹の子供の一 言 で何となく気分が和みまし

た。私達も良い日がくるまで頑張ろうと思い

ました。

家族を好きだと思った

3年 平野真由

まさか神戸で震災が起きるとは思わなかっ

た。 17日 早 朝 、 大 き な 音 と と も に激しく神戸

が揺れた。余りに突然すぎてなんだか良く分

からない。たんすが倒れ、食器が 割れ、よう

やく納まった頃には、家中の建っていた物が

全て倒れていた。しかしこの時にはまだその

事態の深刻さが分かっていなかった。電気も

水道もすぐ元どおりなるだろうと思っていた。

甘い考えだった。電気や水、食料もない中、

避難所で暗い夜を過ごした。

翌日から戦争であった。食ぺ物や水に人々

がたかり、奪い合い、言い争いの連続だった。

救援物資も不足していて全員には行き届かな

い。それでもなお物資を一 人 占 めするおばさ

んがいた。見ていた私からは何も言 えなくて

悔しい思いをした。近所のおばさんも食料集

めに目を血走らせている。大人たちが食料や

物資の奪いあいで怒鳴りあっているのをみる

と悲しくなった。避難所全体が精神的に不安

定な状態だった。

父 も そ の一 人 だっ た。 この 震災で祖父から
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イ ナスになったのか ま だ 分 か ら な い 。 この頃

は真剣に、あのボランティアのように困って

いる 地域や人を見たら私は助けてあげられる

のかと考えるようになった。またやはりこの
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れ だけ幸せだったか と い う こ と で は な く、人
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母 か ら電話がありました。

3時頃に出発した私達でしたが、渋滞で叔

母の家に着いたの は 6時頃でした。それも震

災 でガラスのニヵ所割れた、助手席の開かな

いポロ ボロの車でし た 。 叔 母 の 家 は 北区の鈴
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そしてがれきばかりだったのに、ここでは電

気があかあかとつき、店も家もなんともなく、

普通 に生活をして いるのを見ると、何か不思
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した。念願の洗髪ではさすがになかなかすっ

きりとしなかったように覚えています。お風

呂から出ると従姉妹の作った料理を食べまし

た。避難所ではバンや堅くなったおにぎりな

ど冷 たいものばかりだったので、お茶ととも

にたべる温かい御飯が、普段では感じない有

り難さを感じることができました。

食後、従姉妹の 2人の子供たちと遊んでい

ると、 5オの女の子が「おばちゃん、何で泣

いたん、家がつぶれたから悲しかったん？」

と私の母に尋ねました。叔母の家に着いたと

きに母と叔母が抱き合って泣いたのを見て、

小 さ い な が ら ま だ意味も分からず大変な出来

事が起こったということだけが分かったよう

でした。お風呂にはいれたことや、おいしい

御飯が食べられただけでなく、叔母の家族と

の団らんを持つことができました。それに従

姉妹の子供の一 言 で何となく気分が和みまし

た。私達も良い日がくるまで頑張ろうと思い

ました。

家族を好きだと思った

3年 平野真由

まさか神戸で震災が起きるとは思わなかっ

た。 17日 早 朝 、 大 き な 音 と と も に激しく神戸

が揺れた。余りに突然すぎてなんだか良く分

からない。たんすが倒れ、食器が 割れ、よう

やく納まった頃には、家中の建っていた物が

全て倒れていた。しかしこの時にはまだその

事態の深刻さが分かっていなかった。電気も

水道もすぐ元どおりなるだろうと思っていた。

甘い考えだった。電気や水、食料もない中、

避難所で暗い夜を過ごした。

翌日から戦争であった。食ぺ物や水に人々

がたかり、奪い合い、言い争いの連続だった。

救援物資も不足していて全員には行き届かな

い。それでもなお物資を一 人 占 めするおばさ

んがいた。見ていた私からは何も言 えなくて

悔しい思いをした。近所のおばさんも食料集

めに目を血走らせている。大人たちが食料や

物資の奪いあいで怒鳴りあっているのをみる

と悲しくなった。避難所全体が精神的に不安

定な状態だった。

父 も そ の一 人 だっ た。 この 震災で祖父から
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受け継いできた店が全壊した。涙を流して消

火活動を手伝っていた姿を見て私も泣いた。

父はしばらくは放心状態だったが地震への怒

りか何かが父を変えてしまった。私が30分 ほ

ど避難所を離れたことで私は頬を思いきりぶ

たれた。何か手伝おうとしても邪魔だと言わ

れた。父のことを怖いと思った。父を変えて

しまった地震を憎らしいとも思った。

けれどもそんな父も最近落ち着きを取り戻

し、昔の優しい父に戻ってきた。父の笑顔を

見るようになり私もほっとした。あらためて

家族を本当に好きだなと思った。この地震で

なくしたものは本当に大きいけれども、それ

よりもっともっと大切なものは何かというこ

とを気づかせてくれたと思う。この経験を私

は一生忘れない。

fり り｝

大震災にあって

3年立山優子

私達家族は地震の 3日ぐらいあとから避難

所生活を始めた。しかし父親だけは家に残っ

た。父の性格は集団生活ができないタイプな

ので、しかたがないというしかない。父が避

難所に行かないのなら私達が家に帰るしかな

い。でも我が家はもうすこしで取り壊しにな

るためガスも水道も出ない。そんな不便な生

活は送りたくないと思った。

しかしみんな家で寝たいと思っているはず

である。家族の中で一番悩んでいるのが母で

あった。家には父が残っている。日に日に父

は不機嫌になってくる。母は時々家に寝に帰

る。私も家に帰ったときは避難所の話はしな

かった。それが私にできる父を怒らせないこ

とだからだ。

父は今の家に住みたいと思っているようだ。

それに今ではもう何もおこらなかったように

生活している。ただ一つ気になるのが父がこ

の頃食欲が無いように思う事だ。ずっとおに

ぎりだったので普通の御飯を見てもほとんど

食べない。父は仕事にもいっているが、それ

なのに食欲がないということは、かなりこの

生活にまいってきているように思う。まだま

だこの生活が続くであろうに。

この先、ほんとうにどうなるのであろうか。

住まいが無くなるということを、こんなに真

剣に悩むとは思ってもみなかった。 一家の大

黒柱である父は口には出さなくても心の中で

私以上に悩んでいるはずだ。これからも不便

な生活が続くでしょうが、父の頑張りに期待

するしかない。今まで見たことのない両親の

力を見たいと思っている。

● 一 次 事 ●
入層甑宣書の●●ヘ
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受け継いできた店が全壊した。涙を流して消

火活動を手伝っていた姿を見て私も泣いた。

父はしばらくは放心状態だったが地震への怒

りか何かが父を変えてしまった。私が30分 ほ

ど避難所を離れたことで私は頬を思いきりぶ

たれた。何か手伝おうとしても邪魔だと言わ

れた。父のことを怖いと思った。父を変えて

しまった地震を憎らしいとも思った。

けれどもそんな父も最近落ち着きを取り戻

し、昔の優しい父に戻ってきた。父の笑顔を

見るようになり私もほっとした。あらためて

家族を本当に好きだなと思った。この地震で

なくしたものは本当に大きいけれども、それ

よりもっともっと大切なものは何かというこ

とを気づかせてくれたと思う。この経験を私

は一生忘れない。

fり り｝

大震災にあって

3年立山優子

私達家族は地震の 3日ぐらいあとから避難

所生活を始めた。しかし父親だけは家に残っ

た。父の性格は集団生活ができないタイプな

ので、しかたがないというしかない。父が避

難所に行かないのなら私達が家に帰るしかな

い。でも我が家はもうすこしで取り壊しにな

るためガスも水道も出ない。そんな不便な生

活は送りたくないと思った。

しかしみんな家で寝たいと思っているはず

である。家族の中で一番悩んでいるのが母で

あった。家には父が残っている。日に日に父

は不機嫌になってくる。母は時々家に寝に帰

る。私も家に帰ったときは避難所の話はしな

かった。それが私にできる父を怒らせないこ
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父は今の家に住みたいと思っているようだ。

それに今ではもう何もおこらなかったように

生活している。ただ一つ気になるのが父がこ

の頃食欲が無いように思う事だ。ずっとおに

ぎりだったので普通の御飯を見てもほとんど
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力を見たいと思っている。
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大震災に学ぷ

2年東條紀子

私は 1月16日、いつもの通りに過ごし、い

つもの通りに床につきました。

翌 朝の17日午前 5時46分、ゴーという地鳴

りと共にマグニチュード7.2の大地震が神戸

を襲った。震災が起こり、私は様々な不便さ

を知りました。どれほど水が食物が大切なの

か 、今後も再び起 こ ら な い と も 限 ら ない。

「こんなはずじゃなかった」とならないよう

にも再度、安全の確認をしようと思った。経

験した人々の意見も加えて考えてみることに

した。

1. 水

トイレ、食器洗い用の水汲みにこんなもの

が使える．／

飲み水以上にトイレに流す水、食器を洗う

水を確保するのが難しかったという声が多い。

飲み水はジュースなどで代用できてもトイレ

に流す水や洗い物に代用できる… …そうはい

かない。そのため海に水を汲みに行ったとい

う人がかなりいた。問題は容器だった。何を

使って水を汲むか、多かったのは洋服などを

収納するクリアケース、クーラーポックスな

どの箱類。これは容量が大きいので一度に沢

山の水が得られるが、持ち運びを考えると、

車かバイクがないと不便かもしれない。歩い

て水を汲みに行くならバケッかペットポトル。

しかしバケツはどうしても水がこぼれてしま

うのでペットボトルの方がいい。またピニー

ル袋の中に水を入れてもうまく確保する事が

出来る（私は風呂に入るために電気ポットに

自ら湯を沸かして大切に少しずつかけて使い

ました。水の大切さがとてもわかりました。）

「飲み水確保に豆腐屋をチェック//」

豆腐を製造するには大量の水がいる。その

ため豆腐屋では井戸水を引いていることが多

い。電気が通ってモーターが動きさえすれば

井戸水はいくらでも汲み上げることができる。

神戸の一 部、町の豆腐屋さんが周辺の住民に

水を配る光景が見られた。今は数少なくなっ

たけれど町に豆腐屋があるかどうか調べてお

くといい。

「水のいらないシャンプー」が威力を発揮．／

私たちは水がでない状態で 3~ 4週問お風

呂に入れなかった。そんなときの水のいらな

いシャンプーがとても役に立った。不快感を

なくすことが出来た。これで何週問か入らな

くても大丈夫です。

2. ガス、電気

「ガスの臭いがしたら行動に注意」

地震の後はもれたガスに引火して二次災害

を引き起こす可能性が強い。ガスの臭いに気

づいたらたばこを吸わないのはもちろんライ

ターを落としたときの火花にも厳重に注意す

ること。

「＊ットプレート・ガスコンロが大活躍」

普段あまり使ってないけれど震 災 時 に 予 想

以上の働きをしてくれたのがこの二 つ。どち

らも食べ物を調理するのはもちろんのこと、

ホットプレートに薬缶をのせてお湯を沸かす

ことも出来る。 一 台持っていると便利です。

3. 食料品「冷凍しておくだけで非常食に」

パンや残ったごはん・カレーなど常温で解

凍すればなんとか食べられそうな食品は冷凍

する習慣をつけておこう。味はともかく空腹

を満たすことは出来ます。

「カップラーメンは非常食リストに不可欠」

阪神大震災が起きたのは冬のまっただ中。

今回の地震で温かくすぐ食ぺれておいしいカッ

プラ ー メン類は特に冬場に欠かせない非常食

といえる。

「夏場、食中毒に気をつける」
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食べてからでは遅い。

4. 電話

「地震後 5~10分の間は自宅の電話もつな

がりやすい」

地震直後は電話回線が混み合っていないせ

いかつながりやすい。 15-20分たつとすぐに

回線は混み合っていた。連絡は早いうちに取っ

ておいた方がよい。またカードが使えなかっ

た。 （停電のため） 10円玉を沢山用意してい

た方が良い。また携帯電話もとても便利で、

地震後持つ人がふえたといいます。

5. 家具「家具類、食器棚は必ず固定する。」

地震後、よくこんな所で生きてられたなあ

とつくづく感じた。タンスは落ちてきたけれ

ど、あやう＜布団で身を守った。今回で身の

震える思いをしたから次回いつくるかわから

ないが、ネジなどで固定するのは絶対必要だ

と思った。

被災後のライフライン

2年駒形由紀子

＊なぜこの被災後の生活について調べようと

思ったのか。

私はなぜこのことについて調ぺようと思っ

たのかというと、自分にとても身近で調べや

すいと思ったからです。それと、いろんな意

味でいい経験をしたことを残す必要があると

思ったからです。

＊水について

私の家は、東灘区の深江の方なんですけど、

家は住宅なので、その辺の家で水が出ていて

も、住宅の上の方にあるタンクが直らないと

水が出なくて、本当に困りました。あと水が

出ても水が汚くて、 3日ぐらいは水も飲料水

とかには利用できなくて困りましたが、トイ

レなどには使えたのでよかったと思います。

水は 2月27日にやっと出ました。地震が起

きてから約 1か月くらいは、親戚の人が水を

持ってきてくれたり、近くに井戸水が出てた

のをもらいに行ったりしました。

水がでなくて一番困ったのが最初の 1週間

ぐらいで、あとの 3~ 4週間はほとんど井戸

水と買ってきた水とで何とか暮らしていきま

した。あと洗濯の時は一番困りました。 1回

の洗濯するのに、台車で約 4~5回ぐらい家

と井戸水を移動しました。ただでさえ水はと

ても重いのに、それを 4~5回も運んだとき

はさすがにへとへとになりました。

水で一番困ったのはとりあえず洗濯のとき

でした。ちなみに家のまわりはだいたい 2月

25日から 3月 5日ぐらいにはすべて復旧した

と思います。

＊ガスについて

私の家では一番遅く復旧したのがこのガス

でした。地震が起きてから、どうしていたの

かというと、ホットプレートを使ったり、カ

セットコンロを使っていました。ガスが出な

くて困ったことは、みんなそうだと思うんで

すけどお風呂です。うちはガスが出るまで銭

湯に行っていました。ガスが出なくて困った

ことはそれくらいだと思います。ちなみに家

の周りは 4月20日くらい～ 4月30日くらいに

すべての家で、ガスが出たと思います。うち

は 4月23日でした。

＊電気について

私の家は地震が起きて一番早く復旧したの

がこの電気でした。地震がおきて 3日後に電

気は復l日しました。復旧するまでは、こたっ

でずっと家族 4人と祖父母 6人で寝ていまし

た。電気は通っていなかったのに、こたつの

中はとてもあたたかくなっていたのを今でも

思い出します。電気が復旧しなくて一番困っ

たのは夜の明かりでした。夜になると真っ暗

になるので懐中電灯でトイレに行ったり、ロー

ソクで部屋全体を明るくしたりしていました。

私は地震が起きた直後の時、真っ暗なのが一

番印象に残っていて、本当に夜は暗いのが怖

- 119-



食べてからでは遅い。

4. 電話

「地震後 5~10分の間は自宅の電話もつな

がりやすい」

地震直後は電話回線が混み合っていないせ

いかつながりやすい。 15-20分たつとすぐに

回線は混み合っていた。連絡は早いうちに取っ

ておいた方がよい。またカードが使えなかっ

た。 （停電のため） 10円玉を沢山用意してい

た方が良い。また携帯電話もとても便利で、

地震後持つ人がふえたといいます。

5. 家具「家具類、食器棚は必ず固定する。」

地震後、よくこんな所で生きてられたなあ

とつくづく感じた。タンスは落ちてきたけれ

ど、あやう＜布団で身を守った。今回で身の

震える思いをしたから次回いつくるかわから

ないが、ネジなどで固定するのは絶対必要だ

と思った。

被災後のライフライン

2年駒形由紀子

＊なぜこの被災後の生活について調べようと

思ったのか。

私はなぜこのことについて調ぺようと思っ

たのかというと、自分にとても身近で調べや

すいと思ったからです。それと、いろんな意

味でいい経験をしたことを残す必要があると

思ったからです。

＊水について

私の家は、東灘区の深江の方なんですけど、

家は住宅なので、その辺の家で水が出ていて

も、住宅の上の方にあるタンクが直らないと

水が出なくて、本当に困りました。あと水が

出ても水が汚くて、 3日ぐらいは水も飲料水

とかには利用できなくて困りましたが、トイ

レなどには使えたのでよかったと思います。

水は 2月27日にやっと出ました。地震が起

きてから約 1か月くらいは、親戚の人が水を

持ってきてくれたり、近くに井戸水が出てた

のをもらいに行ったりしました。

水がでなくて一番困ったのが最初の 1週間

ぐらいで、あとの 3~ 4週間はほとんど井戸

水と買ってきた水とで何とか暮らしていきま

した。あと洗濯の時は一番困りました。 1回

の洗濯するのに、台車で約 4~5回ぐらい家

と井戸水を移動しました。ただでさえ水はと

ても重いのに、それを 4~5回も運んだとき

はさすがにへとへとになりました。

水で一番困ったのはとりあえず洗濯のとき

でした。ちなみに家のまわりはだいたい 2月

25日から 3月 5日ぐらいにはすべて復旧した

と思います。

＊ガスについて

私の家では一番遅く復旧したのがこのガス

でした。地震が起きてから、どうしていたの

かというと、ホットプレートを使ったり、カ

セットコンロを使っていました。ガスが出な

くて困ったことは、みんなそうだと思うんで

すけどお風呂です。うちはガスが出るまで銭

湯に行っていました。ガスが出なくて困った

ことはそれくらいだと思います。ちなみに家

の周りは 4月20日くらい～ 4月30日くらいに

すべての家で、ガスが出たと思います。うち

は 4月23日でした。

＊電気について

私の家は地震が起きて一番早く復旧したの

がこの電気でした。地震がおきて 3日後に電

気は復l日しました。復旧するまでは、こたっ

でずっと家族 4人と祖父母 6人で寝ていまし

た。電気は通っていなかったのに、こたつの

中はとてもあたたかくなっていたのを今でも
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番印象に残っていて、本当に夜は暗いのが怖
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くていつも懐中電灯を持って歩いたのをよく

思い出します。とりあえず電気が通って良かっ

たのは、電気がついて部屋が明るくなったの

が私は一番うれしかったです。

みんながいちばん喜んだのは電化製品が使

えるようになったことだと思います。電気ポッ

ト、炊飯器、ホットプレートなど少しだけれ

ど、調理ができるようになったことだと思い

ます。今まで親戚が持ってきたおにぎりなど

を食べていたのが、ちがうものも作れるよう

になり食べられることだと思いました。実際、

毎日がおにぎりなどではさすがにあきてしま

い、 2~ 3日が限界だったような気がします。

私は生きるためにはとても電気は必要だと思

います。あと水も。この 2つがあれば、あと

はなくても何とかなるのでは……。と思いま

した。それくらい、貴重な体験をしてしまっ

たのではと、少し考えています。家の周りは

復旧するのに 3~ 7日くらいかかってすべて

の家に電気がついたのだと思います。

＊交通について

私は深江に住んでいるので、主に阪神電車

を利用することになるのですが、阪神が青木

まで通ったのが確か 1月26日でした。私は地

震が起きる前に風邪をひいてしまい、体調を

崩していたので、 22日の日から奈良へ行って

いました。行きは車で行ったので困らなかっ

たのですが、風邪がなおっても神戸に帰れな

くて困っていましたが、 26日の日に阪神電車

が青木まで通り、 29日に阪神電車で帰ってき

ました。私は三宮の方がどうなっているのか

この目で見たくて、どうしても行きたかった

のですが、 三宮まで電車が通らなかったので

あきらめていました。が、代行バスなどが出

ていたので行きました。交通に困ったのはそ

れくらいです。

＊まとめ

私はこの阪神大震災を体験して、電気と水

さえあればどうにか暮らしていけるというの

がわかってよかったと思います。もう二度と

こういう体験はしたくはないけれど、もしも

う一度こういう大きな地震が起きたときは、

この阪神大震災で体験したことをきちんとし

て、ちゃんとした生活をおくれるよう努力し

たいと思います。

多くの人に感謝

2年 奥 村秀人

地震前と地震後では、まったく生活が変わっ

てしまった。自分の家は全壊で家では住めな

くなったけど、まわりはもっとひどく、自分

の家に住めなくなったり、どこにも行くこと

ができなくってテント生活をしている人など

と比べると、僕は近くに親戚の家があったの

で、地震後もちゃんとした家に住むことがで

きた。

親戚の家がガラス店を経営しているし、両

親がその会社で働いており、会社の関係のあ

る人たちが、いろんな地域から水とか缶詰と

かカップラーメンとかの食料をトラックいっ

ぱいにもってきてくれたり、様子を見にきて

くれたりして、いろいろな人に助けてもらっ

た。すごく環境が変わってこれからどうなる

んやろうと思った。

＜我が家の玄関〉

ほんとうは扉は全部地震でふっとんでいた

けど、中に誰かが入らないように扉をつけ直

したが、全体にゆがんでしまってちゃんと扉

が閉まらなくなってしまった。玄関の横の壁

は割れて落ちてしまっていたり、インターホー
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んやろうと思った。

＜我が家の玄関〉
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けど、中に誰かが入らないように扉をつけ直
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が閉まらなくなってしまった。玄関の横の壁

は割れて落ちてしまっていたり、インターホー
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ンのついている柱が折れてしまった。

台所は見た感じがひどかった。棚がはずれ

て落ちそうになっていたし、食器とかはほと

んど壊れて下に転がっていた。

2回の物置部屋のような場所は、タンスと

かがいっぱいに置いていたのが、ほとんど倒

れてしまい、そのタンスがベランダのドアの

ガラスを割ってしまった。

（風呂場〉

これは浴槽が下にへこんでしまって、壁も

割れてしまってポコボコになっている。見た

目はここが一番ひどかったように思う。風呂

場は去年ぐらいにつくり直して、新しかった

からそう思ったのかもしれない。

この地震を体験して一番思ったことは、や

はりなんと言っても「こわかった」の一言に

つきると思う。最初はほんまに夢やと思って

外に飛び出すと、遠くでどこかが火事になっ

てたり、誰かの悲嗚とかが聞こえたりして、

ほんまに怖かったとしかいいようがない出来

事やった。でも、この地震があっていろいろ

なことを学んだと思う。いろいろな人に助け

てもらって、その人たちのありがたさがすご

く心に残った。でもその反面、自分のことし

か考えられない人とかを見て、なんてパカな

ことをしてるんやろうと思ったりもした。

僕自身もポランティアで地域の人に食料を

配ったりしたけど、そこでも配っている時に

「ありがとう」と言 ってくれると、すごくう

れしいし、 「こんだけしかくれへんの」とか

言われると、なんでこんな奴のためにしんど

い思いをして食料を配らなあかんねんと思う。

最近テレビで見たけど、子供の一番ほしいも

のが地震前はファミコンとかおもちゃとかだっ

たけど、地震後は「命」に変わったらしい。

こういうところは、地震でよくなった点だと

思う。でも、こういうことは二度とおこらな

いでほしいと思う。

震災当時の近所のようす

2年森安 晃 久

2月13日に、阪急王子公園～御影問が開通

した。 JR灘～王子公園～御影～ J R住吉と

アクセスすると大阪まで 1時間で行けるよう

になった。王子公園駅から灘駅までは歩いて

たったの 5分。めっちゃ近い。この写真はタ

方に撮ったもので、ちょうどラッシュ時と重

なった。サラリーマンが駅を目指してもくも

くと歩いている。灘駅へ行くまでの道に屋台

のおでんとかラーメン屋とかが出ていた。で

もJRが完全開通すると風のように去っていっ

た。

阪急王子公園駅西口交差点

JRの住吉～六甲道が不通の間ここは、―

宮駅よりにぎわっていた。急に屋台が増えて

喫茶店も営業を再開した。灘駅をよく使う人

は駅舎を見てビックリしたと思うが、使わな

い人は何が何だかわからないと思う。実は切

符売り場をぶち抜いて出入り口にしているの

です。南側は JRの代替パスのターミナルに
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震災当時の近所のようす

2年森安 晃 久

2月13日に、阪急王子公園～御影問が開通

した。 JR灘～王子公園～御影～ J R住吉と

アクセスすると大阪まで 1時間で行けるよう

になった。王子公園駅から灘駅までは歩いて

たったの 5分。めっちゃ近い。この写真はタ

方に撮ったもので、ちょうどラッシュ時と重

なった。サラリーマンが駅を目指してもくも

くと歩いている。灘駅へ行くまでの道に屋台

のおでんとかラーメン屋とかが出ていた。で

もJRが完全開通すると風のように去っていっ

た。

阪急王子公園駅西口交差点

JRの住吉～六甲道が不通の間ここは、―

宮駅よりにぎわっていた。急に屋台が増えて

喫茶店も営業を再開した。灘駅をよく使う人

は駅舎を見てビックリしたと思うが、使わな

い人は何が何だかわからないと思う。実は切

符売り場をぶち抜いて出入り口にしているの

です。南側は JRの代替パスのターミナルに
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なっていた。このパスに乗るのに、だいたい

15分ぐらい並ばないと乗れなかった。涯駅に、

快速や新快速がとまるので、記念に写真をとっ

てしまった。

JR灘駅北改札口前

王子陸上競技場のサプグランドに自衛隊が

テントをはっていた。今は仮設住宅が建って

いる。震災前は、ここによく上野中学校の陸

上部が練習に来ていた。小学校の運動会もこ

こで開かれていた。今、だんだん公園が少な

くなって来ているのに、これ以上子供の遊び

場を取ってどうするのだろうか。仮設住宅を

建てるんだったら、神戸製鋼の住宅跡地にす

ればよかったのに、あそこなら 100戸 ぐら い

は建てられるのに。

王子陸上競技場前サプグランド

被災状況と被災後の居住環境

2年鎌倉 桂子

1. 近所のようす

私の家の回りは、ほとんど全壊しました。

下の方は焼け野原になっています。
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ー ，， な浅
ゲド 事

この辺は本庄町 1丁目の辺りですが、森

南町からこの辺にかけては、東灘区でも最

もたくさん人が亡くなったところだそうで

す。

。濃いところは全壌したところです。

•うすいところは火事で焼けてしまったところです。

近所の写真

① もっと向こうの方もつぶれています。この辺りで残っ

た家は3件だけです。

② 私の住んでいた家です。 3階建ての 1階がつぷれま

した。

③ このアバートは、たくさんが死にました。 10人くら

いだと思います。中学生の子もいっばい死にました。

制服やサッカーポールが、花といっしょに置かれてい
ました。
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④ この近所の人連は、このがれきの山を通って、（高

さが lmぐらいあります）自分の家のものを出しに行

きました。すごく危ないです。

私も通るとき、怖かった。 17日に脱出するときは、

はだしだったので、足をいっばい切った。

次の日歩けませんでした。

電柱などもたくさん倒れていて、危なかった。この近

くは、通れない道がたくさんありました。

•こういう時にも、自分勝手な人はいるも

ので、 こ っ ち は 1つでも多くの荷物を倒

壊した家から出したいのに、 「早く解体

してくれないと、うちの車が出せない」

などと怒っている人がいました。解体屋

まで紹 介しに来た の で す 。 す ご く 腹が建

ちました。

・解体は、 3~ 4件いっしょでした。こっ

ちに着くと、私と弟の部屋があった 3階

がもうありませんでした。

解 体し始めると 、 台 所 が な く な り 、階段

がなくなり、全部なくなりました。

逃げる時は、 「生きていればいい」と思

いましたが、 2年 10ヵ月住んだ家が全部

なくなった時は泣けてきました。私は、

まだ解体 して いない家のガレージの所に

座って見ることしかできませんでした。

2. 避 難所の生活

・私は今、地震から 2回引 っ越しをして、

家を借りて住んでいます。この前までは

6畳 2問の文化住宅に 5人住んでいまし

た。すごくきゅうくつでした。その前は

避難所にいました。避難所は創価学会の

神戸講堂でした。 (3~ 4階ぐらいまで

あります。）約 1カ月ほどお世話になり

ました。

・私の家は玄関がつぶれたので、 くつがあ

りませ んで した。だから避難所にいる問

は、外へ 行く ときもスリッパで生活して

いました。スリッパはおばあちゃんにも

らいました。

・避難所では、余震がある度に悲鳴やざわ

めきが ありまし た 。 こ こ は 住 吉 だ ったの

t
疇

でガスもれの避難勧告なども あり、すご

く大変でした。いつも不安でした。京都

から、おばあちゃんがはるば る来てくれ

た時はうれしかった。くつ下や、水やか

んづめなんかをいっぱい、重くて、電車

も通っていないのに、持ってきてくれた。

本当にうれしかった。
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私 は 2階の畳の間で生活し ていました。

来たばかりの時は玄関までぎゅうぎゅう

で歩くのも大変でした。

となりにいたおじさんはいい人で、い

ろいろお話もしました。おかしももらい

ました。

・避難所での食事は、おにぎりでした。と

てもおいしかった。いつ食べたかは覚え

ていません。そのおにぎりは 奈良からの

もので、ラップに包まれたそのおにぎり

には、 「がんばってください」と書かれ

た小さい紙がついていました。うれしかっ

た。

・避難所を出た後も、食事は、近くの小学

校で頂いていました。最初の 頃 は お か ず

と、サラダみたいなもの、ごはんを頂い

ていましたが、お弁当になりました。 6

月頃まで頂きました。

3. 避難所での生活を振り返って

避難所にいる問は、すごく精神的にめいっ

てしまっていて、目が不自由だったり足を怪

我 し て い て 歩 け な か っ た り し て いたというこ

ともあったのですが、 “何もかもなくしてし

まった”という絶望感がそれ以上に私にのし

かかっていて、何日の何時だということも気
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にせずに生活していた様に思います。たいて

い、いつも寝ていたのですが、ふと思い出し

た様に起きて、時計を見てもらうと（自分で

は目が効かないので）夜中だったり、救援物

資のおにぎりが届いたという報告で起きたり、

時間感覚がほんとにわからなくなっていまし

た。実際、家はもちろん、集めていた本や C

D、それに、高校に入ってからはあまり会っ

てはいなかったけれども、昔からいっしょに

遊んできた幼なじみまでなくしてしまったショッ

クは相当ひどかったです。

1995年度神商祭

最初の頃は泣き寝入りばかりしていました。

夢にまで17日のことがでてきました。なんだ

か、生きることをやめたみたいに私は何もし

なくなりました。これからは何をやっても無

駄だと思いました。何を集めても、何をして

もいつかなくなるから。これは今でも思って

るけど、でも、私がこんなに元気になったの

は、友達や、避難所でいっしょに生活してき

た方や、ポランティアして下さった方のおか

げだと思っています。

2学年展示「阪神大震災」を実施するにあたって

阪神大震災は、本校生にとっても、当時の 1年生にとっても、それまでの平穏な生活を一変

させた。肉親や親しい人を亡くし、家屋は倒壊し、心の傷を負った。校舎も一部が使用不能に

なり、生徒は家族とともに震災の後片付けをしなければならなかった。とても、授業や学校に
行ける状態ではなかった。

震災から10ヵ月になろうとする現在、当時の混乱したようすはなくなったが、今も震災の傷

跡は残り、震災に対する思いは一人ひとり異なる。

阪神大震災に関する学年展示を行うにあたり、まず危惧したのは、このような展示をするこ

と自体、問題はないのか、ということだった。震災で痛手を負い、生活環境が変わり、心身と

もに疲れた人に震災を思い出させていいのか、フラッシュバックさせていいのかということだっ

た。夏休みの課題として震災レポートを出したが、その中でも「自分は被災者でこのようなレ

ポートを書かせる意図は何か、思い出したくない」という意見もあった。また、マスコミ報道

に関して「もし、震災が東京で起こっていれば…」などについて、震災を他人事のように扱っ

ている、人の痛みを共有し、考え、行動することの大切さを訴えるものもあった。

現在、復興に向け、各地で工事が進められている。震災後の課題となった住むところや働く

場所の確保、防災に強いまちづくり、心のケアの問題など、まだクリアされなければならない

課題も多い。この時代に生き、震災という強烈な体験をした人々が、今後どのように生き、何

を行うか。そのための第一歩は事実を記録に残し、考え、実践することだと思う。

心の傷は永遠に続くかもしれない。しかし、心のどこかで “NeverGive Up"の気持ち
をもって少しずつでもいい、前に進んでいってほしい。

この展示の主な内容は次の 5点です。

1. 夏休みの課題レポート「阪神大震災について」から

2. 「阪神大震災の災害状況と活断層」の立体模型の制作

3. 震災当時の学校、長田区、東灘区などの写真

4. 震災当時の航空写真

5. 震災ビデオ

神戸商業高校 2年生の生徒のレポートを中心に、立体模型は 2学年展示係が9月早々から制

作に取り組んだものです。ご覧いただき、生徒への激励をよろしくお願い申し上げます。

1995年11月 3日

市立神戸商業高等学校 2学年主任伊藤善文
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ポランティアをして

2年脇谷朋 子

1月17日の地震後、私達は母校である吾妻

小学校に避難しました。その日は父が出張で

家にいなかったのでとても不安でした。その

分、 一 人暮らしの伯母が一 緒で心強かったで

す。その日小学校に集まった人数はなんと 20

00人もいたらしいです。教室も空いていたの

ですが、体育館の方が安全だということで体

育館に入りました。水も、電気も、ガスも止

まっていたので、夜はライターやろうそく、

懐中電灯で過ごしました。運動場ではたき火

をしている人も沢山いました。あんなに寒かっ

たのに外にいる人もいました。建物に入るの

がこわかったらしいです。電気がつかない何

日間か体育館では人が亡くなったり建物が壊

れたりしているのに、沢山の大人達がビール

を片手に鍋を囲んで盛り上がっていました。

今思えば、やりきれない気持ちだったのかも

しれませんが、その時は「この人達は一 体何

を考えてるんだろう。」と思っていました。

一 番すごかったのはトイレでした。姉と一 緒

に 4階のトイレに行くとあふれそうになって

いました。 3階のトイレに行こうとしたら先

生 が「どこも一緒だ。」 「ガマンしてくれ」

と言 われました。家の事 も心配なのに地震の

その日に集まられた先生はすごいと思った。

こうして私の避難所生活が 4ヵ月間続きまし

た。

私は避難所での 4ヵ月間の生活の中で貴重

な経験をしました。その中でも一 番の思い出

はポランティア活動に参加したことです。は

じめは大体卒業生がしていました。テントで

は部屋 別に洗潅がされていて、 自転車はいろ

んな県からの物で貸出をしてくれていました。

校舎の時計は 5時46分で止まっていました。

地裳 後の一週間は、この運動場でかんばん、

おにぎり、ジュース、チーズなどをもらいま

した。初めの問ボランティアは 2、 3人でし

た。大変な時に、少ない人数で大人の人が頑

張ってくれていました。それなのに配り方が

悪いとか言って私の目の前でなぐりあいにな

りました。その時から私や友逹で手伝 うこと

にしました。

初めは地元の人ばかりでしたが、日が経つ

に連れて東京 、長野、北海道など全国からポ

ランティアの人達が来てくれました。ポラン

ティアの主 な活動は物資の運搬、分別、配給、

名簿作成、炊き出し参加、その他子供と遊ぶ

など以外と色々ありました。朝は 6時30分か

7時に起きて物資を取りに行きます。昼まで

に朝ご飯を配ると、物資が届きます。昼ご飯

の用意、配布、午後は、 子 供達と遊び、 ミー

ティング、物資の分別。夜にはまたご飯を配

り、再びミーティングをして一 日が終わり。

部活が始まるまでの時間、私は毎日この生

活を続けました。

活動は決して苦痛ではなく、とても楽しかっ

たです。特に良かったと思えることは二 つで

す。 一番目は小学生の子供達と一 緒に、毎日

楽しく遊べたことです。すごく無邪気で地裳

の悲しさを忘れさせてくれる程元気 でした。

時には、「友達死んでん。」「家をつぶしたよ。」

とか普通の顔で話していました。心の中では

みんないろんな悩みを抱えているように思え

ました。でも、素直でかわいい友達が沢山で

きてうれしかったです。もう一 つはいろんな

素晴らしい出会いが出来たことです。全国 各

地いろんな所から来た人達に出会えただけで

もうれしいのに、沢山の人と知り合えたこと

です。上は50~60オ、下は同じ年 まで、本当

に幅広い人達でした。

一 人目のリーダーの人は地元の人なので口

はすごく悪いけど一 生懸命にしてくれるとて

もいい人でした。その人も頑張りすぎて倒れ
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てしまい、 4~ 5日問休まれてしまいました。

それから何人かのリ ーダーが変わって、東京

の山下さんという 27オぐらいの人になりまし

た。その人の口癖は「出会いを大切に」でし

た。私はボランティアの人達70~80人と話を

しました。とにかくいろんな人達と仲良くな

りました。 写真を一緒に撮ったり、ボランティ

アルームで一緒に寝たり、ご飯を食べに行っ

たりと、とにかく楽しかったです。落ち着い

てきたら受付も出来て、私も頼りないなりに

頑張りました。新聞の配布、自転車の貸出も

しました。年をとった人とも家族みたいにか

わいがってもらいました。ポランティア活動

の中で山下さんの言う「出会いを大切に」を

私は守れたと思います。みんなで撮った写真、

手紙はつらい気持ちをぶっとばしてくれる大

切な宝 となりました。そして、ボランティア

はつくづく大変なんだとよく分かることが出

来て本当によかったです。

二
二』

生きることの尊さ

3年 小幡寛満

あの震災から 6日後の朝、報道で中 3の頃

同じクラスだった男子の名前が何の前ぶれも

なくパッと現れた。朝、眠気が覚めぬうちに

それを見た私はおぼろげなショックと不安感

に心を包まれながら朝刊に目を走らせた。と、

その紙面の死亡欄には友人の名が間違いな く

載せられていたのです。不安が現実の恐怖に

変わる瞬間でした。その晩、安置所で‘‘彼”

の姿を見た私は心をもぎ取られるような気持

ちになりました。この日は、不意に襲われた

現実に驚いた日でもあり、久しぶりに涙を流

した日でもあった。それから 2日後です。ボ

ランティアをやってみようと思ったのは。

ボランティアをやり始めた当初 は、辛くて

やたら忙しくて、要領も分からず苦労の しっ

ぱなしだった。特に町内外への救援物資配り

は単純作業ながら、 一軒一軒回っていかねば

ならず、見知らぬ町でもあるのでややこしい

仕事でした。他に炊き出しの手伝いや水くみ、

子供の世話などもやりました。日毎に慣れて

きて落ち着いた頃、やっとポランティアの意

義を感じ取りました。初めはとにかく働くと

いう時間だったのが、人とのふれ合いの時間

というのに変わっていき 、今はごく自然な行

動と して自分の中にあります。このボランティ

アを通じて人生 に必要な確かなものが身に付

いたというのが実感できました。

今回の地震で我々は得たものと失ったもの

がよく感じ取られたのではないか。約5200人

もの命が奪われ、あらゆる家屋、土地は焼か

れ倒壊し、交通機関は混乱した。人間の 自信

は崩れ去り、自然の圧倒的な力のもとにひざ

まずかされた。これらの失われたものは多く、

そして大きすぎた。だが反面、得たものもた

くさんあったろう。例えば、現代の人間には

失われつつあった物の大切さの心である。電

気、水、ガス、食物、家、いろいろ失われた

ために思い知ったことだろう。どれだけ今ま

で自分達がぜいたくだったか。それを今回の

裟災は教えてくれた。また、個人的に忘れて

はならぬと思ったのがコミュニケーションの

貴重さだ。私はポランティアを通してたくさ

んの人々に出会った。親切で丁寧な人もいた。

口が悪く、愛想のないような腹が立 つ人もい

た。世の中にはいろんな人がいるだろう、だ

からこそ人に接することは大切だと私は思う。

震災を味わった人の心境は様々だろう。だか

ら得たもの、失ったものも同様であろう。様々
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であったとしても良いものを得た人が多くい

ることを私は信じたい。

この震災が自分にとっては全く大切な経験

だった。私は自然と人間の関係はとても生き

る上で微妙であるということをまず一つ感じ

た。そして、 もう 一 つ。それは生きることの

大切さである。生きているからこそ自分は未

来へ向かっていける。後世に語り継ぐことも

できよう、楽しめる、悲しめる、怒れる、泣

ける、笑える。生きてさえいれば転んでもま

た起き上がれるのだ。今回の災害で亡くなっ

た人達のためにも悲しみや悔やむより、より

多く生きる事が、我々にとって大切なのでは

ないかと私は思いました。

ポランティアによ って得たもの

3年 長間宏則

忘れはしない、そう 1995年 1月17日午前 5

時46分、この阪神、淡路に史上初の震度 7の

激震がおそいました。あの時は土曜日からの

3連休だったので、ほとんどの人は今日から

学校だと思っていたのに違いない矢先の事で

した。あの揺れを感じた時、何も出来ずただ

ふとんの中にずっと入ったままでした。人問

というのは、自然の力の前では無力に等しい

ということが分かりました。

揺れがおさまると、電気が消えました。外

を見ると、自分の家の周囲はたいして被害が

なかったので、大丈夫だったんだと思ってい

たところ、南の方で大火災が始まりました。

ざっと見ただけでも 5、 6の巨大な火の塊が

あったので、とても驚きました。あとで知っ

たことですが、火災が最もすごかったのが長

田区だったのです。しかし、私が見た光景は、

決して長田区とひけを取らないぐらいの大火

災でした。

明るくなってから車で南の方の様子を見に

行くと、私の所と一変していました。家屋の

倒壊があちらこちらにあって、焼け崩れてい

る家屋も多数ありました。南の方に行けば行

くほどひどくなっているのです。私は家が上

の方で良かったと思いました。

地震直後に、ガス ・水道は止められていた

ので、ストープがたけず、水は出ないので大

変苦労した。水は、必ず昼前と、夕方頃 2回

はくみに行かないと足りないのです。公園に

水をくみに行くのですが、その公園は南に

5百メートル行かなければなりません。車で

往復しま したが、給水車が通るので100メー

トルは車が置けないので、ポリタンクを両手

に持って 6~ 8往 復 坂 を100メートルも登ら

なければなりませんでした。もう、筋肉痛が

とまらなかったです。でも、 40日間ぐらいす

ると、近所に給水車が来るようになったので、

楽になりました。

私は、この17年間災害等の本当の恐ろしさ

を知らなかった。知識だけでの理解は、頭で

分かったとしても、天災は体験した人でなけ

れば分からないのものです。自分が稼み上げ

た物が天災というあっという問の出来事によっ

て、財産もなくなり、命がなくなってしまう

怖さは、まるで戦争後のような光景にも思え

た。映画、 TV等の情報システムでは、日本

の高速道路、建物は安全といわれていたが、

毎日通りすがりに見ていた建物が、次の日に

無残な形になってしまうこの現実に、私は夢

を見ているような気がした。私自身目を疑っ

てしまうのは言 うまでもなく、この震災がど

れだけ大規模だったことか、私はこの身をもっ

て悲劇を味わったばかりに、人の悲しみを知

り、被災者とともに悲しむよりは、助けあい、

協力し、今までの明るい生活を取りもどせる

ように私は、奉仕活動をした。しかし、悲し

みを背負った人々なのに、顔には出さず今か

らを一生懸命生きぬこうとする姿が私の心に

焼きつ いた。

1月の寒い中、路上に横たわる人にも毛布

を渡した時に、 「ありがとう」というその言

葉が心の底から伝わってきた。私は今まで奉
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仕活動をした事がないので遠くにいる人にも、

毛布等を持って行くのが大変なため、何度嫌

になった事か。笑顔を作り、励ましの言葉 を

私に下さったので、私は頑張れる様になり、

私がこんなにも喜んでもらえたことが嬉しかっ

た。

地震発生から 5日後、灘区の区民ホールヘ

ポランティアをしに行った。まず、区民ホー

ルに届けられた小さな色々な物資を仕分けし

ていかなければならない。 20種類ぐらいあっ

て、数量は多いので置く所がなくなるんじゃ

ないかと思った。 1時間半ぐらいで仕分けが

終わると、今度は搬出していかなければなら

ない。最低 5種類で数量が 5~10ぐらいを車

で運ぶ。 15台ぐらいで一区切りにして、搬入

車が区民ホールにくる。これを前者にのべた

仕分けする。これをまず三日間した。

四日目からは、区民ホールの整理が出来た

ので、物資の配給に回された。物資の配給は

自動車に積んでから行くので、仕分けよりは

ずっと楽だった。その日、 4回目の配給をし

た。避難場所では、区民ホールで言われた数

量と避難している人数とが食い違いがあった。

あとで分かった事では、午前中の人数の集計

が区民ホールに届いていて、午後になって避

難車が新たに増えた事が原因であった。こう

いう時は、そこの避難所の関係者が人数が増

えたという事を通知しなければいけないと思っ

た。このような状況になると、「＊ールには

物資がたくさんあるのに届けられる量は少な

い。」という人がいる。こういう事を耳にす

るとカチンとくる。そうなると「人数の報告

をしない方が悪い。」と言 いたくなる。

物資配給から 1週間、ポランティア活動を

休憩して、 8日目から洋服配りをした。その

時一緒に働いてくれた人達がいた。その人達

は、はるばる熊本県人吉市から20時間もかけ

て来て下さった。来て下さった理由を聞いた

ら、 「神戸という大都市が災害にあった。神

戸にかぎらず日本中こういう災害が起きたら

私達は手伝いに行く。」と言った。僕は、そ

の言葉を聞いた時、僕だったら他の大都市が

こういう災害をうけたらポランティアをしに

行くだろうか、などとその時は考えていた。

あれこれと考えながら仕事をしていたら、被

災者であるのにかかわらず、余っている下着

を寄付して下さった人もいた。こういう人達

に対して僕は心から感謝した。

ポランティア活動をして、色々な人達の気

持ちを知る事が出来た。また、こういう機会

があったからこそ、 （地震の時だから良くは

ないけど）自分自身を少しは変えていけたん

だと思う。自問自答してみて、ポランティア

をした事に対してとても満足だ。もし、他の

大都市が災害 に襲われたとしたら、僕はポラ

ンティアをしに行くと心に強く刻み込んだ。

9
-

母校でのポランティア活動

卒業生橘田一義

あの阪神大震災から、もう 1年がたとうと

しています。

今の神戸は、あちらこちらで解体作業や復

旧作業が行われ確実に復興しつづけています。

私は県営住宅の 4階に住んでいましたが、

地震で半壊し、傾いた家を修理してもらって

今はそこに住んでいます。

平 成 7年 1月17日午前 5時46分 兵庫県南部

地震が起こりました。揺れた瞬間に目が覚め
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旧作業が行われ確実に復興しつづけています。

私は県営住宅の 4階に住んでいましたが、

地震で半壊し、傾いた家を修理してもらって

今はそこに住んでいます。

平 成 7年 1月17日午前 5時46分 兵庫県南部

地震が起こりました。揺れた瞬間に目が覚め
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ましたが、部屋は真っ暗で、外は物が崩れる

ような、ものすごい音がして、部屋ではいろ

いろな物がドサドサと落ちてきて、もう少し

でタンスが直撃して死ぬかと思いました。

地震がおさまった後、いったい何がおこっ

たのか、わけがわからなくなり、はじめは夢

ではないかと思いましたが、起きて窓を開け

たら冷たい風が部屋にふきこんできて、いっ

きに目が覚めて、これが夢でないことに気が

つき鳥肌が立ってきました。

家族の無事が確認できましたが、家は足の

ふみ場もないほどで、家族みんなで外に出る

ことにしましたが靴を探すのにも苦労するほ

どでした。

外に出ると、近所の人が続々とあつまって

不安そうにしていましたが、近所で家が倒壊

して生き埋めになった人を助け出しました。

そうしている間に外はだんだん明るくなっ

てきました。水がでないのでみんなトイレに

行きたがっているし、家は家具、冷蔵庫など

が倒れ食器などはすべて割れ、靴で家に入ら

なければいけないほどなので、住める状態で

はなく、避難場所に行った方がいいと思いま

した。

私の家は母校である神戸市立神戸商業高校

が 2分ほどで行ける距離に住んでいましたの

で、 1人で一度避難できるかどうか様子を見

に行こうと思い母校に向かいました。

学校に行くと、まだだれひとりいませんで

した。そして体育館にむかって歩いていると

火災報知器の音がだんだん大きくなってきま

した。講堂のあった西館を見た時には、びっ

くりしました。職員室のあった 1階がおしつ

ぶされかかっていて、校舎が傾いていたから

です。学校を 1人でぐるぐると回っていると

体育館はぜんぜん壊れていないことに気がつ

きました。その横には神戸商業で名物ともい

える湧水が流れていましたが、地震の影響で

水はもう流れていませんでした。池の水がた

まっていたので、トイレの水は大丈夫だと思

いました。やがて先生方がこられたので、体

育館を開けてもらい避難させてもらうことに

しました。急いで近所の人達と一緒にふとん

片手に体育館に行きました。

夕方ごろになると、続々と人があつまって

体育館に入れない人が運動場までたくさんい

ました。

地震によって家が倒壊し住む所を失った人

達。余震の恐怖、 2次災害の不安におびえる

人々がいました。私もあの日は安全な場所に

避難することと、 トイレはどうするか、食料

はどうなるのか、これからどうなるのか、な

どとともかく頭がパニック状態になっていま

した。が、悩んでいてもしかたがないし、体

育館にはお年寄りの方が多く避難されていま

したので、あの時期に冷たいおにぎりなどの

食料はかわいそうだし、あたたかいお湯はイ

ンスタント食品などに使えるので必要だと思

い、父と 一緒に雨よけのテントとかまを作り

お粥を作りお湯を沸かすことにしました。

その時、みなさんに「ありがとう」などと

言 われると、とてもうれしくやりがいがあり

ました。やがて自衛隊の方がこられ、お湯な

どを沸かしてくださいましたので、 1週間ほ

どだけやっていました。

そして、全国各地から炊き出しに来て下さ

る方やポランティアに来てくださる方がた＜

さんいました。

その中には、お寺の僧侶の方やポーイスカ

ウトの方やいろいろな団体のみなさんが私達

被災者に暖かい物を作ってくださいました。

そのほかにも、劇団の方が劇をしてくださ

いましたが、歌手の方が歌を歌ってくださっ

たりといろいろな形で私達の励みになってく

ださりとてもありがたかったです。

一番印象に残ったことは、鯛、鯖、鰺、鮭、

鰯などの魚をもって来てくださった方がいま

した。その方は大阪のスーパーで働いている

方で、仕事が休みということで、大きな魚を

焼く機械をもって来て焼いてくださいました。
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そして、私は魚を焼く手伝いをしました。

魚を食べたのは地厖前だったし、大きなガス

コンロで焼いた魚はいままで食べたことのな

いほどおいしく、みなさんがよろこんで食べ

てくださったので、現在調理師見習いとして

がんばっている自分にとっては、とてもうれ

しかったし、魚の焼き方などは、勉強になり

ました。

しかし、魚を焼いていて、たいへんだった

ことは体中に魚の生ぐさいにおいがついてし

まったことです。お風呂にも入れなかった時

期だったので、次の 日に住吉川に行 って体を

洗った時はさすがに寒かったです。

その後は全国から送られてくる救援物資や

食料などがトラックで運ばれてくるので、そ

の栢みおろしをやっていたり、物品を体育 館

に避難されている方に配ったりしていました。

一番照いたことは、一時期、体育館などに30

00人の人が避難されていたので 1£牛乳が20

00本来た時です。牛乳があまってしまったの

で、ほかの避難所に連んでもらったりしまし

た。

私も 3週問ほど体育館に避難していました

が、 一番大変だ ったことは、水が出なかった

ことです。水が出ないということがあれほど

不便とは思いませんでした。トイレの水は住

占川の水をポンプでプールに人れて、みんな

で連んでトイレの水として使っていましたが、

洗潅にはみなさん固っていました。川に洗潅

に行ったり 、コイン ランドリ ーに行ったりし

ていました。

ポランティアをや っていて、うれしかった

ことは、毎日、 全 国からボランティアに来て

くださったことです。その数は200人以上に

もおよぶと思います。みなさん会 社や学校が

あるのに私逹、避難者のために来てください

ました。

私は最初は、だれかがやらなければしかた

がないなどと思っていましたが、やがて、す

こしでもみんなの役に立ちたいと思い、ポラ

ンティアをしました。

やがて 3月木になり、 学校や会社が始まる

ので「神廂ボ ランティア」は解散しました。

3ヵ月館ボラン テ ィアをやってきま したが、

風邪もひかずにやってこられたのは、 全国か

ら炊き出しにこられた方が栄役のある物を作っ

てくださったか らだと思います。

高校 3年の 3学期と言えば、 高校生活最後

の思い出を作る一番楽しい時期だった筈なの

に、授業が最後まで受けられなかったことは

とても残念でした。

しかし、地裳がなければ、 平凡に高校生 活

を終えていたと思いますが、ポランティアを

やっていたことで、先生方 とも話 す機会も増

え、近所の方や他のポランティア方とも仲よ

くなれましたし、人間的にも成長したと思い

ます。

もし、どこかで大きな災害がおきた時には

すぐ、その場所に行きボランティアをしたい

と思います。そして 自分の作った炊き出しの

料理を食ぺてもらうことができた らなにより

です。
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震災時の学校管理をめぐって

～平成 7年度 全商秋季総会および研究協議会における発表の記録より～

司会 束京都立赤羽商業高等学校長

篠塚良一先生

おはようございます。十分ご休憩頂けたで

しょうか。咋日は本当にご苦労様でした。こ

れより秋季総会第 2日目の研究協議に入らせ

て頂きます。

本日の司会を仰せつかりました、東京の赤

羽賄業高校の篠塚でございます。ご協力のほ

どよろしくお願い致します。

咋日は先生方の熱心なご協議、ご協力本当

にありがとうございました。議長団は昨日選

出の皆さんにお願い致します。なお、本日の

11時20分には終了したいと思っております。

ご協力下さい。早速これから始めて頂きま

す。

どうぞ議長団よろしくお願い致します。

議長 奈良県立桜井商業高等学校長

大庭 清先生

それでは議長を代わりまして、私が担当さ

せて項きます。どうぞよろしくお願い致しま

す。発表の先生も色々おっしゃりたいことが

たくさんあると思うんですが、時間の制約が

ございますので、それぞれ発表を30分に、質

交通センタービル（三宮）

校長 川崎 凱 史

疑を入れて35分ということでございますので、

よろしくお願いしたいと思います。それでは

今日の第一番目に近畿プロックから、兵叩県

の神戸市立神戸商業高等学校長の川崎先生、

「震災時の学校の管理をめぐって』というこ

とでご報告をいただきます。どうぞよろしく

お願いします。

神戸市立神戸商業高等学校

川崎校長先生

皆様、おはようございます。ただいまご紹

介を受けました川崎でございます。こうして

ここに立ちますと、昨年のちょうどこの大会

の 2日目、まず地震の話からスタートを切 っ

たのを思い出しております。あの折りはまさ

かあれ以上の地裳に私どもが見舞われるとは

夢にも思ってはおりませんでしたし、も ちろ

ん、そういった地震等に対する対応なども、

何も考えてはおりませんでした。あれから婦

りまして、それこそ学校の皆に、 「青森では

えらい目におうたで。神戸ではちょっと考え

られへんし、本当にええとこに住んでいて良

かったと、つくづく思ったことや。」と、そ

んなふうなことを話したものです。

それから 2ヵ月後、震度 7という本当に大

変な地蔑に見舞われたわけでございます。

まず、何よりも、 1月17日以降、全国の、

学校或いは一般の市民の方々から、私共、さ

らには被災された学校等に激励のお便り、或

いは救援物資や義援金等、本当に心温まるご

支援を頂きましたことを、高い所からではご

ざいますけれど心からお礼申し上げます。

私共の学校について申しますと、宇部商業

の校長先生、いらっしゃいましたら、お許し
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を頂きたいんですが、春の選抜に出場される

ということで、私共の方にポランティアを早

速に申し入れを頂きましたけれど、まあまあ

足りているということもありましたし、何よ

りも、選抜に向けての練習 にお励み頂きたい

と思いまして、お断わり致しました。本当 に

失礼なことを致しました。お詫ぴとお礼を申

し上げます。

それでは報告の 主題に入る訳でございます

が、この青 い表紙の冊子ですね。発表という

よりも私の記録用にまとめたもので、その最

初の方に学校の要約等をつけております。こ

れをもとにして報告 させて項こうと思ってお

ります。それから B4の方ですが、補助資料

ということで、地窟の後、折々に私共の方で

用意をし、生徒に配ったり、或いは避難者に

掲示でお知らせしたりしたようなものを、裏

表ですけれども 2枚を綴じて、 用意を致 し て

おります。また、参考にご覧おき下さい。そ

れでは内容に入らせて項きます。

まず、私共の学校でございますが、ここに

書 いておりますように70年の歴史を持ってお

ります。市立第三 神港商業学校として1923年

に創立されました。それから何度かの移り変

わり、変遷を経まして、現在の地、神戸市東

灘区の西岡本という場所がございますが、こ

ちらに参りましたのが昭和27年でございます。

今、西岡本と申しましたが、ここも、或いは

ご承知かと思いますが、震災の後、崖崩れな

どの危険があるということで避難勧告 が出さ

れた場所でございます。他の生徒の在籍数等

は省略させて頂きます。また、学校要党に載

せている概略図をここに転載しておりますが、

大体の位置は、まず山側つまり北側は阪急電

鉄、そして浜側つまり南側には JRの東 海 道

本線が走っており、そのちょうど真ん中辺り

に位隧しております。また、西側には、六甲

山から流れ出ている住吉川というのが流れて

いて、この川が震災時には大いに役立ってく

れました。

話 は変わりますが、私は須磨区、神戸市の

西側のしかも六甲山の裏側の新興住宅地に住

宅を構えております。大体普段ですと、地下

鉄、 J R等を使いまして 1時 問10分もあれば

通勤できるのですが、この17日は大変でした。

実は、私は自動車も単車も運転は全然だめで

して、さてどうやって学校に行こうかと思っ

ておりましたところに、弟が来ましたので、

弟の車に乗せてもらって、 自宅を出ました。

ご存知のように、須磨区、浜側の方つまり旧

市内ですね、その辺りから長田区等にかけま

しては火災が発生 し、まだ燃えておりました。

そうした中を走りまして、学校迄 4時間以上

はかかったと思います。

学校に近づきましたら、先程申しました住

吉川の橋の上から本館の屋根が見えてホッと

しました。ところが校門に入り、中庭を西方

向に右折しますと、真正面に破壊された本館

管理棟が目に入りました。これは写真でご覧

になりましたように、 1階部分が校長室 ・事

務室、そして進路指導室 ・職員室等 となって

いますが、この中枢部分が完全に破壊されて

おりました。目の前に見える窓枠が全部「く」

の字 に曲がっておりまして、 今 にもそれこそ

圧しつぶされんばかりの状態で、これを見ま

して本当にもうガックリときたのを覚えてお

ります。この管理棟は 4月に入りましてから

取り壊され、現在はここはさら地になってお

ります。学校のすぐ北側には幹線道路が走っ

ておりますが、これに沿って学校では北館と

地割れしたグランドと避難テント
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呼んでいる校舎があります。これもかなり厖

裂が走っ ておりますが何とか生 き残っ ており、

目下それの補修をや ってもらっております。

この校舎の南側に中庭を挟んで、先ず西 に

新館とい っている特別教室の校舎がございま

す。 3階建てで、現在はこれを管理棟として

使 っておりますので、本校には特別教室がな

いという状況でございます。 生き残りました

北館の方に商業科関係ですとコンピュータの

部屋である情報処理の第 1教室 と第 2教室、

それからワープロの方も第 1と第 2といった

ものが生 き残 っております。次に、新館の東

に大きな校舎で南館と呼んでいるのがありま

すが、これは内部に入りますと大きな柱等 に

物湊い亀裂が走 っております。どうも北東の

方向に傾いているような感じがしますし、床

なども浮 き上がっている所もございます。教

室 も2ヵ所 ほどでジャッキアップして天井を

支えているところもございます。新しく建て

直すかどうか問題になっていましたが、最終

的には文部省・大蔵省 の査定により今年中に

補修 ・改修で何とかや って行 こうと決まりま

した。教員の中には「あそこは傾いとるで、

多 くの生徒が出入りするのに、ほんまに大丈

夫 かいな。」 と心配する者もいます。揚げ句

の果てには「あの 4階の危ないところに校長

室 を持 ってい った らどないや。」 と冗談を言

う者 も出ますが、私も「一番の年寄りやし、

別にかまへんで。」と返しているような状態

です。グランドの方ですが、こちらも周囲の

解体される阪急三宮駅

塀或いは フェ ンスがかなり破損 しておりま す。

また地割れもかなりございましたが、これも

来年の 3月迄には補修 ・改修をするようにな っ

ております。

さて学校管理にかかわることに移ります。

17日には周辺の住民が学校に避難して来ら れ

ましたが、 学校によりましては避難したけれ

ども校舎 には入れない。だからガラスを割っ

て入ったというところもあると聞いておりま

す。しかし、私共の所ではたまたまですが、

技術職員の一人がやはり被災しておりまして、

彼が家族を連れて朝早 く学校に来 ましたので、

ガラスを割 って入 られるということはありま

せんでした。

管理の問題では、やはり、避難者の先ずは

生活の場というか条件をきちんとする。いつ

まで続くか分からない避難生活なのですから、

ともかく安心して出来るだけ気持ちよく避難

生活を送って項けるような条件作りを図るこ

と、これが第 1。次に、健康或いは環境衛生

の面での管理。やっぱりこういうことが必要

だと思いました。

先程申しましたように、私が学校に着 いた

のは午後ですから、それまでに早 くか ら教頭

と数名の教員が来ておりまして、先ず避難場

所の体育館をモップで掃除をし、また、薬品

等 を崩れかけている本館の保健室から持ち出

すとか、ゴミ入れやストープ等 を用意 したり

して、避難者の来校を待ち受けてくれており、

大変助かりました。ともかく 17日だけで資料

にも書 いておりましたように、 500人程の住

民が来られました。

18日には、これもご存知だと思いますが、

東 灘区の海岸沿いにある LPGタンクのガス

蝠れの恐れがあるということで、午前 6時 に

避難勧告が出ました。それで多数の住民が避

難されて来られました。 18日の午前中で、も

う体育館は勿論として、 立 ち入り禁止にして

おります南校舎、それにグランドも避難者 で

満ち溢れる状態となりました。ざ っとですけ
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れど2000名 近 くの人々が来られました。しか

も寒いですからグランドのあちこちで焚き火

をされる 訳ですが、壊れている管 理棟の内部

に入 って、燃えそうなものを持 ち出して焚き

火をされるというそういうグループもありま

した。ですから、 「校舎内には入らないよう

にして下さい。」といったことを、既につぶ

れかけている校舎の出入り口やその周辺に立っ

て我々が注意をするということもやりました

けれども、もう 全然そうしたことは聞き入れ

ても らえないような状況でした。この日のタ

方 6時30分頃に避難勧告 が解除されましたの

で、かなりの方は帰られましたが、それでも、

ざっと 1300人ほどが学校に残られました。

次に大切なのは水の問題ですが、しかしこ

れが非常に大変なことでございました。とも

かくライフラインがストップしておりますの

で、もう水が一 番何とかせないかんなと、 今

後の最大の問題だなと、つ＜づくこう痛感し

ました。このたびは、先ずはプールから本校

の職員たちがポリパケツ等に水を汲んで、こ

れを体育 館の前に並べて用意 をしておくよう

にしました。しかし、変な話 ですけれど、 ト

イレも校舎が壊れたため非常に限られた箇所

しか使えない状態ですし、しかも、たくさん

の人が使うものですから便が山盛りになるん

ですね。こんな中で、本当に感心しましたけ

れど、本校の若手の 教員 たちが 「おい、誰々

ちょっとすまんけどトイレの掃除に行こう

ゃ。」と互 いに呼びかけまして、それこそス

コップやビニール袋を持ってトイレ掃除をや

るということがありました。ところで、プー

ルの水を汲み出す、しかしそのうちにだんだ

んとプールの水がなくなるということになる

訳ですが、 幸 いなことに私共の学校は、先程

も申しましたように、すぐ西側に住吉 川が流

れておりますので、この川の水を、これもあ

る企業が提供してくれましたポンプで汲み上

げてプールに溜める、そしてそれをトイレ等

の水に使用すると、こうしたこともやりまし

ポートアイランド岸壁

た。その内に、避難生活が一•応落ち沿いてく

ると避難者が 自分達でプールか ら水を汲んで

来て用意をすると い うことになりました。

さら に、避難者 の人数の把握、また氏名や

住所等の把握等も必要な訳で、 これにつきま

しては、本当 に余震があり危ない状況にあ っ

たんですが、あの壊れた管理棟 から教員たち

がワープロ等を連び出しましてそれを使い、

名簿を作成しました。しかし避難者には出入

りがある訳ですから、そうした情報を的確に

掴むためにも、体育館の避難者を 4プロック

に分けまして、それぞれのプロックから世話

役の方を選んでもら い、 その世話役を通して

人数等の出入りや住所 ・氏名を確認してもら

うと いうこ とをや りました。

ともかく、避難所内の組織 作 りも大云ドなこ

とだと思います。人の管理と申しますか、こ

うしたことは何よりも先ず学校として掌握し

なければいけない訳で、今申しましたよ うに

機器を使って名洒を作る 、 また各プロックご

とにノートを用意して人の移動や日々の出来

事を記録していく 、 さらに朝と夕方に宿直教

員 と世話役、そして区役所からの派逍職員の

3者 でミーティングを行う、こうしたことを

や りまし た。本校教員 の宿湮 は、 毎日 2名で

当 たり 、 6月末迄続けました。このように、

組織作りをやり、プロックの代表や全体の世

話役を通して色々と連絡をとり、 菅理運営に

当 たった訳ですが、そうやりましても、や っ

ばり長い避 難生活ですから時にはl店暉17論も
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あり、宿直の教員が、深夜に派出所に飛んで

行くということもありました。また、大阪近

辺のホームレスがたまたま入り込んでいると

いうこともありましたが、これなどは避難者

の名簿を作って行く過程で分かったことです。

次に、ボランティアに関することですが、

これには本校の卒業生や神戸大学の学生、そ

れに避難者の中の若い人等が中心になって当

たり、運び込まれた食料や救援物資の受け取

り、それらの支給等の作業をやってくれまし

た。食料につきましては、 18日の朝にパンと

飲料水の支給がありましたが塁が少なく、子

供を侵先して給付しました。午後になり、避

難者にどうにか行き渡る程度の食料が届きま

した。また、 19日以降、大阪の方からのおに

ぎりの差し入れや、岡山県からのおにぎりと

牛乳の差 し入れなどもあり、さらに奈良や富

山からのボランティアによるシチュウやおで

ん等の炊き出しにも助けて頂きました。

2月に入り、体育館の南側に風呂を設置し

てもらいました。これは薪でたくもので、そ

の薪割りの作業にもポランティアが活躍して

くれました。

心のケアにかかわることとしては、テレビ

の設囮が挙げられます。体育館の入り口に学

校のテレビを 1台とそれに NHK千葉放送局

からお借りしたテレビ 1台を設置し、避難者

に提供しました。それから子供を対象にした

チビッ子広場をグランドの片隅に設けて、色々

な遊びをやりました。生徒会担当の教員や美

術担当の教員が中心になって、毎日、凧作り

やゲーム等をやりましたが、その辺のことが

テレビで放映されたように記憶致しておりま

す。また、子供の勉強部屋として、当初は食

堂を提供していましたが、食堂がやがて救援

物資等の貯蔵倉庫になりましたので、子供用

には教室の一 つを転用しました。

1月の末でしたか、 住吉川向こうの私立 の

甲南小学校というのがございますが、授業を

再開するということで、立ち退きを要求され、

そこにおられた方々がまた本校に避難して来

られるということになりました。しかし、も

う場所がありませんでの、グランドの丁度 4

分の 1に当たる部分に自衛隊がテントを張っ

てくれまして、 125名の人達が長期間テント

生活をされました。さらに、私立甲南大学か

らも、大学が再開されるというので、避難し

ていた人達がやはり立ち退きを要請され、 3

月に入り 40名程でしたが、本校へ来られまし

た。このように、なかなか避難者の数は減ら

ないというのが、しばらくの間の、本校の状

況でございます。

それから、もう一 つ痛感しましたのは、情

報 ・通信等のことですね。伝達などの手段の

確保でございますけれども、本校の場合、管

理棟がつぶれましたので、電話が全然だめで

す。しばらくは、 「あんたのとこに電話して

も、ベルは鳴るけど誰も出てくれないな。」

と言われたものですが、出られないのは当然

で、電源がある管理棟の事務室には入れない

のです。入れない所を、当初は私も校長室に

10回程入りました。市教委に行きますと、教

育長と「先生、もう中に入らんよう皆さんに

言 うて下さいな。」 「分かりました。そうし

ます。」などとやりとりするのですが、学校

に行き、職員朝集で「教育長に、こう 言 われ

たんで、入らんようにして下さい。」と 言 っ

ても、その後、私自身が崩れかけた校長室に

潜り込んで行くようなことでした。そうやっ

ていろんなものを運び出し、それで、生徒や

グランドに置かれた仮設校舎用建築資材
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教職員 の安否確認さらに入試事務 等 が進めら

れた訳で す。 しかし、ともかく 電 話に は 困 り

まし た 。 そ こ で、たまたま委員 会への連絡の

ために近くの市立 御影工業高校に出向いた折

りに、電話 のことを話 しましたら、 若 い電 気

科の先生が一 緒に来てくれまして、 事 務 室 に

潜り込んでくれ、 電話 一 本 を繋 いで くれまし

た。本当 に助かりました。その後、しばらく

してNTTが避 難者 用に 4台備え付け て く れ

ました。 1月30日でしたが、全市 の 校園長 会

で市教 委から携帯電 話が各校に 1個 ずつ貸し

出されましたが、ああいうものはもう少し 早

い目に対応してもら ったなら非常に助か っ た

のにな、とこう思っております。

時間が 迫 り ましたが、避難者 と一 緒 に 行 っ

た入学式等 ま だまだ報告 することはあるので

すが、ともかくこのような状態で、 8ヵ月程

が過ぎました。先程申しました立 ち入り 禁 止

にしている南館に は 、 家 庭 科 の 食 物 関係の教

室や商 業科 の総合実 践 室 等があり、また 1.

2年 の ホ ー ム ルーム教室がありますが、全て

だめですので、 特にホームルーム教室だけを

3月に入り建ててもらった仮設校舎 に移して

おりま す 。 仮 設校舎 はグランドの約半分程に

5棟建ててもらいましたが、そのうちの 2棟

は近 く の 小学 校の 5年 生が使用しています。

ですから、現在 、本校の生 徒は小学校の 5年

生と共同生 活 を送 っている訳です。

グラ ン ドの 自衛隊のテントが撤去さ れ た の

は、神戸市 が 「8月20日には、学校の機能を

回復するために、避難所を解消する。」と公

表した後でした。 私共 の学校は、 21日に 避 難

者の数がゼロに なりました。最後の方にお会

いして、お礼を言 われました時には、ついつ

い涙がにじんでくるという経験を致しました。

また、 2学 期からは、体育 館が一 応使えるよ

うになりましたが、グランドには仮設校舎 が

あり、半分は使 えない状態が依然として続い

ております。 南 館も修復をするという こ と に

なっておりますけ れ ど 、 ま だ 手 は つ けられて

お り ま せ ん。 こ の よ う な 状 況 で毎 日を送 って

いるのでございます。

学 校 管理 という 大 きなタイトルを付けてお

りますが、 震 災経験を通して軍要だと痛感し

たこと、つまり避難者 にかかわること、水の

こと、 電 話のこと等 をごく簡単に報告 させて

もら っただけに過ぎません。本 当 に概略で、

簡単 な報告 になり、 申 し訳 ございませんでし

た。 実 は、 8月の上旬に 神奈 川 県 から校長先

生 方 が十 数 名来校されました。その折りには

30分 の予 定でしたが、本校でお話 ししたこと

もあり、 1時 問30分 ほど お話 しさせてもらい

ました。それでもまだ不十分な感 じ が し ま し

たけれども、 今 日はもっと少な い時 間であり、

お分かり 頂 けましたかどうか分かりませんが、

一 応、これで終わ らせ て頂 きます。どうもあ

りがとうございました。

《付 記）

この記録は、 平 成 7年 10月 6日に、 高 知市

で 行 わ れ た全 国商業 高 等 学校 長 総 会 ・研究協

議 会 で 報告 したものである。 当大 会 には裳 災

に関する写 真を模造 紙 2枚に貼付し、 会場入

り口に掲示 してもらったが、それを見 てもら

うことにより報告 の内容が参加された全国の

商業高 校の校長 先生方にさらによく 理 解して

もら ったと思っている。

なお、報告 の内容はほぼ 8月下旬迄のもの

であり、それ以後のことについては当然触れ

ていないので、その後の移り変わりを以下に

解 体 さ れ た 本 館
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概略述べてみたい。

4月以降、仮設校舎で生活を共 にして来た

本山第 2小学校の児童達が母校に帰ったのが

10月27日であった。それに先立 ち25日に本校

のグランドで送別の集会を行ったが、 互いに

記念の品を交換するなど、生涯忘れ得ない行

事 となったことであろう。

また、神商祭を11月 1~ 3日に予定通り実

施した。 第 2日の音楽祭には、合唱コンクー

ルに引き続き、若手ギタリストである原公一

郎氏のギター演奏会を催したが、出席者一 同

は原氏の奏でる絶妙なギターの調べに、しば

しロマンの世界に引き入れられたものであっ

た。翌日の第 3日は殆ど仮設校舎を使って一

般公開を行った。条件の悪い中ではあったが、

訪れる人も多く、例年に劣らず盛況のうちに

終始した神商祭であったと言 えよう。

ところで、校舎等の復1日工事も徐々にでは

あるが進められている。南館の改修が12月末

を目途に行われており、またプールやグラン

ド周囲のフェンス等も 3月完了の予定で着手

されている。さらに、本館の取り壊しや新館

の管理棟への転用等により失われた特別教室

も、 年明けには本館の跡地に仮設ではあるが

建設 されることになっている。これが出来上

がると、仮設校舎 の撤去 によるグランドの復

旧と相侯って、来春 4月には一応の現状復旧

がなり、新学年を迎えることになる。

現在 は、その日の一 日も早からんことを願っ

て、教職員• 生徒共々に耐乏の生活を送って

いる毎日である。
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「こころの傷のケアー」の調査結果と考察

1.はじめに

都市を襲った内陸地震、阪神大裳災下で心

のケアをいち早く推し進めたのはローカルゲー

トキーパーであった。地域で暮らし地域の事

をよく知り被災者に共感できる立場にある人

達 の直接的なコミュ ニケーショ ンは、被災者

の心の傷を癒す大きな力となり得た。

心的外傷後のストレスを長期化させずでき

るだけ早期に低減させていく方策は、信頼で

きる相談相手であり、災害によって生じる心

身変化についての十分な情報提供である。

今回実施した 「心のケア調査」は高校生の

心身変調を知る大切な情報として、ストレス

の低減に活用できまた、私達一人ひとりがロー

カルゲートキーパーの支援ができたらと考え

た。

2. 調査の実際

1)調査方法（表 1)

回数 調査日
内 容

生徒回答 担任回答
対象

1回目 5月末日
」心身の状態

被 災 状 況 全

2回目 9月 1日
所 見 阻

3回目 1月予定
心身の状態 徒

2)心理的変調問診票 （資料 1)の採点法

生徒が感じているストレスの強さをは

かるための尺度で「はい」と答えた項目

の数が多いほどストレス度が強いことを

示す。次の 4つの得点方法で集計 ・解析

した。

①総得点

(1)～(17)までの17問診項目の中で「 は

い」と答えた項目の数。
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② 再 体験得点

(1)～(5)までの 5項目の中で「はい」

と答えた項目の数。

1項目以上「は い」があればス トレ

スサインとみる。

③ 認 知的 過 緊 張得 点

(6)---(12)までの 7項目の中で「はい」

と答 え た 項目の数。

3項目以上「はい」があればストレ

スサインとみる。

④ 生 理的 過 緊 張

(13)～（17)までの 5項目の中で「はい」

と答えた項目の数。

2項目以上「はい」があればストレ

スサ イ ンと みる。

3)身体変調問診票（資料 2)の採点法

生徒が感じている身体変化の強さをはか

るための尺度。 「はい」の数が多いほどス

トレス度が強いことを示 しているとみる。

4)留意する こと

① 「はい」の数が多ければ、ストレス

が残っているとみる。 「はい」 「いい

ぇ」がはっきり出せない場合や回答の

ない場合は「はい」として集計する

（答えら れない場合、調査自体を回避

しているととらえる。）

② データーの集計法、解析法は個々の

生徒単位に記録して継続的な調査 デー

ターを追って解析して対応していくこ

とが大原則である。



＜資 料 1> 心理 変調 アン ケー ト

I. この）力月l甘1に、あなたはつぎにのぺるような体験がつ

づきましたか。

①地震のときの光最がくりかえし思い出される

はい・いいえ

②地震のときの光娯をくりかえし拶に見る はい ・いいえ

③ もう一度、地店がおきたように感じてびっくりする

はい・いしヽえ

④地震を思い出させるものを見たり聞いたりするとつらく

なる はい • いいえ

⑤地震のことを思い出すと体がこわばり、緊張する

はい ・いいえ

⑥地四のことを考えたり、話題にするのをさける

はい ・いいえ

⑦地震のことを思い出させることや場所をさける

はい ・いいえ

⑧地哀のときのことをよく思い出せない はい・いいえ

⑨大切だとわかっていることでも一生懸命になれない

はい ・いいえ

⑩ほかの人といても、その人との距離が遠く感じられる

はい・いいえ

⑪ものごとに感動しなくなる、できるだけ感情を抑える

はい ・いいえ

⑫先のこと、将来のことを考える気になれない

はい ・いいえ

⑬衷つきが悪くなったり、すぐ目を覚ましたりする

はい・し‘"‘え
⑭イライラしがちで、ささいなことにもすぐカッとする

はい ・いいえ

⑮ものごとに集中できない はい ・いいえ

⑯ものごとに過敏になって、眠気も起きないはい ・いいえ

⑰わずかなことにもひどく 驚 く はい ・いいえ

＜資料2>身 体 変 調 ア ンケート

2. この 1ヵ月間に体の変調がありましたか

① いつも頭痛がする はい ・いいえ

②頭が重い感じがする はい ・いいえ

③扇こりがする はい ・いいえ

④便秘をする はい ・いいえ

⑤下痢をする はい ・いいえ

⑥頻繁にトイレヘ行く（頻尿） はい • いいえ

⑦おなかが痛い（腹痛） はい • いいえ

⑧めまいがする はい・いいえ

⑨失神する はい ・いいえ

⑩吐き気がする はい • いいえ
⑪筋肉が緊張してこわばる はい・いいえ

⑫食欲がない はい・いいえ

＜資料 3>被災状況アンケート

回答 日年月 日

災害は強烈な体験です。人のこころに大きなストレスを与

えます。そのため、災害後にさまざまな心理的 ・身体的な変

調を経験する方がたくさんいます。ここには、大きな災害を

経験した人なら、誰でも体験するような心理的状態や身体状

態をこれまでの研究をもとにまとめてあります。これらの質

問に答えていただくことによって、あなた自身の状況を客観

的に知っていただけると思います。

科年組番氏名

この裳災でみなさんが体験した被害を教えて下さい。

I. あなたの家の被害はどうでしたか。

□ 全く被害はなかった

口室内に多少被害があった

口建物が一部相壊した

口建物が半壊した

口建物が全壊した

口 火事で建物が半焼

口 火事で建物が全焼

2. 今回の地笈で、水逍、ガス、電気、屯話が使えなくなり

ましたが、もとにもどるまでどのくらいかかりましたか。

水道（ 何日ぐらい）

ガス（ 何日ぐらい）

電気（ 何日ぐらい）

電話（ 何日ぐらい）

3. 地哀の後、あなたは自宅で生活できましたか

口 自宅で生活できた

口知り合いの所へ避難した

口 勤め先が提供してくれる場所に避難した

□ ホテル ・モーテルに避難した

口 公的な避難所に避難した

口 その他（具体的に ） 

4. 現在の住まいは

口地震前と同じ自宅

□ 新しく自宅を引っ越した

□ 知り合いの所へ避難中

仁］ 勤め先が捉供してくれる場所に避難中

口 ホテル・モーテルに避難中

口 公的な避難所に避難中

仁］ その他（具体的に ） 

5. あなたの通学方法は

口徒歩（ 分）

口自転車

口 パ ス

口電車

口家族の車

口その他（具体的に ） 

＜資料4>担任所見

担任の先生方へ

災害は強烈な体験です。生徒のこころにおおきなストレス

を与えます。そのため、災害後にさまざまな心理的・身体的

な変調を経験する生徒がたくさんいます。

以下の点について、担任の先生の視点でご回答下さい。

科 年 組 氏名

I. 行動面 栢極 普通 消極

2. 情緒面 安定 普通 不安定

3.人問関係 "平!t-69 普通 孤立
4. 学築意欲 栢極 普通 消極

5. 出欠状況 普通 欠席がち

6. 家族の状況（変化があれば、分かる範囲でこ噴己入下さい）

①震災による死亡 （続柄 ） 

②震災による病気 （続柄 ） 

③窟災による怪我 （続柄 ） 

④震災による失築 （続柄 ） 
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3. 集 計結果と考察

1)心 理的変調の集計結果

① 本 校生徒の総得点 (1回目調査と 2回目調査の比較の男女比） （表 2)

％ ％ 

40 30 20 10 I得t| 10 20 30 40 
ヽ ヽ ． ． 

• ----- 32．← 三 ィイ 20.3 ---------・・ -• -4・ 0.0 
45.2 -――― 16 4 

•̀ 6.8 9.4 ヽ• ヽ

ヽ ヽ

｀ 4 5.9 
ヽ

6.3ぶ
ヽ

5.o▲ 
ヽ

) ( • --- ... ) 7.7 ） （▲ -一一 •)

得盈廻さ 1回目 2回目 ＼ 得点 1回目 2回目

゜
72 99 

゜
126 247 

1 32 36 I 84 108 
2 27 26 2 90 84 
3 29 15 3 81 58 
4 21 13 男 女 4 59 39 
5 13 ， 5 51 31 
6 5 7 6 48 22 
7 5 4 子 子 7 25 8 
8 6 2 0.4 0.3 8 23 11 ， 

゜
3 ， 17 5 

10 6 4 13 0.2 10 6 2 
11 2 

゜
11 ， I 

12 

゜
l 0.5 14 12 

゜
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13 

゜ ゜
13 I 

゜14 1 

゜
0.5 15 14 

゜ ゜15 I 

゜ 16 
15 

゜ ゜16 

゜ ゜
16 

゜ ゜17 

゜ ゜ 17 
17 

゜ ゜合計人致 220人 219人 合計人数 620人 618人

② 兵庫県20オ以上 の人の調査（避難所生活と自宅生活の総 得点） （表 3)

(%) 

12 

10 

8
 

6
 

4
 

2
 

゜

Leuel of Posttraumatic Stress < 3月調査）

（避難所）

（自宅）

e 1 2 3 4 5 6 7 a 9 10 11 12 13 14 1s 16 11 

Stress Leuel 
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① - 1 1回目調査より 2回目調査の総得点が高い生徒（表 4)

性別

割合（％）

全体の割合

:．8:1ド．9：
13.9% 

① -2 神戸市立高等学校 (10校）と神商生の比較（表 5)

ストレス 1回目

45.0% 

40．ぼ＇

35．叫
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20.~I 

15.°"' 

10.°"',． 

0. 

B c D E F H ーJ 

③ - 1 1回目調査と 2回目調査の問診別、症状別割合（本校男子生徒） （表 6)

1. この 1ヶ月間に、 あなたは次に述べる体験が続きま したか（表 6)
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③ -2 

1. この 1

1回目調査 と2回目調査の問診別、症状別割合（本校女子生徒）（表 7)．． 
ヵ月間に、あなたは次に述べるような体験が続きましたか。 ＾・……▲
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症状 再体 験 認知的回避 生理的過緊張

1回目調査(5月）
2回目調査(9月）

30 

20 

10 

③ -3 
％ 

症状別推移（表 8)

26.5 

(1回 目調査）

18.6 

l:ì ` ｀`  ̀̀｀｀ ~-_l_—-竹。
``｀ 幽―＿一―

8.6 
(2回目調査）

③ -4  
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30 

20 

10 

症状別ス

26.5 

トレスサイン度（表 9)

(1回目調査）

26. 4 

ふ‘``｀ |̀` ｀ ｀ ？/‘l/‘‘/‘ ... 

7.6 

16.8 

(2回 目調査）

0
（
症
状
）

0
（
症
状
）

再体 験 認知的回避 生理的過緊張

1~5項目 |-6~12項目 1 13~17項目
• •四．．庄．墾．．．．十··認紐的阿叫．． l…卑匹的追翠隠．．
5問診中、 1項目以上 7問診中、3項目以上 5問診中、2項目以上

※ ⑦再体験とは、災害体験を心の中で反蜀することを通して、少しずつそれを現実と して需

要していく過程。具体的な反応と して、フラ ッシュバック現象が知 られて いる。

＠認知的回避とは、 自分と災害との関わりをできるだけ否定し、災害による心の同様を抑

制する試み。最も極端には災害時の記憶そのものを喪失したり、刹那的生 き方がある。

◎生理的過緊張とは、ストレス負荷により 生体の生理的覚醒 水準 が過度に高く 維 持される

ことによる症状。睡眠障害が顕著で過敏反応などが知られている。
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③ -4  上位 5項目、 1回目調査と 2回目調査の比較と男女比（表10)

男 子 上位 5項目 屈 女 子

| 32.2 過 26.9 l 
| 27.9 

もの事に集中できない 塁 21.3 | 

| 24.5 地窟を思い出させる事を見たり ： 46.9 I 
I 20.1 聞いたりするとつらくなる 31.5 | 

I ． 26.8 地窟の時の光景が繰り返し思い ； 37.7 | 
出される

もう一度地震が起きたような感 i 38.5 | 
じでびっくりする 18.7 | 

I 20.0 大切なことだと分かっているこ 凰| 17.4 とでも一生懸命になれない 16.7 I 

I 20;9 イライラしがちでささいなこと 過 25.4 I 
| 16.9 でもすぐカッとする 塁 亡二］ 21 回回(目目5即調月月査） 五

寝付きが悪くなり 過 仁 (9)

I 14.5 すぐ目を覚ましたりする 塁 17.2 | 
％ ％ 

' I ＇ ＇ ＇ 50 40 30 20 10 

゜ ゜
10 20 30 40 50 

2)心理的変調の考察

①本校生の総得点（表 2)20オ以上の人

の総得点（表 3) を比較した場合、高校

生よりも大人がストレスを強く感じてい

る事 が分かる。また、自宅生活者は避難

所生活者と同じくらいかそれ以上にス ト

レスがあることが分かった。地震当初、

避難所中心の活動になりがちで、兵庫県

の場合は 2月当初から外部ポランティア

による避難所での巡回相談が活発になっ

たが自宅で生活する被災者まで対象とさ

れていなかった。この結果と推測する。

② （表 2) の男女比に焦点を合わせてみ

ると、 2つのことが分かる。

・女子生徒は 1 • 2回調査とも 0得 点

（症状なし）の生徒が少なく症状あり

は 1回目で80パーセント 、 2回目で60

パーセントと高率を示している。

• しかし（表 4) の 2 回目調査では男子

生 徒 の方が3.5パ ー セ ン ト 女子生徒よ

り高 くなっている。

心的外偽後ストレス障害 は通常災害 直後

6ヶ月以内に発現すると考えられている

が10ヶ月後、 1年後など症状がおそく出

る場合は重篤な症状を示すと言 われてい

る。 2回目調査の総得点が高 い生徒は要

注意生徒として診ていきたい。

③ （表 5) で男子生徒の多い高校と女子

生徒の多い高校に分けて解析してみると

女子生徒の多い高校が 1~17項目で高 い

率を示した、(1回目調査）。 2回目、 3

回目と比較することが必要であるが総得

点（表 2)でも高率を示 している。

（表10)でさらに解析してみると女性

徒は、再体験症状に多くの訴えがあるの

に対して、男生徒は、再体験と生理的過

緊張症状の 2症状に分散されている。女

生徒の方が災害体験をゆっくり受容 して

いることが分かった。

④ （表 9) のストレスサイン度は回避症

状 が 1、 2回とも変化なく低率を示し再

体験＋過緊張症状が高率を示したのは P

TSDの低減過程の碁本路線どおりだ。

- 144-



3)身体的変調の集計結果

① 本校生徒の総得点(1回目調査と 2回目調査の比較と男女比） （表11)
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② 神戸市立高等学校 (10校）と神商生の比較（表12)

変調 1回目

80. 
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50. 
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③ -1 上位 5項目、 1回目調査と 2回目調査の比較と男女比 （表13)
男 子 上位5項目 女 子
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③ -2 

2. 

1回目調査と 2回目調査の問診別比較（男子生徒） （表14)

この 1ヵ月間に身体の変調があったか。（男子）
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③ -3 

2. 

1回目調査と 2回目調査の問診別比較（女子生徒） （表15)

この 1ヵ月問に身体の変調があったか。（女子）
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4)身体的変調の考察

①表11の総得点は、女子生徒の 5割、男子

生徒の 4割の生徒がなんらかの身体変調を

訴えている。心理変調のカープと比較する

と 2得点以降はほぼ、同様のカープで下降

していくことが分る。

諺そのものである。

「病いは気から」

② 表13の上位 2項目に 「肩凝り」

の

「腹痛」

を訴えている。自律神経の働きが悪くなっ

て交感神経、副交感神経の拮抗がくずれ平

衡状態を保ち得てな い様子がみえる。

第 3位～ 5位まで「めまい」「頭痛」など、

男女ともに同じ訴えがでてくる。第 2の特

徴としてマークしておきたい。

保健室来室時の最も多い訴えは「吐き気

がする」 「おなかが痛い」であった。

③表12の高校別でみると、本校は兵庫商業

高校と傾向が類似している。何故、ほぼ同

じ傾向を示したのか検討していきたい。

また、

④「食欲がない」が 2回目調査で高いのは

調査時期が 9月初旬であったためと思う。
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4. まとめと今後の課題

今回の報告 は最終調査 ('96年 1月）が終

わっていない報告でまだまだ、不十分は当然

である。例えば、心理変調と被害状況や担任

所見のクロス集計や心理変調と身体変調の相

関関係、保健室相談事例の分析等々がある。

最も大切で大事なことは、データーを机上

の数字としてのみ理解するのではなく 一人ひ

とりの生徒の心の変化を見守る手だてとして

しっかりとみつめ、自分には何ができて何が

できにくいのか知り、学校の組織の連携の中

で一人ひとりの教師が生かされてはじめて有

効な資料となり得る。

また、神戸市立高等学校「心のケア」の取

りくみが災害時のディプリーフィング・プロ

グラム開発の一助になるよう努力を重ねたい。

終わりに、研究を進めるにあたり多大な指

導をいただきました、京都大学 防災研究所

助教授 林春男先生に厚くお礼申し上げま

す。

震災後における体育授業の創意工夫

1.本校の被災状況

本校の被災状況は職員室、校長室、事務

室などが置かれていた管理棟（鉄筋 3階建

て）が倒壊して中枢機能が全滅し、普通教

室など20室を置く本校最大の校舎である南

館が半壊状態で使用不能となった。震災後

残った部屋は、普通教室11、特別教室10だ

けとなり神戸市内の学校でも被害の大きい

1つに数えられる。

2. 体育施設の現状

校舎の倒壊の影響と避難住民の対応で体

育施設の提供を余儀なくされており、現状

は以下の通りである。

(1) 体育館

メインフロアー

男女更衣室

器具倉庫

体育 教 官 室

(2) グランド

被災者の住居空間とし

て提供

同上

被災者用生活物資倉庫・

大型冷蔵庫

被災者対応宿直室

西側 仮 設 校 舎 5棟使用

東側 被災者用テント村使用

(3) 講堂校舎倒壊により全壊

(4) プール全壊

現在使用可能な体育施設は

宮崎仁史

格技室 150rrf 

パレーコート 750rrf 

テニスコート lOOOrrf 

グランド一部 900rrf 

※ 本山第 2小学校 5年 生 5クラスも体育

授業で本校の施設を利用しており、週 3

時間を小学校の体育に提供している。

3. 体育授業の取り組み

(1) 本年度の体育科方針

校舎解体に伴う粉塵、騒音、そして水

道もなく、仮設トイレ使用という状況と

運動できる場所はごく一部という条件で

進められていた新年度授業再開の手続き

の中で体育科として体育授業について以

下のように確認した。

① 日々学校施設の状況が変化し、いつ、

どのような状況になっても、その変化

に応じて柔軟に授業を対応させること。

② 生徒たちのストレスを考え運動量を

できるだけ確保し単調な運動やトレー

ニングに陥らないこと。

③ 学校外の体育施設の利用を考える。

以上のことを踏まえてクラス編成、時

問割り編成、カリキュラム編成で工夫し

柔軟に対処することにした。
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4. まとめと今後の課題

今回の報告 は最終調査 ('96年 1月）が終
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である。例えば、心理変調と被害状況や担任

所見のクロス集計や心理変調と身体変調の相

関関係、保健室相談事例の分析等々がある。

最も大切で大事なことは、データーを机上

の数字としてのみ理解するのではなく 一人ひ

とりの生徒の心の変化を見守る手だてとして

しっかりとみつめ、自分には何ができて何が

できにくいのか知り、学校の組織の連携の中

で一人ひとりの教師が生かされてはじめて有

効な資料となり得る。

また、神戸市立高等学校「心のケア」の取

りくみが災害時のディプリーフィング・プロ

グラム開発の一助になるよう努力を重ねたい。

終わりに、研究を進めるにあたり多大な指

導をいただきました、京都大学 防災研究所

助教授 林春男先生に厚くお礼申し上げま

す。

震災後における体育授業の創意工夫

1.本校の被災状況

本校の被災状況は職員室、校長室、事務

室などが置かれていた管理棟（鉄筋 3階建

て）が倒壊して中枢機能が全滅し、普通教

室など20室を置く本校最大の校舎である南

館が半壊状態で使用不能となった。震災後

残った部屋は、普通教室11、特別教室10だ

けとなり神戸市内の学校でも被害の大きい

1つに数えられる。

2. 体育施設の現状

校舎の倒壊の影響と避難住民の対応で体

育施設の提供を余儀なくされており、現状

は以下の通りである。

(1) 体育館

メインフロアー

男女更衣室

器具倉庫

体育 教 官 室

(2) グランド

被災者の住居空間とし

て提供

同上

被災者用生活物資倉庫・

大型冷蔵庫

被災者対応宿直室

西側 仮 設 校 舎 5棟使用

東側 被災者用テント村使用

(3) 講堂校舎倒壊により全壊

(4) プール全壊

現在使用可能な体育施設は

宮崎仁史

格技室 150rrf 

パレーコート 750rrf 

テニスコート lOOOrrf 

グランド一部 900rrf 

※ 本山第 2小学校 5年 生 5クラスも体育

授業で本校の施設を利用しており、週 3

時間を小学校の体育に提供している。

3. 体育授業の取り組み

(1) 本年度の体育科方針

校舎解体に伴う粉塵、騒音、そして水

道もなく、仮設トイレ使用という状況と

運動できる場所はごく一部という条件で

進められていた新年度授業再開の手続き

の中で体育科として体育授業について以

下のように確認した。

① 日々学校施設の状況が変化し、いつ、

どのような状況になっても、その変化

に応じて柔軟に授業を対応させること。

② 生徒たちのストレスを考え運動量を

できるだけ確保し単調な運動やトレー

ニングに陥らないこと。

③ 学校外の体育施設の利用を考える。

以上のことを踏まえてクラス編成、時

問割り編成、カリキュラム編成で工夫し

柔軟に対処することにした。
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(2) クラス編成

昨年度より選択制を踏まえて、 2クラ

ス (80人）を同時開講し 3人の教諭で指

専する形態をとっていたので、本年度も

同じ指導形態をとることにした。

しかし、活動場所、施設、用具の不足

から選択制の授業は実施できなかった。

そのため男女比の関係から 2クラスを 3

つのグループに分け（①男子20人、②女

子30人、 ③女子30人）、狭い活動場所を

少人数で有効 (3か所）に使用し授業を

行なうことにした。

(3) 時問割り編成

教務部に依頼し 1単位時間に 3クラス

以上の授業が重ならないように時問割り

を編成した。

(4) カリキュラム

従来の年間カリキュラムによる単元編

成が不可能であり、本年度の年問カリキュ

ラムを作成するにつ いて、体育館やグラ

ンドの復旧状況が予測できないため、学

期ごとの編成及び月毎の体育科打合せに

よる変更等を確認した。

1学期は修復をしな いで使用できるバ

レーコート、テニスコートでそれぞれバ

レーポール、ソフトテニスを全学年に振

り分け、雨天時でも活動できる場所が格

技室しかないため剣道を 1、 2年男子で

行い、同じく剣道で使用しない時間に女

子ダンスを組み込んだ。

(5) 単元計画

2年生の週 3単位の内 2単位を連続授

業として編成し、外部施設（県立健康セ

ンター等）を利用しての活動を可能した

り、住吉川の河川敷での活動を取り入れ

ることができるように時問的な余裕をとっ

た。 (2学期10月より 県立健康センター

のプールを利用し水泳授業を行う予定）

また格技室を有効に利用するため、剣

道とダンスを取り上げ、剣道は昨年より

教育課程の改訂で 1年生で武道を行って

いなかったため、 2年生男子に 2時間連

続で取り扱うことにした。またダンスも

同様に 2、 3年生で扱うことにした。

4. 3カ月の経過と今後の課題

本校は商業科の教育課程であるため、体

育科の配当時間が 8単位時間と普通科より

少なく、また女子が全体の70％を占めてい

るため 1単位時間に 3クラス以上の重複や

クラスのグループ分けが比較的容易に行え

たように思う。その点ではバレーポール、

ソフトテニス、剣道、ダンス、住吉川 の ラ

ンニング等で単調な活動にならないよう、

狭く分断されている施設を有効に活用でき

ているようである。

しかし、 2年女子のダンスなどはプレハ

プ 2F建て食堂の 2階、 30畳程の部屋を整

理し使うなど不便な授業を強いられている。

特に雨天の活動場所が格技室だけとなり、

教室で体育理論などの講義に切り替えざる

を得ない状況である。

1学期はなんとか生徒も事情を理解し活

動してきたが、 2学期以降どのようなカリ

キュラムが組むことができ、生徒たちの活

動意欲を満足させることができるのかが今

後の課題といえる。また、体育館やグラン

ドの復旧が徐々に期待できる状況になって

きたものの、震災で紛失した備品や用具が

十分に回復される予算措置が組まれておら

ず、これらの不足が心配される。そして、

狭く分断された活動場所はあるが中途半端

な広さで、大きな場所が 1つ確保されるの

は 2~3年先という見通しで、長期的な視

野にたってのカリキュラムや単元の検討や

抜本的な見直しが必要ではないかと思う。

体育科として卓球やダンスのできるプレ

ハプの体育室建設や 2学期から再開する近

隣の温水プールの使用を要望 したり、グラ

ンド用のスタンド式バスケットゴールを購

入するなど具体的に授業計画案を検討して

いるが簡単に対処できるものと相当の予算

の必要なものとあり今後とも創意工夫を重

ねる必要に迫られている。
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1995年 4月16日 （日曜日） 「朝日新聞」 より
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く
な
っ
た
。
加
固
の
匹

mi紐
認
諭
(
=
h
-

）

竺
欝
の
こ
と
を
考
え
て
み
ろ
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
使
え
な
く
な
っ
て
屯
、

H

.....

I
..
 ••••.•. 
:
 

•••• 

9

....

.
1
.
 

ゃ

・❖

•••••

••••• 

••••••••••

• 

芝
11
鑓
鵬
に
エ
麦

夫
し
た
い
で
練
河
は
で
き
る
ん
だ
」
と

励
ま
す
。
開
幣
砂
誌
を
ク
ラ
ブ
柄

腔
利
川
し
て
い
苓
芯
哀
も
あ
る
。

本
南
中
の
北
側
に
あ
る
市
立
神
戸

悶
で
は
、
体
窃
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

叩
会
だ
テ
ン
ト
で
、
約
白
人
の
住
因

翌
話
す
る
。
休
百
主
任
の
禽
硲
仁
史

酪
(
i

蒻）
は

「今
年
の
匝
間
団
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
郡
合
が
あ
り
、
体
育
を
靡

知
し
て
釦
ん
で
圭
ら
い
ま
し
た
」
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
半
分
は
阪
殴
教
卒
に
辛
て

他
校
教
室
・
学
外
施
設
も
活
用

ら
れ
、
粒
っ
た
約
三
塁

＇方
店
の
ほ

か、

テ
ニ
ス
と
バ
レ
ー
の
コ
ー
ト
が
位

羹
だ
け
た
。
こ
こ
で
活
塁
、
約

昌

認
山
に
あ
る
本
山
第
二
小
の
兄
5

た
ち
が
特
の
醤
箋
け
る
。

そ
の
本
山
第
二
小
で
む
、
約
声
人
が

醤

翡

を

送

っ
て
い
る
。
醤
に
回

い
っ

ぱ

い

醤

緊

を
建
て
た
も
の

の
、
そ
れ
で
も
数
参
が
足
り
ず
、
五
年

聾
ク
ラ
ス
は
神
戸
向
高
に
、

一二
年
生

四
ク
ラ
ス
は
束
隣
の
本
山
中
に
向
借
り

し
て
阻
を
受
け
る
。

笞
の
四
菜
は
神
戸
翌

の

グ
ラ
ウ

ン
ド
を
傘
生
が
使
い
、
テ
ニ
歪
バ

レ
ー
の
コ
ー
ト
は
醤
年
が
紀
茎

ぃ

っ
た
形
で
暉
設
し
合
い
、
璽
哀

校
生
の
醤
時
向
を
確
保
し
て
い
る
。

醤
敦
論
ほ

「と
り
あ
え
ず
一
学

型
J

菜
り
饂
羹
の
が
自
枷
。
こ
の
ま
ま
の

益
が
あ
と
一
年
続
く
徴
図
し
て
い

る
。
臼
築
を
し
な
が
ら
、
郡
合
の
忠
い

さ
ろ
は
さ
ら
に
H
夫
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

盟

市
の
上
ケ
阻
は
近
く
の
盟

裟
哭
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
問
、

休
百

の

醤

き

な

葛

め

と

が
つ
い
た
。

し
か
し
、
期
向
は
一
学
即
い
っ
ぱ
い
の

製
で
、
そ
の
先
の
鬼
遥
し
は
は
っ
送

り
し
な
い
の
が
伽
み
の
た
ね
だ
。

嬰

市

や

篇

器

斎

、

迎

輝

所

の
統
卵
合
で
四
月
中
に
学
校
教
窃
船

を
確
俣
す
る
め
と
を
立
て
て
い
る
。
だ

が
、
被
災
家
臨
が
多
い
こ
と
か
ら
神
）
）

市

の

鸞

、

醤

憐

潤

の

蛉
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
小
‘
r
l
J
裳
、
⑬
校
な
と
の
約
四

暉
に
当
た
る
皇

十

七

慕

蟹

所

に

な
っ
た
ま
ま
だ。
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震災を事例とした地理学習の教材開発

「防災からみた都市問題一神戸とサンフランシスコを比較して一」を事例として（試案）

伊藤善 文

1. 事例設定の理由

地理Aの学習指導要領のうち， 「（3)現代世界の課題と国際協力」の「（イ）諸地域からみた地球的

課題」について．これまで教科こで取り扱われている事例は，人口問題，食料問題．森林破壊．環境汚染．

都市問題などであった。これらの問題は．地域の実情， 地域間格差などの社会 ・経済的背景が．一国内だ

けでなく，地球的規模で考えないと解決できないものとして提示され，授業の留意点は．生徒の身近で興

味•関心のあるものと関連づけることであった。

とこ ろで，箪者は1995年 1月17日の阪神淡路大窟災に遭った者として，地理教師として，被災体験のあ

る生徒に，何を教え．何を引き出し．何を考えさせたらよいのか，フラ ッシュバ ックさせることの是非を

含めて．随分迷った。 地窟のメカニズムは地学だろうし．震災後の心のケアは保健体育だろうし，防災教

育は家庭科が一番だろうか，と教科の住み分けも考えなければと思った。今回の窟災は，地理的見方 ・考

え方の 1つである「自然環境及ぴ社会環境と人問との関係について考察する」という点では絶好の地理教

材である。震災を地理教材として扱う場合，も っとも適切な箇所は，学習指導要領でいう「 (2) 世界の

人々の生活 ・文化と交流」のうち， 「ア，自然環境と人間生活」の項目であろう。教科三では，自然環境

を生活の鐸台ととらえ，地形や気候と関連した世界各地の特色ある人問生活を記述している。地震は世界

の山脈と地震帯との関連で，自然災害は火山爆発や暴風雨．地震などを事例として扱っている。

しかし．自然災害や防災は，単に「自然環境と人問生活」という乎時の観点だけでよいのだろうか。都

市直下型の地震で都市が壊祓的な打撃を受け，自然の活断層とともに社会的な断層 （阪神淡路大震災では．

インナーシティの密集地域での老朽木造家屋の倒壊・火災などで，高齢者や社会的弱者の多くが犠牲にな

った） も明らかになった。 日本付近には4つのプレートが集まり，特に今年になって，環太平洋地域を中

心に世界各地で地震が頻発している。

地理教材としての都市問題に，防災都市づくりの観点は入る余地がないのだろうか。サンアンドレアス

断暦が通っているカリフォルニアでは，これまでの教訓をもとに防災都市づくりが進められているという。

ロサンゼルスでは都市の内部構造や社会階陪と震災時の問題点が指摘され，メキシコシティやリマなど発

展途上国の大都市では．農村からの流入人口がスラム化し自然災害時の危険性が指摘されている。震災後

の神戸では， 「防災」をキーワードに復興計画が具体化されている。

以上のような理由から．震災後の神戸市の防災まちづくりを手掛かりに都市問題を考え． 「諸地域から

みた地球的課題」の事例としたい。

2.教材化の視点

地理教材としての都市問題で教科書では．発展途上国における人口集中にともなうスラムや大気汚染の

問題先進国におけるインナーシティ問題やスプロール現象．ニュータウン計画などが記述されている。

しかし，地球的規模で人々が移動し．情報が行き交う今日，都市問題を発展途上国と先進国というステレ

オタイプに分ける考え方は適切でないと思う。世界各地の大都市は人口を引きつける力が働き，農村部は

人口を押し出す力が働いている。その結果，大都市はさらに巨大化し，新たな都市問題が発生しているし，

地域によ っては突発的な自然災害の危険が潜んでいる。本指導案では，流入人口の増大による都市問題を

その都市の自然環境をも含めて考えたい。

3.指導計画と指導内容

第 1時 発展途上国の都市問題一過密に悩むメキシコシティー

第 2時 先進国の都市問題ーロンドンのインナーシティと再開発一
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第 3時 防災からみた都市問題一神戸とサンフランシスコを比較して一く本時＞

4.指導のねらい

第 1時 発展途上国の巨大都市は農村からの人口流入など人口が急増している。その結果として発生し

たスラムなどの都市問題の実態や課題を考えさせる。

第 2時 先進国の巨大都市では，同心円的に都市機能が分化していたが，都市中心部から人ロ・産業の

分散を図った結果，インナーシティで人口が減り ，生活環境の悪化が新たな都市問題として発

生した。これらの実態や課題を考えさせる。

第 3時 社会階層によって被災状況が異なることが明らかになった神戸の防災都市づくりを1989年のロ

マ・プリータ地震で被災したサンフランシスコの教訓を参考に考えさせる。その際．都市の内

部構造にもふれ安全で住みやすい土地利用についても考えさせる。＜本時＞

5. 指導展開例

指導過程 1学 習内容

（主な発問）

学習活動

（予想される発言）

指導上の留意点

・導入

＜課題

把掴＞

・阪神大震災1995年 1・環太平洋造山帯に位置 1・地震災害については，概

の被災地域（神戸） する日本やカリフォルニ 要にとどめ，地震のメカニ

を確認する。 アには地震が多い。 ズムについては深入りしな

しヽ。

・ロマ ・プリータ地・神戸とサンフランシス ・近畿地方の活断層，サン

震1989年の被災地域コはともに断階上に位腟 フランシスコのサンアンド

（サンフランシスコ）している。 レアス断層及びヘイワード

を知る。 断層にふれ，ともに断層上

• 世界の地震帯

に都市が立地していること

を理解させる。

資 料

・道路倒壊など

の写真

・阪神大震災の

被災地図

（資料 1)

・ロマ ・プリー

タ地震の被災地

図…十分なもの

・大阪湾とサンフランシス ではないが

・展開 • 都市構造との関連

問題の設 はどうか

定 く自然条件のほかに

く仮説＞ 社会的条件もあるの

ではないか＞

く検証＞ ・阪神大震災で甚大・神戸市街地の被害は，

な被害地域はどのよ山の手より浜の手がおお

うなところか。 きかった。
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コ湾はほぽ同じ広さであり． （資料 2)

都市圏規模も似ており．比

較しやすい。

• 都市の発展過程などを時

系列的に概観し．経済成長

との関連などにふれる。

・インナーシティの地盤の

弱いところで，特に被害が

おおきかったことに注目さ

せる。

（資料 1)

（次ページにつづく）



5. 指導展開例（つづき）

指導過程 1学 習内容

（主 な発問）

学習活動

（予想される発言）

指導上の留意点

・人口密集地域，高齢者 ・インナーシティは高齢者

居住地域老朽木造家屋や社会的弱者が比較的多く

居住地域の被害が大きか 住み，都市機能は住工混在

った。 地域で，戦後あるいは高度

経済成長期に人口流入の激

しかった地域であることを

考えさせる。

・ロマ ・プ リータ地・資料3を読む。 ・耐震規制の対象にならな

い小規模木造住宅の倒壊と

その結果として，労働者が

家や職場を失ったことを考

震で被害の大きかっ ・神戸の被災状況と自然

たと ころはどのよう条件や社会的条件が比較

なところか。

• 都市構造と地震災

害およぴ防災体制に

ついて，神戸とサン

フランシスコの共通

点 と相違点はなにか

的よく似ている。

えさせる。

・共通点である社会的弱者

の居住空間を考えさせる。

・相違点である防災体制の

整備について考えさせる。

く今後の I・復興まちづくりの 1・災害に涸いまちづくり 1•神戸の復興まちづくりと
課題＞ 課題はなにか。 を考える。 サンフランシスコの教訓を

考えさせる。

・ハード面（建物 ・ ・道路・港湾 ・交通 ・街 ・防災まちづくりに国際的

栢造物）の問題はな 区の整備などを考える。 な情報ネ ッ トワークを生か

にか。 すことにふれる。

・ソフト面（組織 ・ ・行政と自治会， まちづ •都市計画と区画整理の問

情報）の問題はなに くり協識会などの活動を 題点，居住地移転と経済負

か。 考える。 担について考えさせる。

・カリフォルニアでの活断

層上の土地利用規制にふれ．

同様の施策が日本でも適応

•神戸市長田区のアジア できるかを考えさせる。

バザール構想を考える。

要 約 1・防災まちづくりのI.国際的な情報交換を考 ・普遍的な都市問題に防災

地球的課題は何か。 え，実践する。 の観点を導入する。
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資 料

（資料 3)

•神戸市復興計

画ガイドライン

（資料4).

• まちづくり協

議会資料

（資料 5)

・サンアンドレ

アス断層上の土

地利用規制に関

する新聞記事

（資料 6)
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＊ロマ ・プリータ地震

1989年IO月17日午後5時，サンフランシスコの南東部約 lOOKmのロマ・プリ ータ山付近を窟源とするマ

グニチュ ー ド 7.1の地震が発生した。この地震で，死者62人，負傷者3737人を数え，約12000人の人々が

家を失い，サンフランシスコ湾両岸の産業基盤や由緒ある建築物に被害をもたらし．オークランドの沖積

粘土暦（ベイマ ット）上につくられたフリーウェイが延長 2.4kmに渡り崩壊した。また，ベイプリ ッジの

上暦の橋げたが落下して下層をふさいだ。サンフランシスコ市街北東の埋立地では古い家屋に大きい被害

があり，地震動によって火事も発生した。この地震の 3カ月前にはヘイワード断層を震源とするマグニチ

ュード 7.5の地震を想定した防災訓練が実施され，公表された評価では，連邦政府會州，カウンティ，地

方自治体その他の対応は妥当なものであった。 （資料2の本文の一部を修正して記述）

く資料の出典＞

・資料 1 国土地理院災害地理調査班作成「神戸市周辺の災害分布」

・資料2

・資料3

・資料4

・資料5

・資料 6

6. 付記

（日本地理学会秋季大会予稿集， 1995年）

ラザフォ ー ド• H ・プラット「サンフランシスコ ・ベイエリアの自然災害」挿入図

（古今醤院『地理』 39-9, 1994年）

前掲，資料2の本文の一部

神戸市「復興計画ガイドライン」 (1995年）

『阪神大震災 復興市民まちづくり Vol. 2』 （学芸出版， 1995年）

田中近吾「地理学者の震災」神戸新聞1995.3.9

(1)国際化の進展等社会の変化や科目の専門性にどう対応したか

国際化の進展にともなう日本の都市問題の一つに，流入外国人労働者の増加がある。移民の国・アメリ

カ合衆国の都市では．以前から都市機能の郊外分散化が図られ，かつでのダウンタウンに低所得者が流入

し．スラム化する事例が報告されている。ニューヨークが然り ，ロサンゼルスが然りである。

阪神大震災で被災した神戸市では，インナーシティである長田区を中心に戦前から在日韓国・朝鮮の人

々のほか．今日ではベトナムの人々が住み，働いている。

活断層がとおり，さまざまな民族が集まるサンフランシスコ，活断層のほか社会的断層も明らかになり，

復興計画のなかで．アジアバザール計画のある神戸，両市の防災都市づくりを生徒の実体験をとおして，

行政の施策と住民の意向の両面から検討し，地理的見方 ・考え方を育成したい。

(2)指導計画の作成をとおして明らかになった検討課題

都市問題が地球的課題であることは事実だが，震災と都市問題がどのように結ぴつくかは検討課題であ

る。本報告は，生徒にとって身近で強烈なインパクトのあった阪神淡路大震災を事例に都市問題の一端に

せま ったがおもな留意点は次の3点である。①世界の都市を比較してその発展過程や問題点を時系列的

または空間的に考え，共通点や相違点を見いだす，②突発的な自然災害に対応する防災の観点を検討する，

③身近な地域をとおして世界を考える視点を育成する

(3)学習指導法の工夫

都市問題を生徒の実体験や実態地図，他地域の資料を用いて，多面的に学習ができるようにした。ただ，

実体験があるといえども，扱う資料が難解で，比較地であるサンフランシスコの内部構造や施策について

は理解しがたいので，平易な資料を準備する必要がある。

＊本報告は， 1995年11月6~7日，徳島市で開かれた「平成7年度西部地区高等学校地理歴史科・公民科

研修講座」で発表したものを修正・加筆した。

-156-



＜震災関連資料〉
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（建設省国土地理災害調査班作成）
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斜面崩墳・地滑り

地盤の液状化
戸

濤岸壊防の破損

市）
.. 

中央区 ｀
K* 

＼ 
.. 

兵庫区い
． .. 

ヽ、C田．：

山地の外緑

＼． 

＼芦 ヽ
神東‘．塵

潤‘

汎▲

▲
↑
▲
 

宝塚市

... 
‘-―---.. 

JR  

須霜区

゜
5 ka 

その 2 1995年兵庫県南部地震で活動した神戸地区の断層

（平野 ・波田 1995年 9月 8日現在）

令表§‘//£

（大阪市立大学教授 平野昌繁氏提供）
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全国からお見舞いと励ましをいただきました。

◆救援物資を頂きました。 （順不同、敬称略）

。岡山県立岡山南高校

。松本筑摩高校分会

。尼崎東高校

。数研出版卸関西本社

。和歌山県高校教職員組合

。岡山南高校

。東京都高校教職員組合 。岩手県立遠野高校情報ビジネス校硬式野球部

◆義援金を頂きました。 （順不同、敬称略）

。龍神会 。龍神会西川禎二 。龍美会

。KBSシラカワ白川侑 子

。倍塩入スポーツ

。スタミナ食品闊

。（粉福武書店

。学習研究社

。全国公立高等学校事務長会

。滝山常男

。長野県高校教職員組合

。全日本教職員組合

。KBSシラワカ卒業生有志

。代々木アニメーション学院

。神戸経理コンピュータ専門学校

。日本高等学校教職員組合

。神戸商業を励ます会

。野寄住宅自治会

。宮川 武史

。岩手県遠野情報ビジネス校生徒会

。KBSシラカワ白川欽一

。高野恵美子さんご両親

。側）日本漢字能力検定協会

0 青山短期大学（大阪）

。高松市立林小学校

。鳥取県立米子高校生徒会

。小林 芳子

。仙台商業高校分会

。神戸市立高校教職員組合

その他、電話 ・ファックスなどで多数のお見舞い ・激励を賜りました。

ありがとうございました。
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編集後記

それぞれに思いのある阪神淡路大震災から 1年が経過しました。震災当日から本

校は避難所となり、多くの人々が本校を拠点にして生活し、重く苦しい時間の中に

も人間の温かさやつながりを感じ、助け合いながら過ごしてきました。

本校では10年前から教育誌「湧水」を発行していますが、今回の10号は震災記録

文集として、タイトルを『阪神大震災、あれから 1年」としました。特に今回は震

災後の教職員の行動や教育活動の記録に留めず、震災に対する生徒の感想、さらに、

震災を契機に交流のあった避難者やボランティアの方々、昨年 4月以来仮設校舎で

一緒に生活した本山第二小学校の児童にも感想を寄せていただきました。ご多忙の

なか、原稿をお寄せいただいた方々、編集に際してご助言をいただいた方々に厚く

お礼を申し上げます。

なお、小誌に載せた写真は本校教員撮影のもののほか、東灘区在住の牧野修三氏

の提供によるものもあることを感謝をこめて申し添えます。

被災地域では今、復興の槌音が響いていますが、人々の心の問題も含め、完全に

元の状態に もどり、新たな創造をするには時間が必要だと思われます。小誌がこの

時代に生きた人々の記録として、何らかの形で役に立てば幸いです。震災で亡くなっ

た多くの方々のご冥福を心からお祈りするとともに、震災で生まIれた人々のつなが

りを大切にしたいと思います。

編集委員

岡田孝久

小 玉 巧

伊藤善文

田中孝明

中村健樹

田 中 義 人

木村史人

長尾洋治

小誌は本校関係者以外にも教育関係の各機関、神戸市立中央図書館、兵庫県立図書館、

国立国会図書館に寄贈する予定です。表紙右上に記している「ISSN 1341-8734」は、

r湧水」に割り当てられた国際標準逐次刊行物番号で、国立国会図書館に登録される番号

です。この番号はバ リに本部のある逐次刊行物国際センターにも登録され、国際的な刊行

物の情報交換にも有効で、世界中の人々が希望すれば「湧水」を読むことができます。
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